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＊
凡
例

1
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, Verlag von 

Georg W
igand. 1853.; Reprint. N

abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

2
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

3
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler Verlag. 1981. Vollständige A
us-

gabe, nach dem
 Text der dritten A

uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an L

egends of the Brothers G
rim

m
. Vol.1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
一
）

鈴
　
木
　
　
滿
　
訳
・
注
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Issues. Philadelphia, 1981. 

4
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

5
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

6
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

7
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

8
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
一
）　
　
　

一
─
─　
　

六
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号

�

一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
二
）　
　

六
一
─
─　
　

九
〇	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号

�

四
六
三
〜
五
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
三
）　
　

九
一
─
─　

一
三
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号

�

七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五
─
─　

一
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号

�

一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
五
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五
─
─　

二
二
五	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号

�

九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六
─
─　

二
八
八	
所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号

�

二
〇
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）　

二
八
九
─
─　

三
三
九	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
二
号
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�

一
五
一
〜
二
四
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
八
）　

三
四
〇
─
─　

三
九
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号　

�

一
〜
九
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
九
）　

三
九
五
─
─　

四
四
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
三
・
四
号

�

九
九
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
十
）　

四
四
五
─
─　

四
八
四	

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
七
巻
第
一
号

�

八
三
〜
一
七
八
ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月

＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
十
一
）
の
伝
説

四
八
五	

あ
の
犬
が
埋
葬
さ
れ
て
る
と
こ W

o der H
und begraben liegt.

四
八
六	

樹
樹
の
上
の
魚
た
ち Fische auf Bäum

en.

四
八
七	

テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城
の
白
衣
夫
人 D

ie w
eiße Frau auf T

enneberg.

四
八
八	

耳オ
ー
ア
・
ド
ゥ
ル
ッ
フ

を
付
け
た O
hr druff. 　
　
　

*D
S12 D

ie Schloßjungfrau.

四
八
九	

聖ザ
ン
ク
トヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会 Sankt Johannis K

irche. 　
　
　

*D
S291 D

ie A
ltenberger K

irche.

四
九
〇	

ア
ー
ゾ
ル
フ
ェ
ロ
ー
ト A

solverod.

四
九
一	

ルル
タ
ー
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン

タ
ー
の
泉 Luthersbrunnen.

四
九
二	

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
と
幾
つ
か
の
悪

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環 T

eufelsbad und T
eufelskreise.

四
九
三	

猟イ
ェ
ー
ガ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

師
の
記
念
碑 Jägerstein

四
九
四	

山
山
の
不
思
議 D

ie W
under der Berge.

四
九
五	

赤
デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖

 D
er rote Stein.
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四
九
六	

ハ
イ
ン
リ
ク
ス
の
魔
法 Zauberkünste im

 H
einrichs.

四
九
七	

酸す
ぐ
り塊

の
生
け
垣 D

ie H
archelsbeerhecke.

四
九
八	

呪
わ
れ
た
村 D

as verw
ünschte D

orf.
四
九
九	
鉱
夫
と
花
嫁
の
話 V

on einem
 Bergm

ann und einer Braut.

五
〇
〇	
フフ

ァ
ー
ル
ザ
ー
メ
ン

ァ
ー
ル
の
種 Fahrsam

en.

五
〇
一	�



ホ
レ
夫
人
と
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト Frau H

olle und der treue Eckart. 　
　
　

*D
S7 Frau H

olla und der treue 

Eckart.

五
〇
二	

樅も
み

の
木
立 D

er T
annenbusch.

五
〇
三	

古
城
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
の
話 V

om
 alten Schloß H

allenberg.

五
〇
四	

エ
ー
バ
ー
ス
村ド

ル
フ

と
エ
ー
バ
ー
ス
地グ

ル
ン
ト所 Ebersdorf und Ebersgrund.

五
〇
五	

ガ
ダ
マ
ー
ル
の
見
た
幻
影 Gadam

ars Gesicht.

五
〇
六	

ハ
ー
バ
ー
森ホ

ル
ツ

と
鷹

フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク

の
城 H

aberholz und Falkenburg.

五
〇
七	

ヘ
ル
マ
ン
ス
山ベ

ル
ク

の
騎
士
た
ち D

ie Ritter des H
erm

annsberges.

五
〇
八	

冷デ
ア
・
カ
ル
テ
・
ブ
ル
ン
ネ
ン

た
い
泉
の
畔ほ

と
り

の
蛇 D

ie Schlange am
 kalten Brunnen.

五
〇
九	

ル
ッ
プ
山ベ

ル
ク

の
姫
君
た
ち D

ie Ruppbergs-Jungfern.

五
一
〇	

ラ
イ
ス
ィ
ゲ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ンの

話 V
om

 Reißigenstein.

五
一
一	

神ゴ
ッ
テ
ス
フ
ェ
ル
ト

の
野
の
鐘 D

ie Glocke vom
 Gottesfeld.

五
一
二	

盗ラ
ウ
プ
シ
ュ
ロ
ス

賊
城
ヘ
ル
マ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
そ
の
他 Raubschloß H

erm
annstein und andere.
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五
一
三	

部カ
ン
マ
ー
レ
ッ
ヒ
ャ
ー

屋
の
洞
窟
群
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち D

ie Zw
erge der K

am
m

erlöcher.

五
一
四	

歌ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
の
話 V

om
 Singerberge.

五
一
五	

歌ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
城
を
呪じ

ゅ
そ詛

し
た
ル
タ
ー
博
士 D

oktor Luther verw
ünscht das Singerberger Schloß.

五
一
六	
パ
ウ
リ
ー
ナ
の
庵

い
お
り Paulinaʼs Zelle.

五
一
七	
パ
ウ
リ
ー
ナ
の
労
賃
支
払
い
の
奇き

せ
き蹟 Paulina lohnt die A

rbeiter w
undersam

.

五
一
八	

教
会
の
列
柱
と
悪
魔 D

ie K
irchensäulen und der T

eufel.

五
一
九	

黒
騎
士
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト W

ittekind, der schw
arze Ritter.

五
二
〇	

ググ
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ラ
イ
フ
の
巖 D

er Greifenstein.

五
二
一	

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
修
道
士 D

er M
önch auf Blankenburg.

五
二
二	

危
険
な
担
保 D

as gefährliche Pfand.

五
二
三	

愚
か
な
楽
士
た
ち D

ie thörichten M
usikanten.

五
二
四	

癒ハ
イ
ル
ス
ベ
ル
ク

や
し
の
山 H

eilsberg.

五
二
五	

死
者
が
見
え
る
女 D

ie T
odtenschauerin.

五
二
六	

朝ち
ょ
う
さ
ん餐 D

as Frühm
ahl.

五
二
七	

首
縊く

く

り
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ D

ie H
ange-Eiche.

五
二
八	

男ヴ
ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精 D

er W
asserm

ann. 　
　
　

*D
S49 D

er W
asserm

ann.

五
二
九	

グ
ロ
ー
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子 D

er W
echselbalg zu Großw

itz.

五
三
〇	

鰊
ヘ
ー
リ
ン
グ
ス
メ
ン
ヒ
ェ
ン

小
人 D

as H
ähringsm

ännchen.
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五
三
一	

教
会
と
橋
が
同
価
格 K

irche und Brücke ein Geld.

五
三
二	

髭ひ
げ

の
生
え
た
乙
女 D

ie Jungfrau m
it dem

 Bart. 　
　
　

*D
S330 D

ie Jungfrau m
it dem

 Bart.
五
三
三	

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
女
子
修
道
院 D

as N
onnenkloster zu Saalfeld.

五
三
四	
銀
の
風オ

ル
ガ
ン琴 D

ie silberne O
rgel.

五
三
五	
神
の
御み

て手 Gottes Finger.

五
三
六	

授
か
っ
た
幸
運 D

as bescheerte Glück.

五
三
七	

小こ
ね
ず
み鼠 D

as M
äuselein. 　

　
　

*D
S248 D

as M
äuselein.

五
三
八	

寡か

ふ婦
の
呪
い D

er Fluch der W
iw

e.

五
三
九	

荒デ
ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ D

ie w
ilde Bertha. 　
　
　

*D
S269 D

ie w
ilde Berta kom

m
t. 

五
四
〇	

頭
に
刺
さ
っ
た
斧お

の D
as Beil im

 K
opfe.

五
四
一	

ホ
ー
エ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
半
分
こ H

albpart auf der H
ohenw

art.

五
四
二	

疫ヒ
ュ
ン
シ
ュ
ヒ
ェ
ン

病
神
ど
ん H

ünschchen.

五
四
三	

ヴ
ェ
レ
夫
人 Frau W

elle.

五
四
四	�



ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
た
ち D

ie Saalnixen. 　
　
　

*D
S53 D

er W
assem

ann an der Fleischerbank. / *D
S60 

D
ie Elbjungfer und das Saalw

eiblein. / *D
S65 V

or der N
ixen hilft D

osten und D
orant.



61

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

四
八
五
　
あ
の
犬
が
埋
葬
さ
れ
て
る
と
こ

ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン（

（
（

に
は
あ
の
犬
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
と
は
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
の
す
ぐ
傍
に
あ

る
村
で
、
エ
ム
ゼ
川
が
貫
流
し
て
い
る
。
以
前
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
鉱
夫
も
住
ん
で
い
た
し
、
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
の
殿
た
ち
の

山
城
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
廃は

い
き
ょ墟
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
に
ま
だ
同
家
の
城
が
三
つ
存
在
す
る
。
こ
の
殿
た
ち
の
一
人
─
─
そ
の

先
祖
・
後こ

う
え
い裔
の
ほ
と
ん
ど
全
て
と
同
じ
く
ゴ
ー
タ
公（

（
（

の
主

イ
ェ
ー
ガ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

猟
官
だ（

（
（

っ
た
─
─
は
大
層
頭
が
良
く
か
つ
忠
実
な
犬
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
名
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
。
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
の
殿
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
、
長
い
間
未
亡
人
は
こ
れ
を
飼
っ
て
い
た
。
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
は
頗す

こ
ぶ

る
気
が
利
き
怜れ

い
り悧
だ
っ
た
の
で
、
頸く

び
わ環
に
手
紙
を
結
び
つ
け
て
も
ら
う
と
、
た
っ
た
独
り
で
ゴ
ー
タ
な
る
フ
リ
ー

デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城（

（
（

へ
歩
い
て
行
き
、
返
書
を
携
え
て
戻
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
ゴ
ー
タ
の
飛
脚
は
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
経
由
の
道

を
辿た

ど

ら
ず
に
済
ん
だ
し
だ
い
。
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
の
未
亡
人
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
を
殊
の
外
可
愛
が
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
犬
が

と
う
と
う
大
自
然
に
年
貢
を
納
め
る
〔
＝
死
ぬ
〕
と
、
柩ひ

つ
ぎ

に
入
れ
さ
せ
、
傷い

た

ま
し
く
涙
を
流
し
、
召
使
い
一
同
に
も
、
共
に
泣
い
て

欲
し
い
、
と
望
ん
だ
。
召
使
い
た
ち
は
女
主
人
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
が
や
は
り
と
て
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
善
良
な
犬
を
偲し

の

ん
で

思
い
切
り
わ
あ
わ
あ
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
た
だ
し
、
年
老
い
た
女
料
理
番
は
別
で
、
こ
れ
は
北
欧
神
話
で
女イ

ェ
ッ
テ

巨
人
ト
ゥ
ク
が
バ
ル
ド
ゥ
ー

ル（
（
（

を
「
乾
い
た
目
」
で
悼
ん
だ
よ
う
な
泣
き
方
を
し
た
〔
＝
泣
か
な
か
っ
た
〕。
そ
こ
で
女
主
人
は
か
ん
か
ん
に
怒
り
、
女
料
理
番
に

は
他
の
召
使
い
が
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
た
喪
服
を
与
え
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
や
が
て
彼
女
が
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房

に
入
る
と
、
女
料
理
番
が
玉た

ま
ね
ぎ葱

を
刻
ん
で
い

て
、
そ
の
せ
い
で
涙
を
流
し
て
い
た
。
そ
こ
で
女
主
人
は
お
ろ
お
ろ
し
て
「
お
や
ま
あ
、
お
ま
え
も
好
い
子
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
の

た
め
に
泣
い
て
い
る
の
か
い
。
そ
れ
な
ら
お
ま
え
に
も
喪
服
を
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
た
。
料
理
番
の
婆ば

あ

さ
ん
は
涙
を
流
し
な
が
ら
に
ん
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ま
り
し
て
、
否
定
は
し
な
か
っ
た
。
─
─
さ
て
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
令
夫
人
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
は
儀
式
に
則

の
っ
と

っ
て
埋
葬
さ
れ
な

く
て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
も
き
ち
ん
と
神ゴ

ッ
テ
ス
ア
ッ
カ
ー

の
土
地
〔
＝
教
会
墓
地
〕
に
、
と
の
意
向
だ
っ
た
が
、
城
へ
や
っ
て
来
た
牧
師
い
わ
く
「
奥

方
様
、
そ
れ
は
し
か
る
べ
き
こ
と
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
神
の
土
地
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
た
め
の
も
の
で
、
犬
の
た
め
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ぬ
。
わ
た
く
し
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
す
ら
か
し
こ
に
は
埋
葬
つ
か
ま
つ
り
ま
せ
ぬ
」。
─
─
「
あ
ら
、
そ
う
」
と
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ

ム
主
猟
官
未
亡
人
。「
し
か
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
り
ゃ
ま
あ
残
念
で
す
わ
。
あ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
は
全

然
犬
な
ん
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
人
間
同
様
の
分
別
の
持
ち
主
で
し
た
。
あ
の
子
は
遺
言
状
を
作
っ
て
お
り
ま
し
て
ね
、
そ

の
中
で
あ
な
た
の
教
会
に
百
タ
ー
ラ
ー
遺
贈
し
て
い
ま
す
し
、
注ノ

タ

ベ

ネ

意
書
き
で
、
も
し
教
会
墓
地
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
地
面
を
割
い
て
く
だ

さ
っ
た
ら
、
あ
な
た
ご
自
身
に
五
十
タ
ー
ラ
ー
差
し
上
げ
る
と
の
こ
と
。
さ
も
な
け
れ
ば
一
文
も
、
で
す
け
ど
」。「
そ
う
な
り
ま
す

と
、
奥
方
様
、
も
ち
ろ
ん
話
は
別
で
ご
ざ
り
ま
す
。
な
に
せ
教
会
は
し
ご
く
貧
乏
で
し
て
」
と
牧
師
は
応
じ
た
。「
さ
よ
う
さ
、
あ
の

善
良
な
信
心
深
い
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
な
あ
。
あ
れ
は
人
間
の
よ
う
に
大
層
物
分
か
り
が
よ
う
ご
ざ
っ
た
で
、
人
間
が
魔
法
に
掛
け
ら

れ
て
あ
あ
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
て
。
さ
あ
て
─
─
考
え
ま
す
る
に
─
─
教
会
墓
地
の
ど
こ
か
隅
っ
こ
を
な
。
わ
た
く
し
ぜ

ひ
と
も
奥
方
様
の
お
役
に
立
ち
と
う
存
じ
ま
す
る
の
で
」。
か
く
し
て
厳
か
な
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
下
僕
た
ち
も
下
女
た
ち
も
全
員

喪
服
を
纏ま

と

っ
て
、
犬
の
柩
の
後し

り

え
に
随つ

き
従
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
は
教
区
民
が
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
出
し
、
界か

い
わ
い隈
の
土
地
に
噂う

わ
さ

が
広
ま
っ

た
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
の
者
を
見
掛
け
る
と
、
人
人
は
げ
ら
げ
ら
笑
っ
て
お
ち
ょ
く
っ
た
─
─
そ
う
で
な
く
た
っ
て
テ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
人
は
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄
好
き
。「
お
い
お
い
、
お
め
え
っ
ち
の
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
じ
ゃ
あ
あ
の
犬
が
三カ

ー
ジ
ヒ

昧
場
（
教キ

ル
ヒ
ホ
ー
フ

会
墓
地
）
に
埋
め

ら
れ
て
る
っ
て
な
あ（

（
（

」。
そ
こ
で
こ
と
は
君
侯
の
御
前
に
ま
で
達
し
、
君
侯
は
大
層
ご
不ふ

き
ょ
う興

に
お
な
り
あ
そ
ば
す
。
更
に
一
件
は
ゴ
ー

タ
公
国
宗コ

ミ

ッ

シ

オ

ー

ン

教
局
委
員
会
に
持
ち
出
さ
れ
、
か
の
牧
師
は
職
務
上
の
事
情
聴
取
に
喚
問
さ
れ
た
。
牧
師
は
、
貧
寒
を
託か

こ

つ
教
会
の
た
め
に

よ
か
れ
、
と
考
え
て
認
可
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
、
と
陳
述
し
た
が
、
そ
う
し
た
言
い
訳
は
何
の
役
に
も
立
た
な
か
っ
た
。
牧
師
は
譴け

ん
せ
き責



63

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

さ
れ
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
は
教
会
墓
地
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
の
奥
方
が
喜
捨
し
た
金き

ん
す子
を
返
し
て
も
ら
っ
た

か
ど
う
か
、
な
ん
と
も
疑
わ
し
い
。
自
身
こ
の
話
を
語
っ
た
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
の
さ
る
殿
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
ご
存
じ
な
か
っ

た
。
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
主
猟
官
未
亡
人
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
を
再
度
埋
葬
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
城
の
庭
に
だ
っ
た
。
そ
し
て
思
い

出
の
よ
す
が
と
し
て
石
碑
を
建
立
、
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ツ
ェ
ル
の
俤

お
も
か
げを

あ
り
し
日
そ
の
ま
ま
に
刻
ま
せ
た
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ツ
ェ
ル
の
不
朽
の
美
徳
を
後
世
に
伝
え
る
立
派
な
銘
文
も
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
日
な
お
こ
ん
な
文
句
が
聴
か
れ
る
。
ヴ
ィ
ン
タ
ー

シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
あ
の
犬
が
埋
葬
さ
れ
て
る
と
こ
ね
え
。

四
八
六
　
樹
樹
の
上
の
魚
た
ち

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
縁
辺
に
位
置
す
る
住
み
心
地
の
好
い
都
市
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン（

（
（

─
─
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
、

シ
ュ
ネ
プ
フ
エ
ン
谷タ

ー
ル

お
よ
び
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
─
─
は
そ
の
極
め
て
古
い
都
市
紋
章
と
し
て
三
本
の
樹
の
上
に
鯉こ

い

を

一
匹
描
い
て
い
る
。
昔
同
市
の
上
手
、
シ
ュ
ト
レ
ー
メ
ル
ベ
ル
ク
山
麓
に
向
い
た
森ヴ

ァ
ル
ト
ト
ー
ア

の
門
の
外
に
美
し
い
泉
が
あ
り
、
市
中
へ
導
水
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
こ
の
泉
が
恐
ろ
し
い
激
流
を
迸

ほ
と
ば
しら
せ
た
の
で
、
市
と
そ
の
周
辺
全
域
は
す
っ
か
り
水
浸
し
に
な
っ
た
。

だ
れ
も
か
れ
も
震
え
上
が
っ
た
。
な
に
し
ろ
多
く
の
家
で
水
が
一
階
ま
で
充
満
し
て
お
り
、
中
に
は
上じ

ょ
う
お
く屋
が
な
い
家
も
あ
っ
た
か
ら
、

ま
こ
と
に
由
由
し
い
事
態
だ
っ
た
の
だ
。
洪
水
が
引
く
と
、
魚
が
い
ろ
い
ろ
見
つ
か
っ
た
。
樹
樹
の
上
に
鯉
だ
の
鰻う

な
ぎ

だ
の
鱒ま

す

だ
の
が
い

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
洪
水
を
幾
久
し
く
記
憶
し
よ
う
と
、
樹
樹
の
上
の
鯉
を
市
の
紋
章
兼
象
徴
と
定
め
た
し
だ
い
。
こ
う
し
た
水
難
が

再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
─
─
な
に
し
ろ
泉
は
相
変
わ
ら
ず
滔と

う
と
う滔
と
水
を
噴
き
出
し
て
い
た
か
ら
─
─
市
参
事
会
は
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ

ル
ン
の
あ
る
修
道
士
に
来
て
も
ら
っ
て
、
泉
を
封
じ
さ
せ
た
。
修
道
士
は
山
の
手
へ
上
が
っ
て
行
き
、
天ビ

ロ
ー
ド

鵞
絨
の
上
着
だ
か
僧
衣
だ
か
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の
袖
を
泉
に
突
っ
込
ん
で
、
な
に
や
ら
呪
文
を
唱
え
た
。
す
る
と
泉
か
ら
の
水
流
は
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
た
。
そ
の
場
所
は
今
日
に
至
る

ま
で
天ザ

ム
ト
エ
ル
メ
ル

鵞
絨
袖
な
い
し
僧ク

ッ
テ
ン
エ
ル
メ
ル

衣
袖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
て
袖
が
水
を
一
滴
た
り
と
も
流
さ
な
く
し
た
の
で
─
─
ま
こ
と
に
知
恵
は
な
か

な
か
回
ら
ぬ
も
の
─
─
、
そ
の
後
市
当
局
は
ヴ
ァ
ー
ル
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
村
と
交
渉
、
樅も

み

の
市
有
森
の
一
部
と
村
の
小
川
と
を
交
換
し
、
こ

れ
を
市
へ
導
水
し
た
。
市
当
局
は
聡
明
だ
っ
た
わ
け
。
さ
も
な
け
れ
ば
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
は
水
飢き

き
ん饉

に
陥
り
、
同
地
産
の
上
物

麦ビ
ー
ル酒

も
醸
造
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四
八
七
　
テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城
の
白
衣
夫
人

ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
す
ぐ
向
こ
う
側
に
テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城
が
あ
る
。
楽デ

ア
・
フ
ロ
イ
デ
ィ
ゲ

天
方
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
息

女
を
連
れ
て
行
き
、
洗
礼
を
受
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
六
九
）。
こ
の
城
は
方
伯
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
子
息
〔
＝
ア
ピ
ッ

ツ
〕
も
〔
そ
の
母
〕
ク
ン
ネ
〔
＝
ク
ニ
グ
ン
デ
〕・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
受
け
継
い
で
暫し

ば
ら

く
所
有
し
て
い
た
が
、
ま
も
な

く
明
け
渡
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
テ
ン
ネ
ベ
ル
ク
城
に
は
白
衣
を
着
た
女
性
の
姿
の
幽
霊
が
徘は

い
か
い徊

す
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
小
さ

い
明
か
り
を
見
掛
け
る
こ
と
の
あ
る
塔
か
ら
出
て
来
て
、
部
屋
部
屋
を
通
り
抜
け
、
片
手
を
頭
に
─
─
被か

ぶ

っ
て
い
る
は
ず
の
冠
か
何
か

を
摑つ

か

も
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
─
─
挙
げ
、
そ
れ
か
ら
探
る
よ
う
に
床
に
目
を
落
と
す
。
か
つ
て
一
人
の
貴
婦
人
が
堂
堂
た
る
伴
回
り

と
共
に
城
へ
到
着
、
滞
在
し
た
の
だ
が
、
戸
外
へ
足
を
踏
み
出
す
こ
と
は
二
度
と
再
び
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
女
の
居
場
所
は
例
の
塔

で
、
白
い
長
衣
を
纏ま

と

っ
て
い
た
。
一
体
ど
こ
の
だ
れ
な
の
か
、
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
の
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
た
妃き

さ
き

ア
ン
ナ
─
─
生
ま
れ
は
ク
レ
ー
フ
ェ
の
公
女（

（
（

─
─
だ
、
と
の
好
い
加
減
な
噂
が
流
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
本
物
の
王
妃
ア
ン

ナ
で
は
な
く
、
ア
ン
ナ
だ
と
自
称
す
る
別
人
で
、
だ
か
ら
こ
そ
幽
閉
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
唱
え
る
者
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
女
性



65

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

が
そ
ん
じ
ょ
そ
こ
ら
の
女
詐
欺
師
な
ら
、
そ
ん
な
に
大
騒
ぎ
せ
ず
、
は
た
き
を
渡
し
〔
＝
公
衆
の
面
前
で
笞む

ち

打
ち（

（
（

〕、
国
外
追
放
処
分

に
し
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
大
方
の
意
見
だ
っ
た
。
女
性
が
王
妃
で
あ
る
に
せ
よ
な
い
に
せ
よ
、
真
相
は
明
る
み
に
出
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
彼
女
は
辛
い
目
に
遭
わ
さ
れ
、
監
視
さ
れ
、
気
が
触
れ
て
し
ま
い
、
悪
魔
が
彼
女
を
責
め
苛さ

い
な

み
、
ひ
ど
く
苦
し
め
、
と
う
と

う
彼
女
は
囚と

ら

わ
れ
た
ま
ま
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
彼
女
は
白
衣
夫
人
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
荒
廃
し
た
城
内
の
、
昔
の
狩
猟
の
絵

と
古
ぼ
け
た
が
ら
く
た
で
一
杯
の
広
い
部
屋
部
屋
を
さ
ま
よ
い
歩
き
─
─
失
わ
れ
た
王
冠
を
探
し
て
い
る
。

四
八
八
　
耳オ

ー
ア
・
ド
ゥ
ル
ッ
フ

を
付
け
た

ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
か
ら
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
の
町（

（1
（

が
あ
る
。
町
の
向
こ
う
側
に
は
城
山
も
あ
る
が
、
城
は

と
っ
く
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
城
山
の
麓
で
は
ヘ
ー
ア
リ
ン
グ
ス
泉

ブ
ル
ン
ネ
ン（
綴
り
はH

erlings- 

あ
る
い
は H

örlingsbrunnen

）
が
湧
き

出
て
い
る
。
時
折
真ま

ひ
る
ど
き

昼
刻
に
大
き
な
鍵
束
を
提
げ
た
白
衣
の
乙
女
が
城
山
か
ら
ヘ
ー
ア
リ
ン
グ
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン
に
降
り
て
来
て
、
泉
で

沐も
く
よ
く浴
し
、
ま
た
城
山
へ
上
が
っ
て
行
く
。
ど
う
い
う
条
件
で
乙
女
が
救
済
さ
れ
る
か
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
。
こ
の
悪
い
噂う

わ
さ

の
場
所
に
さ

し
か
か
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
う
体
が
ぞ
く
ぞ
く
す
る
。
土
地
の
衆
は
よ
く
妖
怪
変へ

ん
げ化
を
見
掛
け
る
が
、
黙
っ
て
避
け
る
。
峡
谷
に
は

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
発
す
る
急
流
オ
ー
レ
が
流
れ
て
い
る
。
水
源
は
遙
か
高
み
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
の
近
く
で
あ
る
。
昔
こ
の
周
辺
は

水
が
不
足
だ
っ
た
。
あ
る
時
さ
る
修
道
士
が
僧
衣
を
纏ま

と

っ
て
山
に
登
っ
た
。
修
道
士
は
占

ヴ
ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒
を（

（1
（

携
え
、
探
し
た
。
棒
が
ぴ
く
っ
と

動
い
た
の
で
、
そ
こ
の
地
面
に
片
方
の
耳オ

ー
ア

を
付ド

ゥ
ル
ッ
フ

け
た
と
こ
ろ
、
地
下
で
泉
が
流
れ
て
い
る
音
が
聞
こ
え
た
。
そ
こ
で
掘
っ
て
、
オ
ー
レ

の
水
源
に
日
の
目
を
見
せ
た
と
い
う
わ
け
。

こ
の
界
隈
へ
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
─
─
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
使
徒
─
─
が
布
教
に
来
て
、
住
民
を
改
宗
さ
せ
、
土
地
と
森
を
授
け
ら
れ
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た
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
が
大
い
な
る
光
輝
に
包
ま
れ
て
オ
ー
レ
川
の
川
辺
で
聖
者
に
顕
現
し
、
使
命
を
続
け
る
よ
う
鼓
舞
し
た
。
荒こ

う
り
ょ
う寥

と
し
た
森
林
で
聖
者
と
そ
の
伴
人
た
ち
は
全
く
食
糧
が
不
足
し
て
い
た
の
だ
が
、
オ
ー
レ
河
畔
で
一
人
の
漁
師
が
彼
に
食
べ
物
を
提
供

し
た
。
そ
こ
で
聖
者
は
オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
に
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
の
た
め
に
教
会
と
修
道
院
を
建
立
し
て
奉
献
し
た
。
こ
れ
ら
は
九
〇
九

年
フ
ン
族
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
が
、
後
に
更
に
立
派
に
再
建
さ
れ
た
。

四
八
九
　
聖

ザ
ン
ク
トヨ

ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

聖
者
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
は
当
初
オ
ー
レ
河
谷
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
こ
の
地
域
に
滞
在
、
そ
れ
か
ら
足
を
伸
ば
し
て
ア
ル
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト（

（1
（

、
エ
ア
フ
ル
ト
、
ザ
ル
ツ
ァ
、
ラ
ン
ゲ
ン
ザ
ル
ツ
ァ
、
ト
ー
マ
ス
ブ
リ
ュ
ッ
ク
、
フ
ァ
ル
グ
ー
ラ
、
ト
レ
フ
フ
ル
ト
、
ク
ロ

イ
ツ
ブ
ル
ク
、
ザ
ル
ツ
ン
ゲ
ン
等
で
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
説
き
、
教
会
や
修
道
院
を
建
立
し
た
の
で
、
最
初
彼
が
小
さ
い
教
会
を
造
っ

た
の
は
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
山
頂
で
、
聖

ザ
ン
ク
トヨ
ハ
ン
ニ
ス
を
顕
彰
し
て
奉
献
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
へ
大
勢
の
民
衆
が
引
き
も
切
ら

ず
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
小
さ
な
堂
宇
で
は
夥

お
び
た
だし

い
信
仰
告
白
者
を
収
容
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
か
の
敬け

い
け
ん虔

な
お
人
は
戸
外
へ
出
て
説
教
し
た
。
す
る
と
と
こ
ろ
が
、
数
え
切
れ
な
い
大お

お
が
ら
す鴉
小
鴉
の
群
れ
が
寄
り
集
ま
り
、
説
教
者
の
言
葉
を
搔か

き
消
す
ほ
ど
、
こ
や
つ
ら
の
流
儀
で
ぎ
ゃ
あ
ぎ
ゃ
あ
啼な

き
交
わ
し
た
。
そ
こ
で
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
は
諸も

ろ
て手
を
差
し
伸
べ
て
、
鳥
た
ち

を
追
い
散
ら
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
神
に
お
願
い
し
た
。
─
─
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
群
れ
は
舞
い
上
が
っ
て
飛
び
去
り
、
聖

ザ
ン
ク
トヨ
ハ
ン

ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

が
建
っ
て
い
る
限
り
、
こ
の
種
の
鳥
は
つ
い
ぞ
見
掛
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
て
、
教
会
の
周
囲
は
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
た
ち
の
埋
葬
地
に
も
な
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
、
山
登
り
し
た
り
、
死
者
の
亡な

き
が
ら骸
を
高
み
へ
運
ん
だ
り
す
る
の
が
重
重
難
儀
に
な

る
と
、
建
物
が
壊
れ
か
け
て
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
人
は
こ
の
小
教
会
を
解
体
、
石
材
や
梁は

り

の
材
木
を
運
び
下
ろ
し
て
、
ア
ル
テ
ン
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ベ
ル
ク
村
が
建
設
さ
れ
て
い
た
山
麓
に
建
て
直
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
日
に
な
る
と
、
何
も
か
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
再
三
。
教

会
は
元
の
場
所
に
ち
ゃ
ん
と
組
み
立
て
ら
れ
て
戻
っ
て
い
た
。
聖

ザ
ン
ク
トヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会
は
谷
間
に
い
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
こ
と
に
し
て
、
山
麓
に
─
─
と
は
申
せ
こ
れ
も
充
分
高
い
位
置
だ
っ
た
が
─
─
村
を
見
下
ろ
す
新

し
い
教
会
─
─
聖ザ

ン
ク
トイ

マ
ヌ
エ
ル
教
会
と
呼
ば
れ
る
─
─
が
建
立
さ
れ
た
。
永
劫
の
流
れ
で
あ
る
時
の
経
つ
内
に
と
う
と
う
ヨ
ハ
ン
ニ

ス
教キ

ル
ヒ
ェ会
に
は
詣も

う

で
る
人
も
な
く
な
り
、
建
物
は
高
い
山さ

ん
て
ん巓
に
吹
き
荒す

さ

ぶ
た
び
た
び
の
嵐
に
敗
退
、
僅
か
な
遺
構
を
除
い
て
跡
形
も
な

く
な
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
一
人
の
木き

こ
り樵
が
大
層
な
老
樹
の
下
枝
に
極
め
て
古
め
か
し
い
鍵
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
。
ヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会
の
鍵
だ
っ
た
。
そ
の
後
あ
る
信
心
深
い
木
樵
の
発
議
で
山
上
に
高
い
燭し

ょ
く
だ
い台
〔
型
記
念
碑
〕
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
の
記
念
碑
か
つ
こ
の
地
域
に
お
け
る
彼
の
教
化
活
動
の
思
い
出
と
し
て
お
祭
り
騒
ぎ
で
奉
献
さ

れ
、
キ
リ
ス
ト
教
三
宗
派
の
聖
職
者
ら
が
麗
し
く
も
同は

ら
か
ら胞
と
し
て
宥ゆ

う
わ和
し
、
も
ろ
と
も
に
祝
福
し
た
。
燭
台
は
い
ま
だ
に
建
っ
て
お

り
、
テデ

ア
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ギ
ッ
シ
ェ
・
カ
ン
デ
ラ
ー
バ
ー

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
燭
台
と（

（1
（

呼
ば
れ
る
。
周
辺
の
土
地
か
ら
遠
望
で
き
る
。

四
九
〇
　
ア
ー
ゾ
ル
フ
ェ
ロ
ー
ト

オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
か
ら
行
程
数
時
間
、
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
後
方
半
時
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
城ブ

ル
ク

が
あ
っ
た
。
昔
こ

こ
に
ジ
ッ
ツ
ォ（

（1
（

と
い
う
名
の
敬け

い
け
ん虔

な
伯
爵
が
住
ん
で
い
た
。
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク（

（1
（

周
辺
の
森
林
区
域
ま
で
を
所
領
と
し
て
い
た
。
か
れ
は

聖ザ
ン
ク
トヨ

ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

の
後
背
地
に
こ
れ
ま
た
小
さ
な
教
会
を
建
立
、
聖
者
ゲ
オ
ル
ク
に
奉
献
し
た
。
こ
れ
が
あ
っ
た
場
所
を
森
暮
ら

し
の
人
た
ち
は
今
日
に
至
る
ま
で
ジ
ン
ゲ
ル
ゲ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。
か
つ
て
マ
ル
ク
伯
に
し
て
ベ
ル
ク
の
殿
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト（

（1
（

は
ケ
ー

フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
を
訪
ね
て
─
─
こ
れ
は
先
に
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
七
で
記
し
た
─
─
ジ
ッ
ツ
ォ
伯
、
伯
の
奥
方
ギ
ゼ
ラ
お
よ
び
伯
夫
妻
の
子
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息
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
と
と
も
に
信
仰
篤あ

つ

い
も
ろ
も
ろ
の
事
業
に
つ
い
て
ま
こ
と
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
合
っ
た
。
エ
ー
バ
ー

ハ
ル
ト
は
巡
礼
と
し
て
懺ざ

ん
げ悔

行
の
途
次
に
あ
り
、
騎
士
と
し
て
の
華
飾
・
体
面
を
悉

こ
と
ご
とく

棄
て
去
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ッ
ツ
ォ
と

エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
は
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
山
頂
の
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
教キ

ル
ヒ
ェ会

を
ど
こ
か
の
谷
に
移
し
、
そ
の
傍
に
修
道
院
を
建
て
よ
う
と
意
見

が
一
致
し
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
修
道
院
の
所
在
地
と
同
様
こ
よ
な
く
美
し
い
谷
を
見
つ
け
た
。
こ
の
谷
は
ゴ
ー
タ
と
エ
ア
フ
ル
ト

に
向
か
っ
て
平
地
が
開
け
て
お
り
、
山
山
や
森
林
に
気
持
ち
よ
く
囲
ま
れ
、
敬
虔
な
師
父
が
た
の
た
め
に
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
養

魚
池
を
幾
つ
も
作
れ
る（

（1
（

愉
快
な
せ
せ
ら
ぎ
が
貫
流
し
て
い
た
。
ア
ー
ゾ
ル
フ
な
る
男
が
既
に
こ
こ
を
開
墾
、
耕
作
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
か
ら
、
こ
の
新
開
拓
地
は
そ
の
名
に
因ち

な

ん
で
ア
ー
ゾ
ル
フ
ェ
ロ
ー
ト（

（1
（

と
呼
ば
れ
た
が
、
聖

ザ
ン
ク
トゲ

オ
ル
ゲ
ン
教キ

ル
ヒ
ェ会

が
谷
に
降
り
て
来
る

─
─
こ
れ
は
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
を
去
る
の
を
聖

ザ
ン
ク
トヨ

ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

み
た
い
に
厭い

や

が
り
は
し
な
か
っ
た
─
─
と
、
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
谷タ

ー
ル

と
い
う

名
称
の
方
が
専
ら
に
な
っ
た
。
さ
て
修
道
院
は
シ
ト
ー
会
派
修
道
士
た
ち
に
占
め
ら
れ
、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
が
初
代
修
道
院
長
に
な
っ

た
。
し
か
し
や
が
て
こ
う
し
た
地
位
は
彼
に
と
っ
て
高
過
ぎ
る
、
僭せ

ん
じ
ょ
う上
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
辞
任
し
て
修
道
院

を
去
り
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
モ
リ
モ
ン
修
道
院
で
牧
人
と
な
っ
た（

（1
（

。
一
方
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
タ
ー
ル
修
道
院
は
ラ
イ
ン
ハ
ル
ツ
ブ
ル
ン
と

並
ん
で
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
有
数
の
修
道
院
の
一
つ
と
な
っ
た
が
、
現
在
は
四
囲
の
壁
と
立
派
な
養
魚
池
を
除
き
修
道
院
の
大
半
が
無
く

な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
ま
こ
と
に
壮
麗
な
場
所
で
は
あ
る
。
昔
の
修
道
院
の
壁
に
囲
ま
れ
た
敷
地
内
に
は
ど
う
や
ら
か
つ
て
の
礼
拝

堂
の
名な

ご
り残
と
覚
し
き
も
の
が
小
さ
な
穀
物
倉
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
建
物
に
は
技
巧
を
凝
ら
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
薔ば

ら薇
型
窓（

（2
（

が
あ

る
。
巷
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
窓
の
円
周
は
エ
ア
フ
ル
ト
大
聖
堂
の
巨
鐘
「
栄マ

リ
ア
・
グ
ロ
リ
オ
ー
サ

光
ノ
ま
り
あ
」
の
円
周
と
正
確
に
一
致
す
る
由
。
薔
薇
の

下
に
は
莫
大
な
財
宝
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
、
さ
よ
う
、
薔ス

ブ
・
ロ
ー
ザ

薇
ノ
下
─
─
神
秘
の
薔
薇
の
封
印
の
下
。
現
在
の
ゲ
オ
ル
ゲ
ン
タ
ー
ル
教
会

は
か
つ
て
の
修
道
院
の
羊
小
屋
に
過
ぎ
な
い
そ
う
な
。
昔
の
教
会
は
何
ら
跡
を
留と

ど

め
て
い
な
い
。
富
裕
だ
っ
た
修
道
院
を
か
の
農
民
戦

争
が
劫ご

う
り
ゃ
く略
か
つ
破
壊
し
た
の
だ
。
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四
九
一
　
ルル

タ
ー
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン

タ
ー
の
泉

ゲ
オ
ル
ゲ
ン
谷タ

ー
ル

か
ら
上か

み
て手

へ
遡

さ
か
の
ぼる

こ
と
一
時
間
、
同
じ
谷
合
い
に
家
数
の
多
い
大
き
な
村
タ
ン
バ
ハ（

（2
（

が
あ
る
。
そ
の
近
く
に
は

地
域
伝
説
が
ま
こ
と
に
夥

お
び
た
だし
い
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
ほ
ぼ
全
て
の
巖い

わ
や
ま山
の
頂
き
に
小
城
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
は
森

ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス

の
巖
、
鴉

ク
ラ
ー
エ
ン
ブ
ル
ク
砦
、

高ホ
ー
エ
ヴ
ァ
ル
テ

き
物
見
、
鷹

フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
巖
。
フ
ァ
ル
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
か
ら
は
〔
城
主
の
盗
賊
〕
騎
士
が
身
代
金
を
支
払
え
な
か
っ
た
虜と

り
こ囚
を
突
き
落

と
し
、
そ
の
血
が
飛
び
散
っ
て
巖
肌
の
白
い
花
を
濡
ら
し
、
花
は
紅
く
染
ま
っ
た
。
こ
れ
は
今
日
血ブ

ル
ー
ト
ネ
ル
ケ
ン

染
め
撫
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
か
つ
て
山
の
幸さ

ち

〔
＝
鉱
産
物
〕
も
豊
か
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
現
在
は
涸こ

か
つ渇

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
至
る
と
こ
ろ
素
晴
ら
し
い

泉
、
湧
き
水
が
あ
る
。
ル
タ
ー
博
士
が
一
五
三
七
年
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン（

（2
（

で
諸
侯
会
議
に
列
席
し
て
い
た
折
、
ひ
ど
い
病
状
を
発
症（

（2
（

、

あ
わ
や
死
ぬ
か
と
危
ぶ
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
ど
う
し
て
も
家
族
の
許も

と

に
帰
り
た
い
、
と
言
い
出
し
た
。
そ
こ
で
ザ
ク

セ
ン
選
帝
侯（

（2
（

は
自
分
の
馬
車
、
輓ば

ん
ば馬

、
扈こ

じ
ゅ
う従

を
与
え
た
。
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
ま
で
長
い
登
り
坂
で
、
頂
き
に
薔ロ

ー
ゼ
ン
ガ
ル
テ
ン

薇
の
園
と
い
う
平
地
が

あ
り
、
そ
れ
か
ら
ま
た
谷
へ
と
降
る
の
だ
が
、
ル
タ
ー
は
灼や

け
る
よ
う
な
渇
き
を
覚
え
、（
旧
）
道
の
近
く
に
あ
る
泉
の
畔ほ

と
り

で
馬
車
を

止
め
さ
せ
た
。
こ
の
水
を
飲
む
と
と
て
も
楽
に
な
っ
た
の
で
、
タ
ン
バ
ハ
の
旅は

た
ご
や

籠
屋
に
着
い
た
ル
タ
ー
は
炭
を
手
に
取
り
、
壁
に
こ
う

記
し
た
。「
た
ん
ば
は
ハ
我
ガ
ぷ
に
え
る
─
─
ヤ
コ
ブ
が
神
と
格
闘
し
た
地
の
名
─
─
ナ
リ
。
カ
シ
コ
ニ
テ
主シ

ュ

ハ
我
ニ
現
レ
タ
モ
ウ
。

Ｍ
・
Ｌ
・

（
（2
（

」。
こ
れ
は
長
い
こ
と
そ
の
家
に
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ル
テ
ル
ス
が
水
を
飲
ん
で
恢か

い
ふ
く復

し
た
泉
は
今
日
な
お
ルル

タ
ー
ス
ブ
ル
ン
ネ
ン

タ
ー
の
泉

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

あ
の
界か

い
わ
い隈
の
山
山
の
胎
内
は
極
め
て
水
が
豊
か
だ
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
巷
間
こ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
ア
フ
ル

ト
で
は
毎
年
シ
ュ
ペ
ア
丘

ヒ
ュ
ー
ゲ
ル（

海
抜
二
七
三
九
メ
ー
ト
ル
）
の
た
め
に
、
胎
内
を
開
き
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
の
だ
、
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と
。
な
に
し
ろ
、
い
つ
か
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
古
い
言
い
伝
え
と
予
言
が
あ
る
と
か
。
─
─
も
し
そ
ん
な
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
厖ぼ

う
だ
い大

な
水
量
が
ヴ
ェ
ー
デ
ル
川バ

ハ

に
流
れ
落
ち
、
更
に
ア
プ
フ
エ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
川
に
入
る
。
こ
の
川
は
オ
ー
レ
川
に
合

流
し
て
コ
ラ
ー
川
に
な
る
。
─
─
さ
て
こ
の
コ
ラ
ー
川
だ
が
、
こ
れ
は
そ
う
で
な
く
て
も
時
折
激
流
と
な
り
、
ご
ろ
ご
ろ
と
転
石
を

押コ

レ

ル

ン

し
流
し
、
狂
暴
に
な
る
代
物
だ
か
ら
、
ま
し
て
こ
ん
な
事
態
と
な
れ
ば
、
ゲ
ラ
川
に
ど
っ
と
流
入
し
て
、
エ
ア
フ
ル
ト
一
帯
を
広
範

囲
に
亘わ

た

っ
て
水
浸
し
に
し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
エ
ア
フ
ル
ト
で
は
永え

い
だ
い
ミ
サ

代
弥
撒
が
執
り
行
わ
れ
、
絶
え
ず
シ
ュ
ペ
ア
ヒ
ュ
ー

ゲ
ル
の
た
め
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
同
地
の
聖

ザ
ン
ク
トペ

ト
リ
修
道
院
に
は
そ
の
謝
礼
と
し
て
一
区
画
の
森
が
寄
進
さ
れ
た
の

だ
云う

ん
ぬ
ん云

。
な
お
、
シ
ュ
ペ
ア
ヒ
ュ
ー
ゲ
ル
の
長
い
尾
根
全
体
に
古
い
レ
ン
ヴ
ェ
ー
ク（

（2
（

が
延
び
て
い
る
。

四
九
二
　
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
と
幾
つ
か
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環

レ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
シ
ュ
ペ
ア
丘

ヒ
ュ
ー
ゲ
ルか
ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
の
脊せ

き
り
ょ
う
ぶ

梁
部
伝
い
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
延
び
て
い
る
。
一
方
は
イ
ン

ゼ
ル
山

ベ
ル
ク

方
向
へ
、
他
方
は
ベ
ー
ア
山

ベ
ル
ク

方（
（2
（

向
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
峰（

（2
（

近
傍
へ
と
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
最
高
峰
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
の
頂
き
同
様
、

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
頂
き
も
悪
魔
の
居
場
所
で
あ
り
、〔
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス

魔
の
〕
遊

シ
ュ
ピ
ー
ル
プ
ラ
ッ
ツ

び
場
、
運ト

ゥ
ル
ン
プ
ラ
ッ
ツ

動
場
、
駈ト

ゥ
ン
メ
ル
プ
ラ
ッ
ツ

け
っ
こ
場
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

悪
魔
は
神
に
呪
わ
れ
た
遊
び
地
獄
〔
＝
博ば

く
ち
ば

奕
場
〕
の
浴
場
の
一
つ
で
あ
ん
ま
り
か
っ
か
と
な
り
過
ぎ
る
と
、
ち
っ
と
涼
も
う
か
い
、
と

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
に（

（2
（

や
っ
て
来
る
。
そ
れ
か
ら
人
間
社
会
の
環

サ
ー
ク
ルが
も
は
や
お
気
に
召
さ
な
く
な
る
と
、
こ
こ
の

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環
へ（

（3
（

と
登
っ
て
来
る
。
こ
こ
だ
と
悪
魔
は
頗す

こ
ぶ

る
居
心
地
が
良
く
、
通
る
旅
の
衆
を
か
ら
か
い
、
た
ぶ
ら
か
す
。
悪
魔
で
間
に

合
わ
な
い
と
な
る
と
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
峰
か
ら
ほ
ん
の
半
時
間
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ（

（3
（

に
鎮
座
ま
し
ま
す
か
の

太
っ
ち
ょ
の
縮
れ
毛
頭（

（3
（

─
─
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
の
誉
れ
、
表
看
板
─
─
が
悪
魔
に
負
け
ず
劣
ら
ず
人
を
お
ち
ょ
く
る
の
だ
。
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
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ケ
に
は
若
駒
牧
場
が
あ
る
。
あ
る
裕
福
な
田
舎
者
が
飛
び
切
り
す
て
き
な
子
馬
を
こ
こ
に
預
け
て
い
た
。
し
か
し
不
幸
に
弄

も
て
あ
そば
れ
る
と

な
る
と
ね
え
。
─
─
馬
を
検
分
し
に
こ
の
御
仁
が
こ
こ
へ
登
っ
て
来
た
折
も
折
、
馬
は
い
な
く
な
っ
て
、
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
と

い
う
始
末
。
さ
て
こ
そ
一
大
事
、
男
は
も
う
無
我
夢
中
、
馬
を
探
し
に
自
分
も
森
の
中
を
走
り
回
っ
た
。「
悪
魔
の
野
郎
め
、
あ
れ
を

ど
こ
へ
や
っ
た
。
悪
魔
の
野
郎
め
、
あ
れ
を
ど
こ
へ
や
っ
た
。」
と
呟つ

ぶ
や

き
な
が
ら
。
そ
う
し
て
い
る
内
に
知
ら
ず
知
ら
ず
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場

の
縁
に
出
た
。
す
る
と
な
ん
と
─
─
悪
魔
の
野
郎
が
馬
を
そ
こ
へ
突
っ
込
ん
で
い
た
。
下
半
身
の
そ
の
ま
た
半
ば
が
外
へ
出
て
い
る
だ

け
。
馬
の
持
ち
主
は
か
わ
い
そ
う
に
び
っ
く
り
仰
天
、
頭
の
上
で
両
手
を
打
ち
合
わ
せ
、
大
声
で
叫
び
ま
く
っ
た
が
、
聞
き
つ
け
た
者

は
皆か

い
も
く目
お
ら
ず
、
だ
れ
も
助
け
に
来
て
く
れ
な
い
。
男
独
り
で
は
馬
を
沼
か
ら
引
っ
張
り
出
す
こ
と
は
で
き
っ
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
彼

は
ど
ろ
ど
ろ
の
沼
地
を
憐
れ
な
子
馬
の
傍
ま
で
一
所
懸
命
近
づ
い
て
考
え
た
。「
糞く

そ

忌い
ま
い
ま忌

し
い
悪
魔
野
郎
、
て
め
え
な
ん
ぞ
に
こ
ん
な

立
派
な
尻
尾
を
や
り
は
し
ね
え
ぞ
。
こ
れ
だ
っ
た
ら
、
あ
の
縮
れ
毛
頭
が
お
れ
か
ら
買
い
取
っ
て
鳥と

り
わ
な羂
を
こ
さ
え
て
、
杜ね

ず
つ
ぐ
み

松
鶫
を（

（3
（

捕
ま

え
る
こ
と
が
で
き
ら
あ
。
や
っ
こ
さ
ん
、
友
だ
ち
連
に
く
れ
て
や
る
っ
て
約
束
す
る
が
、
み
ん
な
自
分
で
喰く

っ
ち
ま
う
け
ど
な
」。
そ

し
て
鋭
利
な
懐ポ

ケ
ッ
ト中

小ナ
イ
フ刀

を
抜
く
と
、
臀で

ん
ぶ部

ぎ
り
ぎ
り
で
尻
尾
を
す
っ
ぱ
り
切
り
落
と
し
、
再
び
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
へ
引
き
返
し
た
。
戸
口

に
立
っ
て
い
た
ヨ
エ
ル
氏（

（3
（

が
愛
想
良
く
呼
び
掛
け
て
来
た
。「
い
た
ぞ
や
、
い
た
ぞ
や
」。
─
─
「
何
が
い
た
っ
て
」
と
吝け

ち

ん
坊
が
訊き

く
。「
あ
の
子
馬
だ
よ
う
」。「
ど
こ
に
、
ど
こ
に
だ
」。「
さ
あ
て
、
食
堂
か
も
知
れ
ん
し
、
屋
根
裏
部
屋
だ
か
も
な
あ
。
と
こ
ろ
で
よ
、

お
ま
え
さ
ん
が
持
っ
と
る
の
は
一
体
何
だ
。
も
し
か
し
て
急
に
馬
の
尻
尾
を
飾
っ
た
トパ

シ

ャ

ル
コ
の
殿
様
に（

（3
（

お
な
り
あ
そ
ば
し
た
の
か
ね
」。

馬
の
持
ち
主
は
こ
れ
を
聞
き
流
し
て
厩う

ま
や

に
駆
け
込
ん
だ
。
す
る
と
そ
こ
に
自
分
の
若
駒
が
立
っ
て
い
た
。
─
─
し
か
し
な
ん
た
る
悲

劇
、
尻
尾
が
す
っ
ぱ
り
切
り
落
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
尻
尾
は
田
舎
者
が
手
に
し
て
い
る
や
つ
で
、
馬
の
尻
か
ら
は
ま
だ
血

が
出
て
い
た
。
悪
魔
が
男
を
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄
し
た
わ
け
。
男
は
こ
ん
な
ど
じ
を
踏
ん
だ
以
上
、
山
の
高
み
の
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
で
散
散
嗤わ

ら

わ
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
縮
れ
毛
頭
は
馬
毛
を
買
っ
て
は
く
れ
ず
、
杜
松
鶫
を
振
る
舞
い
も
し
な
か
っ
た
。
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ゴ
ル
ト
ラ
ウ
タ
ー（

（3
（

の
鉱
夫
だ
が
、
と
あ
る
月
の
晩
、
山
の
高
み
で
背
が
高
く
堂
堂
と
し
た
騎
馬
の
男
に
出
逢
っ
た
。
男
は
赤
い
外マ

ン
ト套

を
纏ま

と

っ
て
い
た
。
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
へ
は
ど
う
行
っ
た
ら
よ
い
か
訊き

か
れ
た
の
で
、
道
連
れ
に
な
っ
て
案
内
し
て
や
っ
た
。
目
的
地
に
着
く

と
、
男
は
馬
か
ら
下
り
、
鉱
夫
に
手
綱
を
預
け
る
と
、
突
然
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場
に
潜
っ
た
。
鉱
夫
は
震
え
上
が
り
、
馬
は
ご
う
っ
と
焰ほ

の
お

の
鼻

息
を
吹
き
、
三
本
脚
だ
け
で
立
っ
て
い
た（

（3
（

。
な
に
せ
そ
れ
以
上
脚
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
か
っ
た
も
の
で
ね
。
暫し

ば
ら

く
す
る
と
馬
乗
り
は

浴
場
か
ら
出
て
来
て
、
乗
馬
に
ま
た
が
る
と
、
山
を
下
り
、
殺モ

ル
ト
フ
レ
ッ
ク

し
の
場
を（

（3
（

越
え
て
暗

フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク

闇
山
指（

（3
（

し
て
立
ち
去
っ
た
が
、
そ
の
前
に
案
内

人
に
「
あ
ん
た
の
背し

ょ負
い
籠か

ご

に
葉
っ
ぱ
を
詰
め
な
」
と
呼
び
掛
け
た
。
─
─
鉱
夫
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し
、
嶮け

ん
そ岨

な
道
を
ゴ
ル
ト
ラ
ウ

タ
ー
へ
と
下
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
籠
が
ど
う
に
も
重
過
ぎ
る
上
、
道
を
教
え
、
三
本
脚
の
馬
の
番
を
し
て
や
っ
た
報
酬
と
し
て
は
あ

ん
ま
り
ひ
ど
い
─
─
い
や
そ
も
そ
も
報
酬
と
は
い
え
な
い
─
─
と
思
わ
れ
た
の
で
、
ぶ
つ
く
さ
こ
ぼ
し
な
が
ら
、
籠
か
ら
─
─
汚
ら
し

く
情
け
な
い
─
─
葉
っ
ぱ
を
ま
た
投
げ
棄
て
た
。
翌
朝
鉱
夫
の
女
房
が
弁
当
を
籠
に
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、
籠
の
側
面
に
ま
だ
い
ろ
い

ろ
な
黄き

ん金
の
小
さ
な
葉
っ
ぱ
が
く
っ
つ
い
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
貧
乏
人
に
と
っ
て
は
な
に
よ
り
の
元
気
恢か

い
ふ
く復
の
栄
養
剤
、
鉱
夫
夫
妻
は

金
持
ち
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
鉱
夫
が
他
の
葉
っ
ぱ
を
投
げ
棄
て
な
い
で
い
た
ら
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
様
の
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
て

行
っ
て
、「
ご
領
地
の
お
値
段
は
い
か
ほ
ど
で
ご
ざ
ん
し
ょ
う
」
と
お
伺
い
を
立
て
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
た
だ
ろ
う
に
。

四
九
三
　
猟イ

ェ
ー
ガ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン

師
の
記
念
碑

幾
つ
か
の
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
森
の
中
、
樹
樹
の
下
に
ぽ
つ
ん
と
記
念
碑
が
立
っ
て
い
る
。
グ

レ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ー
デ
の
あ
る
森

フ
ェ
ル
ス
タ
ー番
─
─
そ
の
担
当
管
区
は
こ
の
高
み
に
ま
で
達
し
て
い
た
─
─
が
こ
こ
で
死
を
迎
え
た
。
彼
に
は

狩イ
ェ
ー
ガ
ー
ブ
ル
シ
ェ

猟
助
手
が
一
人
い
た
。
実じ

つ

の
従い

と
こ弟
で
名
前
は
本
当
に
カ
ス
パ
ー
ル
だ
っ
た（

（4
（

。
森
番
は
こ
の
若
者
が
大
い
に
不
満
で
、
主
人
と
し
て
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き
つ
く
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
管
区
の
高
み
に
狩
り
の
的
と
す
る
の
に
絶
好
の
、
ま
こ
と
に
大
き
く
よ
く
肥
え
た

牡ヒ
ル
シ
ュ

角
鹿
─
─
数
多
い
枝
角
、
そ
れ
も
十
六
以
上
を
持
っ
た
─
─
が
一
頭
、
し
げ
し
げ
見
掛
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
森
番
は
、
こ
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿

を
撃
て
、
と
カ
ス
パ
ー
ル
に
命
じ
た
。
け
れ
ど
も
カ
ス
パ
ー
ル
は
ど
う
し
て
も
こ
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
撃
て
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
ご
く
接
近

し
て
狙
い
を
つ
け
て
も
、
常
に
撃
ち
損
な
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
家
に
戻
る
と
へ
ま
さ
加
減
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
い
び
ら
れ
、
か
ら
か

わ
れ
る
羽
目
と
な
り
、
界か

い
わ
い隈
の
狩
猟
仲
間
が
高
み
の
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
や
ア
ウ
ア
ー
ハ
ー
ン
や
あ
る
い
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
な
ど
で
寄

り
集
ま
っ
た
大お

お

一
座
と
も
な
る
と
、
森
番
は
カ
ス
パ
ー
ル
の
面
前
で
再
再
「
い
や
あ
、
わ
し
の
従
弟
の
こ
の
カ
ス
パ
ー
ル
ち
ゅ
う
の
は

た
い
し
た
当
た
り
屋
で
な
あ
。
真
っ
暗
闇
で
だ
っ
て
的
に
命
中
さ
せ
る
の
よ
。
た
だ
ま
あ
、
何
を
撃
っ
た
か
は
だ
れ
に
も
皆か

い
も
く目
分
か

り
ゃ
せ
ん
が
の
」
と
い
っ
た
具
合
に
お
ち
ゃ
ら
か
し
、
更
に
い
ろ
い
ろ
当
て
こ
す
っ
た
。
こ
れ
に
カ
ス
パ
ー
ル
は
ひ
ど
く
悩
ま
さ
れ

た
。
年
取
っ
た
狩
猟
仲
間
に
彼
の
友
だ
ち
が
い
た
が
、
こ
の
男
も
同
様
癪し

ゃ
くに
障
っ
て
い
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
カ
ス
パ
ー
ル
に
こ
う
教
え

た
。「
カ
ス
パ
ー
ル
、
あ
の
高
み
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
一
件
だ
が
な
、
あ
り
ゃ
あ
ど
う
も
ま
と
も
じ
ゃ
ね
え
。
分
か
り
き
っ
た
こ
と
よ
。
お
ま

え
、
鉛
の
弾た

ま丸
を
使
っ
ち
ゃ
あ
未
来
永え

い
ご
う劫

当
た
り
っ
こ
ね
え
ぞ
。
明
日
朝
早
く
ゲ
ー
ル
ベ
ル
ク（

（4
（

に
登
っ
て
っ
て
、
あ
す
こ
の
硝ガ

ラ
ス子

製
造

所
で
硝
子
の
弾
丸
を
作
っ
て
も
ら
い
な
。
す
ぐ
で
き
る
さ
。
そ
し
た
ら
そ
れ
を
一
切
口
を
利
か
ず
に
銃
に
籠こ

め
る
。
で
、
夕
方
、
ま
た

待
ち
伏
せ
場
ま
で
登
っ
て
く
ん
だ
」。
カ
ス
パ
ー
ル
は
こ
の
忠
告
に
従
い
、
じ
っ
と
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
、
繁し

げ

み
の
中
で
ポ
キ
ポ
キ

と
音
が
し
、
堂
堂
と
し
た
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
枝
角
を
振
り
か
ざ
し
て
現
れ
た
。
そ
こ
で
カ
ス
パ
ー
ル
は
し
っ
か
り
狙
い
を
定
め
、
轟ご

う
ぜ
ん然
と
銃
を

発
射
し
た
。
弾
丸
は
さ
な
が
ら
稲
妻
の
火
矢
の
よ
う
に
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
目
掛
け
て
飛
び
、
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
は
へ
な
へ
な
と
く
ず
お
れ
た
。
と
う
と
う
首

尾
良
く
仕
留
め
た
、
と
喜
び
勇
ん
で
駈か

け
つ
け
た
が
、
頸く

び

に
止と

ど

め
を
刺
す
必
要
は
な
か
っ
た
。
相
手
は
死
ん
で
い
た
。
─
─
さ
は
さ
り

な
が
ら
、
そ
れ
は
全
然
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
で
は
な
く
て
、
上
役
の
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
グ
ラ
ー
ナ
ー
氏
だ
っ
た
。
氏
は
猟
師
の
邪
法

を
用
い
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
に
変
身
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
驚
天
動
地
の
事
件
だ
っ
た
が
、
で
き
た
こ
と
は
で
き
た
こ
と
。
な
ん
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と
も
い
た
し
か
た
な
い
。
カ
ス
パ
ー
ル
は
事
の
し
だ
い
を
申
し
立
て
、
グ
ラ
ー
ナ
ー
氏
は
き
ち
ん
と
埋
葬
さ
れ
、
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
ロ
ー

デ
の
村シ

ュ
ー
ル
デ
ィ
ー
ナ
ー

塾
の
師
匠
は（

（4
（

新
し
く
羽
根
筆ペ

ン

を
削
り
、
教
会
記
録
簿
に
こ
う
記
入
し
た
。

主し
ゅ

の
紀
元
一
六
九
〇
年
九
月
十
六
日
、
ザ
ク
セ
ン
侯
国
の
森
番
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
グ
ラ
ー

ナ
ー
氏
は
夕
刻
四
時
過
ぎ
、
狩
猟
助
手
た
り
し
そ
の
従
弟
カ
ス
パ
ー
ル
に
よ
り
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
森
に

お
い
て
、
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
姿
に
身
を
窶や

つ

せ
る
折
、
突
如
顳こ

め
か
み顬

よ
り
頭
部
を
撃
ち
抜
か
れ
た
り
。

四
九
四
　
山
山
の
不
思
議

ベ
ー
ア
山ベ

ル
ク

と
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
展
望
塔
が
立
っ
て
い
る
山
の
尾
根
か
ら
幾
つ
も
の
湧
き
水
が
東
へ
、
ま
た
西
へ
と
さ
ま
ざ
ま
に

谷
へ
さ
ら
さ
ら
流
れ
て
行
く
。
西
を
指
し
て
轟ご

う
ご
う轟
と
流
れ
る
愉た

の

し
い
ラ
ウ
タ
ー
川（

（4
（

の
河
床
に
は
か
つ
て
純
金
が
あ
っ
た
。
黄ゴ

ル
ト金
ラ
ウ

タ
ー
村
の
名
は
こ
れ
に
因ち

な

む
。
村
の
周
囲
の
山
山
に
は
貴
金
属
が
昔
も
今
も
ど
っ
さ
り
産
出
す
る
。
ゴ
ル
ト
の
せ
せ
ら
ぎ
が
流
れ
出

す
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
頭コ

プ
フ

山（
（4
（

の
下
、
山
の
胎
内
に
は
黄
金
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
一
頭
埋
ま
っ
て
い
る
─
─
も
っ
と
も
こ
の
採
掘
場
は
蹄
鉄
一
つ
で
塞ふ

さ

が
れ

て
い
る
が（

（4
（

。
採
掘
場
の
あ
る
巖い

わ

が
希ホ

フ
ヌ
ン
グ
ス
ヴ
ァ
ン
ト

望
の
壁
な
る
名
な
の
は
意
味
深
長
。
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
中
腹
に
黄

デ
ィ
・
ゴ
ル
ド
ネ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

金
の
橋
と
い
う
村
が
あ
る
。

こ
こ
を
通
っ
て
富
が
た
っ
ぷ
り
運
び
出
さ
れ
た
わ
け
。
東
へ
流
れ
る
泉
は
愉
し
い
ゲ
ラ
川
と
な
り
、
誉
む
べ
き
イ
ル
ム
川
と
な
る
。
そ

し
て
至
る
と
こ
ろ
で
、
魔
法
の
掛
か
っ
た
場
所
、
秘
め
ら
れ
た
宝
物
、
宝
の
番
を
す
る
見
張
り
の
乙
女
、
首
尾
良
く
宝
を
手
に
入
れ

た
人
人
─
─
彼
ら
が
特
別
な
場
所
で
う
ま
い
時
間
に
拾
い
上
げ
て
運
ん
で
来
た
物
、
葉
っ
ぱ
と
か
蛙か

え
る

と
か
甲か

ぶ
と
む
し虫
と
か
蜘く

も蛛
と
か
が
全

て
黄き

ん金
に
な
る
─
─
に
関
す
る
伝
説
が
語
ら
れ
る
。
イ
ル
ム
峡
谷
の
上
手
に
は
青

デ
ア
・
ブ
ラ
ウ
エ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
が（

（4
（

あ
る
。
殺モ

ル
ト
フ
レ
ッ
ク

し
の
場
の
尾
根（

（4
（

の
す
ぐ
下
、
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フ
ラ
イ
バ
ハ（

（4
（

の
畔ほ

と
り

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
希ホ

フ
ヌ
ン
グ望
と
呼
ば
れ
る
場
所
も
あ
り
、
周
辺
は
不
気
味
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
不
毛
荒こ

う
り
ょ
う寥
の
主あ

る
じ

が
こ
こ

で
思
う
が
儘ま

ま

に
振
る
舞
い
、
ふ
ざ
け
散
ら
し
て
い
る
。
幾
つ
か
の
城
の
廃は

い
き
ょ墟
は
秘
め
ら
れ
た
地
下
の
穴
蔵
に
少
な
か
ら
ぬ
財
宝
を
隠

し
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
数
数
の
酒さ

か
だ
る樽

も
あ
っ
て
、
樽た

る

の
板
は
と
っ
く
の
昔
に
腐
っ
て
い
る
が
、
酒し

ゅ
せ
き石

が
水
晶
の
容
器
の
よ
う
に

葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
包
み
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
の
大
小
の
谷
谷
で
、
か
つ
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
が
入
り
込
み
、
銀
の
採
掘
を
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は

一
つ
と
し
て
な
い
。
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン男
ど（

（4
（

も
が
さ
す
ら
い
歩
く
。
と
り
わ
け
生
き
て
い
た
時
不
正
を
働
い
た
り
、
民
衆
を
あ
ま
り
に
も
苛
酷
に
い

た
ぶ
っ
た
領ア

ム

ト

マ

ン

地
管
理
官
や
森

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
番
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ど
も
を
物
語
る
と
な
る
と
、
差
し
当
た
っ
て
ど
こ
か
ら
始
め
た
も
の
か
、
さ

て
見
当
も
付
か
な
い
。

四
九
五
　
赤

デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン巖

山
間
の
都
市
ズ
ー
ル（

（5
（

─
─
こ
の
地
で
は
主し

ゅ

の
紀
元
一
二
三
八
年
五
月
五
日
、
大
嵐
の
際
肉
の
雨
が
降
っ
た（

（5
（

─
─
近
傍
に
は
斑は

ん
が
ん岩

で
で

き
た
巖い

わ

が
あ
り
、
赤

デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
巖
の
中
に
は
一
人
の
乙
女
が
呪
封
さ
れ
て
い
て
、
あ
の
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
乙
女

の
よ
う
に（

（5
（

、
続
け
ざ
ま
に
何
度
も
何
度
も
く
し
ゃ
み
を
す
る
癖
が
あ
る
。
こ
の
巖
は
ズ
ー
ル
と
町
か
ら
半
時
間
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
旅は

た
ご籠
「
快

ツ
ム
・
フ
レ
ー
リ
ヒ
ェ
ン
・
マ
ン

漢
亭
」
の
中
間
に
あ
る
。
か
つ
て
婚
礼
行
列
が
楽
隊
を
先
頭
に
大
騒
ぎ
し
な
が
ら
や
っ
て
来
た
。
新
郎
新
婦
と
婚

礼
の
客
た
ち
が
快
漢
亭
で
楽
し
く
や
ろ
う
と
し
た
し
だ
い
。
す
る
と
赤

デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
の
中
か
ら
皆
の
心
魂
に
徹
す
る
よ
う
な
鋭
い
声
が
聞

こ
え
た
。
い
わ
く
「
今
日
は
紅こ

う
が
ん顔

、
来
年
は
白は

っ
こ
つ骨

」。
─
─
一
年
後
若
妻
は
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
快
漢
亭
で
大
い
に
祝

お
う
と
、
町
か
ら
や
っ
て
来
る
に
せ
よ
、
山
の
方
か
ら
下
り
て
来
る
に
せ
よ
、
婚
礼
行
列
は
黙
り
こ
く
り
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て

赤デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
の
傍
を
過よ

ぎ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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四
九
六
　
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
の
魔
法

ズ
ー
ラ（

（5
（

の
下
方
に
ハ
イ
ン
リ
ク
ス（

（5
（

の
村
が
あ
る
。
こ
の
村
を
見
下
ろ
す
石
造
り
の
城
に
は
呪
封
さ
れ
た
財
宝
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
な

ま
な
か
な
こ
と
で
は
取
り
出
せ
な
い
。
あ
る
牛
飼
い
が
山
の
高
み
で
白し

ら
ゆ
り

百
合
を
摘
ん
だ
。
そ
し
て
同
類
と
同
じ
く
、
山
の
胎
内
に
一

番
大
事
な
物
〔
＝
開シ

ュ
プ
リ
ン
グ
ヴ
ル
ツ
ェ
ル

錠
根
で
あ
る
白
百
合
〕
を
忘
れ
て
来
た
。
巖い

わ
や窟

の
扉
が
閉
ま
る
時
、
踵か

か
と

を
挟
ま
れ
て
怪
我
を
し
、
長
い
こ
と

療り
ょ
う
じ治

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

か
つ
て
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
に
三
人
の
大
物
撃
ち
猟
師
が
や
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
連
中
の
腕
前
は
ま
こ
と
に
確
か
な
も
の
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
エ
ッ
シ
ェ
ン
ハ
イ
ム
塔
の
風
見
に
「
九ノ

イ

ナ

ー

つ
当
た
り
」
の
射
撃
を
や
っ
て
の
け
た
あ
の
ヘ
ン
ゼ

ル
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
ゼ
ー
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
九
）
さ
な
が
ら
だ
っ
た
。
彼
ら
は
─
─
そ
の
頃
か
ら
も
う
評
判
が
高
か
っ
た
の
で
─
─
旅は

た
ご籠

「
黄ツ

ム
・
ゴ
ル
ド
ネ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ

金
牡
角
鹿
亭
」
に
泊
ま
り
、
地
下
の
酒
蔵
が
あ
る
奥
庭
で
上
等
の
麦ビ

ー
ル酒
や
ら
な
に
や
ら
を
き
こ
し
め
し
て
い
た
。
す
る
と
そ
こ
で

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
客
た
ち
の
間
で
巧
妙
な
射
撃
が
話
題
に
上の

ぼ

り
、
猟
師
の
気
の
利
い
た
伎わ

ざ倆
の
数
数
が
語
ら
れ
た
。
な
に
し
ろ

界か
い
わ
い隈
に
は
猟
師
、
こ
と
に
射
撃
の
上
手
が
う
よ
う
よ
い
た
し
、
当
時
は
、
こ
の
三
人
の
よ
う
に
隠
れ
た
名
手
が
た
く
さ
ん
存
在
し
た
け

れ
ど
も
、
ま
だ
獲
物
に
事
欠
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
皆
い
つ
も
確
実
に
当
た
る
弾
丸
と
か
と
い
っ
た
お
も
し
ろ
い
話
の
種
を
心
得

て
お
り
、
手
柄
自
慢
の
者
も
だ
れ
か
れ
と
な
く
居
合
わ
せ
た
が
、
や
が
て
、
例
の
三
人
が
大
物
撃
ち
だ
と
い
う
な
ら
、
ぜ
ひ
手
並
み
を

拝
見
し
た
い
も
の
だ
、
と
あ
い
な
っ
た
─
─
三
人
は
別
に
自
分
か
ら
そ
う
言
い
触
ら
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
だ
が
。
す
る
と
彼
ら
の

一
人
が
三
つ
葉
の
和ク

ロ

ー

バ

ー

蘭
紫
雲
英
を
摘
み
、
も
う
一
人
が
梯は

し
ご子
を
持
っ
て
来
て
、
こ
れ
を
黄ツ

ム
・
ゴ
ル
ド
ネ
ン
・
ヒ
ル
シ
ュ

金
牡
角
鹿
亭
の
奥
庭
を
穴
蔵
の
と
こ
ろ
で
遮

断
し
て
い
る
建
物
の
石
壁
に
立
て
か
け
た
。
三
人
目
は
旅
籠
か
ら
外
に
出
て
、
道
を
横
切
り
、
向
か
い
の
家
並
み
ま
で
行
っ
た
。
旅
籠
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の
門
か
ら
玄
関
ま
で
の
門
通
り
は
開
け
て
い
た
し
、
屋
内
通
路
の
天
井
は
高
く
、
奥
庭
ま
で
障
害
物
は
無
か
っ
た
の
で
、〔
梯
子
の
天

辺
に
附
け
ら
れ
た
〕
和ク

ロ

ー

バ

ー

蘭
紫
雲
英
は
道
の
向
か
い
側
か
ら
ち
ゃ
ん
と
見
え
た
。
彼
我
の
距
離
は
九
十
歩
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
射
手
た
ち

は
和ク

ロ

ー

バ

ー

蘭
紫
雲
英
目
掛
け
て
火
蓋
を
切
っ
た
。
各お

の
お
の各

た
だ
の
一
発
づ
つ
だ
っ
た
。
撃
つ
た
び
に
和ク

ロ

ー

バ

ー

蘭
紫
雲
英
の
葉
が
一
枚
消
し
飛
ん
だ
。

山
な
り
に
三
つ
並
ん
だ
弾
痕
は
今
日
に
至
る
ま
で
あ
り
あ
り
と
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
三
人
の
大
物
撃
ち
は
何
も
言
わ
ず
に
村
か
ら
立

ち
去
っ
た
。

ハ
イ
ン
リ
ク
ス
の
数
人
の
農
夫
の
家
畜
に
魔
法
が
掛
け
ら
れ
た
。
牛バ

タ
ー酪
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
農
夫
ら
は
あ
る

魔
女
の
許も

と

に
行
き
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
、
と
相
談
し
た
。
す
る
と
魔
女
は
農
夫
た
ち
に
こ
う
指
図
し
た
。「
あ
ん
た
ら
は
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
お
い
て
ど
こ
か
陶

や
き
も
の
づ
く
り

工
の
と
こ
ろ
に
行
き
な
。
そ
こ
で
や
っ
ぱ
り
悪
魔
の
名
に
お
い
て
壺つ

ぼ

を
一
つ
注
文
す
る

の
さ
。
陶

や
き
も
の
づ
く
り
工
も
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
お
い
て
そ
の
壺
を
作
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
壺
が
で
き
た
ら
四
頭
立
て
の
馬
車
を

仕
立
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
お
い
て
取
り
に
行
く
。
そ
う
し
て
値
段
の
駈か

け
引
き
無
し
に
し
て
、
く
れ
、
と
言
わ
れ
た
だ

け
の
代
金
を
払
う
。
で
、
こ
の
壺
に
乳ミ

ル
ク

を
だ
ん
だ
ん
に
入
れ
て
は
、
ま
た
だ
ん
だ
ん
に
出
す
」。
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
の
農
夫
ら
は
こ
う
し

た
魔
女
お
よ
び
悪
魔
の
助
言
に
そ
っ
く
り
従
っ
た
。
こ
の
村
で
は
─
─
全
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
領
が
そ
う
だ
っ
た
の
だ
が
─
─
魔
女

信
心
が
大お

お
は
や
り

流
行
で
、
さ
る
ザ
ク
セ
ン
公
妃
─
─
遺
産
相
続
で
こ
の
伯
爵
領
の
土
地
の
幾
分
か
が
そ
の
配
偶
の
手
に
落
ち
る
こ
と
に
な
っ

た
─
─
は
「
わ
ら
わ
は
あ
の
よ
う
な
黒

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
・
い
雌ヘ

ン
ネ鶏
の
領
分（

（5
（

に
は
ま
い
り
ま
せ
ぬ
」
と
宣
言
、
事
実
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
そ
う
な
。

も
っ
と
も
、
夫
が
相
続
す
る
前
に
彼
女
は
死
ん
だ
の
だ
が
。
─
─
し
か
し
な
が
ら
、
壺
が
陶

や
き
も
の
づ
く
り

工
の
と
こ
ろ
に
取
り
に
や
ら
れ
た
時
は

目
引
き
袖
引
き
と
い
う
有
様
だ
っ
た
し
、
壺
に
は
十
五
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン
も
支
払
わ
れ
た
し
、
四
頭
立
て
の
馬
車
で
だ
っ
た
し
、
と
い
う

具
合
な
の
で
、
壺
が
使
わ
れ
な
い
内
に
事
の
し
だ
い
は
広
く
知
れ
渡
り
、
宗コ

ン
シ
ス
ト
リ
ウ
ム

教
局
に
ま
で
達
し
、
ど
た
ば
た
悪
魔
騒
動
は
恐
怖
の
結
末

を
迎
え
た
。
小こ

び
ゃ
く
し
ょ
う

百
姓
連
は
懺ざ

ん
げ悔

襯シ
ャ
ツ衣

を
着
て
教
会
規
定
の
悔か

い
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

悛
行
を
務
め
、
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
村
で
一
年
に
生
産
さ
れ
る
牛バ

タ
ー酪

総
量
の
価
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格
を
上
回
る
罰
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
、
問
題
の
壺
は
皮

シ
ン
ダ
ー
ス
ラ
ー
ゼ
ン

剝
場
で（

（5
（

刑
吏
の
手
に
よ
り
打
ち
砕
か
れ
、
こ
の
同
じ
け
っ
こ
う

な
場
所
で
例
の
魔
女
が
火ひ

あ
ぶ炙

り
の
刑
に
処
さ
れ
た
。
小
百
姓
連
に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い
は
、
壺
が
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
。
さ
も
な
け
れ
ば
彼
ら
も
魔
女
も
ろ
と
も
情
け
容
赦
な
く
焚ふ

ん
さ
つ殺

さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ろ
う
。

四
九
七
　
酸す

ぐ
り塊

の
生
け
垣

ハ
ー
ゼ
ル
河
谷
の
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
か
ら
谷
を
下
る
と
デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
な
る
村
に
達
す
る
。
こ
こ
に
マ
ル
シ
ュ
ト
と
し
か
呼
ば
れ

な
い
場
所
が
あ
る
。
実
は
マ
ー
ル
シ
ュ
テ
ッ
テ（

（5
（

な
の
だ
。
以
前
は
新
郎
新
婦
が
婚
礼
の
客
た
ち
と
と
も
に
旅は

た
ご
や

籠
屋
へ
踊
り
に
行
く
時
、

こ
の
場
所
を
通
っ
て
い
た
。
ズ
ー
ラ
の
人
た
ち
が
快

ツ
ム
・
フ
レ
ー
リ
ヒ
ェ
ン
・
マ
ン

漢
亭
へ
赴
く
の
に
あ
の
赤

デ
ア
・
ロ
ー
テ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
の
傍
を
過よ

ぎ
っ
た
よ
う
に
。
路
傍
に
は
昔

酸ハ
ル
ヒ
ェ
ル塊
（
シ
ュ
タ
ッ
ヒ
ェ
ル
）
の
生
け
垣
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
や
は
り
あ
る
新
婚
夫
婦
が
演
奏
す
る
楽
士
ら
と
と
も
に
こ
こ
を
通
り
掛
か

る
と
、
生
け
垣
の
中
か
ら
一
羽
の
小
鳥
が
高
ら
か
に
こ
う
囀

さ
え
ず

っ
た
。

今
日
の
も
て
な
し
鳴
り
物
入
り
だ
が
、 

来
年
は
唄
で
の
お
も
て
な
し（

（5
（

。

年
が
改
ま
る
と
、
葬
列
が
挽ば

ん
か歌

に
送
ら
れ
て
マ
ル
シ
ュ
ト
を
通
っ
た
。
こ
れ
は
あ
の
若
夫
婦
だ
っ
た
。
彼
ら
は
二
人
な
が
ら
急
病
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
来
も
は
や
新
婚
の
行
列
は
マ
ル
シ
ュ
ト
を
通
る
こ
と
は
な
い
。
旅
籠
屋
に
赴
く
な
ら
う
ん
と
遠
回
り

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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四
九
八
　
呪
わ
れ
た
村

デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
区
域
内
に
廃
村
が
あ
る
。
そ
の
名
は
ガ
ー
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン（

（5
（

。
昔
村
が
あ
っ
た
し
、
今
も
あ
る
。
た
だ
し
だ

れ
に
も
見
え
な
い
。
こ
れ
を
目
に
す
る
の
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
お
よ
そ
百
年
ほ
ど
前
、
デ
ィ
ー
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
（
デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ

ト
と
ハ
イ
ン
リ
ク
ス
の
中
間
に
あ
る
）
の
軍
医（

（6
（

が
ロ
ー
ラ
川
と
マ
リ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
間
に
拡
が
る
寂
し
い
土
地
─
─
ゲ
ル
ツ
川バ

ハ

が
貫
流

し
て
い
る
─
─
を
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
あ
る
村
に
入
っ
た
。
村
人
た
ち
が
教
会
に
詣も

う

で
る
の
を
目
に
し
、
そ
の
服
装
が
な
ん
と
も
古
風

な
の
を
訝い

ぶ
か

し
く
思
っ
た
。
ロ
ー
ア（

（6
（

─
─
こ
こ
の
人
た
ち
の
装
い
は
当
世
風
だ
っ
た
─
─
ま
で
来
て
、
一
体
あ
れ
は
ど
う
い
う
村
か
、
と

訊た
ず

ね
た
が
、
だ
れ
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
ん
た
の
説
明
す
る
よ
う
な
村
は
ゲ
ル
ツ
バ
ハ
沿
い
に
無
い
、
と
言
わ
れ
た
。

時
代
は
同
じ
、
ミ
カ
エ
ル
祭（

（6
（

の
日
で
デ
ィ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
で
は
教キ

ル

メ

ス

会
堂
開
基
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ヴ
ィ
ヒ
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
（
デ
ィ
ル

シ
ュ
テ
ッ
ト
と
デ
ィ
ー
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
中
間
に
あ
る
）
の
靴
職
人
で
単
純
素
朴
な
男
が
マ
リ
ス
フ
ェ
ル
ト
指
し
て
歩
い
て
い
た
。
そ
の

辺
り
へ
行
く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
途
中
あ
る
村
の
近
く
を
通
り
掛
か
っ
た
。
村
で
は
雄お

ん
ど
り鶏
ど
も
が
啼な

き
、
犬
た
ち
が
吠
え
て
い
た
。

男
の
す
ぐ
前
を
女
が
歩
い
て
い
て
、
村
の
方
へ
急
い
で
い
た
。
男
は
道
を
訊き

こ
う
と
女
に
呼
び
掛
け
た
が
、
女
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
様

子
で
、
す
っ
か
り
草
が
生
い
繁し

げ

っ
て
い
る
小こ

み
ち径
を
踏
み
分
け
て
行
っ
た
。
男
の
進
む
道
は
脇
へ
逸そ

れ
て
、
水
草
に
覆
わ
れ
た
池
の
畔ほ

と
り

を

通
っ
て
い
た
。
男
は
村
人
が
こ
の
池
を
な
げ
や
り
に
ほ
っ
た
ら
か
し
て
い
る
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
マ
リ
ス
フ
ェ
ル
ト
で
の

用
事
を
終
え
て
、
家
路
に
つ
く
と
、
例
の
池
も
村
も
消
え
て
い
た
。

靴
職
人
が
こ
の
話
を
し
た
隣
人
は
こ
う
言
っ
た
。「
お
ぬ
し
ゃ
あ
、
そ
の
女
に
随つ

い
て
行
か
な
ん
で
よ
か
っ
た
よ
う
。
そ
ん
な
こ
と

し
た
ら
、
多
分
二
度
と
家
に
帰
れ
ん
か
っ
た
ろ
う
。
お
ぬ
し
が
見
た
な
あ
呪
わ
れ
た
村
の
ガ
ー
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
さ
ね
。
あ
そ
こ
い
ら
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へ
ん
は
ほ
ん
と
に
気
味
が
悪
い
っ
た
ら
」。

四
九
九
　
鉱
夫
と
花
嫁
の
話

デ
ィ
ー
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
谷
か
ら
山
道
が
ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
に
通
じ
て
い
る
。
ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
周
辺
に
は
昔
幾
つ
も
採
掘
場
が
あ

り
、
村
に
は
鉱
夫
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
の
一
人
が
土
曜
日
に
告
解
に
出
掛
け
、
翌
日
の
日
曜
日
に
は
聖
体
拝
領
に
行
く
つ
も
り

だ
っ
た
。
さ
て
、
古
い
習
慣
で
は
、
告
解
を
済
ま
せ
た
後
は
も
う
働
く
べ
き
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
信
心
深
い
こ
と
を
考
え
繞め

ぐ

ら
す
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
鉱
夫
は
少
し
ば
か
り
の
賃
銭
を
失
い
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
告
解
し
た
の
に
再
び
村
を
出
た
。
と
こ
ろ
が
鉱

坑
に
入
っ
た
と
た
ん
、
縦た

て
あ
な坑
が
ど
っ
と
崩
落
、
彼
は
跡
形
も
な
く
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。
百
年
経
っ
て
漸よ

う
や

く
他
の
鉱
夫
た
ち
が
そ
こ

ま
で
掘
り
進
み
、
切き

り
は羽
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
坑
道
で
大
き
く
長
い
髭
を
生
や
し
た
鉱
夫
が
一
人
、
ど
う
や
ら
眠
っ
て
い
る
ら
し
い
の
を

見
つ
け
た
。
一
同
が
男
の
周
り
で
喋

し
ゃ
べ

っ
て
い
る
と
、
男
は
目
を
覚
ま
し
、
す
ぐ
に
「
も
う
鐘
が
鳴
っ
た
だ
か
ね
。
わ
し
ゃ
あ
聖
体
拝
領

せ
に
ゃ
な
ん
ね
え
」
と
訊き

い
た
。
他
の
者
が
「
今
日
は
日
曜
じ
ゃ
ね
え
し
、
こ
こ
は
教
会
で
も
ね
え
。
今
日
は
仕
事
日
だ
に
」
と
言
う

と
、「
だ
け
ん
ど
よ
、
わ
し
ゃ
あ
昨
日
の
夜
告
解
に
出
掛
け
た
で
、
今
日
は
聖
体
拝
領
に
行
か
に
ゃ
あ
」
と
の
返
辞
。
そ
こ
で
皆
は
男

を
鉱
坑
か
ら
連
れ
だ
し
、
教
会
ま
で
送
り
、
司
祭
を
呼
ん
で
来
た
。
司
祭
が
聖
体
を
拝
領
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
男
は
拝
領
し
た
と
た
ん
、

く
ず
お
れ
て
一
山
の
塵
と
化
し
た
。

似
た
よ
う
な
こ
と
が
ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
あ
る
花
嫁
に
起
こ
っ
た
。
こ
の
娘
は
強
い
ら
れ
て
結
婚
す
る
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

婚
儀
の
前
、
二
度
目
に
鐘
が
鳴
っ
た
時
、
彼
女
は
き
ち
ん
と
衣
装
を
調
え
て
い
た
が
、
ひ
ど
く
涙
を
流
し
、「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
間

独
り
き
り
で
お
庭
に
出
さ
せ
て
。
あ
た
し
、
い
い
空
気
を
吸
わ
な
く
ち
ゃ
」
と
言
っ
た
。
な
に
し
ろ
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
苦
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し
か
っ
た
の
で
。
庭
で
身
の
不
幸
せ
を
痛
切
に
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
と
、
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
見
知
ら
ぬ
男
性
が
歩
み
寄
り
、
な

ぜ
辛
が
っ
て
い
る
の
か
訊た

ず

ね
た
。
そ
こ
で
娘
は
何
も
か
も
打
ち
明
け
て
訴
え
た
。
男
性
は
穏
や
か
な
声
音
で
彼
女
を
慰
め
、
一
緒
に
歩

き
回
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
語
ら
っ
た
が
、
庭
を
誉
め
そ
や
し
も
し
、「
わ
た
し
の
庭
も
か
な
り
見
事
な
の
で
す
。
あ
な
た
が
ご
覧

に
な
り
た
け
れ
ば
、
す
ぐ
お
隣
な
の
で
す
よ
」
と
誘
っ
た
。
す
る
と
小
さ
な
門
が
開
い
て
お
り
、
二
人
は
中
へ
入
っ
た
。
花
嫁
は
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
景
物
が
あ
る
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
庭
園
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
こ
の
上
も
な
く
美
し
い
花か

き卉
や
鳥
類
、
噴
水
、

並
木
道
、
園あ

ず
ま
や亭
、
林
、
芝
生
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
木
の
実
、
草
の
実
。
若
い
花
嫁
は
そ
れ
ら
を
眺
め
て
楽
し
み
、
押
し
ひ
し
ぐ

胸
の
苦
悩
を
忘
れ
た
。
男
性
と
の
会
話
は
ま
こ
と
に
快
か
っ
た
。
突
然
鐘
が
鳴
り
響
き
、
花
嫁
は
義
務
を
思
い
出
し
、
男
性
に
鄭て

い
ち
ょ
う重
か

つ
淑し

と

や
か
に
別
れ
を
告
げ
、
再
び
自
分
の
家
の
庭
に
戻
り
、
そ
こ
を
抜
け
て
家
に
入
り
、
新
郎
や
お
客
様
た
ち
と
共
に
教
会
へ
行
こ
う

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
何
も
か
も
様
変
わ
り
し
て
い
て
見
慣
れ
な
い
物
ば
か
り
。
そ
れ
か
ら
見
慣
れ
な
い
人
た
ち
が
彼
女
に
、
彼
女
の
な

ん
と
も
古
め
か
し
い
花
嫁
装
束
に
び
っ
く
り
し
て
目
を
瞠み

は

り
、「
何
の
御
用
で
し
ょ
う
か
、
ど
ち
ら
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と

問
い
掛
け
て
来
た
。
─
─
新
郎
も
父
親
も
母
親
も
、
そ
し
て
婚
礼
の
客
た
ち
も
い
な
か
っ
た
。
調
べ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判

明
し
た
。
百
年
前
あ
る
花
嫁
が
鐘
の
鳴
る
ち
ょ
っ
と
前
に
庭
に
出
て
行
っ
て
、
再
び
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
、
と
。
婚
礼
の
道
具
を
借
り

に
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
山
に
登
り
、
下
り
道
で
は
そ
れ
ら
を
担
ぐ
の
が
重
く
て
な
ら
な
か
っ
た
─
─
寄
る
年
波
と
い
う
荷
物
が
重
く
の
し
か

か
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
三
〇
）
─
─
あ
の
許い

い
な
ず
け

婚
者
両
人
の
よ
う
に
。
こ
の
花
嫁
は
、
自
分
が
も
う
余よ

そ
も
の

所
者
に
過

ぎ
な
く
な
っ
た
現げ

ん
せ世

か
ら
、
か
の
優
し
い
殿
方
─
─
我
ら
が
御お

ん
あ
る
じ主

に
し
て
救
世
主
た
る
キ
リ
ス
ト
に
他
な
ら
ぬ
─
─
の
い
る
庭
園
へ
と

帰
り
た
く
て
た
ま
ら
ず
、
そ
の
後
間
も
な
く
天
国
の
園そ

の
ふ生

に
入
っ
た
〔
＝
亡
く
な
っ
た
〕。
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五
〇
〇
　
フフ

ァ
ー
ル
ザ
ー
メ
ン

ァ
ー
ル
の
種

ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
あ
る
家
に
は
猟
師
の
亡
霊
が
出
る
。
フフ

ァ
ー
ル
ザ
ー
メ
ン

ァ
ー
ル
の
種
（
羊フ

ァ
ル
ン
ザ
ー
メ
ン

歯
の
種
と
い
う
べ
き
か（

（6
（

）
を
手
に
入
れ
た
り
し
た
か

ら
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ル
の
種
を
手
に
入
れ
る
の
は
、
太
陽
を
撃
っ
た
あ
の
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
の
猟
師
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
六
）
が
用
い
た

よ
う
な
邪
悪
な
技わ

ざ

な
の
だ
。
も
っ
と
も
ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
男
は
聖ホ

ス
チ
ア餅

を
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
。
男
は
夏
至
の
日
、
太
陽
が
中
天
に

達
し
た
時
、
太
陽
を
撃
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
血
が
三
滴
落
ち
て
来
た
。
男
は
こ
れ
を
受
け
て
取
っ
て
置
く
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
が
、
こ
れ
す
な
わ
ち
フ
ァ
ー
ル
の
種
。
さ
て
こ
の
猟
師
、
フ
ァ
ー
ル
の
種
を
身
に
着
け
て
い
る
限
り
、
撃
ち
た
い
物
を
撃
つ
こ
と

が
で
き
、
決
し
て
撃
ち
損
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
と
ど
の
つ
ま
り
、
至
福
の
臨
終
に
至
る
こ
と
が
あ
り
っ
こ
な
い
の
は
目
に

見
え
て
い
た
。
か
ね
が
ね
猟
師
は
、
い
つ
か
お
れ
が
恐
ろ
し
い
唸う

な

り
声
を
出
す
の
が
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
ら
お
れ
は
お
し
ま

い
だ
、
と
言
っ
て
い
た
。
事
実
そ
れ
が
起
こ
り
、
年
貢
の
納
め
時
と
な
っ
て
、
悪
魔
が
彼
を
攫さ

ら

っ
て
行
っ
た
。
後
に
フ
ィ
ア
ナ
ウ（

（6
（

へ
の

街
道
に
こ
の
猟
師
が
古
風
な
服
装
で
坐す

わ

っ
て
い
る
の
が
し
ば
し
ば
見
掛
け
ら
れ
た
。
縁
を
巻
き
上
げ
た
小
さ
な
三
角
帽
を
被か

ぶ

り
、
三
匹

の
小
さ
い
犬
を
侍は

べ

ら
せ
て
い
た
。
あ
の
ヴ
ォ
ー
デ（

（6
（

の
よ
う
に
両
脇
に
一
匹
づ
つ
、
そ
し
て
膝
に
一
匹
。

五
〇
一
　
ホ
レ
夫
人
と
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト

ベ
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
手
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ（

（6
（

の
町
が
あ
る
。
昔
こ
こ
を
降ヴ

ァ
イ
ナ
ハ
テ
ン

誕
祭
の
時
期
に
ホ
レ
夫
人
が
荒
れ
狂
う
同
勢
と
共
に
通

り
過
ぎ
た
。
先
頭
に
は
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト（

（6
（

が
い
て
、
出
逢
う
人
人
に
、
危
な
い
目
に
遭
わ
ぬ
よ
う
引
き
下
が
っ
て
い
ろ
、
と
警
告
し
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た
。
な
に
し
ろ
同
勢
は
道
幅
一
杯
に
拡
が
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
ど
も
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、
ろ
く
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
妖
魔
の
群
れ
が
轟ご

う
ご
う轟
と
町
を
押
し
進
ん
で
行
っ
た
時
、
二
人
の
男
の
子
が
道
に
い
て
、
麦ビ

ー
ル酒
が
な
み
な
み
と
入
っ
た

把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器
を
持
っ
て
い
た
。
麦ビ

ー
ル酒

は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
の
ち
ょ
っ
と
下し

も
て手

、
道
端
に
あ
る
水
車
小
屋
付
き
居
酒
屋
「
炭ケ

ー

ラ

ー

焼
き
亭
」

─
─
い
つ
も
上
等
の
麦ビ

ー
ル酒

が
あ
り
、
大
勢
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
─
─
で
買
っ
た
も
の
。
こ
の
男
の
子
た
ち
も
忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト
に

脇
へ
寄
っ
て
い
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
怖
が
っ
て
路
傍
で
縮
こ
ま
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
す
ぐ
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
。
荒
れ
狂
う

猟
師
の
一
行
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
喉の

ど

を
渇
か
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
百ひ

ゃ
っ
き
や
ぎ
ょ
う

鬼
夜
行
の
だ
れ
か
れ
が
男
の
子
ら
に
近
づ
き
、
把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器

を
取
り
上
げ
て
麦ビ

ー
ル酒
を
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
吸
っ
た
。
行
列
が
去
っ
た
後
で
男
の
子
た
ち
は
と
て
も
心
配
に
な
っ
た
。
麦ビ

ー
ル酒
を
持
っ
て
帰

ら
な
け
れ
ば
家
で
ぶ
ん
殴な

ぐ

ら
れ
る
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
ま
た
買
い
に
戻
る
お
銭あ

し

は
な
か
っ
た
か
ら
。
と
こ
ろ
が
突
然
ま
た
忠
実
な

エ
ッ
カ
ル
ト
が
傍
に
や
っ
て
来
て
言
う
こ
と
に
は
「
安
心
す
る
が
い
い
、
坊
や
た
ち
。
お
ま
え
た
ち
が
麦ビ

ー
ル酒
を
く
れ
て
や
っ
た
の
は
い

い
こ
と
だ
っ
た
。
さ
も
な
き
ゃ
お
ま
え
た
ち
、
頸く

び

根ね

っ
こ
が
剣け

ん
の
ん呑
な
羽
目
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
。
さ
、
安
心
し
て
把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器
を

持
っ
て
家
へ
お
帰
り
。
だ
が
な
、
お
ま
え
た
ち
が
今
晩
出
逢
っ
た
で
き
ご
と
を
三
日
経
た
な
い
う
ち
に
人
に
喋

し
ゃ
べ

っ
て
は
な
ら
ん
ぞ
」。

─
─
男
の
子
た
ち
が
家
に
着
く
と
、
把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器
は
一
杯
で
ず
っ
し
り
重
く
、
中
に
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
の
衆
が
こ
れ
ま
で
飲
ん

だ
た
め
し
の
な
い
麦ビ

ー
ル酒
が
入
っ
て
い
た
。
丁
度
英
国
の
濃エ

ー

ル

色
麦
酒
の（

（6
（

よ
う
で
、
テ
ル
ツ（

（6
（

で
醸
造
し
た
か
の
ご
と
く
、
極ご

く

上じ
ょ
う
じ
ょ
う
上
の
逸
品
。

把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器
は
一
向
に
空
っ
ぽ
に
な
ら
ず
、
麦ビ

ー
ル酒
を
注
ぎ
続
け
た
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
け
っ
こ
う
な
話
だ
っ
た
が
─
─
三
日
間
が
過

ぎ
、
男
の
子
た
ち
が
沈
黙
を
破
る
と
、
そ
れ
き
り
お
し
ま
い
と
あ
い
な
っ
た
。
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五
〇
二
　
樅も

み

の
木
立

  
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
か
ら
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
川
の
小お

ぐ
ら暗

い
流
れ
を
遡

さ
か
の
ぼる

と
、
間
も
な
く
フ
ィ
ア
ナ
ウ
村
に
達
す
る
。
か
つ
て
こ
こ
に

ヤ
ー
コ
プ
と
い
う
名
の
森

フ
ェ
ル
ス
タ
ー

番
が
い
た
が
、
こ
の
御
仁
、
森
に
入
る
た
び
に
さ
ま
ざ
ま
な
妖あ

や

か
し
に
再
再
た
ぶ
ら
か
さ
れ
た
。
あ
る
時
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
ヤ
ー
コ
プ
が
待
ち
伏
せ
場
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
射
程
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
撃
と
う
と
す
る

と
、
樅も

み

の
木
立
が
銃
の
前
に
立
ち
塞ふ

さ

が
り
、
全
然
撃
て
な
い
。
な
に
し
ろ
脇
へ
寄
れ
ば
、
木
立
も
そ
っ
ち
へ
動
く
の
だ
。
か
っ
と
し
て

銃
を
肩
か
ら
外
し
、
別
の
場
所
に
移
る
と
、
森
の
木
立
は
消
え
て
な
く
な
っ
た
が
、
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
も
い
な
く
な
っ
た
。
老
森
番
に
と
っ
て
こ

れ
は
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
話
。
そ
こ
で
ド
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ア
カ
ー（

（7
（

に
出
掛
け
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
刑
吏（

（7
（

に
こ
の
一
件
を
相
談
し

た
。
刑
吏
は
さ
し
て
思
案
も
せ
ず
こ
う
答
え
た
。「
そ
の
樅
の
木
立
が
ま
た
あ
ん
た
の
待
ち
伏
せ
場
の
前
の
空
き
地
に
出
て
来
た
ら
、

鹿ヒ
ル
シ
ュ
フ
ェ
ン
ガ
ー

用
猟
刀
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
枝
下
ろ
し
を
し
て
お
や
ん
な
さ
い
」。
間
も
な
く
老
森
番
が
再
び
待
ち
伏
せ
場
に
出
掛
け
る
と
、
な
ん

と
ま
あ
、
や
が
て
一
頭
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
姿
を
現
し
た
。
そ
し
て
樅
の
木
立
も
銃
口
の
前
に
立
ち
塞
が
っ
た
。
森
番
は
、
刑
吏
に
教
え
ら
れ

た
よ
う
に
、
す
ぐ
さ
ま
鹿ヒ

ル
シ
ュ
フ
ェ
ン
ガ
ー

用
猟
刀
を
鞘さ

や

か
ら
抜
き
、
木
立
の
枝
下
ろ
し
を
始
め
た
、
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も
堅
い
木
で
、
枝
は
全
く
落
ち

な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
佩は

い
と
う刀
の
鋼は

が
ね

に
か
な
り
削
り
屑
が
飛
び
散
っ
た
。
そ
こ
で
ヤ
ー
コ
プ
は
切
る
の
を
止
め
て
、
家
に
帰
っ
た
。
と
こ

ろ
で
フ
ィ
ア
ナ
ウ
村
で
一
人
の
女
が
瀕ひ

ん
し死
の
床
に
臥ふ

し
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
両
手
両
脚
に
夥

お
び
た
だし
い
傷
を
負
っ
て
い
る
の
だ
。
女

が
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
、
だ
れ
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
実
は
こ
の
女
は
魔
女
で
、
樅
の
木
立
に
化
け
て
森
番
を
嘲ち

ょ
う
ろ
う弄

し
た

わ
け
。
な
ぜ
な
ら
ヤ
ー
コ
プ
は
彼
女
が
森
で
薪
を
盗
ん
で
い
る
現
場
を
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
押
さ
え
、
背し

ょ負
い
籠か

ご

を
踏
み
砕
き
、
棒
で

殴な
ぐ

り
、
森ヴ

ァ
ル
ト
ブ
ー
セ

贖
罪
を（

（7
（

申
し
渡
し
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
辱

は
ず
か
しめ
た
り
罵

の
の
し

っ
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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五
〇
三
　
古
城
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
の
話

フ
ィ
ア
ナ
ウ
か
ら
ど
ん
ど
ん
渓
谷
の
上
手
へ
進
ん
で
行
く
と
、
ヘ
ッ
セ
ン
領
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
の
境
界
を
越
え
、
シ
ュ
タ
イ
ン
バ

ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク（

（7
（

に
達
す
る
。
こ
こ
で
は
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
城
の
廃は

い
き
ょ墟
が
高
み
に
あ
っ
て
こ
の
大
き
な
村
の
長
く
連
な
る
家
並
み
を
見

下
ろ
し
て
い
る
。
こ
の
界
隈
に
は
、
山
の
頂
き
に
も
谷
の
底
に
も
、
数
多
く
の
伝
説
が
あ
る
。
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
の
城
塞
は
、
ヘ
ン
ネ
ベ

ル
ク
の
館
を
建
て
た
の
と
同
じ
棟と

う
り
ょ
う梁
が
建
て
た
由
。
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
持
ち
城
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
わ
け
。
山
上
の
城
壁
に
は

い
ま
な
お
空
洞
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
小
さ
な
柩ひ

つ
ぎ

が
発
見
さ
れ
た
。
柩
に
は
子
ど
も
の
亡な

き
が
ら骸

が
入
っ
て
い
た（

（7
（

。
城
の
傍
で
は
時
折
白

衣
の
乙
女
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
彼
女
は
真ま

ひ
る
ど
き

昼
刻
城
山
を
下
り
て
古
い
麦マ

ル
ツ
ハ
ウ
ス

芽
蔵
の
と
こ
ろ
ま
で
行
く
。
こ
れ
に
は
飾
り
に
小
さ
な
塔
が
附

属
し
て
い
て
、
塔
に
は
い
ま
だ
に
小
さ
な
鐘
が
吊
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
鐘
は
昔
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
城
に
下
が
っ
て
い
た
も
の
で
、
銀
の
よ

う
に
爽
や
か
な
音
色
を
出
す
。
そ
こ
で
銀

ジ
ル
バ
ー
グ
レ
ッ
ク
ヒ
ェ
ン

の
小
鐘
と
も
呼
ば
れ
る
。
か
つ
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
在
住
の
数
名
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
こ
の
鐘

を
譲
り
渡
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
鐘
に
詰
ま
る
だ
け
の
銀
貨
を
代
償
に
差
し
上
げ
よ
う
、
と
申
し
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
な
。
も
っ

と
も
人
人
は
提
案
さ
れ
た
交
換
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
鐘
に
は
次
の
よ
う
な
銘
が
あ
る
。「
恵ア

ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー
ア
・
グ
ラ
ー
ツ
ィ
ア

ミ
深
キ
ま
り
あ
ニ
讃
エ
ア
レ
。
Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｘ
Ｘ（

（7
（

」。
こ
の
鐘
の
削
り
屑
は
癲て

ん
か
ん癇
や
急
性
疾
患
に
効
く
、
と
の
俗
信
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
縁
の
周
り
に
は
鑢や

す
り

の
痕あ

と

が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
る
。
削
り
屑
は
牛バ

タ
ー酪

付
き
麵パ

ン麭
に
載
せ
て
病
人
に
服
用
さ
せ
る
。
霊プ

ロ
バ
ー
ト
ゥ
ム

験
ア
リ
、
と
の
こ
と
。

シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
幾
つ
も
銀
を
掘
っ
た
坑あ

な

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
流
れ
が
一
つ
貫
流
し

て
い
る
。
流
れ
の
下
手
に
は
洞ど

う
く
つ窟
が
あ
り
、
昔
そ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
た
ち
が
莫
大
な
財
宝
を
運
び
出
し
た
。
あ
る
炭
焼
き
が
彼
ら

に
い
つ
も
坩る

つ
ぼ堝

を（
（7
（

貸
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
た
ち
は
そ
の
中
で
貴
金
属
を
溶
か
し
た
の
で
あ
る
。
と
う
と
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う
炭
焼
き
は
考
え
た
。「
お
れ
だ
っ
て
地
下
へ
下
り
て
行
っ
て
、
自
分
用
に
い
く
ら
か
持
っ
て
来
て
、
溶
か
し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
ね
え

か
」。
そ
こ
で
洞
窟
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
お
そ
ろ
し
く
で
か
い
犬
が
い
て
、
牙き

ば

を
剝む

き
出
し
、
目
を
燃
え
る
よ
う
に
ぎ
ら
つ
か
せ
、

悪
魔
の
化
身
の
ご
と
き
唸う

な

り
声
を
挙
げ
た
の
で
、
炭
焼
き
は
一い

っ
か
く
せ
ん
き
ん

攫
千
金
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。

五
〇
四
　
エ
ー
バ
ー
ス
村ド

ル
フ

と
エ
ー
バ
ー
ス
地グ

ル
ン
ト所

シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
市
へ
向
か
っ
て
丘
陵
の
よ
う
な
牧
草
地
が
延
び
て
お
り
、
昔
そ
こ
に

エ
ー
バ
ー
ス
ド
ル
フ
な
る
村
が
あ
っ
た
。
村
は
裕
福
で
住
民
は
金
銀
銅
の
採
鉱
業
を
営
ん
で
い
た
。
こ
う
し
て
得
た
富
の
た
め
彼
ら
は

傲
慢
に
な
り
、
神
聖
な
も
の
を
冒ぼ

う
と
く瀆
し
、
も
は
や
教
会
詣も

う

で
を
し
な
く
な
り
、
神
を
蔑な

み

す
る
奢し

ゃ
し侈
逸
楽
に
耽ふ

け

っ
た
。
さ
て
エ
ー
バ
ー
ス

ド
ル
フ
に
は
あ
る
信
心
深
い
娘
が
奉
公
し
て
い
た
。
こ
の
娘
は
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
近
郊
の
村
シ
ュ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ィ
レ
ン
の
生
ま

れ
だ
っ
た
。
日
曜
日
、
う
ち
へ
帰
っ
て
聖
体
拝
領
を
し
た
い
の
で
お
暇
を
く
だ
さ
い
、
と
主
人
に
頼
ん
だ
も
の
。
こ
う
し
た
神
様
に
嘉よ

み

さ
れ
る
用
事
だ
と
い
う
の
に
、
彼
女
は
叱
ら
れ
嘲あ

ざ
け

ら
れ
た
が
、
と
に
か
く
出
掛
け
る
の
は
許
さ
れ
、
泣
き
な
が
ら
歩
い
て
行
っ
た
。
と

こ
ろ
が
戻
っ
て
来
る
と
、
村
が
ど
こ
に
も
な
い
。
村
の
あ
っ
た
場
所
の
真
ん
中
が
小
高
く
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
教
会
の
尖
塔
の

黄き

ん金
の
十
字
架
が
、
墓
の
大
き
な
十
字
架
の
よ
う
に
突
き
出
し
て
い
た
。
村
は
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
娘
は
ま
だ

地
底
深
く
で
雄お

ん
ど
り鶏
ど
も
が
心
配
そ
う
に
啼な

い
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
。
そ
こ
で
娘
は
故
郷
の
村
へ
取
っ
て
返
し
、
目
撃
し
た
こ
と
を
告

げ
た
。
だ
れ
も
彼
女
の
言
う
こ
と
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
と
に
も
か
く
に
も
シ
ュ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ィ
レ
ン
衆
が
大
勢
連
れ
立
っ
て
行

き
、
起
こ
っ
た
奇き

せ
き蹟
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
内
十
字
架
も
地
底
に
沈
み
、
雄
鶏
も
村
内
で
啼
か
な
く
な
り
、
不
気
味

な
静
け
さ
が
村
の
あ
っ
た
場
所
の
上
に
垂
れ
籠こ

め
た
。
暫し

ば
ら

く
す
る
と
シ
ュ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ィ
レ
ン
の
村
民
は
〔
エ
ー
バ
ー
ス
ド
ル
フ
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の
〕
地
所
を
占
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
今
日
で
も
な
お
多
数
の
シ
ュ
プ
リ
ン
グ
シ
ュ
テ
ィ
レ
ン
衆
が
エ
ー
バ
ー

ス
地グ

ル
ン
ト所
に
牧
草
地
を
持
っ
て
い
る
。
例
の
教
会
の
丘
は
い
ま
だ
に
渓
谷
の
真
ん
中
に
あ
る
し
、
そ
の
近
く
に
は
か
つ
て
の
庭
の
境
界

だ
っ
た
昔
の
生
け
垣
の
線
が
見
え
る
。

五
〇
五
　
ガ
ダ
マ
ー
ル
の
見
た
幻
影

エ
ー
バ
ー
ス
地グ

ル
ン
ト所
か
ら
ア
ス
バ
ハ
と
盆
地
状
の
谷
に
達
す
る
。
こ
の
谷
間
に
古
い
都
市
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
こ

で
開
催
さ
れ
た
諸
侯
会
議
、
ル
タ
ー
博
士
の
再
再
の
滞
在
─
─
ル
タ
ー
は
陶ト

プ
フ
マ
ル
ク
ト

器
市
場
〔
＝
今
日
の
ル
タ
ー
広プ

ラ
ッ
ツ場

〕
に
面
し
た
執

レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー

事
バ

ル
タ
ザ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム（

（7
（

の
家
─
─
現
在
大
商
人
ザ
ナ
ー
の
家
─
─
に
宿
泊
、
こ
こ
で
説
教
を
も
行
っ
た（

（7
（

─
─
、
そ
れ
か
ら
メ
ラ

ン
ヒ
ト
ン（

（7
（

に
よ
っ
て
こ
こ
で
執
筆
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
関
す
る
あ
の
有
名
な
論
文
で
名
高
い
。

一
五
二
六
年
の
こ
と
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
に
そ
の
名
を
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
ガ
ダ
マ
ー
ル
と
い
う
敬け

い
け
ん虔

な
男
が
住
ん
で
い
た
。

こ
の
年
彼
は
市
長
の
一
人
だ
っ
た
。
─
─
と
い
う
の
も
こ
の
都
市
に
は
長
い
こ
と
、
市
政
を
司

つ
か
さ
どる
の
は
二
人
の
市
長
、
二
人
の

自ゲ
マ
イ
ン
デ
フ
ォ
ア
ム
ン
ト

治
体
後
見
人
、（

（8
（

一
つ
な
ら
ぬ
市
参
事
会
と
い
う
制
度
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
毎
年
自
治
体
に
よ
り
新
た
に
選
出
さ
れ

た
の
だ
が
、
た
だ
し
、
あ
る
年
の
二
人
目
の
自ゲ

マ
イ
ン
デ
フ
ォ
ア
ム
ン
ト

治
体
後
見
人
は
次
の
年
の
一
人
目
と
し
て
選
ば
れ
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
敬
虔
な
ガ
ダ

マ
ー
ル
殿
は
、
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
─
─
ル
タ
ー
の
後
の
宿
主
─
─
が
早
く
も
そ
う
し
た
よ
う
に
、
福
音
派
と
い
う
新
し

い
教
理
に
転
向
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
両
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
に
遭あ

っ
て
い
た
し
だ
い
で
あ
る
。
あ
る
晩
ガ
ダ
マ
ー
ル
殿
は
悶も

ん
も
ん悶

と

し
て
床
に
就
い
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
部
屋
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
兇き

ょ
う
ぼ
う暴
な
様
子
の
獅ラ

イ
オ
ン子
が
一
頭
い
た
が
、
彼
は

全
然
怖
く
は
な
く
、
勇
気
凛り

ん
り
ん凛

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
幾
人
か
の
諸
侯
が
環わ

に
な
っ
て
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
彼
ら
─
─
ほ
ぼ
七
人
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─
─
は
獅ラ

イ
オ
ン子

に
ど
う
対
抗
し
た
も
の
か
相
談
し
て
い
た
。
な
お
一
つ
の
卓テ

ー
ブ
ル子

に
老
人
が
坐
っ
て
い
た
が
、
何
の
関
心
も
示
さ
ず
、
眠
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
獅ラ

イ
オ
ン子

は
諸
侯
に
向
か
い
怒
っ
て
襲
い
掛
か
っ
た
が
、
諸
侯
は
武
器
を
持
た
ず
臆
し
て
い
た
。
し
か
し
一
人
が

果
敢
に
椅い

す子
を
手
に
取
り
、
そ
れ
で
獅ラ

イ
オ
ン子

を
防
い
だ
。
獅ラ

イ
オ
ン子

は
椅
子
に
爪
を
立
て
、
爪
は
椅
子
に
嵌は

ま
り
込
ん
だ
。
す
る
と
そ
の
諸
侯

は
す
ぐ
さ
ま
右
手
に
ヘ
ッ
セ
ン
風
の
牡ボ

ッ
ク
デ
ー
ゲ
ン

山
羊
剣
と
い
う
か
闘

カ
ン
プ
フ
デ
ー
ゲ
ン

剣
を（

（8
（

持
ち
、
ぐ
さ
り
と
獅ラ

イ
オ
ン子

を
突
い
た
。
た
だ
し
ガ
ダ
マ
ー
ル
は
ぐ
さ

り
と
い
う
音
は
聞
い
た
が
、
獅ラ

イ
オ
ン子

が
傷
つ
い
た
か
ど
う
か
見
な
か
っ
た
。
他
の
諸
侯
は
臆
し
た
ま
ま
だ
っ
た
が
、
獅ラ

イ
オ
ン子

の
尻し

っ
ぽ尾

を
切
り

落
と
せ
、
尻
尾
に
や
つ
の
最
大
の
力
が
宿
っ
て
い
る
の
だ
、
と
助
言
し
た
。
そ
し
て
真
ん
中
の
だ
れ
か
が
獣
の
尻
尾
を
切
り
落
と
し
た

が
、
幻
視
者
は
そ
の
人
が
ど
こ
か
ら
剣
を
手
に
入
れ
た
か
目
に
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
同
は
そ
の
部
屋
か
ら
出
て
行
き
、
相
談
を

始
め
、
家
は
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
獅ラ

イ
オ
ン子

は
椅
子
か
ら
身
を
も
ぎ
離
し
、
吼ほ

え
猛た

け

っ
て
口
か
ら
泡
を
吹
き
、
目
玉
を
ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
さ
せ

た
の
で
白
眼
し
か
見
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
激
怒
ぶ
り
に
気
を
取
ら
れ
、
ガ
ダ
マ
ー
ル
は
諸
侯
た
ち
が
ま
た
し
て
も
部
屋
に

入
っ
て
来
た
こ
と
に
初
め
気
付
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
相
変
わ
ら
ず
武
装
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
獅ラ

イ
オ
ン子
は
彼
ら
を
引
き
裂
こ
う
と

し
た
。
す
る
と
卓テ

ー
ブ
ル子
に
坐
っ
て
い
た
老
人
─
─
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
だ
が
─
─
が
立
ち
上
が
り
、
獅ラ

イ
オ
ン子
に
対
し
て
指

を
二
本
だ
け
挙
げ
た
が
、
口
は
利
か
な
か
っ
た
。
す
る
と
獅ラ

イ
オ
ン子

は
お
と
な
し
く
な
っ
た
。
男
は
変
容
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
な
っ

た
。
そ
し
て
何
か
人
間
の
形
を
し
た
も
の
が
ガ
ダ
マ
ー
ル
に
こ
う
告
げ
た
。「
見
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
け
。
忘
れ
る
で
な
い
」
と
。

後
、
一
五
三
七
年
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
の
ア
ウ
ア
ー
門ト

ー
ア

の
外
に
あ
る
池
─
─
死ト

ー

テ

ン

ラ

ッ

ヘ

人
の
水
溜
ま
り
と
呼
ば
れ
る
─
─
の
辺
り
の
空
と

地
面
に
、
雲
状
の
塊
が
あ
る
の
を
多
く
の
人
が
目
に
し
た
。
高
く
塔
の
よ
う
な
も
や
も
や
し
た
形
が
あ
り
、
塔
の
上
に
は
光
が
ち
ら
ち

ら
見
え
た
。
そ
し
て
高
い
鋸き

ょ
へ
き壁

の
周
り
に
は
戦
士
の
亡
霊
が
幾
つ
も
浮
か
ん
で
い
た
。
塔
の
下
に
は
巨
人
の
よ
う
に
大
き
な
白
髪
の

男
が
い
て
、
水
を
掬す

く

っ
て
い
た
が
、
そ
こ
へ
塔
の
背
後
か
ら
恐
ろ
し
い
龍
が
出
て
来
て
、
男
に
向
か
い
、
呑
も
う
と
す
る
か
の
よ
う
に

か
っ
と
口
を
開
い
た
。
し
か
し
男
は
び
く
と
も
せ
ず
、
龍
に
何
か
─
─
杯
か
本
の
よ
う
な
物
を
差
し
出
し
た
。
す
る
と
龍
は
弾は

じ

け
て
消
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え
た
。
そ
れ
か
ら
何
も
か
も
霧
に
包
み
込
ま
れ
た
。

五
〇
六
　
ハ
ー
バ
ー
森ホ

ル
ツ

と
鷹

フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク

の
城

シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
か
ら
ず
っ
と
谷
を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
た
高
み
、
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
渓タ

ー
ル谷
の
背
後
で
、
ジ
ル
ゲ
と
い
う
小
川
─
─
本
来
は
ゼ
ー
リ

ゲ
。
な
に
し
ろ
こ
の
土
地
の
名
の
由
来
は
こ
の
小
川
な
の
だ
─
─
が
右
手
の
、
樹
木
に
覆
わ
れ
た
谷た

に
あ
い間
の
土
地
へ
と
流
れ
込
ん
で
い

る
。
こ
の
土
地
を
見
下
ろ
し
て
巖が

ん
と
う頭
を
持
つ
二
つ
の
山
塊
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
頂
き
に
は
往
古
騎
士
の
城
が
一
つ
づ
つ

あ
っ
た
。
片
方
は
鷹フ

ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク

の
城
と
い
っ
た
が
、
も
う
一
方
の
名
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
城
塞
に
拠よ

る
双
方
の
騎
士
は
憎
み
合
い
、
闘
い
を
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
争
い
の
対
象
は
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
正
面
と
そ
の
敵
城
の
側
面
に
拡ひ

ろ

が
る
山
林
だ
っ
た
。
後
者
は
こ

れ
を
自
己
の
所
有
地
と
し
て
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
森
は
今
日
に
至
る
ま
で
ハ
ー
バ
ー
森ホ

ル
ツ

、
荒
れ
果
て
た
城じ

ょ
う
し址
は
ハ
ー
バ
ー
ホ
ル
ツ

のコ
プ
フ頭

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
騎
士
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
憎
み
合
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
成
人
の
子
ど
も
を
持
っ
て
い
た
。
片
や

息
子
、
片
や
娘
で
、
二
人
は
父
親
の
憎
し
み
に
も
関
わ
ら
ず
相
思
相
愛
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
彼
ら
は
相
手
の
城
に
行
く
こ
と

は
で
き
も
せ
ず
、
許
さ
れ
も
し
な
か
っ
た
。
父
親
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
子
ど
も
ら
の
こ
う
し
た
恋
ほ
ど
厭い

と

わ
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
恋
人
た
ち
は
ジ
ル
ゲ
谷

グ
ル
ン
トの
心
地
よ
い
泉
の
畔ほ

と
り

で
秘
か
に
落
ち
合
う
こ
と
に
し
、
そ
こ
に
小
屋
を
作
り
、
甘
い
睦む

つ
ご
と言

を
交
わ
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
う
い
う
し
だ
い
で
結
局
娘
の
お
腹
が
隠
し
お
お
せ
な
く
な
り
、
父
親
が
彼
女
を
ひ
ど
く
虐
待
し

た
の
で
、
体
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
亡
く
な
っ
た
。
娘
の
亡
霊
は
ゼ
ー
リ
ゲ
ン
渓タ

ー
ル谷

の
愛
の
小
屋
に
逃
げ
込
み
、
も
う
何
日
も
そ
こ
で

空む
な

し
く
待
ち
ぼ
う
け
て
い
た
恋
人
の
前
に
出
現
し
た
。
そ
こ
で
青
年
の
心
臓
も
苦
悩
の
た
め
に
破
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
し
ば
し
ば
騎

士
令
嬢
は
姿
を
現
し
、
澄
ん
だ
小
川
で
赤
児
の
襁む

つ
き褓

を
洗
い
、
そ
れ
ら
を
乾
か
す
た
め
に
ハ
ー
バ
ー
ホ
ル
ツ
下し

も
て手

の
草
原
に
拡
げ
る
。
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五
〇
七
　
ヘ
ル
マ
ン
ス
山ベ

ル
ク

の
騎
士
た
ち

シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ず
、
森
に
覆
わ
れ
た
山
並
み
の
中
央
右
手
に
二
つ
の
山
─
─
大
小
の
ヘ
ル
マ
ン

ス
山ベ

ル
ク

が
あ
る
。
大

グ
ロ
ー
サ
ーヘ

ル
マ
ン
ス
ベ
ル
ク
に
は
家
く
ら
い
の
高
さ
の
斑
岩
で
で
き
た
険
し
い
尾
根
が
通
っ
て
い
る
。
巨
人
か
悪
魔
が
築

い
た
壁（

（8
（

の
ご
と
く
で
、
灰
色
に
苔
む
し
、
老
樹
が
生
い
繁し

げ

っ
て
い
る
。
こ
の
高
み
に
は
そ
の
昔
城
が
あ
っ
た
と
か
。
城
主
は
伯
爵
で
、

名
を
ヘ
ル
マ
ン
と
い
っ
た
。
彼
は
配
下
の
騎
士
ら
と
邪
悪
な
暮
ら
し
を
送
り
、
十
二
人
の
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
莫
大
な
財

宝
を
獲
た
。
そ
の
悪
業
の
罰
と
し
て
彼
は
家
臣
と
も
ど
も
山
の
胎
内
に
呪
封
さ
れ
た
。
時
折
こ
れ
ら
騎
士
た
ち
が
激
し
く
荒
れ
廻
る
音

が
聞
こ
え
、
伯
爵
が
徘は

い
か
い徊
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
。
伯
爵
が
自
分
の
方
へ
近
づ
い
て
来
る
の
を
目
に
し
た
森

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
番
や
猟ク

ラ
イ
ザ
ー番
は
少
な
く
な
か
っ

た
。
そ
の
顔
は
蜘く

も蛛
の
巣
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
案
内
人
が
他
郷
の
人
の
伴
を
し
て
、
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
メ
ー

リ
ス
に
通
じ
る
森
の
牧
草
地
を
歩
い
て
い
た
。
新
雪
が
積
も
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
す
る
と
伯
爵
の
亡
霊
が
あ
り
あ
り
と
こ
ち
ら
へ

や
っ
て
来
て
、
二
人
の
傍
を
通
り
過
ぎ
た
。
そ
の
外が

い
ぼ
う貌

に
び
っ
く
り
し
た
彼
ら
は
振
り
返
っ
た
が
、
姿
は
消
え
失
せ
た
。
亡
霊
が
歩
い

て
い
た
雪
に
足
跡
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

か
つ
て
牧
人
が
大

グ
ロ
ー
サ
ーヘ
ル
マ
ン
ス
ベ
ル
ク
で
群
れ
の
番
を
し
て
い
る
と
、
唸ブ

リ
ュ
ラ
ー

り
屋
（
群
れ
の
牡お

う
し牛
）（

（8
（

が
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
若
い
雇
い
人
は
牡
牛
を
探
し
に
森
へ
入
っ
た
。
す
る
と
ど
こ
か
の
殿
た
ち
の
一
団
が
九き

ゅ
う
ち
ゅ
う
ぎ

柱
戯
を
楽
し
ん
で
い
る
の
に
出
逢
っ

た
。
若
者
の
姿
を
目
に
し
た
人
人
は
、
柱ピ

ン

を
起
こ
し
て
く
れ
、
と
合
図
し
た
。
そ
う
し
て
や
っ
て
い
る
と
、
そ
の
内
彼
ら
は
遊
び
を
終

え
て
立
ち
去
っ
た
が
、
柱ピ

ン

を
持
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
、
と
若
者
に
言
っ
た
。
若
者
は
遊
び
道
具
を
背
負
い
、
群
れ
に
戻
っ
た
。
そ
の
間

に
牡
牛
も
見
つ
か
っ
て
い
た
の
で
、
牛
た
ち
を
追
っ
て
村
に
帰
っ
た
。
す
る
と
、
一
体
全
体
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
ん
だ
、
と
訝い

ぶ
か

し
が
ら



91

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

れ
た
。
も
う
三
日
も
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
。
雇
い
人
は
、
群
れ
か
ら
は
も
の
の
半
時
間
と
は
離
れ
て
い
な

い
、
ど
こ
か
の
殿
た
ち
が
柱ピ

ン

を
起
こ
す
よ
う
言
い
付
け
た
の
だ
、
と
誓
っ
た
。
す
る
と
、
労
賃
は
貰も

ら

っ
た
の
か
、
と
更
に
訊き

か
れ
た
。

「
あ
い
さ
、
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
た
と
も
ね
」
と
雇
い
人
。「
お
い
ら
、
道
具
一
式
全
部
運
ん
で
来
た
。
外
の
階
段
の
下
に
あ
る
で
」。
─
─
そ
れ
で

は
、
と
老
牛
飼
い
が
自
ら
柱ピ

ン

の
詰
ま
っ
た
背は

い
の
う嚢

を
階
段
の
下
か
ら
引
っ
張
り
出
そ
う
と
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
若
者
が

手
を
掛
け
る
と
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
た
。
柱ピ

ン

は
ど
れ
も
混
じ
り
け
の
な
い
黄き

ん金
だ
っ
た
。
別
の
時
、
こ
の
若
い
雇
い
人
が
ま
た
森
で
牛

の
群
れ
の
番
を
し
て
い
て
、
辺
り
を
ぶ
ら
つ
く
内
、
あ
の
一
団
に
再
会
、
も
う
一
度
柱ピ

ン

を
起
こ
し
て
や
っ
た
。
そ
し
て
や
は
り
柱ピ

ン

を

貰
っ
た
。
こ
う
し
て
二
度
も
有う

け卦
に
入い

っ
た
わ
け
。

大グ
ロ
ー
サ
ーヘ

ル
マ
ン
ス
ベ
ル
ク
山
麓
の
あ
る
村
で
、
冬
の
宵
、
男
た
ち
は
坐す

わ

り
込
ん
で
骨カ

ル
タ牌

遊
び
を
し
、
女
中
は
煖だ

ん
ろ炉

の
長な

が
い
す

椅
子
に
腰
掛

け
て
い
た
。
も
う
夜
も
更
け
て
い
た
の
で
、
彼
女
は
糸
車
を
前
に
こ
く
り
こ
く
り
し
て
い
た
。
目
を
覚
ま
さ
せ
よ
う
と
、
主
人
が
声
を

掛
け
た
。「
姐ね

え

や
、
ヘ
ル
マ
ン
ス
ベ
ル
ク
さ
登
っ
て
、
わ
し
ら
に
葡ワ

イ

ン

萄
酒
一ひ

と
び
ん壜
持
っ
て
来
て
く
れ
ろ
」。
彼
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の

は
、
昔
の
城
の
埋
も
れ
た
穴
蔵
に
何
フ
ー
ダ
ー（

（8
（

も
の
お
っ
そ
ろ
し
く
古
い
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
寝
か
さ
れ
て
い
る
、
と
の
伝
説
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
女
中
は
頭
の
鈍
い
子
で
、
寝ね

ぼ惚
け
て
い
た
が
、
本
当
に
出
掛
け
て
行
っ
て
、
山
で
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
一
壜
手
に
入
れ
た
─
─
ど
う
や
っ

て
だ
か
言
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
。
彼
女
が
山
か
ら
下
り
て
来
て
、
部
屋
に
戻
る
と
、
主
人
は
怒
鳴
り
つ
け
た
。「
ど
こ
さ
行
っ
て
た
だ
。

こ
ん
げ
に
長な

げ

え
こ
と
ど
こ
に
い
た
」。
─
─
「
あ
れ
、
旦だ

な那
様さ

あ

、
あ
た
し
に
言
い
付
け
た
で
ね
え
け
」
と
娘
は
言
い
訳
し
た
。「
ヘ
ル
マ

ン
ス
ベ
ル
ク
さ
登
っ
て
、
み
ん
な
に
葡ワ

イ

ン

萄
酒
一
壜
持
っ
て
来こ

う
、
っ
て
。
だ
か
ら
、
あ
た
し
ゃ
そ
う
し
た
だ
。
こ
こ
に
そ
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が

あ
る
だ
よ
」。
─
─
男
た
ち
は
こ
れ
を
聞
き
、
こ
れ
を
見
て
、
不
思
議
が
っ
た
。
壜
は
全
体
灰
色
で
黴か

び

だ
ら
け
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
と

に
か
く
男
た
ち
は
壜
を
開
け
、
ご
機
嫌
で
古
い
巖フ

ェ
ル
ゼ
ン山
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を（

（8
（

飲
ん
だ
。
こ
れ
は
極
上
で
火
の
よ
う
に
喉の

ど

を
焼
い
た
。
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五
〇
八
　
冷

デ
ア
・
カ
ル
テ
・
ブ
ル
ン
ネ
ン

た
い
泉
の
畔ほ

と
り

の
蛇

大グ
ロ
ー
サ
ーヘ

ル
マ
ン
ス
山ベ

ル
ク

と
ル
ッ
プ
山ベ

ル
ク

の
間
に
ド
ン
ナ
ー
ス
ハ
ウ
ク
─
─
幾
つ
か
の
地
図
で
は
シ
ュ
タ
イ
ン
ハ
ウ
ク
と
記
さ
れ
て
い
る

─
─
と
い
う
ま
た
別
の
高
山
が
あ
る
。
そ
の
山
麓
が
ユ
ン
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
森
と
牧
草
地
─
─
そ
の
昔
ル
ッ
プ
ベ
ル
ク
山
上
に
居
を
構

え
て
い
た
郷ユ

ン
カ
ー士

の
領
地
だ
っ
た
─
─
へ
な
だ
れ
て
い
る
辺
り
に
湧
き
水
─
─
冷デ

ア
・
カ
ル
テ
・
ブ
ル
ン
ネ
ン

た
い
泉
─
─
が
滾こ

ん
こ
ん滾

と
迸

ほ
と
ば
しり

出
て
い
る
。
か
つ
て

こ
こ
で
ベ
ー
レ
ン
バ
ハ
の
牛
飼
い
が
群
れ
の
番
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ル
ッ
プ
ベ
ル
ク
の
姫
君
が
山
か
ら
下
り
て
来
て
い
わ
く
「
あ

そ
こ
の
冷

デ
ア
・
カ
ル
テ
・
ブ
ル
ン
ネ
ン

た
い
泉
の
傍
に
大
き
な
石
が
あ
る
で
し
ょ
。
あ
の
石
の
下
に
宝
物
が
ど
っ
さ
り
あ
る
の
。
ど
ち
ら
も
掘
っ
て
く
だ
さ
い
な
。

そ
う
す
れ
ば
、
わ
た
し
、
あ
ら
ゆ
る
苦く

げ
ん患
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
す
」。
牛
飼
い
は
泉
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
石
の
上
に

は
巨
大
な
蛇
が
い
て
、
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
音
を
立
て
な
が
ら
仰
天
し
た
牛
飼
い
に
鎌か

ま
く
び首
を
擡も

た

げ
、
か
っ
と
開
い
た
口
と
恐
ろ
し
い
牙き

ば

を
見

せ
つ
け
た
。
牛
飼
い
は
怯お

び

え
て
逃
げ
た
。
そ
の
後
石
は
ど
こ
か
へ
無
く
な
り
、
宝
も
同
様
で
、
姫
君
は
も
は
や
だ
れ
に
も
姿
を
見
せ
な

い
。
け
れ
ど
も
泉
は
い
ま
だ
に
湧
き
続
け
て
い
る
。

五
〇
九
　
ル
ッ
プ
山ベ

ル
ク

の
姫
君
た
ち

  

ル
ッ
プ
山

ベ
ル
ク

─
─
棒
砂
糖
の
形（

（8
（

を
し
て
お
り
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

全
山
の
中
で
一
番
尖
っ
て
い
る
─
─
の
頂
き
に
は
そ
の
昔
城

が
あ
っ
た
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ノ
ル
デ
ッ
ク
が
こ
れ
を
破
却
し
、
そ
の
資
材
を
用
い
、
聖
者
ブ
ラ
ジ
ウ
ス
を
顕
彰
し
て
礼
拝
堂

を
建
立
、
後
代
そ
の
地
に
ブブ

ラ

ー

ジ

エ

ン

ツ

ェ

レ

ラ
ジ
ウ
ス
の
庵
村
が
で
き
た
。
ル
ッ
プ
ベ
ル
ク
城
の
地
底
に
は
莫
大
な
財
宝
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
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皆
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
と
い
う
名
の
三
人
の
長
男
に
よ
っ
て
運
び
出
し
得
る
。
た
だ
し
彼
ら
は
財
宝
を
黒
犬
と
な
っ
て
守
護
し
て
い
る
悪
魔
の

生い
け
に
え贄
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宝
探
し
を
し
た
者
は
少
な
く
な
い
が
、
だ
れ
も
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
ル
ッ
プ
ベ
ル
ク
か
ら
さ

ま
よ
い
出
る
の
は
白
衣
の
姫
君
一
人
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。
三
人
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
単
独
な
い
し
連
れ
立
っ
て
。
救
済
し
て
も
ら

お
う
、
と
く
し
ゃ
み
を
す
る
。
そ
の
際
し
ば
し
ば
乾
か
す
た
め
に
洗
濯
物
を
携
え
て
い
る
。

五
一
〇
　
ラ
イ
ス
ィ
ゲ
ン
巖

シ
ュ
タ
イ
ンの
話

メ
ー
リ
ス
の
下
手
に
樹
木
の
生
い
繁し

げ

っ
た
山
が
険
し
く
聳そ

び

え
、
ベ
ル
ン
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
か
ら
ブ
ラ
ー
ジ
エ
ン
ツ
ェ
レ
へ
と
登
っ
て
行
く

街
道
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
幾
つ
か
の
本
で
は
こ
の
山
は
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ベ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク（

（8
（

の

さ
る
老
歴
史
家
の
い
わ
く
「
山
の
名
は
も

デ
ア
・
ラ
イ
セ
ン
デ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

ぎ
取
り
巖
か
ら
来
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
か
な
り
高
い
断
崖
で
、
夜
間
こ
の
麓
は
あ
ま

り
静
か
で
は
な
い
。
落
石
が
真
下
を
通
っ
て
い
る
街
道
に
転
が
っ
て
来
る
の
で
、
驚
か
さ
れ
る
人
が
多
い
。
噂う

わ
さ

に
よ
れ
ば
そ
こ
で
は

た
く
さ
ん
の
妖
怪
変
化
が
目
撃
さ
れ
る
と
い
う
」。
も

デ
ア
・
ラ
イ
セ
ン
デ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

ぎ
取
り
巖
の
向
か
い
側
で
は
昔
鍵
束
を
腰
に
提
げ
た
小
柄
な
女
が
徘は

い
か
い徊
し
た
。

真ま
ひ
る
ど
き

昼
刻
人
人
の
前
に
現
れ
、「
一
プ
フ
ン
ト
を
四
分
の
三
、一
カ
ン
ネ（

（8
（

を
四
分
の
三
」
と
金
切
り
声
で
悲
痛
に
か
き
く
ど
い
た
も
の
。
こ

れ
は
、
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
ー
森ホ

ル
ツ

に
出
没
す
る
麦ビ

ー
ル酒
酒
場
の
女お

か
み将
ホ
レ
夫
人
み
た
い
に
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
七
）、
生
前

お
顧と

く
い客

を
こ
ん
な
具
合
に
瞞だ

ま

く
ら
か
し
た
女
商
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
現
在
は
そ
の
姿
も
見
え
ず
声
も
聞
こ
え
な
い
。
も
し

か
す
る
と
と
う
と
う
救
済
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

山
の
彼か

な
た方
、
も

デ
ア
・
ラ
イ
セ
ン
デ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

ぎ
取
り
巖
の
背
後
に
は
あ
の
ヘ
ー
ル
ゼ
ル
ベ
ル
ク
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
あ
る
領ア

ム

ツ

マ

ン

地
管
理
官
が
呪
封
さ
れ
て
お
り
、

火フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン

男
と
な
っ
て
出
没
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
五
六
一
年
ク
リ
ン
ゲ
ス
ベ
ル
ク
の
麓
に
割
れ
目
が
生
じ
、
大
地
が
崩
れ
、
播は

し
ゅ種

の
終
わ
っ
た
十
ア
カ
ー（

（8
（

の
畑
を
五
肘エ

レ尺
も
覆
い
、

四
ア
カ
ー
の
牧
草
地
を
荒
廃
さ
せ
、
樹
樹
を
薙な

ぎ
倒
し
、
山
は
一
夜
に
し
て
十
六
靴シ

ュ
ー尺

移（
（9
（

動
し
た
。
こ
れ
は
全
く
の
凶
兆
と
見
な
さ 

れ
た
。

五
一
一
　
神ゴ

ッ
テ
ス
フ
ェ
ル
ト

の
野
の
鐘

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
峰
か
ら
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
に
従
っ
て
南
東
に
向
か
い
、
次
い
で
果
て
し
な
い
森
を
抜
け
る
寂
し
い
山
路
を
真
南

に
辿た

ど

る
と
、
高
い
鷲

ア
ー
ド
ラ
ー
ス
ベ
ル
ク

山
に
達
す
る
。
山
上
に
は
大
き
な
牧
草
地
が
拡ひ

ろ

が
っ
て
い
る
。
そ
の
名
を
神ゴ

ッ
テ
ス
フ
ェ
ル
ト

の
野
と
い
う
。
昔
こ
の
高
み
に
は

町
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ゴ
ッ
テ
ス
フ
ェ
ル
ト
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
住
民
は
神
を
蔑

な
い
が
しろ
に
し
、
悪
徳
に
耽ふ

け

っ
た
の

で
、
神
の
懲ち

ょ
う
ば
つ罰
の
御み

て手
が
町
を
地
上
か
ら
完
全
に
消
し
去
っ
た
く
ら
い
だ
か
ら
。
町
は
住
民
も
ろ
と
も
地
中
に
沈
み
、
神
が
裁
き
を
下

し
た
も
う
た
場
所
は
神ゴ

ッ
テ
ス
ゲ
リ
ヒ
ツ
フ
ェ
ル
ト

の
審
判
の
野
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
転
じ
て
後
世
ゴ
ッ
テ
ス
フ
ェ
ル
ト
と
な
っ
た
し
だ
い
。
永な

が

の
歳と

し
つ
き月
が
流

れ
、
ア
ー
ド
ラ
ー
ス
ベ
ル
ク
の
山
腹
で
シ
ュ
ロ
イ
ジ
ン
ゲ
ン（

（9
（

の
牛
飼
い
が
畜
群
の
番
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
野
豚
が
あ
る
場
所

を
せ
っ
せ
と
掘
り
返
し
て
い
る
の
を
目
に
し
た
の
で
、
近
づ
い
て
み
る
と
、
鐘
の
耳
が
片
方
地
面
に
出
て
い
た
。
牛
飼
い
は
、
そ
れ
が

再
び
沈
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
、
す
ぐ
さ
ま
所
持
の
布
切
れ
（
手
拭
い
）
を
見
つ
け
た
物
の
上
に
投
げ（

（9
（

、
人
人
を
急
い
で
呼
び
に

行
き
、
そ
れ
を
掘
り
出
し
た
。
鐘
は
荷
車
で
シ
ュ
ロ
イ
ジ
ン
ゲ
ン
に
運
ば
れ
、
教
会
の
鐘
楼
に
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
先
ず
鳴
ら
し

て
み
る
と
、
な
ん
と
も
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
音
を
出
し
、
三
度
目
に
叩た

た

く
と
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
鋳
直
し
た
が
、
そ
う
し

て
も
異
様
な
響
き
し
か
出
さ
な
い
。
ま
る
で
「
牝ザ

ウ
豚
め
、
出ア

ウ

ス

て
け
、
牝ザ

ウ
豚
め
、
出ア

ウ

ス

て
け
」
と
怒
鳴
っ
て
い
る
か
の
よ
う
。
そ
う
し
て
そ

れ
か
ら
再
び
破
裂
し
た
。
三
度
鋳
直
し
た
が
、
鐘
の
音
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
良
く
な
ら
ず
、
ま
た
ま
た
破
裂
。
以
後
警
鐘
に
し
か
使
わ
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れ
な
か
っ
た
。

こ
の
界
隈
に
は
鍵シ

ュ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ハ
イ
ン
ツ
ェ
シ
ュ
タ
イ
ン

束
ハ
イ
ン
ツ
ェ
巖
な
る
も
の
も
あ
る
。
垂
直
の
斑
岩
の
巖い

わ

で
あ
る
。
こ
の
巖
の
周
り
で
は
幽
霊
騎
手
を
見
掛
け
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
騎
手
は
乗
馬
も
ろ
と
も
こ
の
巖
壁
か
ら
顚て

ん
ら
く落

し
、
人
も
馬
も
死
ん
だ
。

五
一
二
　
盗ラ

ウ
プ
ブ
ル
ク

賊
城
ヘ
ル
マ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
そ
の
他

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
か
ら
北
東
を
指
し
、
渓
谷
の
中
へ
歩
を
進
め
る
と
、
な
ん
と
も
物
寂
し
い
幾
つ
も
の
小こ

み
ち径
を
経
て
、
イ
ル
ム
川
の

水
源
の
あ
る
往
昔
の
レ
ン
グ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ガ
ウ（

（9
（

と
ヘ
ル
マ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
た
だ
し
民
間
の
俗
称
は
ハ
ン
マ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
と

い
う
巨
大
な
巖い

わ
や
ま山
に
至
る
。
こ
の
巖
山
の
頂
き
に
は
城
塞
─
─
と
い
う
か
、
と
に
か
く
物
見
の
砦と

り
で

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ザ
ク
セ
ン
か

ら
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
通
過
し
て
フ
ラ
ン
ケ
ン
に
向
か
う
街
道
を
監
視
す
る
に
は
絶
好
の
盗ラ

ウ
プ
ブ
ル
ク

賊
城
だ（

（9
（

っ
た
由
。
あ
る
マ
イ
ン
ツ
の
司

教
が
エ
ア
フ
ル
ト
か
ら
軍
を
派
遣
し
て
こ
れ
を
破
却
し
た
と
の
こ
と
。
界か

い
わ
い隈

は
な
ん
と
も
不
気
味
で
、
辺
り
に
行
っ
た
木き

こ
り樵

た
ち
は

こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
恐
ろ
し
い
轟ご

う
お
ん音
に
脅お

び
や

か
さ
れ
た
。
ヘ
ル
マ
ン
騎
士
の
亡
霊
は
真
夜
中
黒
馬
に
乗
っ
て
巖
山
の
周
囲
を
騎
行
す
る
。

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

ナ

ハ

ト

礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
の
前
夜
、（

（9
（

い
ち
早
く
現
場
に
着
こ
う
、
と
出
掛
け
た
薬
草
採
り
た
ち
が
目
に
し
た
。

イ
ル
メ
ナ
ウ（

（9
（

周
辺
に
は
ヘ
ル
マ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
他
に
数
箇
所
盗
賊
城
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
一
つ
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
ハ
イ

デ
の
城
は
皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ（

（9
（

が
一
二
九
〇
年
に
壊
滅
さ
せ
た
。
イ
ル
メ
ナ
ウ
市
民
は
ご
認
可
を
賜

た
ま
わ

っ
て
特
に
自
ら
仕
返
し
を
や
り
た
が

り
、
二
十
九
人
の
盗
賊
を
捕
ら
え
た
。
彼
ら
は
エ
ア
フ
ル
ト
で
一
人
残
ら
ず
首
を
刎は

ね
ら
れ
た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
イ
ル
メ
ナ
ウ
の
す

ぐ
近
く
、
ア
イ
ヒ
ク
ト（

（9
（

寄
り
に
あ
っ
た
第
二
の
城
は
、
城
に
と
っ
て
は
け
っ
こ
う
な
ら
ざ
る
あ
る
夜
、
城
に
い
た
者
全
員
と
と
も
に
地

中
に
沈
み
、
そ
れ
が
あ
っ
た
場
所
に
は
大
き
な
池
が
で
き
た
。
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五
一
三
　
部カ

ン
マ
ー
レ
ッ
ヒ
ャ
ー

屋
の
洞
窟
群
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち

イ
ル
メ
ナ
ウ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ー
デ
な
る
村
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
裂
け
目
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
断
崖
が

あ
る
。
巖フ

ェ
ル
ゼ
ン
カ
ン
マ
ー

の
部
屋
の
よ
う
な
穴
や
洞ど

う
く
つ窟

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
部カ

ン
マ
ー
レ
ッ
ヒ
ャ
ー

屋
の
洞
窟
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
部カ

ン
マ
ー
レ
ッ
ヒ
ャ
ー

屋
の
洞
窟
群
に
は

か
つ
て
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
が
夥

お
び
た
だし

く
棲す

ん
で
い
た
。
彼
ら
は
物ヴ

ァ
ッ
ヘ見

─
─
三
十
年
戦
争
時
代
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
前ぜ

ん
し
ょ
う哨

の
一
つ
が
そ
こ
に
あ
っ

た
の
で
、
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ー
デ
村
の
上か

み
て手

に
あ
る
山
の
一
画
を
そ
う
唱
え
る
─
─
か
ら
ク
ン
メ
ル
と
い
う
張
り
出
し
た
巖い

わ
か
ど角

─
─
ア
ン

ゲ
ル
ロ
ー
デ
の
居
酒
屋
が
こ
こ
に
見
事
な
巖

フ
ェ
ル
ゼ
ン
ケ
ラ
ー

穴
蔵
を（

（9
（

持
っ
て
い
た
─
─
ま
で
横
穴
を
掘
削
し
、
こ
れ
を
通
っ
て
居
酒
屋
の
穴
蔵
に
到

達
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
や
ら
食
料
品
や
ら
に
頗す

こ
ぶ

る
損
害
を
与
え
た
。
こ
の
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
ど
も
は
地
中
深
く
の
巖フ

ェ
ル
ゼ
ン
カ
ン
マ
ー

の
部
屋
で
愉
快
に
暮
ら
し
、
居
酒
屋
の

葡ワ

イ

ン

萄
酒
、
麦ビ

ー
ル酒
そ
の
他
の
貯
蔵
品
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
こ
の
連
中
更
に
、
周
辺
の
村
村
の
住
民
に
さ
ま
ざ

ま
な
悪わ

る
さ戯
、
冗
談
を
仕
掛
け
る
の
を
常
と
し
て
い
た
。
居
酒
屋
の
亭
主
は
盗
人
が
何
者
か
長
い
こ
と
分
か
ら
ず
、
使
用
人
や
家
族
を

疑
り
、
彼
ら
の
気
を
悪
く
さ
せ
、
大
い
に
嫌い

や

な
思
い
を
し
て
い
た
が
、
と
う
と
う
、
足
跡
で
こ
う
し
た
目
に
見
え
な
い
便
乗
屋
た
ち

を
突
き
留
め
ら
れ
る
か
も
と
、
穴
蔵
に
灰
を
撒ま

く
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
そ
し
て
あ
る
晩
実
行
、
翌
朝
検
分
に
行
く
と
、
目
に
し
た

の
は
鵞が

ち
ょ
う鳥
の
蹼

み
ず
か
きに
似
た
無
数
の
小
さ
い
足
跡
。
そ
れ
ら
は
穴
蔵
の
一
番
奥
に
あ
る
巖
の
裂
け
目
か
ら
続
い
て
い
て
、
ま
た
そ
の
中
へ

と
消
え
て
い
た
。
亭
主
が
あ
る
賢
い
男
の
許も

と

へ（
（10
（

相
談
に
行
く
と
、
男
は
こ
う
教
え
た
。
目
に
見
え
な
い
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
が
近
く
に
い
る
よ
う
だ
、

と
思
え
た
ら
、
水い

ち
い松

の
枝
で
打
つ
と
い
い
。
枝
が
当
た
っ
た
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

は
ど
れ
も
す
ぐ
に
姿
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
十
字
の
形
も
嫌
が
る
。

黄デ
ア
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
ゾ
ン
タ
ー
ク

金
の
日
曜
日
に（

（10
（

水
松
を
十
字
の
形
に
し
て
彼
ら
の
通
り
道
に
置
く
と
、
そ
れ
を
最
後
に
二
度
と
足
踏
み
し
な
い
、
と
。
亭
主
は
助
言

に
従
う
こ
と
に
し
、
そ
れ
を
更
に
他
の
者
た
ち
に
も
伝
え
、
次
の
三ト

リ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ゾ
ン
タ
ー
ク

位
一
体
の
日
曜
日
に
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ー
デ
村
の
半
分
も
が
カ
ン
マ
ー
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レ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
登
っ
て
入
り
、
水
松
の
枝
を
折
り
、
そ
れ
を
十
字
の
形
に
し
て
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
が
こ
れ
ま
で
家
畜
を
魔
法
に
掛
け
た
厩う

ま
や

の

入
口
に
挿さ

し
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
物
を
持
ち
出
し
た
穴
蔵
に
入
れ
た
。
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
た
ち
の
何
人
か
が
水
松
の
笞む

ち

に
ぶ
た
れ
て
姿
を
現

し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
例
の
賢
い
男
の
助
言
は
尊
重
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

が
見
え
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ

た
の
な
ら
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

に
笞
が
当
た
ら
な
か
っ
た
証
拠
だ
か
ら
ね
。
さ
て
悪い

た
ず
ら戯

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人

た
ち
は
立
ち
去
っ
た
。
あ
る
夜
の
こ
と
、
キ
ル
ヒ
ェ
ン

ホ
ル
ツ
か
ら
村
を
抜
け
、
あ
ち
ら
側
の
不
毛
の
巖
の
高
み
を
上
が
り
、
リ
ッ
パ
ー
ス
ロ
ー
デ
に
向
か
っ
て
間
断
な
く
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
パ

タ
パ
タ
、
幾
千
も
の
小
さ
な
人
た
ち
の
群
れ
が
通
り
過
ぎ
て
行
く
よ
う
な
音
が
耳
に
さ
れ
、
低
い
啜す

す

り
泣
き
も
聞
こ
え
た
。
彼
ら
は
決

し
て
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
と
い
う
も
の
、
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ー
デ
で
は
、
毎
年
三ト

リ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ゾ
ン
タ
ー
ク

位
一
体
の
日
曜
日
に
老
い
も
若
き
も
ヴ
ァ

イ
セ
ン
ベ
ル
ク
に
登
り
、
カ
ン
マ
ー
レ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
水
松
の
枝
を
折
り
、
十
字
の
形
に
し
て
、
台
所
、
穴
蔵
、
家
の

部
屋
部
屋
、
厩
に
挿
す
の
が
習
慣
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人
や
魔
女
の
所
業
を
防
ぐ
と
い
う
俗
信
は
無
く
な
っ
た
が
、
習
俗
は
残
っ

た
。
殊
に
村
の
陽
気
な
若
者
た
ち
は
上
述
の
日
に
山
か
ら
水
松
の
枝
を
取
っ
て
来
て
、
不
思
議
な
巖フ

ェ
ル
ゼ
ン
カ
ン
マ
ー

の
部
屋
に
入
れ
る
の
を
お
も
し
ろ

が
る
。
─
─
こ
ん
な
伝
説
も
あ
る
。
ア
ン
ゲ
ル
ロ
ー
デ
村
を
見
下
ろ
す
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
に
美
し
い
巖
の
迷
宮
た
る
カ
ン
マ
ー
レ
ッ

ヒ
ャ
ー
な
い
し
フ
ェ
ル
ゼ
ン
カ
ン
マ
ー
に
、
黄
金
の
枝
角
を
持
つ
雪
白
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
見
え
る
の
は
日
曜
生
ま

れ
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
そ
れ
も
童
貞
・
処
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
う
し
た
者
に
は
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
を
捕
ら
え
、
最
大
の
巖
穴

の
深
み
に
連
れ
て
行
く
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
は
そ
こ
で
黄
金
の
枝
角
を
巖
に
ぶ
ち
当
て
る
。
す
る
と
角
は
折
れ
、
幸
運
児

の
報
償
と
な
り
、
同
時
に
山
の
胎
内
へ
の
通
路
が
開
け
る
。
中
で
は
次
次
に
部
屋
が
現
れ
、
全
て
は
金
銀
、
真
珠
、
宝
石
が
満
ち
溢
れ

て
い
る
。
選
ば
れ
た
者
は
安
心
し
て
そ
れ
ら
を
集
め
、
運
べ
る
限
り
運
ん
で
よ
い
。
さ
て
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
に
は
一
年
経
つ
と
新
し
い
角
が
増
え

る
が
、
選
ば
れ
た
幸
運
児
＝
日
曜
生
ま
れ
の
子
に
し
て
心
清
ら
か
、
一
点
非
の
打
ち
所
の
な
い
人
物
な
ん
ぞ
、
毎
年
は
─
─
い
や
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
百
年
に
一
度
だ
っ
て
見
つ
か
り
は
し
な
い
。
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五
一
四
　
歌ジ

ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
の
話

イ
ル
メ
ナ
ウ
と
シ
ュ
タ
ッ
ト
イ
ル
ム（

（10
（

─
─
双
方
イ
ル
ム
河
畔
に
位
置
す
る
─
─
の
間
に
孤
立
し
た
高
峰
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
れ
が

歌ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
で
あ
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
邦
に
は
伝
説
の
山
が
多
い
が
そ
の
一
つ
で
、
纏ま

つ

わ
る
伝
説
は
あ
る
い
は
他
の
伝
説
と
類
似
し
、

あ
る
い
は
独
特
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
に
、
時
折
山
の
内
部
か
ら
聞
こ
え
る
唄
や
響
き
に
由
来
す
る

由
。
山
の
中
に
は
男
が
一
人
呪
封
さ
れ
て
い
る
と
も
い
う
。
そ
れ
か
ら
城
が
山
の
胎
内
深
く
に
呪
わ
れ
て
沈
ん
で
い
る
。
時
時
山
の
内

部
に
通
じ
、
下
っ
て
行
く
入
口
を
だ
れ
か
が
う
ま
く
発
見
す
る
。
あ
る
羊
飼
い
が
黄
色
い
花
を
見
掛
け
て
手た

お折
っ
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か

の
王
女
が
現
れ
、
山
の
内
部
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
は
髪
も
髭ひ

げ

も
氷
の
よ
う
に
白
い
騎
士
た
ち
が
大
勢
卓テ

ー
ブ
ル子
に
坐
っ
て
お
り
、

全
員
の
髭
が
卓テ

ー
ブ
ル子
を
貫
い
て
伸
び
て
い
た
。
そ
し
て
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
牛
飼
い
や
羊
飼
い
の
体
験
と
同
様
、
鳥
た
ち
─
─
こ
こ
で
は
黒

と
白
の
鳥
た
ち
─
─
は
翔と

ん
で
い
る
か
、
と
い
う
問
い
が
あ
っ
て
、〔
翔
ん
で
い
る
、
と
返
辞
す
る
と
、
騎
士
た
ち
は
〕
再
び
ま
ど
ろ

み
に
陥
る
。
丸
天
井
の
大
広
間
は
武
器
、
馬
、
財
宝
で
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
褒
美
だ
が
─
─
こ
れ
は
隠ポ

ケ
ッ
トし

一
杯
の
砂
。
た
だ

し
羊
飼
い
は
こ
れ
を
う
っ
ち
ゃ
っ
た
り
せ
ず
、
お
蔭か

げ

で
裕
福
に
な
る
。
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク
で
は
魔
法
の
山
の
惑
わ
し
の
伝
説
も
繰
り
返

さ
れ
る
。
あ
る
荷
馬
車
の
馭ぎ

ょ
し
ゃ者
だ
が
、
山
中
で
家
財
道
具
が
一
式
揃そ

ろ

っ
た
屋
敷
を
見
つ
け
た
。
馭
者
は
道
中
筋
に
あ
る
大
き
な
旅は

た
ご
や

籠
屋

だ
と
思
い
込
ん
で
、
山
の
内
部
へ
馬
車
を
乗
り
入
れ
た
。
厩う

ま
や

は
立
派
で
、
も
て
な
し
は
華
や
か
。
翌
朝
上
機
嫌
で
馬
車
に
馬
た
ち
を
付

け
た
馭
者
は
、
も
う
一
度
振
り
向
い
て
建
物
に
入
り
、
宿
賃
を
支
払
お
う
と
し
た
。
─
─
家
は
無
か
っ
た
。
厩
も
無
か
っ
た
。
宿
の

家
族
も
使
用
人
も
消
え
て
い
た
。
馭
者
は
ぞ
っ
と
し
て
、
そ
こ
を
退
散
、
次
の
旅
籠
屋
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
こ
で
暦
が
目
に
入
り
、
壁

か
ら
外
し
、
記
さ
れ
て
い
る
年
数
を
読
ん
で
仰
天
し
た
。
七な

な
ね
ん年
と
七な

な
か
げ
つ

箇
月
と
七な

の
か日
、
彼
は
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク
の
中
に
い
た
の
だ
っ
た
。
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─
─
あ
る
羊
飼
い
は
丸
百
年
も
そ
こ
で
過
ご
し
た
。
山
裾
に
は
し
ば
し
ば
白
衣
の
姫
君
が
出
現
す
る
。
彼
女
は
城
が
あ
っ
た
場
所
に

い
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
彼
女
は
折
折
狩か

り
ゅ
う
ど人
や
木き

こ
り樵
、
そ
れ
か
ら
旅
人
を
も
か
ら
か
う
。
な
お
、
こ
れ
は
よ
く
あ
る
伝
説
だ

が
、
年
に
一
度
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
全
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク
の
た
め
に
祈き

と
う禱

が
捧
げ
ら
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
す
ら
シ
ュ
ペ
ア
丘

ヒ
ュ
ー
ゲ
ルや

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
た
め
に
祈
る
の
と
同
様
で
、
山
が
割
れ
て
、
水
が
流
れ
出
し
、
平

地
を
悉

こ
と
ご
とく
浸
さ
な
い
よ
う
に
、
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク
は
名み

ょ
う
せ
ん
じ
し
ょ
う

詮
自
称
歌う

た
び
と人
の
山
だ
か
ら
し
て
、
そ
し
て
歌
人
な
る
者
は

ま
ず
水
な
ん
て
お
好
き
で
は
な
い
か
ら
し
て
、
こ
の
山
の
胎
内
に
は
何
十
万
樽た

る

も
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
城
の
騎
士
た
ち
が
積

み
上
げ
、
ま
こ
と
に
奇き

た
い態
な
話
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
は
飲
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
葡ワ

イ

ン

萄
酒
の
幾
分
か
は
毎
年
山
の
胎
内

か
ら
漏も

れ
出
し
、
山
の
泉
の
水
に
混
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
の
湧
き
水
は
飲
む
と
爽
快
で
元
気
が
出
る
。
─
─
も
し
、
も
は
や
こ
の
山

の
た
め
に
祈
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
れ
か
ら
そ
も
そ
も
祈
禱
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
酒さ

か
だ
る樽
は
全
て
破
裂
し
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
の
洪
水
が

山
か
ら
奔
出
、
第
二
の
大
洪
水
の
ご
と
く
、
家
畜
と
人
の
子
も
ろ
と
も
全
土
を
そ
の
中
に
沈
ま
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
ら
大
い
に
よ
ろ
し
く
な
い
し
、
ま
た
あ
ら
ず
も
が
な
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
間
は
神
様
と
祈
禱
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。五

一
五
　
歌ジ

ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
城
を
呪じ

ゅ
そ詛
し
た
ル
タ
ー
博
士

歌ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
の
け
っ
こ
う
な
葡ワ

イ

ン

萄
酒
に
つ
い
て
界か

い
わ
い隈

の
地
域
伝
説
に
は
ま
だ
若
干
語
り
種ぐ

さ

が
あ
る
。
そ
の
昔
さ
る
伯
爵
が
山
上
の
城
で

隠
居
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
こ
の
御
仁
、
財
宝
を
溜
め
込
ん
だ
吝け

ち

ん
坊
と
い
う
評
判
だ
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
ご
老
体
の
遺
産
を
相

続
し
た
い
、
と
う
ず
う
ず
し
た
若
い
親
族
が
、
城
を
襲
い
、
伯
爵
を
殺
し
、
財
宝
を
山
分
け
に
し
よ
う
、
と
何
人
か
の
追
い
剝は

ぎ
ど
も
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と
組
ん
だ
。
彼
ら
は
こ
れ
を
挙
行
、
伯
爵
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
、
と
噂う

わ
さ

を
流
し
た
。
こ
の
若
い
騎
士
は
城
に
居い

す
わ坐

り
、
強
盗
仲
間

と
無
軌
道
な
暮
ら
し
を
始
め
、
旅
人
た
ち
を
待
ち
伏
せ
し
、
略
奪
し
た
り
、
城
へ
拉ら

ち致
し
て
来
て
、
高
額
な
身
代
金
と
交
換
に
解
放
し

た
り
し
た
。
あ
る
時
彼
ら
は
二
人
の
令
嬢
と
伴
回
り
を
連
れ
た
身
分
あ
る
奥
方
を
虜と

り
こ囚

に
し
た
。
こ
の
女
性
た
ち
を
取
り
合
っ
て
大

変
な
争
い
が
起
こ
っ
た
。
な
に
し
ろ
連
中
は
女
性
た
ち
を
身
代
金
と
引
き
替
え
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
我
が
物
に
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
一
番
金
目
に
な
る
獲
物
を
捕
ま
え
た
者
が
、
一
番
綺
麗
な
の
を
戴い

た
だ

く
こ
と
に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
相
談
が

決
ま
り
、
よ
く
よ
く
見
張
っ
て
い
ろ
、
と
家
政
婦
の
婆ば

あ

さ
ん
に
厳
命
し
て
囚と

ら

わ
れ
の
美
女
た
ち
を
預
け
る
と
、
騎
士
た
ち
は
城
を
後
に

し
た
。
追
い
剝
ぎ
ど
も
の
一
人
の
手
に
落
ち
た
最
初
の
獲
物
は
幾
人
か
の
エ
ア
フ
ル
ト
の
修
道
士
で
、
そ
の
中
に
は
ル
タ
ー
博
士
も
い

た
。
博
士
だ
け
が
人
質
と
し
て
残
さ
れ
、
残
り
の
僧
は
、
博
士
の
た
め
の
身
代
金
を
送
れ
、
と
釈
放
さ
れ
た
。
従
士
が
一
人
、
修
道
士

の
張
り
番
を
務
め
、
追
い
剝
ぎ
は
更
な
る
獲
物
を
探
し
に
出
掛
け
た
。
し
か
し
従
士
は
く
た
び
れ
て
睡ね

む

か
っ
た
の
で
、
坐
り
込
ん
だ
芝

生
の
上
で
こ
く
り
こ
く
り
や
り
だ
し
、
博
士
は
そ
こ
を
立
ち
去
っ
た
。
す
る
と
、
高
み
に
堂
堂
た
る
城
が
見
え
た
の
で
、
そ
こ
に
保
護

し
て
貰も

ら

え
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
。
し
か
し
囚
わ
れ
の
奥
方
が
城
壁
の
上
に
立
っ
て
い
て
、
鋸き

ょ
へ
き壁
か
ら
「
急
い
で
逃
げ
て
。
こ
こ
は
強

盗
と
人
殺
し
の
巣
で
す
」
と
叫
ん
だ
。
ル
タ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
言
い
付
け
に
従
い
た
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
っ
た
が
、
追
い
剝
ぎ

一
味
の
手
に
走
り
込
ん
で
し
ま
い
、
こ
の
者
ど
も
に
よ
っ
て
城
へ
連
行
さ
れ
た
。
さ
て
夕
方
に
な
る
と
、
強
盗
た
ち
は
捕
虜
の
修
道
士

を
宴
会
の
場
に
連
れ
て
来
さ
せ
、
な
に
か
小
唄
で
も
一
く
さ
り
唸う

な

っ
て
、
我
ら
が
退
屈
凌し

の

ぎ
を
つ
か
ま
つ
れ
、
と
要
求
し
た
。
修
道
士

は
強
盗
た
ち
に
調
子
を
合
わ
せ
る
ふ
り
を
し
、
ラ
テ
ン
語
の
呪
文
を
歌
っ
て
聞
か
せ
た
。
こ
れ
は
彼
ら
に
は
意
味
不
明
だ
っ
た
が
、
そ

の
秘
密
の
力
の
せ
い
で
と
ろ
と
ろ
寝
入
っ
た
。
だ
れ
も
が
─
─
下
僕
た
ち
も
賄ま

か
な

い
婆
さ
ん
も
─
─
眠
っ
て
し
ま
う
と
、
ル
タ
ー
は
囚

わ
れ
の
女
性
た
ち
を
そ
の
財
宝
も
持
っ
て
城
か
ら
連
れ
出
し
、
歩
き
な
が
ら
唄
の
一
つ
を
歌
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
そ
の
唄
の
節

回
し
を
山
の
上
で
響
か
せ
る
者
以
外
、
二
度
と
人
間
の
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
、
城
を
そ
こ
に
い
る
全
て
の
者
と
も
ど
も
呪
詛
し
た
の
で
あ
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る
。
─
─
間
も
な
く
城
は
忘
れ
去
ら
れ
、
夥

お
び
た
だし
い
歳
月
が
経
過
、
歌ジ

ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
の
頂
き
は
荒こ

う
り
ょ
う寥
と
し
て
物
寂
し
か
っ
た
。
そ
こ
へ
あ
る
時

羊
飼
い
が
一
人
、
畜
群
を
追
っ
て
上
が
っ
て
来
た
。
そ
し
て
所
持
の
シ
ャ
ル
マ
イ（

（10
（

で
ほ
ぼ
あ
の
唄
と
同
じ
節
回
し
を
吹
き
始
め
た
。
す

る
と
な
ん
と
、
あ
の
城
が
目
の
前
に
そ
そ
り
立
っ
た
の
だ
。
数
数
の
門
も
広
間
も
開
い
て
い
た
の
で
、
勇
気
を
出
し
て
中
へ
入
っ
て
み

る
と
、
何
も
か
も
し
ん
と
静
ま
り
か
え
り
、
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
樽た

る

や
把ジ

ョ

ッ

キ

手
付
き
容
器
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
葡ワ

イ

ン

萄
酒
を
、

携
え
て
い
た
瓢ひ

ょ
う
た
ん簞
の
水
筒
に
一
杯
入
れ
、
畜
群
に
戻
ろ
う
と
城
を
出
た
。
す
る
と
城
は
彼
の
背
後
で
す
ぐ
さ
ま
ま
た
消
え
失
せ
た
。

葡ワ

イ

ン

萄
酒
は
素
晴
ら
し
く
、
極
上
絶
品
の
風
味
、
そ
の
上
羊
飼
い
が
い
く
ら
飲
ん
で
も
無
く
な
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
ど
ん
な
に
探
し

て
も
、
二
度
と
再
び
城
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
せ
っ
か
く
城
が
教
え
て
く
れ
た
魔
法
が
分
か
ら
ず
、
山
頂
で

あ
の
唄
の
旋
律
を
吹
く
こ
と
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
暫し

ば
ら

く
し
て
羊
飼
い
は
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル

ク
城
で
の
体
験
を
物
語
り
、「
ま
あ
と
に
か
く
こ
の
酒
を
味
わ
っ
て
み
ろ
や
」
と
勧
め
た
も
の
。
と
こ
ろ
が
さ
て
相
手
は
飲
も
う
と
し

て
い
わ
く
「
こ
の
莫ば

か迦
た
れ
。
何
も
入
っ
て
ね
え
じ
ゃ
ね
え
か
」。
─
─
要
す
る
に
男
の
子
た
ち
が
秘
密
を
喋

し
ゃ
べ

っ
た
時
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
ァ
の
男
の
子
た
ち
の
麦ビ

ー
ル酒

杯
や
、
ペ
ル
ヒ
テ
の
麦ビ

ー
ル酒

と
同
じ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
。
瓢
簞
の
水
筒
は
空
っ
ぽ
に
な
り
、
以
後
そ
の
ま

ま
─
─
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
〇
一
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
七
五
）。

五
一
六
　
パ
ウ
リ
ー
ナ
の
庵

い
お
り

歌ジ
ン
ガ
ー
ベ
ル
ク

人
の
山
を
下
る
と
、
そ
の
東
麓
の
ジ
ン
ゲ
ン
村
か
ら
静
か
な
道
が
更
に
森
閑
と
し
た
谷
間
へ
と
通
じ
て
い
る
。
こ
の
谷
間
に
は

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
全
修
道
院
の
廃は

い
き
ょ墟
の
内
で
も
最
も
美
し
く
最
も
崇
高
な
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
パパ

ウ

リ

ー

ン

ツ

ェ

レ

ウ
リ
ー
ナ
の
庵

で
、
こ
れ
に
は
少
な
か
ら
ぬ
伝
説
が
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
。
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
内な

い
ぜ
ん
の
か
み

膳
正
モ（

（10
（

リ
ヒ
ョ
ー
伯
の
息
女
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
、
両
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親
の
死
後
暫し

ば
らく

、
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
な
る
母
方
の
伯
父
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
司
教
の
許も

と

で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
レ
ン
ゲ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
ジ
ッ

ツ
ォ
な
る
伯
爵
─
─
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
と
も
名
乗
っ
て
い
た
─
─
を
訪
ね
よ
う
と
思
っ
た
。
彼
女
は

腰
元
一
人
と
下
僕
一
人
を
伴
に
連
れ
た
だ
け
で
騎
行
し
た
が
、
当
時
は
広
漠
と
し
て
物
凄
か
っ
た
森
の
中
で
迷
っ
た
。
下
僕
が
辺
り
を

調
べ
る
た
め
送
り
出
さ
れ
た
が
、
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
腰
元
と
二
人
き
り
で
人
跡
稀
な
森
の
中
に
取
り
残
さ

れ
た
。
彼
女
ら
は
長
い
こ
と
乗
馬
を
駈か

り
立
て
た
の
で
、
と
う
と
う
馬
た
ち
は
疲
れ
切
っ
て
前
進
で
き
な
く
な
っ
た
。
二
つ
の
小
川

（
ベ
ー
レ
ン
バ
ハ
と
ロ
ー
テ
ン
バ
ハ
）
が
繞め

ぐ

り
流
れ
て
い
る
、
と
あ
る
草
原
に
来
て
、
人
の
住
ん
で
い
な
い
炭
焼
き
小
屋
に
出
く
わ
し
、

小
屋
の
中
に
炭
の
粉
に
ま
み
れ
た
麵パ

ン麭
と
乾ひ

か涸
ら
び
た
藁わ

ら

の
寝
床
を
見
つ
け
た
時
に
は
、
太
陽
は
も
う
最
も
高
い
梢こ

ず
え

を
照
ら
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
こ
こ
で
祭
壇
の
よ
う
な
も
の
に
向
か
っ
て
祈
っ
て
い
る
夢
を
見
た
。
目
が
覚
め
る
と
、
彼

女
は
そ
の
辺
に
転
が
っ
て
い
る
何
本
か
の
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
祭
壇
を
拵こ

し
ら

え
、
頸く

び

に
下
げ
て
い
た
小
さ
な
磔た

く
け
い刑
像
を
そ
の
上
に
安
置

し
、
一
心
不
乱
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
そ
の
内
に
腰
元
が
小
屋
か
ら
出
て
来
て
、
自
分
の
見
た
夢
を
物
語
っ
た
が
、
そ
れ
は
奇く

し
く
も
パ

ウ
リ
ー
ナ
の
夢
と
ぴ
っ
た
り
符
合
し
た
。
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
こ
れ
を
天
の
啓
示
と
思
い
、
こ
こ
に
庵
を
造
ろ
う
と
決
心
し
た
。
朝
に
な
る

と
女
た
ち
は
旅
を
続
け
、
貧
寒
た
る
ち
っ
ぽ
け
な
漁
村
に
辿た

ど

り
着
き
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
い
く
ら
か
の
麵パ

ン麭
と
魚
を
手
に
入
れ
た
。
こ

の
村
は
漁フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
ア
ウ

師
郷
と
い
っ
た
が
、
た
っ
ぷ
り
礼
を
し
て
貰も

ら

っ
た
住
民
た
ち
が
女
伯
を
讃た

た

え
て
後
に
女グ

レ
ー
フ
ィ
ン
ア
ウ

伯
郷
と
改
名
し
た
。
パ
ウ
リ
ー
ナ
は

そ
の
後
間
も
な
く
ジ
ッ
ツ
ォ
伯
か
ら
こ
の
辺
り
の
地
所
を
い
く
ら
か
譲
り
受
け
、
庵
を
造
る
と
い
う
決
意
を
実
行
、
彼
女
に
従
っ
て
こ

の
寂
し
い
森
に
移
っ
て
来
た
女
性
た
ち
と
共
に
敬け

い
け
ん虔
な
瞑
想
に
身
を
捧
げ
た
。
後
に
こ
の
女
子
修
道
院
は
規
模
を
増
し
、
大
き
な
教
会

の
建
立
が
始
ま
り
、
や
が
て
男
子
修
道
院
も
こ
の
地
に
で
き
た
。
教
会
は
ま
こ
と
に
善
美
を
尽
く
し
た
造
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
石
の
彫

刻
で
装
飾
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
一
頭
の
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
パ
ウ
リ
ー
ナ
が
か
つ
て
リ
ン
ネ
川
の
谷
を
上
っ
て
来
た

時
、
お
ぞ
ま
し
い
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
に
襲
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
─
─
界か

い
わ
い隈
の
脅
威
だ
っ
た
が
─
─
ロ
イ
ト
ニ
ッ
ツ
の
下
手
の
洞ど

う
く
つ窟
に
巣
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く
っ
て
い
た
。
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
十
字
を
切
り
、
守
護
聖
人
に
縋す

が

っ
た
。
そ
こ
で
怪
物
は
打
ち
倒
さ
れ
た
。
こ
の
冒
険
を
記
念
し
て
彼
女

は
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
を
石
に
刻
ま
せ
た
。
こ
の
彫
刻
は
修
道
院
附
属
教
会
正
面
玄
関
の
傍
ら
な
る
保
存
さ
れ
た
柱
頭
に
現
在
な
お
見
ら
れ
る
。

五
一
七
　
パ
ウ
リ
ー
ナ
の
労
賃
支
払
い
の
奇き

せ
き蹟

修
道
院
建
立
の
間
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
パ
ウ
リ
ー
ン
ツ
ェ
レ
の
近
傍
で
北
に
あ
る
キ
ー
ン
ベ
ル
ク
山
上
の
あ
る
家
に
住
ん
だ
。
こ
の
家
の

名
残
は
現
在
ま
だ
見
つ
か
る
。
彼
女
は
こ
こ
か
ら
修
道
院
造
営
を
見
守
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
だ
と
谷
全
体
と
建
築
用
石
材
が
運
ん
で

来
ら
れ
る
街
道
を
一
望
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
毎
夕
彼
女
は
前
掛
け
一
杯
の
貨
幣
を
携
え
て
建
築
労
働
者
た
ち
の
許も

と

に
下
り
て
行
き
、

祈き
と
う禱
を
捧
げ
る
よ
う
促う

な
が

し
、
銘
銘
片
手
で
摑つ

か

め
る
だ
け
貨
幣
を
取
ら
せ
た
。
一
度
あ
る
労
務
者
が
深
く
手
を
差
し
込
ん
で
他
の
者
よ
り

多
く
握
ろ
う
と
考
え
た
。
け
れ
ど
も
後
で
数
え
て
み
る
と
、
当
然
の
給
金
よ
り
鐚び

た
い
ち
も
ん

一
文
多
く
も
少
な
く
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
奇
蹟

の
お
蔭か

げ

で
パ
ウ
リ
ー
ナ
修
道
院
は
民
衆
の
間
で
大
い
に
尊
崇
さ
れ
た
。

五
一
八
　
教
会
の
列
柱
と
悪
魔

パ
ウ
リ
ー
ン
ツ
ェ
レ
の
教
会
建
立
の
棟と

う
り
ょ
う梁

と
な
っ
た
石い

し
く工

は
、
両
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
石
で
で
き
た
列
柱
を
立
て
て
行
き
、
そ

れ
で
教
会
を
支
え
よ
う
と
構
想
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
者
は
皆
、
こ
う
し
た
大
胆
な
計
画
に
驚
き
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
る
の
を
見
よ
う

と
、
た
く
さ
ん
の
壁
工
の
親
方
が
助
力
を
申
し
込
ん
だ
。
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
棟
梁
の
頼
み
に
応こ

た

え
て
、
柱
が
一
本
石
切
場
で
切
り
出
さ
れ

る
た
び
に
、
う
ま
く
行
く
よ
う
祈
っ
た
。
お
蔭か

げ

で
最
後
の
二
本
を
除
き
、
全
て
の
柱
が
無
事
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
最
後
の
二
本
が
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切
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
パ
ウ
リ
ー
ナ
は
祈き

と
う禱

を
何
か
魔
物
に
妨
げ
ら
れ
、
一
瞬
地
震
が
発
生
、
二
本
の
柱
が
ぶ
つ
か
り
合

い
、
そ
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
欠か

け
ら片

が
砕
け
落
ち
た
。
け
れ
ど
も
石
工
は
欠
片
を
巧
妙
か
つ
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
け
た
の
で
、
こ
う
し
た

伎わ

ざ倆
と
女
伯
の
祈
禱
の
力
を
だ
れ
も
が
讃
歎
し
た
。

棟
梁
は
か
ね
て
悪
魔
と
約
束
を
取
り
交
わ
し
て
い
た
。
悪
魔
が
手
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
、
報
酬
と
し
て
教
会
に
入
る
最
初
の
魂
を

く
れ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
も
の
。
さ
て
教
会
が
落
成
、
献
堂
式
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
と
、
教
会
の
入
口
か
ら
ま
ず
豚
が
追
い
込
ま
れ

た
。
悪
魔
は
一
杯
喰く

わ
さ
れ
た
こ
と
を
怒
り
か
つ
恥
じ
、
猛
然
と
豚
を
と
っ
摑つ

か

ま
え
、
諸も

ろ
と
も共

に
天
井
を
破
っ
て
去
っ
た
。
そ
の
際
い
か

に
も
悪
魔
ら
し
く
す
さ
ま
じ
く
臭
い
す
か
し
っ
屁ぺ

を
残
し
た
。
こ
れ
は
香
煙
を
も
駆
逐
せ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
天
井
に
は
穴

が
一
つ
開
い
た
ま
ま
と
な
り
、
二
度
と
元
通
り
に
塞ふ

さ

ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

五
一
九
　
黒
騎
士
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト

パ
ウ
リ
ー
ン
ツ
ェ
レ
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
巖い

わ

だ
ら
け
の
森
谷
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
城
が
壮
麗
に
聳そ

び

え
立
っ
て
い
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン

ゲ
ン
最
古
の
城
塞
の
一
つ
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
家
系
伝
説
に
よ
れ
ば
、
ザ
ク
セ
ン
の
大
豪
族

ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の（

（10
（

近
親
で
名
前
も
同
じ
者
が
、
か
つ
て
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
に
囚と

ら

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
。

カ
ー
ル
は
こ
の
ザ
ク
セ
ン
の
族
長
と
そ
の
子
息
た
ち
が
示
し
た
勇
猛
果
敢
な
振
る
舞
い
が
大
層
御ぎ

ょ
い意
に
召
し
、
彼
ら
を
キ
リ
ス
ト
教

に
改
宗
さ
せ
、
洗
礼
を
受
け
さ
せ
、
自
ら
名
付
け
の
父
と
な
っ
て
や
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
、
添
え
名
し
て
黒

デ
ア
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ

の
は
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
な
る
洗
礼
名
を
授
か
り
、
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
と
ヴ
ァ
ル
ペ
ル
ト
と
い
っ
た
二
人
の
子
息
た
ち
は
カ
ー
ル
と
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
父
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
は
黒

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク

い
城
を
築
き
、
そ
れ
を
長
男
に
相
続
さ
せ
、
次
男
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
グ
ラ
イ



105

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

ヒ
ェ
ン
城
の
建
設
者
に
な
っ
た
。
カ
ー
ル
大
帝
は
そ
の
名
付
け
子
カ
ー
ル
を
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
に
叙
し
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

山ヴ
ァ
ル
ト地
に
周
囲
二
十
哩マ

イ
ルの
領
地
を
与
え
た
。
大
カ
ー
ル
が
髭ひ

げ

も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
の
一
人
に
昇
格
さ

せ
た
時（

（10
（

、
十
二
人
の
高
貴
な
封
臣
を
附
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
た
ち
も
い
た
。
彼
ら
は
極
め
て
初
期
、
既

に
一
〇
九
九
年
、「
神
の
恩
寵
に
よ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
後
に
帝
国
の
四
伯
爵（

（10
（

に
数
え
ら
れ
た
。
確
固
た
る
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
ィ
ン
ブ
ル
ク
家（

（10
（

は
、
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
最
古
の
文
献
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
城
の
名
か
ら
そ
う
称
さ
れ
る
前
か
ら
高
貴

な
伯
爵
の
家
系
の
一
つ
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
と
名
乗
っ
た
初
代
は
同
時
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
伯
に
し
て
ケ
ー
フ
ェ
ル

ン
ブ
ル
ク
伯
と
称
し
た
。
そ
の
名
は
ジ
ッ
ツ
ォ
、
そ
の
父
は
グ
ン
ダ
ー
ル
。
こ
の
名
が
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
諸
侯
の
世
襲
名
ギ
ュ

ン
タ
ー
の
も
と
と
な
っ
た
。
グ
ン
ダ
ー
ル
は
十
一
世
紀
末
と
十
二
世
紀
初
頭
に
生
き
て
い
た
。
ジ
ッ
ツ
ォ
伯
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル

ク
の
近
く
に
あ
る
村
ジ
ッ
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
創
始
者
で
あ
る
。
ジ
ッ
ツ
ォ
の
子
息
た
ち
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
城
や
ケ
ー
フ
ェ
ル

ン
ブ
ル
ク
城
に
居
を
構
え
た
。
名
門
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
家
か
ら
は
ド
イ
ツ
皇
帝
が
一
人（

（10
（

、
大
司
教
が
二
人
、
司
教
が
何
人
も
、

ドド

イ

チ

ャ

ー

・

オ

ル

デ

ン

イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
総

グ
ロ
ー
ス
マ
イ
ス
タ
ー

長
、
そ
し
て
剛
勇
の
戦
士
が
少
な
か
ら
ず
出
て
い
る
。

五
二
〇
　
ググ

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ラ
イ
フ
の
巖

そ
の
名
を
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
い
う
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
さ
る
伯
爵
が
十
字
軍
の
遠
征
か
ら
鷲グ

ラ

イ

フ

頭
獅
子
身
有
翼
獣
を（

（11
（

連
れ
帰
っ
た
。
い

や
、
そ
れ
は
鷹た

か

で
、
呼
び
名
が
グ
ラ
イ
フ
だ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
も
。
あ
る
時
伯
爵
は
グ
ラ
イ
フ
を
蒼あ

お
さ
ぎ鷺

目
掛
け
て
放
っ
た
。
グ
ラ

イ
フ
は
翔と

ん
で
行
っ
た
が
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
伯
爵
は
意
気
銷し

ょ
う
ち
ん沈
、
下
僕
た
ち
に
、
見
つ
か
る
か
ど
う
か
、
至
る
と
こ
ろ
捜さ

が

し
回

れ
、
と
命
じ
た
が
、
徒
労
だ
っ
た
。
翌
朝
伯
爵
は
自
身
鷹
を
捜
し
に
再
度
城
を
出
た
。
鷹
が
い
な
い
の
に
堪
え
き
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
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す
る
と
愛あ

い
よ
う鷹

が
ケ
ッ
セ
ル
ベ
ル
ク
の
方
角
へ
天
高
く
翔
ん
で
お
り
、
突
然
鳥
た
ち
の
群
れ
に
急
降
下
す
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
鳥
た
ち

は
近
く
の
山
に
下
り
立
っ
た
。
伯
爵
が
急
い
で
そ
の
山
に
登
る
と
、
い
つ
も
城
内
法
廷（

（11
（

を
開
く
場
所
の
繁し

げ

み
の
中
で
愛
鷹
が
獲
物
を
引

き
裂
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
周
り
で
は
歌
鳥
た
ち
が
巣
か
ら
ば
た
ば
た
羽
ば
た
い
て
逃
げ
て
い
た
。「
お
や
お
や
、
こ
の
腕わ

ん
ぱ
く白

め
」

と
伯
爵
は
ふ
ざ
け
て
「
わ
し
は
お
ま
え
を
子
ど
も
み
た
い
に
束
縛
し
て
い
た
わ
け
か
な
。
だ
が
、
お
ま
え
は
わ
し
の
許も

と

を
離
れ
た
い
の

だ
の
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
は
わ
し
の
手
の
上
よ
り
ず
っ
と
素
晴
ら
し
い
。
全
く
の
話
、
お
ま
え
の
選
ん
だ
居
城
は
悪
く
な
い
」。
─
─

伯
爵
は
グ
ラ
イ
フ
を
手
に
止
ま
ら
せ
て
撫な

で
な
が
ら
こ
う
言
い
、
辺
り
を
見
回
し
た
。
そ
し
て
こ
の
場
所
か
ら
は
谷
も
界
隈
も
広
く
一

望
で
き
る
の
で
、
大
い
に
気
に
入
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
城
を
築
こ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
そ
の
年
の
内
に
基
礎
工
事
が
行
わ

れ
、
造
営
は
数
箇
年
続
い
た
。
な
に
し
ろ
永と

こ
し
え久

に
立
つ
城
壁
を
と
で
も
い
う
か
の
よ
う
に
、
堅
固
な
建
築
だ
っ
た
。
事
実
、
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

な
砂

岩
を
崩
壊
し
な
い
よ
う
頑
丈
に
積
む
の
に
使
わ
れ
た
灰モ

ル
タ
ル泥
は
、
石
と
石
を
よ
り
一
層
ぴ
っ
ち
り
接
合
さ
せ
る
た
め
葡ワ

イ

ン

萄
酒
で
捏こ

ね
ら
れ

た
と
か
。
さ
て
伯
爵
は
こ
こ
を
選
ん
だ
愛
鷹
の
グ
ラ
イ
フ
の
思
い
出
に
こ
の
城
を
ググ

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ラ
イ
フ
の
巖
と
命
名
し
た
が
─
─
民
衆
は
た
だ

「
古

ダ
ス
・
ア
ル
テ
・
シ
ュ
ロ
ス

い
お
城
」
と
呼
び
、
あ
る
包
囲
攻
撃
の
際
、
破
壊
さ
れ
炎
上
し
た
、
と
信
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
意
見
は
歷
史
に
背は

い
ち馳

す
る
の
だ
が
。
史
上
、
城
は
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク（

（11
（

と
い
い
、
歴
代
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
が
所
有
、
居
を
構
え
た
。

五
二
一
　
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
修
道
士

古
城
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
中
庭
に
黄た

そ
が
れ
ど
き

昏
刻
し
ば
し
ば
髪
も
髭ひ

げ

も
白
い
修
道
士
が
出
現
、
自
分
に
随つ

い
て
く
る
よ
う
、
人
人
を
手
招

き
す
る
。
も
っ
と
も
今
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
羊
飼
い
の
少
年
─
─
草
の
生
い
繁し

げ

っ
た
中
庭
に
羊
群
を
放
し
て
い
た
─
─
を
除
き
、
あ

え
て
従
っ
た
者
は
い
な
い
。
腰
の
と
こ
ろ
を
縄
で
括く

く

っ
た
長
い
灰
色
の
僧
衣
を
纏ま

と

っ
た
男
は
少
年
を
鉄
の
門
に
連
れ
て
行
っ
た
。
修
道
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士
が
門
に
指
を
触
れ
る
と
、
両
開
き
の
扉
が
ぱ
っ
と
開
き
、
地
下
の
大
広
間
が
見
通
せ
た
。
そ
こ
で
は
天
井
か
ら
輝
い
て
い
る
洋ラ

ン
プ灯
の

光
が
何
千
も
の
黄
金
の
什じ

ゅ
う
き器
に
照
り
映は

え
て
い
た
。
大
広
間
の
床
に
は
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
て
、
四
隅
に
は
金
貨
が

山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
修
道
士
が
、
中
へ
入
っ
て
取
る
が
よ
い
、
と
身
振
り
で
勧
め
た
の
に
、
男
の
子
は
ど
う
し
て
も
勇
気
が

出
な
か
っ
た
。
仰
天
し
た
あ
ま
り
呪
縛
さ
れ
た
よ
う
に
そ
の
場
に
立
ち
す
く
ん
で
い
る
少
年
に
、
修
道
士
は
長
い
こ
と
目
配
せ
し
て
い

た
が
、
突
然
消
え
失
せ
た
。
そ
し
て
門
と
広
間
は
も
は
や
影
も
形
も
無
く
な
っ
た
。

こ
こ
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
で
誕
生
し
た
皇
帝
ギ
ュ
ン
タ
ー（

（11
（

を
毒
殺
し
た
の
は
か
の
医
師
フ
ラ
イ
デ
ン
ク（

（11
（

だ
そ
う
だ
が
、
彼
は
こ
こ
を

徘は
い
か
い徊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
─
─
か
か
る
不
実
な
裏
切
り
者
で
あ
る
彼
の
よ
う
な
人
物
を
、
だ
れ
か
が
信
頼
し
て
や
る
ま
で
は
。

以
前
は
、
初
め
て
グ
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
訪
ね
た
子
ど
も
は
皆
、
麵パ

ン麭
を
一
切
れ
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例

の
修
道
士
が
現
れ
た
時
、
そ
の
麵パ

ン麭
で
宥な

だ

め
て
や
れ
る
の
だ
、
と
言
わ
れ
て
。
修
道
士
を
怖
が
っ
て
両
親
に
纏ま

つ

わ
り
つ
い
て
い
る
子
ど

も
は
深
い
井
戸
─
─
今
は
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
─
─
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
。
こ
れ
は
か
つ
て
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
ァ
川
か
ら
水
が
通
じ
て
い
た
ほ
ど
深
か
っ
た
そ
う
な
。
鸛

こ
う
の
と
りは

こ
の
井
戸
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
マ
マ
た
ち
の
と
こ
ろ
に
運
び
、

赤
ん
坊
の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
に
は
砂
糖
菓
子
の
入
っ
た
大
き
な
袋
を
置
い
て
行
く
。

五
二
二
　
危
険
な
担
保

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
城
山さ

ん
か下

、
ヴ
ァ
ッ
ツ
ド
ル
フ（

（11
（

と
か
い
う
村
の
あ
る
田

カ
ウ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス

舎
邸
で
糸
紡
ぎ
部
屋
の
集
ま
り
が
あ
り（

（11
（

、
折
し
も
担
保

が
請う

け
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（11
（

。「
担
保
は
何
に
し
た
ら
い
い
。
あ
た
し
が
持
っ
て
る
こ
の
担
保（

（11
（

」
─
─
そ
う
問
い
掛
け
が
あ
る
と
、

だ
れ
か
考
え
無
し
の
娘
っ
こ
が
言
う
こ
と
に
は
「
お
城
に
上の

ぼ

っ
て
、
あ
す
こ
の
古
い
煖だ

ん
ろ炉

か
ら
貼タ

イ

ル

付
陶
片
を
一
つ
持
っ
て
来
る
」。
こ
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の
軽
は
ず
み
な
提
案
は
通
っ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
勇
敢
な
若
い
衆
だ
っ
て
実
行
に
は
怖お

ぞ
け気

を
振
る
う
よ
う
な
こ
と
。
担
保
は
あ
る

娘
（
ゾ
フ
ィ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
と
い
う
名
前
だ
っ
た
由
）
の
も
の
で
、
こ
の
子
は
、
怖
が
っ
て
い
る
の
を
見
せ
ま
い
、
と
出
掛
け
て
行
っ

た
。
城
の
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
残
っ
て
い
る
崩
れ
か
け
た
小
部
屋
に
踏
み
込
み
、
壊
れ
た
煖
炉
か
ら
貼タ

イ

ル

付
陶
片
を
砕
き
取
る
の
に
一
所

懸
命
に
な
っ
て
い
る
と
、
近
く
で
跫あ

し
お
と音

と
低
い
話
し
声
が
聞
こ
え
た
。
び
っ
く
り
仰
天
し
て
煖
炉
の
後
ろ
に
潜
り
込
み
、
身
を
隠
し

た
。
そ
れ
は
、
略
奪
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
て
、
こ
こ
で
獲
物
の
分
配
を
し
よ
う
と
し
た
何
人
も
の
強
盗
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
は
部
屋
の

真
ん
中
で
火
を
焚た

き
、
飲
ん
だ
り
喰く

っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
獲
物
の
分
配
を
済
ま
せ
る
と
、
床
に
の
う
の
う
と
大
の
字
に
な
っ
て
眠
っ

た
。
娘
は
怖
く
て
怖
く
て
半
分
死
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
強
盗
ど
も
が
ぐ
っ
す
り
寝
込
ん
だ
の
に
気
付
き
、
隠
れ
処が

か
ら
忍
び

出
る
と
、
戸
口
に
横
た
わ
っ
て
い
る
強
盗
の
体
を
ま
た
い
で
外
へ
出
、
強
盗
ど
も
が
す
ぐ
あ
と
か
ら
追
い
掛
け
て
来
る
の
で
は
な
い

か
、
と
怯お

び

え
な
が
ら
、
全
力
を
振
り
絞
っ
て
逃
げ
去
っ
た
。
死
人
さ
な
が
ら
の
蒼
白
な
顔
で
糸
紡
ぎ
部
屋
に
戻
っ
た
娘
は
、
自
分
を
迎

え
た
一
同
の
歓
呼
の
声
も
ろ
く
す
っ
ぽ
耳
に
入
ら
ず
、
手
を
震
わ
せ
な
が
ら
貼タ

イ

ル

付
陶
片
を
卓テ

ー
ブ
ル子
の
上
に
置
く
な
り
、
気
を
失
っ
て
床
に

く
ず
お
れ
た
。

五
二
三
　
愚
か
な
楽
士
た
ち

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク（

（11
（

の
町
で
舞ダ

ン
ス踏
の
伴
奏
を
務
め
た
小

ク
ラ
イ
ンゲ
ー
リ
ッ
ツ（

（12
（

在
住
の
楽
士
数
人
が
、
家
に
帰
ろ
う
、
と
か
の
古
い
城
の
傍
を

通
り
掛
か
っ
た
。
月
は
皓こ

う
こ
う皓

と
黄
色
い
城
壁
を
照
ら
し
、
荒
廃
し
た
窓
か
ら
緑
の
繁し

げ

み
が
覗の

ぞ

い
て
い
た
。
楽
士
の
一
人
が
い
わ
く
「
ど

う
だ
な
あ
、
お
ぬ
し
た
ち
、
あ
す
こ
の
高
み
を
う
ろ
つ
い
て
い
な
さ
る
昔
の
伯
爵
が
た
に
、
ひ
と
つ
小セ

レ
ナ
ー
デ

夜
曲
を
差
し
上
げ
る
て
の
は

よ
。
あ
あ
い
う
お
偉
い
殿
様
っ
て
な
あ
、
う
ん
と
喜
ん
で
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
ぜ
。
こ
と
に
、
こ
ん
な
山
の
上
じ
ゃ
あ
め
っ
た
に
聴
か
れ
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な
い
音
楽
と
来
ち
ゃ
あ
な
」。
他
の
者
も
、
そ
り
ゃ
い
い
ね
、
と
な
り
、
快
い
緩ド

レ

ー

ヤ

ー

調
円
舞
曲
を
一
曲
演
奏
し
た
。
陽
気
な
旋
律
が
夜
の

し
じ
ま
に
響
き
渡
り
、
そ
の
音
色
は
古
い
壁
ま
た
壁
に
穏
や
か
に
谺こ

だ
ま

し
た
。
見
上
げ
る
城
の
、
穴
と
化
し
た
窓
か
ら
は
、
老
い
さ
ら
ば

え
た
顔
が
幾
つ
も
に
こ
や
か
に
頷う

な
ず

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
最
後
の
一
節
の
響
き
が
消
え
て
行
く
と
、
白し

ら
が髪

の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒

が
一
人（

（12
（

楽
士

た
ち
に
歩
み
寄
り
─
─
彼
ら
は
そ
れ
が
や
っ
て
来
る
の
が
見
え
な
か
っ
た
─
─
銘
銘
に
山ぶ

な
毛
欅
の
小
枝
を
一
本
づ
つ
贈
り
、
こ
う
言
っ

た
。「
こ
れ
を
お
子
さ
ん
が
た
に
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
れ
。
子
ど
も
衆
は
山
毛
欅
の
実（

（12
（

を
食
べ
る
の
が
好
き
だ
で
の
う
」。
─
─
途
中

で
だ
れ
も
が
貰も

ら

っ
た
枝
を
げ
ら
げ
ら
笑
い
な
が
ら
投
げ
棄
て
て
「
あ
の
不
思
議
な
男
が
せ
め
て
砂
糖
菓
子
で
も
土
産
に
く
れ
れ
ば
よ

か
っ
た
の
に
。
だ
っ
て
な
、
う
ち
の
ち
び
ど
も
だ
っ
て
今
年
は
山
毛
欅
の
実
な
ん
ぞ
喰く

い
は
し
ね
え
も
の
。
胡く

る
み桃
が
豊
作
だ
っ
た
で
の

う
。
胡
桃
に
ゃ
あ
な
ん
た
っ
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
ぼビ

ュ
ー
ブ
ヒ
ェ
ン

う
ず
（
核さ

ね

）
が
入
っ
て
ら
」
と
言
い
交
わ
し
た
。
─
─
低

バ

ス

音
大
提
琴
の
奏
者
だ
け
が

記
念
に
自
分
の
楽
器
に
小
枝
を
差
し
込
ん
で
お
い
た
。
翌
朝
彼
の
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ
う
に
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
コ
跳
び
は
ね
て
来
て
、
こ

う
訊き

い
た
。「
ね
え
ね
え
、
父
さ
ん
、
父
さ
ん
が
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
た
あ
の
黄
色
い
小
さ
な
実
は
な
ん
だ
ね
。
あ
れ
、
食
べ
ら
れ

な
い
の
け
。
だ
っ
て
さ
あ
、
堅
過
ぎ
て
歯
が
立
た
な
い
だ
」。
─
─
そ
こ
で
父
親
が
例
の
枝
を
と
っ
く
り
眺
め
る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、

枝
は
混
じ
り
け
の
な
い
黄き

ん金
に
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
村
一
番
の
金
持
ち
に
な
っ
た
。
他
の
楽
士
た
ち
は
自
分
ら
が
棄
て
た
小

枝
を
見
つ
け
よ
う
と
、
道
端
の
草
の
根
を
分
け
て
捜さ

が

し
廻
っ
た
が
、
影
も
形
も
無
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い
手
に
よ
っ

て
情
け
容
赦
な
く
鼻
を
ぴ
し
り
と
弾は

じ

か
れ
た
そ
う
な
。

五
二
四
　
癒ハ

イ
ル
ス
ベ
ル
ク

や
し
の
山

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
一
帯
に
キ
リ
ス
ト
教
が
移
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
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い
て
は
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
布
教
を
行
っ
て
い
る
途
中
、
石
だ

ら
け
の
高
原
─
─
現
在
ト
ラ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
が
あ
る
─
─
を
越
え
て
荒こ

う
り
ょ
う寥

た
る
森
林
を
抜
け
た
。
彼
は
扈こ

じ
ゅ
う従

の
者
ら
と
共
に
と
あ
る
谷

間
に
野
宿
し
た
の
で
、
乗
馬
を
放
し
て
草
を
食は

ま
せ
た
。
馬
は
怪
我
を
し
て
い
た
の
で
、
激
し
く
地
面
を
脚
で
搔か

い
た
。
す
る
と
そ
こ

か
ら
泉
が
噴
出
、
馬
の
脚
は
そ
の
湧
き
水
で
す
ぐ
さ
ま
癒い

え
た
。
丁
度
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ブ
ル
ン
の
噴
泉
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
四
二
）
で
も
神
の

奇き
せ
き蹟

の
御み

ち
か
ら力

が
啓
示
さ
れ
た
よ
う
に
。
癒
や
し
の
水
の
評
判
は
近
在
の
住
民
に
た
ち
ど
こ
ろ
に
伝
わ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
群
れ
を
な
し

て
押
し
寄
せ
、
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
の
説
教
を
聴
聞
し
、
癒
や
し
の
泉
の
水
で
洗
礼
を
受
け
、
た
く
さ
ん
の
者
が
そ
こ
に
定
住
し
た
。
か

く
し
て
癒ハ

イ
ル
ス
ベ
ル
ク

や
し
の
山
村（

（12
（

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
は
村
に
教
会
を
建
立
、
そ
し
て
後
に
そ
の
守
護
聖
人
と
な
り
、
村
も

こ
の
聖
者
の
肖
像
を
村
の
印
章
に
採
用
し
た
。
教
会
の
鐘
楼
に
は
あ
の
馬
の
癒
や
さ
れ
た
脚
の
蹄
鉄
が
釘
づ
け
に
さ
れ
た
。

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
子
息
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
王（

（12
（

が
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
行
幸
し
て
い
た
折
、
ハ
イ
ル
ス
ベ
ル
ク

の
由
緒
あ
る
ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
礼
拝
堂
へ
立
ち
寄
り
、
そ
も
そ
も
建
立
の
縁
起
は
し
か
じ
か
、
と
の
物
語
を
聴
き
、
祈
り
を
捧
げ
、
こ

の
小
教
会
に
た
っ
ぷ
り
喜
捨
を
施
し
、
か
つ
ま
た
、
自
ら
の
寄
進
が
永
遠
に
記
憶
さ
れ
る
よ
う
、
大
き
な
石
に
碑
銘
を
刻
ま
せ
た
。
こ

れ
は
一
八
一
六
年
ま
で
そ
の
地
に
残
っ
て
い
た
。
こ
の
石
、
そ
の
後
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
運
ば
れ
、
し
っ
か
り
し
た
管
理
の
下
で
保
存

さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
歳
経へ

た
碑
銘
は
石
で
で
き
た
謎
謎
胡く

る
み桃
で
も
申
す
べ
き
代
物
で
、
学
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
そ
れ
ぞ

れ
お
持
ち
の
知
恵
の
歯
で
嚙か

み
開
け
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
も
っ
と
も
い
ま
だ
に
だ
れ
一
人
─
─
弁
髪
や
鬘か

つ
ら

の
時
代
に（

（12
（

も
、
最
新
流
行
の

森ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ッ
ト

の
精

（
（12
（

髭ひ
げ

の
時
代
に
も
─
─
こ
の
謎
の
碑
銘
に
正
し
く
道
理
に
叶か

な

っ
た
解
読
を
施
し
た
者
は
い
な
い
。
解
読
の
試
み
は
公
の
出
版

物
で
周
知
さ
れ
る
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
児
戯
に
類
す
る
研
究
段
階
に
留と

ど

ま
っ
て
い
る
。
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五
二
五
　
死
者
が
見
え
る
女

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
城
館（

（12
（

に
か
つ
て
一
人
の
姫
君
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
姫
君
に
は
ま
こ
と
に
悲
し
い
天
分
が
あ
っ
た
。
侯

家
で
だ
れ
か
が
死
ぬ
た
び
に
、
棺
台
の
上
の
本
当
の
死
者
の
代
わ
り
に
次
に
死
ぬ
者
が
見
え
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
第
二
の
視
覚
は
姫
君

を
全
く
陰い

ん
う
つ鬱
に
し
た
。
な
に
し
ろ
〔
既
に
死
ん
だ
、
お
よ
び
こ
れ
か
ら
死
ぬ
〕
家
族
二
人
を
思
っ
て
心
痛
め
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
棺
の
中
を
覗の

ぞ

く
の
を
止
め
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
何
を
目
撃
し
た
か
は
深
い
秘
密
と
し
て
胸
の
奥
底
に
隠
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
生
涯
は
悲
哀
の
裡う

ち

に
過
ぎ
た
。
し
か
し
あ
る
時
、
彼
女
は
遺
言
を
草
し
、
我
と
我
が
身
の
葬
儀
の
段
取
り
を

指
示
、
そ
の
後
間
も
な
く
─
─
そ
の
前
の
棺
の
中
に
自
分
自
身
の
姿
を
見
た
の
だ
─
─
安
ら
か
に
息
を
引
き
取
り
、
そ
し
て
暗あ

ん
た
ん澹
た
る

才
能
を
墓
の
中
へ
持
っ
て
行
っ
た
。

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
城
館
に
は
丸
天
井
の
城
門
の
間
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
厳
重
に
錠
を
下
ろ
し
た
鉄
の
扉
が
附
い
て
い

る
。
時
折
真
夜
中
、
蝶

ち
ょ
う
つ
が
い
番
が
動
き
も
し
な
い
の
に
、
大
理
石
の
よ
う
に
蒼
白
な
顔
を
し
た
白
衣
の
姿
が
こ
の
扉
を
通
り
、
階
段
を
下

り
、
城
の
中
庭
を
横
切
っ
て
、
ま
た
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
幻
影
は
あ
の
死
者
が
見
え
た
姫
君
の
亡
霊
で
、
侯
家
で
死
者
が
出
る
た
び

に
目
に
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
二
六
　
朝ち

ょ
う
さ
ん餐

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
城
館
に
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
未
亡
人
カ
タ
リ
ー
ナ（

（12
（

─
─
生
ま
れ
は
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
の
姫
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君
─
─
が
君
臨
し
て
い
た
。
三
十
年
戦
争
が
諸
邦
を
荒
れ
狂
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る（

（12
（

。
彼
女
は
い
ま
だ
成
年
に
達
し
な
い
子
息
た

ち
の
所
領
の
た
め
に
、
手
を
尽
く
し
て
皇
帝
の
保

シ
ュ
ッ
ツ
ブ
リ
ー
フ

護
状
を（

（13
（

獲
得
し
て
い
た
。
な
に
し
ろ
、
こ
の
邦
に
は
か
の
血
に
渇
い
た
ア
ル
バ
公（

（13
（

の

強
盗
さ
な
が
ら
の
軍
勢
が
接
近
中
だ
っ
た
か
ら
。
公
爵
は
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
到
着
す
る
と
、
居
城
の
伯
爵
夫
人
に
自
分
を
朝

餐
に
招
く
よ
う
要
求
し
た
。
こ
の
招
待
の
押
し
付
け
は
謝
絶
で
き
な
か
っ
た
。
公
爵
が
随
行
者
お
よ
び
家
臣
た
ち
と
美
味
を
楽
し
ん
で

い
る
間
、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
兵
士
ど
も
は
彼
ら
の
習
慣
通
り
農
夫
た
ち
か
ら
家
畜
を
奪
い
去
り
、
金
銭
を
略
奪
・
強
要
し
た
。
哀
訴
嘆
願

が
櫛く

し

の
歯
を
引
く
よ
う
に
到
来
す
る
と
、
伯
爵
夫
人
は
男
の
侍
臣
全
て
と
城
の
下
僕
一
同
に
歯
ま
で
〔
＝
完
全
に
〕
武
装
す
る
よ
う
命

じ
る
と
、
食
堂
に
入
っ
て
ア
ル
バ
公
の
許も

と

に
歩
み
寄
り
、
皇
帝
の
特
許
状
を
示
し
な
が
ら
、
公
爵
の
暴

ゾ
ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も
の
不ふ

ら
ち埒

な
所
業
を
述
べ

立
て
た
。
し
か
し
ア
ル
バ
は
「
戦
は
戦
で
ご
ざ
る
よ
」
と
嘯う

そ
ぶ

い
た
。
す
る
と
伯
爵
夫
人
い
わ
く
「
公
爵
様
、
御お

ん
み身

の
軍
勢
に
ご
書
状
を

お
書
き
あ
そ
ば
せ
。
汝な

ん
じ

ら
の
奪
っ
た
物
を
わ
ら
わ
の
臣
下
に
悉し

っ
か
い皆
返
却
せ
よ
、
汝
ら
の
無
軌
道
を
即
刻
禁
止
す
る
、
と
」。「
伯
爵
夫
人

殿
、
な
ん
と
し
て
さ
よ
う
な
こ
と
が
」
と
公
爵
は
不
機
嫌
に
言
い
返
し
、
要
請
に
従
う
様
子
は
つ
ゆ
示
さ
な
か
っ
た
。
す
る
と
伯
爵
夫

人
は
か
っ
と
し
て
こ
う
叫
ん
だ
。「
御ご

ぜ
ん前
に
は
そ
の
お
つ
も
り
が
お
あ
り
で
な
い
か
。
─
─
さ
れ
ば
、
神
か
け
て
、
牡お

う
し牛
の
血
に
は
殿

様
の
血
を（

（13
（

」。
勇
気
凛り

ん
り
ん凛

か
つ
決
然
と
し
た
奥
方
が
手
で
合
図
す
る
な
り
、
扉
と
い
う
扉
か
ら
ど
っ
と
男
た
ち
が
押
し
入
っ
て
来
た
。

抜
き
身
の
剣
や
尖
っ
た
鋭
い
鉤か

ぎ
や
り槍
を
携
え
た
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
武
者
の
群
れ
が
。
公
爵
は
蒼そ

う
は
く白
に
な
り
、
同
席
し
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク

公（
（13
（

と
囁さ

さ
や

き
交
わ
し
、
そ
れ
か
ら
命
令
書
を
書
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
は
哄こ

う
し
ょ
う笑
し
、
冗
談
に
紛
ら
わ
せ
た
も
の
の
内
心
は
本

気
で
、
素
晴
ら
し
き
ド
イ
ツ
女
性
を
誉
め
讃た

た

え
た
。
さ
て
、
こ
の
ド
イ
ツ
女
性
の
方
は
大
層
へ
り
く
だ
っ
て
お
礼
を
言
上
す
る
と
、
武

装
し
た
者
た
ち
を
退
場
さ
せ
た
。
ア
ル
バ
は
何
も
言
わ
ず
に
立
ち
去
っ
た
が
、
そ
の
後
長
い
こ
と
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
朝
餐
を

思
い
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
果
敢
な
伯
爵
夫
人
は
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
教
会
に
憩い

こ

う
て
い
る
。
彼
女
の
奥お

く
つ
き

津
城
の
上
に

は
頌し

ょ
う
と
く徳
文
を
刻
ん
だ
美
し
い
金
属
の
記
念
碑
が
置
か
れ
て
い
る
。
彼
女
は
迫
害
さ
れ
た
新プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
徒
の
聖
職
者
、
と
り
わ
け
カ
ス
パ
ー
ル
・



113

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

ア
ク
ィ
ラ（

（13
（

と
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ナ
ス（

（13
（

の
偉
大
な
保
護
者
だ
っ
た
。

五
二
七
　
首
縊く

く

り
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

ザ
ー
レ
川
の
彼
方
、
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
間
に
山
並
み
が
あ
り
、
そ
の
最
高
峰
は
ク
ル
ム
と
い
う
。
こ

れ
に
も
少
な
か
ら
ぬ
伝
説
が
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
。
か
つ
て
美
し
い
柏

ア
イ
ヒ
ェの
森
が
あ
り
、
森
に
は
特
に
大
き
な
極
め
て
古
い
柏

ア
イ
ヒ
ェの
樹
が
聳そ

び

え
て

い
た
。
三
十
年
戦
争
時
代
、
あ
る
部
隊
が
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ハ
村
の
森
山
の
麓
に
宿
営
、
そ
の
地
で
大
い
に
楽
し
く
や
ら
か
し
て
、
去
っ

て
行
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
神
の
家
で
は
聖
体
拝
受
が
信
徒
た
ち
に
執
り
行
わ
れ
、
暴

ゾ
ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も
の
退
散
を
主し

ゅ

に
感
謝
し
た
が
、
そ
の
時
、

遙
か
昔
あ
る
敬け

い
け
ん虔
な
男
が
教
会
に
寄
進
し
た
黄
金
の
聖せ

い
さ
ん餐
杯
が
失
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
形
跡
か
ら
推お

し
て
、
聖

餐
杯
は
兵
士
ど
も
に
盗
ま
れ
た
、
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
老
村
長
─
─
高
齢
の
御
仁
だ
っ
た
─
─
は
、
自
分
が
軍
人
た
ち
の
跡
を
追

い
、
命
を
危
険
に
曝さ

ら

す
羽
目
に
な
ろ
う
と
も
、
奪
わ
れ
た
教
会
所
有
の
高ポ

カ
ー
ル

脚
杯
を
返
し
て
く
れ
、
と
隊
長
に
要
求
す
る
、
と
申
し
出

た
。
途
中
の
森
で
兵
士
の
群
れ
に
追
い
つ
い
た
彼
は
、
あ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェの
巨
木
の
下
で
横
に
な
っ
て
い
た
隊
長
を
見
つ
け
、
訴
え
を
開
陳
し

た
。
厳
し
い
目
付
き
で
、
部
下
の
誰
か
が
聖
餐
杯
を
窃
取
し
た
、
と
の
告
発
を
聴
い
た
隊
長
は
即
座
に
こ
う
命
じ
た
。
犯
人
が
我
ら
の

中
に
お
る
な
ら
、
杯
を
出
せ
、
と
。
─
─
だ
れ
の
手
も
動
か
ず
、
自
分
が
や
っ
た
、
と
名
乗
り
出
る
者
も
い
な
か
っ
た
。「
よ
ろ
し
い
、

そ
れ
な
ら
」
と
今
度
は
隊
長
は
村
長
に
向
か
っ
て
呼
び
掛
け
た
。「
お
ぬ
し
ら
の
杯
を
探
す
が
い
い
。
持
っ
て
い
る
の
を
お
ぬ
し
が
見

つ
け
た
や
つ
は
、
た
だ
ち
に
こ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェで

吊
る
し
首
に
い
た
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
ぬ
し
が
杯
を
見
つ
け
ら
れ
な
ん
だ
ら
、
お
ぬ
し
が

吊
る
し
首
だ
。
わ
し
の
部
下
に
さ
よ
う
な
濡ぬ

れ
衣ぎ

ぬ

を
着
せ
た
廉か

ど

で
な
」。

死
ぬ
ほ
ど
驚
愕
し
た
村
長
は
捜
索
を
始
め
た
が
、
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
も
う
我
が
生
涯
も
終
わ
り
、
と
考
え
た
時
、
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繁し
げ

み
の
蔭か

げ

か
ら
ピ
カ
リ
と
光
る
物
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
兵
士
が
一
人
、
背は

い
の
う嚢

を
枕
に
の
う
の
う
と
眠
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
背
嚢
の

中
か
ら
聖
餐
杯
が
輝
い
た
の
だ
。「
あ
り
ま
し
た
！
」
と
大
声
で
村
長
が
叫
び
、
杯
を
引
っ
張
り
出
し
た
。
眠
り
こ
け
て
い
た
兵
士
は

仲
間
の
呪じ

ゅ
そ詛

と
跫あ

し
お
と音

に
目
を
覚
ま
さ
れ
、
た
だ
た
だ
ぼ
う
っ
と
し
て
告
訴
を
聴
い
た
。
警プ

ロ
フ
ォ
ー
ス

衛
下
士
も（

（13
（

既
に
索な

わ

を
持
っ
て
歩
み
寄
っ
た
。

僅
か
な
猶
予
の
後
、
隊
長
は
警
衛
下
士
に
、
泥
棒
を
絞
首
す
る
よ
う
命
じ
た
。
漸よ

う
や

く
事
の
し
だ
い
に
合が

て
ん点

が
行
っ
た
男
は
大
声
で
無

実
を
誓
っ
た
が
、
何
も
か
も
無
駄
で
、
柏

ア
イ
ヒ
ェの

木
へ
と
押
し
こ
く
ら
れ
た
の
で
、
絶
望
の
ど
ん
底
で
叫
ん
だ
。「
お
れ
が
正
真
正
銘
無
実

の
罪
で
死
ぬ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
森
の
柏

ア
イ
ヒ
ェは

今
後
決
し
て
青
青
と
育
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」。
─
─
こ
う
し
て
彼
は
死
ん
だ
が
、
こ

れ
は
冤え

ん
ざ
い罪

だ
っ
た
。
彼
を
吊
し
た
人
間
こ
そ
当
の
泥
棒
だ
っ
た
の
だ
。
警
衛
下
士
は
隊
長
の
誓
言
を
耳
に
す
る
と
、
急
い
で
こ
っ
そ

り
、
杯
を
自
分
の
背
嚢
か
ら
取
り
出
し
、
そ
れ
を
眠
っ
て
い
る
朋ほ

う
ば
い輩

の
背
嚢
に
突
っ
込
ん
だ
わ
け
。
さ
て
戦
友
が
絞
首
さ
れ
、
村
長
が

無
事
に
見
つ
か
っ
て
手て

も
と許
に
戻
っ
た
聖
餐
杯
を
携
え
、
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
バ
ハ
へ
急
い
で
戻
っ
て
行
く
と
す
ぐ
さ
ま
、
絞
首
人
の
胸
の
中
で

良
心
の
蛇
が
目
を
覚
ま
し
、
柏

ア
イ
ヒ
ェを
見
掛
け
る
と
、
身
震
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
こ
に
も
安
息
の
場
が
無
く
な
っ
た
彼
は
、
部
隊
を

脱
走
、
あ
の
柏

ア
イ
ヒ
ェに
戻
り
、
憐
れ
な
仲
間
の
絞
首
索
を
切
り
落
と
し
、
夥

お
び
た
だし
く
苦
い
悔
恨
の
涙
を
流
し
な
が
ら
埋
葬
し
、
こ
の
首
縊
り
の

柏ア
イ
ヒ
ェの

大
枝
で
我
と
我
が
身
の
首
を
縊く

く

っ
た
。
一
説
で
は
、
彼
は
犯
行
を
隊
長
に
告
白
、
隊
長
は
す
ぐ
さ
ま
同
じ
樹
で
彼
に
同
じ
扱
い

を
し
た
、
と
な
っ
て
い
る
。

森
で
は
あ
の
首
縊
り
の
樹
を
除
き
、
全
て
の
柏

ア
イ
ヒ
ェが
死
に
絶
え
た
。
無
実
の
罪
で
殺
さ
れ
た
男
の
呪
い
の
せ
い
で
あ
る
。
そ
し
て
森
に

再
び
柏

ア
イ
ヒ
ェが
生
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
首
縊
り
の
柏

ア
イ
ヒ
ェす
ら
と
う
と
う
枯
れ
て
し
ま
っ
た
─
─
あ
る
い
は
嵐
で
倒
さ
れ
た
。
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五
二
八
　
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精

ク
ル
ム
の
峰
の
下
に
あ
る
村
下

ウ
ン
タ
ー

＝
プ
ラ
イ
リ
ッ
プ（

（13
（

─
─
下
っ
て
行
く
と
ザ
ー
レ
河
畔
に
達
す
る
─
─
に
は
貴
重
な
木
の
彫
像
と
手

回
し
風オ

ル
ガ
ン琴
の
あ
る
と
て
も
古
い
教
会
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
風オ

ル
ガ
ン琴
は
敬け

い
け
ん虔
公
エ
ル
ン
ス
ト
が
自
身
演
奏
し
た
と
か
。
こ
の
村
の
産
婆
の

家
の
扉
が
あ
る
夜
ど
ん
ど
ん
叩
か
れ
た
。
外
に
い
る
の
は
小
さ
な
男
で
、
産
婆
を
呼
ん
だ
。
そ
こ
で
産
婆
が
階
下
に
下
り
る
と
、
男
は

村
を
抜
け
、
ザ
ー
レ
川
の
方
角
へ
ど
ん
ど
ん
下
っ
て
行
き
、
河
畔
で
産
婆
に
目
隠
し
を
し
、
細
枝
を
手
に
し
て
河か

わ
も面
を
打
っ
た
。
す
る

と
水
が
左
右
に
分
か
れ
、
二
人
は
水
底
へ
と
階
段
を
降
り
た
。
行
き
着
い
て
小
部
屋
に
入
る
と
、
小
さ
な
男
は
産
婆
の
目
隠
し
を
取
っ

た
。
彼
女
が
目
に
し
た
の
は
小
さ
な
寝
台
に
横
た
わ
っ
て
い
る
小
さ
な
女
で
、
女
は
彼
女
の
助
け
を
緊
急
に
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
れ

か
ら
男
は
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
産
婆
が
や
る
べ
き
仕
事
を
首
尾
良
く
済
ま
せ
る
と
、
小
さ
な
女
は
こ
う
告
げ
た
。「
あ
た
し
は
あ
な

た
の
よ
う
に
洗
礼
を
受
け
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
。
で
も
あ
の
厭い

や

ら
し
い
水
の
精
が
あ
た
し
を
取
り
替
え
た
ん
で
す
。
あ
た
し
が
ま
だ

六
箇
月
の
時
に
ね
。
あ
れ
は
三
日
目
に
な
る
と
あ
た
し
の
赤
ち
ゃ
ん
を
い
つ
も
食
べ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
あ
れ
は
す
ぐ
戻
っ
て
来
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
あ
な
た
に
ど
っ
さ
り
お
金
を
渡
そ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
、
他
で
あ
な
た
に
払
わ
れ
る
よ
り
多
く
取
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
の
商
売
の
ひ
と
は
で
き
る
っ
た
け
た
く
さ
ん
貰も

ら

い
た
が
り
ま
す
け
ど
ね
。
出
さ
れ
て
も
、
長ヴ

ェ

ッ

ク

細
白
麵
麭
な（

（13
（

ん
か
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
し
、
葡ワ

イ

ン

萄
酒
も
飲
ま
な
い
で
。
さ
も
な
い
と
後
で
あ
れ
が
あ
な
た
の
頸く

び

を
捻ひ

ね

り
ま

す
」。
─
─
産
婆
は
き
ち
ん
と
教
え
ら
れ
た
通
り
に
し
、
無
事
に
、
か
つ
騙だ

ま

さ
れ
も
せ
ず
、
家
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
別
れ
際
、
水
の
精

は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
呟つ

ぶ
や

い
た
。「
あ
ん
た
は
利
巧
に
振
る
舞
っ
た
。
相
応
の
礼
よ
り
余
計
に
取
ら
ず
で
な
あ
」。
─
─
さ
て
そ
れ
か
ら
と
い
う

も
の
、
こ
の
産
婆
は
も
は
や
先
方
の
家
で
思
う
さ
ま
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
、
土
産
に
い
ろ
い
ろ
持
ち
帰
っ
た
り
し
な
く
な
っ
た
。
そ
し
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て
貧
し
い
人
た
ち
に
大
き
な
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
を
せ
び
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

五
二
九
　
グ
ロ
ー
ス
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子

地
方
は
同
じ
だ
が
、
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
向
こ
う
で
、
若
い
衆
や
娘
ら
が
灯
り
部
屋
〔
＝
糸
紡
ぎ
部
屋（

（13
（

〕
に
集
ま
っ
て
、
皆
わ
い
わ

い
陽
気
だ
っ
た
。
例
外
は
同
家
の
子
守
娘こ

で
、
こ
れ
は
も
う
、
い
ら
い
ら
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
た
。
理
由
は
、
奉
公
先
の
こ
こ
の
子

ど
も
が
異い

ぎ
ょ
う形

な
上
泣
き
喚わ

め

い
て
ば
か
り
で
、
苦
労
が
あ
ん
ま
り
ひ
ど
過
ぎ
た
か
ら
。
悲
し
い
か
な
、
こ
れ
は
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
だ（

（14
（

っ
た
の
だ
。

こ
の
百ホ

ー

フ

姓
屋
敷
の（

（14
（

後こ
う
お
く屋

に
は
壊
れ
か
け
た
古
い
穴
蔵
が
あ
り
、
時
時
中
に
明
か
り
が
見
え
た
。
若
い
衆
や
娘
ら
が
糸
紡
ぎ
部
屋
の
集
ま

り
を
や
っ
て
い
た（

（14
（

こ
の
宵
に
も
こ
れ
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
娘
た
ち
は
「
男
の
人
た
ち
が
穴
蔵
に
入
っ
て
、
ど
ん
な
明
か
り
な
ん
だ
か

見
て
来
た
ら
ど
う
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
若
者
連
に
は
そ
の
気
は
な
く
て
、
言
う
こ
と
に
は
「
女
の
子
た
ち
こ
そ
あ
そ
こ
に
行
っ
た
ら

ど
う
だ
い
。
や
っ
て
の
け
る
子
が
い
た
ら
、
仕
立
て
下
ろ
し
の
下ス

カ
ー
ト裳
を
買
っ
て
あ
げ
よ
う
。
た
だ
し
、
何
か
証
拠
の
品
を
持
っ
て
来
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
け
ど
ね
」。
─
─
娘
た
ち
の
だ
れ
に
も
そ
の
気
は
な
か
っ
た
が
、
あ
の
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
た
子
守
は
こ
う
言
っ

た
。「
あ
ん
た
た
ち
が
そ
の
間
ち
び
の
ぎ
ゃ
あ
つ
く
ぼバ

ル

ク

う
ず
の
お
守
り
を
し
て
く
れ
る
っ
て
え
な
ら
、
あ
た
し
が
行
っ
て
み
せ
る
」。
あ

あ
、
い
い
と
も
さ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
子
守
は
出
掛
け
て
行
っ
た
。
穴
蔵
の
戸
は
開
い
て
お
り
、
階
段
の
下
で
な
に
や
ら
明

か
り
が
ぼ
ん
や
り
光
っ
て
い
た
。
子
守
娘
が
、
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
と
覗の

ぞ

き
込
ん
で
い
る
と
、
穴
蔵
の
奥
で
ぶ
つ
ぶ
つ
声
が
し

た
。「
覗
く
ん
な
ら
、
投
げ
る
ぞ
」。
娘
っ
こ
は
び
く
と
も
し
な
い
で
返
辞
し
た
。「
投
げ
る
ん
な
ら
、
受
け
止
め
る
」。
─
─
こ
れ
が
な

お
二
回
繰
り
返
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
娘
が
前
掛
け
を
拡ひ

ろ

げ
る
と
、
穴
蔵
の
奥
か
ら
何
か
黒
い
物
が
飛
ん
で
来
て
、
ど
さ
り
と
彼
女
の
前

掛
け
に
入
り
、
ば
た
ば
た
も
が
い
た
。
そ
れ
は
幼
児
だ
っ
た
。
こ
れ
は
も
う
証
拠
と
し
て
充
分
。
娘
は
そ
の
子
を
抱
い
て
屋
敷
前
面
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の
母お

も
や屋
に
急
い
だ
。
一
同
が
不
思
議
、
不
思
議
と
仰
天
し
て
子
ど
も
を
眺
め
て
い
る
と
、
屋
敷
の
主
婦
が
や
っ
て
来
て
叫
び
始
め
た
。

「
あ
あ
神
様
、
あ
あ
神
様
、
あ
た
し
の
子
だ
、
あ
た
し
の
愛い

と

し
い
子
だ
。
ど
う
し
て
ま
あ
、
元
通
り
こ
ん
な
に
可
愛
く
な
っ
て
」。
─
─

こ
れ
は
本
当
に
こ
の
女
性
の
子
ど
も
で
、
揺
り
籠か

ご

の
中
に
い
た
取ヴ

ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子
は
と
い
う
と
、
い
ず
こ
へ
と
も
な
く
消
え
て
い
た
。
─
─
か

く
な
る
し
だ
い
で
、
あ
の
辺
り
で
は
、
男
に
せ
よ
女
に
せ
よ
、
何
か
思
い
が
け
な
い
も
の
を
貰も

ら

う
と
、「
娘
が
子
ど
も
を
授
か
っ
た
み

た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た（

（14
（

」
と
い
う
慣
用
句
が
で
き
た
。

五
三
〇
　
鰊

ヘ
ー
リ
ン
グ
ス
メ
ン
ヒ
ェ
ン

小
人

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト（

（14
（

の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会
の（

（14
（

傍
に
ご
く
古
い
、
砕
け
か
け
た
石
像
が
見
ら
れ
る
。
一
匹
の
魚
を
掲
げ
た
男
の
小
人
の

姿
。
こ
れ
は
こ
の
ご
く
古
い
都
市
の
象
徴
で
あ
る
。
悲
し
い
こ
と
な
が
ら
、
八
七
五
年
こ
の
町
で
、
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー

ニ
ュ
〕
の
三
人
の
孫
─
─
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ドデ

ア
・
ド
イ
チ
ェ

イ
ツ
人
王
の（

（14
（

子
息
ら
、
カ
ー
ル
マ
ン（

（14
（

、
小
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ（

（14
（

、
カ
ー
ル
肥デ

ア
・
デ
ィ
ッ
ケ

満
王
─（

（14
（

─
が
素

晴
ら
し
い
大
ド
イ
ツ
国
を
初
め
て
お
互
い
の
間
で
分
け
合
っ
た
の
だ（

（15
（

。
こ
の
地
の
名
高
い
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
は
既
に
カ
ー
ル

大
帝
が
建
立
し
て
い
た
。
鰊

ヘ
ー
リ
ン
グ
ス
メ
ン
ヒ
ェ
ン

小
人
が
立
っ
て
い
る
場
所
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
ソ
ル
ブ
語
を
話
す
ヴ
ェ
ン
ド
人（

（15
（

の
郷
国
の
境
界

だ
っ
た
と
い
う
。
後
者
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
族
と
常
に
敵
対
状
態
に
あ
り
、
相
手
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
鰊に

し
ん
ば
な鼻
と（

（15
（

し
か
呼
ば
な
か
っ

た
。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
ご
く
古
い
ソ
ル
ベ
ン
城

ブ
ル
ク

─
─
町
の
上
手
の
端
に
あ
っ
て
川
と
森
に
面
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に
巨
大
な
廃は

い
き
ょ墟

と

し
て
讃
歎
さ
れ
て
い
る
─
─
は
ソ
ル
ブ
人
に
対
す
る
防
塞
だ
っ
た
由
。
そ
れ
が
本
当
な
ら
ば
ね
。
庶
民
は
ソ
ル
ベ
ン
ブ
ル
ク
で
は
な

く
、
高

デ
ア
・
ホ
ー
エ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム

い
群
れ
と（

（15
（

呼
ん
で
い
る
。
微び

に
入
り
細さ

い

に
穿う

が

つ
考
証
家
連
は
賢
い
こ
と
こ
の
上
な
く
こ
の
名
称
を
「
高ア

ル
ク
ス
・
ア
ル
タ
・
ソ
ラ
バ
ル
ム

キ
そ
る
ぶ
人
ノ
城
」（

（15
（

と
お
訳
し
あ
そ
ば
す
。
カカ

ッ

テ

ン

ッ
テ
ィ
族
─（

（15
（

─
ハ
ッ
テ
ン
─
─
ヘ
ッ
テ
ン
─
─
ヘ
ッ
セ
ン
と
同
様
、
ソ
ラ
バ
ル
ム
─
─
ス
バ
ル
ム
─
─
シ
ュ
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ヴ
ァ
ル
ム
。
反
論
で
き
な
い
な
あ
。
ま
、
当
た
っ
て
な
け
れ
ば
、
間
違
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
。

五
三
一
　
教
会
と
橋
が
同
価
格

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
民
衆
の
間
で
は
周
知
の
伝
承
だ
が
、
五
つ
の
高
く
幅
広
な
円ア

ー
チ弧

橋
脚
を
持
つ
大
き
く
美
し
い
ザ
ー
ル
橋

ブ
リ
ュ
ッ
ケは

聖
ザ
ン
ク
ト

ヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

と
同
時
に
建
設
さ
れ
、
橋
の
造
営
金
額
は
教
会
の
建
立
費
よ
り
三
ヘ
ラ
ー（

（15
（

高
か
っ
た
だ
け
だ
、
と
い
う
。
教
会
建
立

は
ド
イ
ツ
人
棟と

う
り
ょ
う梁

に
、
架
橋
は
南
国
人
の
親
方
に（

（15
（

任
さ
れ
た
。
両
名
は
ど
ち
ら
の
工
事
が
先
に
竣し

ゅ
ん
こ
う工

す
る
か
互
い
に
争
い
、
こ
の
競
い

合
い
は
妬ね

た

み
嫉そ

ね

み
の
醜
悪
な
闘
い
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
生
死
を
賭と

し
て
ま
で
張
り
合
お
う
と
し
、
相
手
の
工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

ぶ
り
を
修し

ゅ
ら羅

を

燃
や
し
て
監
視
す
る
に
至
っ
た
。
教
会
は
と
う
と
う
、
塔
の
尖
端
に
石
を
一
個
取
り
付
け
て
、
そ
の
上
に
十
字
架
を
置
け
ば
完
成
、
と

い
う
こ
と
に
。
し
か
し
、
夜
に
な
り
、
工
事
完
了
は
明
朝
に
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
橋
を
架
け
て
い
た
親
方
は
こ
れ
を
聞
き

知
り
、
折
し
も
荒
れ
狂
う
嵐
の
夜
を
突
き
、
松た

い
ま
つ明
を
点と

も

し
、
瀝ペ

ッ
ヒ
ク
ラ
ン
ツ

青
環
を（

（15
（

炎
炎
と
燃
や
し
て
、
工
事
遂
行
に
邁ま

い
し
ん進
さ
せ
た
。
い
や
、
そ
れ

ば
か
り
か
彼
は
、
憎
い
競
争
相
手
に
勝
利
で
き
る
よ
う
に
悪
魔
の
助
け
を
頼
み
、
自
分
の
魂
を
約
束
し
た
、
と
も
言
わ
れ
る
。
棟
梁
は

早
朝
に
仕
事
に
掛
か
り
、
塔
の
尖
端
に
攀よ

じ
登
っ
た
。
し
か
し
徒
弟
が
最
後
の
石
を
渡
し
、
彼
が
こ
れ
を
嵌は

め
込
み
、
そ
れ
か
ら
十
字

架
を
固
定
し
よ
う
と
し
た
時
、
高
ら
か
な
歓
声
が
橋
の
方
か
ら
響
い
て
来
た
。
橋
が
竣
工
し
た
、
と
の
徴し

る
し

だ
っ
た
。
棟
梁
は
死
ぬ
ほ
ど

の
驚
き
に
戦お

の
の

い
た
。
塔
の
十
字
架
は
彼
の
手
か
ら
滑
り
落
ち
た
。
聖
な
る
証あ

か
し

は
憎
悪
と
憤
怒
に
凝
り
固
ま
っ
た
男
に
掲
げ
ら
れ
た
く
な

か
っ
た
の
だ
。
落
ち
る
十
字
架
の
後
を
追
っ
て
棟
梁
も
顚て

ん
ら
く落

、
扶ふ

へ
き壁

の
鋭
い
角
で
体
を
打
ち
砕
い
た
。
そ
の
瞬
間
橋
の
上
で
甲
高
い

嘲ち
ょ
う
し
ょ
う
笑
が
聞
こ
え
た
。
嘲
笑
し
た
の
は
架
橋
工
事
の
親
方
か
、
そ
の
脇
に
立
っ
て
い
て
、
直
後
に
親
方
を
橋
か
ら
引
っ
攫さ

ら

っ
て
行
っ
た

見
知
ら
ぬ
男
だ
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
と
も
。
親
方
の
姿
は
二
度
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
─
─
こ
れ
と
大
層
よ
く
似
た
伝
説
が
レ
ー
ゲ
ン
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ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
と
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
橋
に
も
あ
る
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
五
四
）。

五
三
二
　
髭ひ

げ

の
生
え
た
乙
女

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
橋
に
は
あ
る
救

ザ
ン
ク
ト
・
ゲ
ヒ
ュ
ル
フ
ェ

難
聖
女
の
像
を
祀ま

つ

っ
た
礼
拝
堂
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
つ
な
ら
ぬ
伝
説
が
纏ま

つ

わ
っ
て
い
る
。
こ

の
礼
拝
堂
を
建
立
し
た
の
は
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
二
人
の
伯
爵
だ
と
か
。
か
つ
て
は
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
（
三
年
毎
）
と
万

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
タ
ー
ク

聖
節
に
は

贖し
ょ
く
ゆ
う宥
を
求
め
て
夥

お
び
た
だし
い
群
衆
が
詣も

う

で
た
。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
伝
説
に
い
わ
く
。
ソ
ル
ブ
語
を
話
す
ヴ
ェ
ン
ド
人
の
あ
る
君
侯
の
息
女

が
こ
っ
そ
り
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
改
宗
、
異
教
徒
の
求
愛
者
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
結
婚
を
申
し
込
む
の
を
撥は

ね
つ
け
、
ど
こ
か
修
道
院

に
入
り
た
い
、
と
望
ん
だ
。
こ
う
し
た
信
仰
と
意
図
、
と
り
わ
け
ス
ラ
ヴ
人
の
神
神
か
ら
の
離
反
が
分
か
る
と
、
彼
女
の
父
は
激
怒

し
、
自
分
の
命
令
に
従
わ
な
い
な
ら
、
彼
女
が
信
仰
を
捧
げ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
同
じ
死
に
方
を
さ
せ
て
や
る
、
と
誓
っ
た
。

し
か
し
高
貴
な
乙
女
は
毅き

ぜ
ん然

と
し
て
態
度
を
変
え
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
異
常
な
父
親
は
残
忍
な
約
束
を
守
り
、
彼
女
の
両
腕
を
十
字

架
に
釘
付
け
に
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
非
道
に
も
磔

は
り
つ
けの
身
を
大
衆
の
目
に
曝さ

ら

さ
れ
た
彼
女
は
苛
烈
な
苦
し
み
の
中
で
救
世
主
に
、
恩
寵
を

お
示
し
に
な
っ
て
、
体
を
そ
れ
と
分
か
ら
ぬ
よ
う
に
変
え
て
く
だ
さ
い
、
と
懇
願
し
た
。
願
い
は
聴
き
届
け
ら
れ
、
濃
い
髭
が
生
え
、

容
姿
が
男
に
変
容
す
る
と
い
う
奇き

せ
き蹟
が
起
こ
っ
た
。
秘
か
に
姫
を
愛
し
て
い
た
あ
る
貴
族
の
若
者
が
傍
ら
に
寄
っ
て
、
携
え
た
弦
楽
器

を
奏
で
、
彼
女
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
と
、
彼
女
は
お
礼
の
徴し

る
し

と
し
て
黄こ

が
ね金

の
靴
を
片
方
、
足
か
ら
落
と
し
た
。
こ
の
物
語
は
後
に
美
し

い
石
の
彫
刻
と
な
っ
て
橋
の
礼
拝
堂
で
示
さ
れ
た
。
こ
の
石
像
は
今
日
な
お
ち
ゃ
ん
と
保
存
さ
れ
て
い
る
。

別
の
説
で
は
こ
う
で
あ
る
。
そ
の
石
の
彫
刻
は
聖
な
る
苦
難
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
、
と
。
姫
の
実
父
が
道
な
ら
ぬ
愛
を
迫
り
、
遂

に
姫
は
神
に
体
が
醜
く
な
る
よ
う
懇
願
、
そ
の
た
め
に
父
親
は
娘
を
磔た

く
け
い刑

に
処
し
た
の
だ
。
彼
女
が
信
心
し
た
救
い
主
と
同
じ
死
を
遂
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げ
る
よ
う
に
、
と
。
か
く
し
て
姫
は
聖
な
る
殉
教
者
と
な
っ
た
。
父
親
の
欲
情
と
冷
酷
さ
が
こ
の
上
な
く
苛
烈
な
苦
し
み
を
齎も

た
ら

し
た
の

で
、
後
に
彼
女
は
苦

ハ
イ
リ
ゲ
・
キ
ュ
ン
メ
ル
ニ
ス

難
聖
女
─
─
も
っ
と
も
ロ
ー
マ
の
聖
徒
祭
暦
に
は
載
っ
て
い
な
い
─
─
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
聖
像
や
礼
拝
堂
が
彼
女
を
顕
彰
し
て
作
ら
れ
た
。
か
つ
て
貧
し
い
楽
士
が
餓
死
し
そ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
苦
し
い
最
中
で
も
苦
難
聖

女
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
で
、
そ
の
聖
像
の
前
に
跪

ひ
ざ
ま
ずき

、
お
助
け
く
だ
さ
い
ま
し
、
と
懇
願
し
た
。
聖
像
は
豪
華
絢け

ん
ら
ん爛

た
る

も
の
で
、
黄
金
の
靴
を
履
い
て
い
た
。
さ
て
、
楽
士
が
祈
り
を
捧
げ
、
そ
れ
か
ら
聖
像
の
前
で
敬け

い
け
ん虔

な
曲
を
奏
で
る
と
、
御お

像
は
黄
金

の
靴
を
片
方
、
楽
士
の
丁
度
真
ん
前
に
足
か
ら
落
と
し
た
。
楽
士
は
あ
り
が
た
が
っ
て
こ
の
貴
重
な
贈
り
物
を
貰も

ら

い
、
そ
れ
を
売
り
に

出
掛
け
た
。
と
こ
ろ
が
金
細
工
師
は
、
像
ば
か
り
で
な
く
そ
の
靴
も
拵こ

し
ら

え
た
当
の
人
間
で
、
よ
く
よ
く
見
覚
え
が
あ
っ
た
か
ら
、
楽

士
を
法
廷
へ
引
き
出
し
、
窃
盗
の
廉か

ど

で
告
訴
し
た
。
そ
こ
で
楽
士
は
裁
か
れ
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
刑
場
へ
引
か
れ
る
途
中
、
楽
士

は
ま
た
聖
像
の
傍
を
通
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
も
う
一
度
跪
き
、
苦

ハ
イ
リ
ゲ
・
キ
ュ
ン
メ
ル
ニ
ス

難
聖
女
に
、
わ
た
く
し
の
無
実
を
証あ

か

し
て
く
だ
さ
い
、

と
懇
願
し
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
聖
女
は
履
い
て
い
た
も
う
一
方
の
靴
も
あ
か
ら
さ
ま
に
投
げ
て
よ
こ
し
た
の
で
あ
る
。
─
─
こ
う
し

て
楽
士
の
無
実
は
明
ら
か
に
な
り
、
民
衆
は
皆
、
神
の
お
助
け
を
、
救
い
主
を
、
聖
女
を
誉
め
讃た

た

え
た
。
そ
の
た
め
聖
女
の
像
は
更
に

増
え
、
そ
れ
も
、
楽
士
と
脱
が
れ
た
靴
が
一
緒
の
像
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
に
一
つ
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
エ
ッ
タ
ー
ス
ド
ル
フ
に

一
つ
、
等
等
。

五
三
三
　
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
女
子
修
道
院

い
つ
と
は
知
れ
ぬ
大
昔
、
現
在
の
宮ホ

ー
フ
ア
ポ
テ
ー
ケ

中
調
剤
所
の（

（15
（

家
屋
は
女
子
修
道
院
だ
っ
た（

（16
（

。
こ
れ
は
か
の
高

デ
ア
・
ホ
ー
エ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム

い
群
れ
に
次
い
で
ご
く
古

い
、
全
く
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
風
建
築
様
式
で
、
い
ま
だ
に
謎
め
い
た
石
の
彫
刻
が
少
な
か
ら
ず
附
属
し
て
い
る
。
こ
の
家
屋
に
は
以
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前
不
気
味
な
代
物
が
出
没
し
た
、
と
い
う
。
か
な
り
狭
い
内
部
の
許
す
限
り
多
く
の
修
道
女
、
女
子
修
道
院
長
、
男
子
修
道
院
長
ら

が
歩
き
回
り
、
地
下
の
通
路
を
う
ろ
つ
く
の
だ
っ
た
。
通
路
の
一
本
目
は
聖ペ

ー

タ

ー

ス

ク

ロ

ス

タ

ー

ペ
ト
ル
ス
修
道
院
─
─
そ
こ
に
は
現
在
城
館
が
建
っ
て

い
る
─
─
に
、
二
本
目
は
跣バ

ー
ル
フ
ュ
ー
サ
ー
ク
ロ
ス
タ
ー

足
修
道
士
修
道
院
に（

（16
（

、
三
本
目
は
ザ
ー
レ
川
の
下
を
抜
け
て
彼か

な
た方

の
─
─
橋
の
円ア

ー
チ弧

の
一
つ
に
あ
る

救ゲ
フ
ュ
ル
フ
テ
ン
カ
ペ
レ

難
聖
女
礼
拝
堂
の
地
下
に
休
憩
地
点
が
あ
る
─
─
ア
ル
テ
ン
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト（

（16
（

へ
、
四
本
目
は
ソ
ル
ベ
ン
ブ
ル
ク
の
地
下
へ
、
五
本

目
は
小シ

ュ
レ
ス
ヒ
ェ
ン

さ
い
館
キ
ッ
ツ
ァ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン（

（16
（

の
地
下
お
よ
び
そ
の
他
修
道
女
た
ち
が
赴
き
、
ま
た
そ
の
訪
問
が
待
た
れ
て
い
た
所
へ
通
じ

て
い
た
。
現
在
宮ホ

ー
フ
ア
ポ
テ
ー
ケ

中
調
剤
所
の
調
剤
室
と
な
っ
て
い
る
所
は
以
前
修
道
院
の
食
堂
で
、
待
合
室
は
修
道
女
た
ち
の
寝
室
だ
っ
た
。
穴
蔵

の
石
炭
庫
の
床
に
は
落
と
し
戸
─
─
後
に
塞ふ

さ

が
れ
た
─
─
が
開
い
て
い
た
が
、
修
道
女
た
ち
は
世
間
の
目
に
触
れ
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
も

の
を
こ
の
中
に
秘
か
に
葬
っ
た
。
し
か
し
時
折
、
主
と
し
て
幼
児
殉
教
者
の
日
に（

（16
（

、
そ
れ
は
血
み
ど
ろ
の
恐
ろ
し
い
姿
で
出
現
、
石
灰

を
振
り
掛
け
て
も（

（16
（

、
落
と
し
戸
で
も
、
地
下
室
の
扉
で
も
封
じ
込
め
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
修
道
院
内
に
は
─
─
嫉
妬
が
原
因
で

─
─
争
い
・
不
和
が
絶
え
ず
、
こ
の
た
め
建
物
の
外
に
犬
と
猫
が
象
徴
と
し
て
描
か
れ
た
の
だ
、
と
言
う
者
も
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
は
獅ラ

イ
オ
ン子

と
熊
の
姿
な
の
だ
が
…
…
。
と
う
と
う
あ
る
朝
、
修
道
院
は
閉
め
切
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
に
な
り
、
中
か
ら
も
は
や
顔
一
つ
覗の

ぞ

か
な
く
な
っ
た
。
よ
う
よ
う
再
び
開
か
れ
た
時
、
内
部
は
数
年
来
無
人
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
生
気
無
く
荒
れ
果
て
て
い
た
。
修
道
女

た
ち
が
い
ず
こ
に
去
っ
た
の
か
、
と
ん
と
分
か
ら
な
い
。
彼
女
た
ち
は
お
馴な

じ染
み
の
通
路
を
使
用
、
二
度
と
帰
ら
な
か
っ
た
の
だ
、
と

の
説
も
あ
れ
ば
、
呪
わ
れ
て
、
永と

こ
し
え久
に
院
内
の
部
屋
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
極
め
て
古
い
建
物
の
石
が
積
ま
れ
て
い
る

限
り
、
亡
霊
と
な
っ
て
出
没
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
、
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
期
限
は
も
っ
と
短
い
、
と
も
、
修
道
女
ら
が
出
た

の
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
に
修
道
士
が
存
在
し
た
間
だ
け
で
、
こ
う
し
た
時
期
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
た
か
ら
、
お
化
け
修
道
女
ら
は
今
は

も
う
皆
救
わ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
も
。
─
─
建
物
の
前
に
は
大
き
な
石
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
い
ま
だ
に
あ
る
。
晦み

そ
か日
の
夜
に
は
必
ず

こ
の
石
の
上
に
面

め
ん
ふ
く
ろ
う

梟
が
止
ま
り
、
羽
ば
た
き
を
し
て
、
か
の
ト
ゥ
ー
ト
＝
オ
ー
ゼ
ル（

（16
（

さ
な
が
ら
、
骨
髄
に
徹
す
る
よ
う
な
鋭
い
啼な

き
声
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を
挙
げ
る
。

五
三
四
　
銀
の
風オ

ル
ガ
ン琴

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
跣バ

ー
ル
フ
ュ
ー
サ
ー
ク
ロ
ス
タ
ー

足
修
道
士
修
道
院
に
は
大
き
く
美
し
い
附
属
教
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
聖
者
に
奉
献
さ
れ

た
も
の
だ
が
、
後
に
貨
幣
鋳
造
所
が
教
会
内
に
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
後
鋳
造
所
が
と
っ
く
に
自
前
の
建
物
に
移
っ
て

か
ら
も
、
相
変
わ
ら
ず
貨ミ

ュ
ン
ツ
キ
ル
ヒ
ェ

幣
教
会
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
教
会
お
よ
び
か
つ
て
は
修
道
院
だ
っ
た
建
物
全
体
は
な
ん
と
も
不
気
味

で
、
修
道
士
ら
の
亡
霊
が
徘は

い
か
い徊

、
炭
火
が
ち
ら
ち
ら
燃
え
、
地
下
の
財
宝
が
か
っ
と
輝
く
。
修
道
院
だ
っ
た
建
物
の
中
に
は
、
以
前
の

ラリ

ュ

ツ

ェ

ウ

ム

テ
ン
語
学
校
、
現
在
の
古ギ

ュ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

典
語
中
高
等
学
校
が
あ
る
。〔
ラリ

ュ

ツ

ェ

ウ

ム

テ
ン
語
学
校
時
代
〕
あ
る
教
師
が
通
り
を
帰
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
教
会

が
明
明
と
照
明
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
中
へ
入
る
と
目
に
し
た
の
は
食
卓
一
杯
の
燃
え
る
蠟ろ

う
そ
く燭
と
燦き

ら

め
く
食
器
の
数
数
で
、

食
卓
に
着
い
て
い
る
の
は
絢け

ん
ら
ん爛
豪
華
な
装
い
の
殿
様
お
よ
び
そ
の
宮
廷
人
一
同
。
鉱
夫
ら
が
床
を
掘
っ
て
い
て
、
激
し
く
瓦が

れ
き礫
を
投
げ

出
す
。
そ
れ
が
教
師
の
す
ぐ
足あ

し
も
と許

ま
で
飛
ん
で
来
て
、
い
く
ら
か
は
足
に
落
ち
、
靴
の
中
に
ま
で
入
っ
た
。「
ほ
う
ほ
う
、
ま
あ
あ
ん

ま
り
急
ぎ
な
さ
ん
な
っ
て
」
と
教
師
は
低こ

ご
え声
で
鉱
夫
の
一
人
に
呼
び
掛
け
た
。
す
る
と
雷
鳴
の
よ
う
な
轟と

ど
ろ

き
で
巨
大
な
扉
が
幾
つ
も
閉

ま
り
、
蠟
燭
は
ぱ
っ
と
消
え
、
教
師
は
恐
ろ
し
い
深
い
闇
の
中
に
独
り
残
さ
れ
た
。
怖
さ
に
震
え
な
が
ら
跪

ひ
ざ
ま
ずき
、
一
く
さ
り
お
祈
り
を

唱
え
て
立
ち
上
が
り
、
出
口
を
捜さ

が

す
と
、
聖
具
室
の
潜く

ぐ

り
戸
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
は
学
校
の
広ホ

ー
ル間
に
通
じ
て
い
た
。
翌
朝
〔
自
室
の
〕

床
を
見
る
と
な
に
や
ら
光
る
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
履
い
て
い
た
靴
の
中
で
、
前
の
夜
飛
ん
で
来
て
靴
の
中
に
ま
で
入
っ
た
塵ち

り
あ
く
た芥

が
悉

こ
と
ご
とく

燦さ
ん
ぜ
ん然
と
輝
く
黄
金
に
変
わ
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

昔
か
ら
の
、
そ
し
て
い
ま
だ
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
説
に
、
古
い
貨ミ

ュ
ン
ツ
キ
ル
ヒ
ェ

幣
教
会
に
は
銀
の
風オ

ル
ガ
ン琴
が
埋
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
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あ
る
。
埋
め
た
の
は
跣バ

ー
ル
フ
ュ
ー
サ
ー
ク
ロ
ス
タ
ー

足
修
道
士
修
道
院
の
修
道
士
た
ち
で
、
宗
教
改
革
が
彼
ら
を
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
か
ら
追
っ
た
時
の
こ
と
。
彼
ら

は
修
道
院
の
財
宝
を
携
え
て
エ
ア
フ
ル
ト
へ
逃
亡
し
た
の
だ
っ
た
が
、
風オ

ル
ガ
ン琴
は
持
っ
て
行
け
な
か
っ
た
。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
公
ク
リ
ス

テ
ィ
ア
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト（

（16
（

は
こ
の
宝
を
掘
り
出
し
た
い
と
思
い
、
鉱
夫
や
財
宝
巫ふ

じ
ゅ
つ術

師
を
何
人
か
招
き
、
森
閑
と
し
た
真
夜
中
、
掘
削

を
開
始
さ
せ
た
。
間
も
な
く
、
も
う
櫃ひ

つ

に
行
き
当
た
っ
た
と
覚
し
く
、
金
属
的
な
空
ろ
な
音
が
し
た
。
し
ん
と
静
ま
り
か
え
り
、
全
員

固か
た
ず唾
を
呑
ん
で
耳
を
欹そ

ば
だ

て
た
。
さ
て
鉱
夫
た
ち
が
黙
黙
と
仕
事
を
続
け
て
い
る
と
、
突
然
「
燃
え
て
る
う
」
と
い
う
叫
び
。
同
時
に

ぱ
っ
と
焰ほ

の
お

が
燃
え
上
が
る
の
が
見
え
、
鈍
い
響
き
と
共
に
宝
は
地
底
へ
沈
ん
だ（

（16
（

。
も
っ
と
も
焰
は
妖あ

や

か
し
の
作
り
出
し
た
幻
影
で
は
な

く
、
実
際
に
教
会
の
屋
根
の
棰た

る
き

が
燃
え
た
の
で
、
そ
の
痕あ

と

は
梁は

り

に
い
ま
だ
に
見
ら
れ
る
。
ど
う
し
て
火
が
出
た
の
か
だ
れ
に
も
分
か
ら

ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
財
宝
と
銀
の
風オ

ル
ガ
ン琴

は
掘
り
出
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

五
三
五
　
神
の
御み

て手

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容
公
に（

（16
（

と
っ
て
ま
こ
と
に
不
運
だ
っ
た
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
戦
い（

（17
（

後
、
選

帝
侯
は
捕
虜
と
な
り
、
彼
を
打
ち
破
っ
た
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
に
随つ

き
従
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
行
軍
の
途
中
両
者
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル

ト
へ
や
っ
て
来
た
。
皇
帝
は
落
成
し
た
ば
か
り
の
旅
館
黄ツ

ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
ン
・
ガ
ン
ス

金
鵞
鳥
屋
─
─
市
庁
舎
の
近
く
に
あ
り
、
現
在
黄ツ

ム
・
ゴ
ル
デ
ネ
ン
・
ア
ン
カ
ー

金
錨
屋
と
い
う
─
─

に
宿
泊
、
選
帝
侯
は
中
庭
近
く
の
穴
蔵
部
屋
に
仮か

ぐ
う寓

を
あ
て
が
わ
れ
た
。
部
屋
の
前
に
は
警
護
の
イ
ス
パ
ニ
ア
兵
ら
が
立り

っ
し
ょ
う哨

し
た
。
皇

帝
と
選
帝
侯
は
こ
の
新
築
旅
館
の
最
初
の
客
だ
っ
た
。
こ
の
邦く

に

の
主あ

る
じ

で
は
あ
る
が
、
今
は
敵
の
思
う
が
ま
ま
の
高
貴
な
囚
人
は
、
そ
の

性
格
の
特
徴
で
あ
る
威
厳
を
も
っ
て
運
命
に
耐
え
て
い
た
が
、
こ
の
穴
蔵
の
獄
舎
に
入
れ
ら
れ
て
か
ら
、
何
か
山
の
よ
う
な
重
み
が
心

に
の
し
掛
か
る
よ
う
で
、
不
安
で
な
ら
な
く
な
っ
た
。
押
し
潰
さ
れ
る
よ
う
な
心
配
が
我
慢
で
き
ず
、
見
張
り
の
兵
士
ら
に
、
中
庭
で
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ち
ょ
っ
と
新
鮮
な
空
気
を
吸
う
の
を
許
可
し
て
欲
し
い
、
と
頼
ん
だ
。
皇
帝
は
、
認
め
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
、
と
訊た

ず

ね
ら
れ
て
、
承

諾
し
た
。
そ
こ
で
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
牢
獄
か
ら
外
へ
出
た
途
端
、
轟ご

う
お
ん音

と
共
に
穴
蔵
の
天
井
が
崩
壊
、
も
し
ま
だ
下
に
い

た
ら
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
選
帝
侯
を
圧
死
さ
せ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
全
て
を
見
そ
な
わ
す
神
の
摂
理
が
こ
う
し
て
あ
り
あ
り
と
示
さ
れ

た
の
で
、
カ
ー
ル
五
世
は
心
動
か
さ
れ
て
高
位
の
囚
人
を
も
っ
と
良
い
部
屋
へ
移
す
よ
う
指
示
し
た
。

五
年
の
間
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
虜
囚
の
憂
き
目
を
堪
え
忍
ん
だ
が
、
遂
に
自
由
の
身
と
な
る
と
、
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
を
再

訪
、
忠
良
な
臣
民
の
歓
呼
に
囲
ま
れ
て
黄ツ

ア
・
ゴ
ル
ド
ネ
ン
・
ガ
ン
ス

金
鵞
鳥
屋
に
も
う
一
度
泊
ま
っ
た
。
そ
し
て
市
庁
舎
で
の
厳
か
な
集
ま
り
で
忠
誠
な
諸
等
族

に
対
し
、
皇
帝
か
ら
与
え
ら
れ
た
領
土
返
還
状
を
公
に
し
た
の
で
あ
る
。

五
三
六
　
授
か
っ
た
幸
運

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
す
ぐ
近
く
に
グ
ラ
ー
バ
修
道
院
の
故
地（

（17
（

が
あ
る
。
こ
こ
の
青
年
が
こ
ん
な
夢
を
み
た
。
自
分
に
は
あ
る
莫
大
な

財
宝
が
与
え
ら
れ
る
と
決
ま
っ
て
い
て
、
し
か
る
べ
き
時
に
、
夢
で
極
め
て
詳
細
に
示
さ
れ
た
場
所
で
掘
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
。
そ

こ
に
は
金
貨
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
壺つ

ぼ

が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
。
翌
日
知
人
の
一
人
に
逢
っ
た
青
年
は
、
こ
の
不
思
議
な
夢
を
相
手
に
物

語
っ
た
。
相
手
は
そ
れ
を
聞
い
て
げ
ら
げ
ら
笑
い
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
っ
こ
な
い
か
ら
止
し
な
、
と
言
っ
た
。
し
か
し
知
人
は
そ
の

日
の
夜
に
な
る
と
こ
っ
そ
り
そ
の
場
所
へ
出
掛
け
、
穴
を
掘
っ
た
。
す
る
と
本
当
に
話
の
通
り
の
壺
が
出
て
来
た
。
も
っ
と
も
壺
の
縁

ま
で
一
杯
に
な
っ
て
い
た
の
は
待
望
の
金
貨
で
は
な
く
黄
色
い
蟻あ

り

だ
っ
た
。
瞞だ

ま

さ
れ
た
の
に
か
ん
か
ん
に
な
っ
た
こ
の
ご
立
派
な
ご
友

人
は
、
く
た
び
れ
儲も

う

け
と
飛
ん
だ
夜
な
べ
仕
事
の
仕
返
し
を
し
よ
う
と
、
夢
物
語
を
聞
か
せ
て
こ
う
し
た
不
愉
快
千
万
な
幻
滅
を
味
わ

わ
せ
て
く
れ
た
仲
間
の
寝
床
の
中
へ
、
小
さ
な
黄
色
い
蟻
を
撒ま

き
散
ら
し
た
。
蟻
に
咬か

ま
れ
て
目
を
覚
ま
し
た
ら
、
さ
ぞ
か
し
悲
鳴
を
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挙
げ
る
だ
ろ
う
、
と
聴
き
耳
を
立
て
て
い
た
が
、
一
向
気
配
も
な
く
、
あ
ち
ら
は
死
ん
だ
よ
う
に
ぐ
っ
す
り
。
青
年
が
朝
に
な
っ
て
目

を
開
け
る
と
、
寝
床
の
中
は
金
貨
だ
ら
け
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
幸
運
は
他
な
ら
ぬ
彼
に
授
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。

五
三
七
　
小こ

ね
ず
み鼠

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
下

ウ
ン
タ
ーヴ
ィ
ル
バ
ハ
村
に
は
騎リ

ッ
タ
ー
ジ
ッ
ツ

士
の
荘
園
が（

（17
（

あ
る
が
、
昔
こ
こ
の
下
僕
が
し
げ
し
げ
、
そ
れ
も
ひ
ど

く
夢

ア
ル
プ
ト
ル
ー
デ魔
に（

（17
（

悩
ま
さ
れ
、
全
然
安
眠
で
き
ず
、
打
つ
手
も
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
あ
の
ル
ー
ル
〔
＝
ル
ー
ラ
〕
の
御
仁
が
使
っ
た
、
鍵

穴
を
塞ふ

さ

ぐ
と
い
う
間
違
い
の
な
い
方
法
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
八
）
を
彼
は
知
ら
ず
、
聞
か
さ
れ
も
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
い
つ
か

あ
る
時
、
宵
も
更
け
た
頃
、
奉
公
人
た
ち
が
部
屋
に
集
ま
り
、
果
物
の
皮
を
剝む

い
て
い
る
と
、
睡ね

む
け気
の
差
し
た
女
中
が
一
人
、
少
し
休

も
う
と
、
長ベ

ン

チ

腰
掛
け
に
寝
そ
べ
っ
た
。
そ
う
し
て
し
ば
ら
く
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、
幾
人
か
が
、
彼
女
は
眠
っ
て
い
る
の
か
、
す
ぐ
に

は
ま
た
起
き
な
い
の
か
、
と
見
遣や

る
と
、
な
ん
と
ま
あ
、
眠
っ
て
い
る
者
の
口
か
ら
赤
い
小
鼠
が
一
匹
這は

い
出
し
て
来
た
の
で
、
だ
れ

も
が
び
っ
く
り
仰
天
、
お
互
い
肘ひ

じ

突
き
合
っ
て
教
え
た
も
の
。
鼠
は
羽
目
板
を
窓
の
縁
ま
で
駈か

け
上
が
る
と
、
窓
が
開
い
て
い
た
の

で
、
そ
こ
か
ら
ぱ
っ
と
い
な
く
な
っ
た
。
下
男
下
女
た
ち
と
一
緒
に
い
て
、
林り

ん
ご檎
を
剝
く
の
を
、
そ
れ
か
ら
食
べ
る
の
も
手
伝
っ
て
い

た
侍
女
が
好
奇
心
を
起
こ
し
、
眠
っ
て
い
る
女
中
を
起
こ
そ
う
と
し
た
。
他
の
者
た
ち
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、
ど
う

や
ら
良
い
こ
っ
ち
ゃ
な
い
よ
、
と
注
意
し
た
の
だ
が
、
侍
女
は
止
め
よ
う
と
せ
ず
、
近
寄
っ
て
女
中
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

体
は
硬
く
強こ

わ
ば張

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
別
の
場
所
に
移
し
て
み
た
が
、
前
か
ら
死
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
例
の
赤
い

鼠
が
ま
た
窓
か
ら
ピ
ョ
ン
と
跳
び
込
ん
で
来
て
、
元
の
体
に
這
い
入
ろ
う
と
し
た
。
あ
の
ち
っ
ぽ
け
な
指
く
ら
い
の
長
さ
の
小
動
物
が

女
─
─
低
地
地
方
の
フ
ィ
リ
フ
ォ
ル
デ
附
近
で
牧
草
を
刈
る
者
た
ち
が
見
た
女
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
〇
）
で
、
実
は
夢マ

ー
ル魔

だ
っ
た
わ
け
だ
が
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─
─
の
体
に
戻
ろ
う
と
し
た
よ
う
に
。
し
か
し
、
さ
っ
き
這
い
出
し
た
場
所
に
女
中
の
口
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
お
ど
お
ど
あ

ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
消
え
失
せ
た
。
さ
て
、
こ
の
女
中
は
二
度
と
息
を
吹
き
返
さ
ず
、
死
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
。
侍

女
は
自
分
の
考
え
無
し
を
悔
や
ん
だ
が
、
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
あ
の
下
僕
の
睡
眠
中
、
彼
に
お
っ
か
ぶ
さ
っ

て
苦
し
め
た
夢ト

ル
ー
デ魔

は
同
じ
こ
の
女
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
女
中
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
下
男
は
ア
ル

プ
や
ら
ト
ル
ー
デ
や
ら
に
胸
を
押
さ
れ
て
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
と
ん
と
な
く
な
っ
た
か
ら
。

五
三
八
　
寡か

ふ婦
の
呪
い

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
と
グ
レ
ー
フ
ェ
ン
タ
ー
ル
の
間
に
金ラ

イ
ヒ
マ
ン
ス
ド
ル
フ

持
ち
村
が（

（17
（

あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
昔
鉱
産
物
が
無
尽
蔵
、
鉱
山
業
は
無
窮

だ
っ
た
。
だ
か
ら
い
ま
だ
に
近
く
の
山
は
黄ゴ

ル
ト
ベ
ル
ク

金
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
ヴヴ

ェ

ー

ヌ

ス

ベ

ル

ク

ェ
ー
ヌ
ス
の
山
と
い
う
。
山
内
に
僥

ツ
ー
フ
ェ
リ
ヒ
・
グ
リ
ュ
ッ
ク

倖
な

る
名
を
持
つ
鉱
坑
が
あ
る
。
多
分
ヴ
ェ
ー
ヌ
ス
ベ
ル
ク
を
掘
り
進
ん
だ
者
が
たツ

ー
フ
ェ
リ
ヒ

ま
た
ま
幸グ

リ
ュ
ッ
ク運
に
恵
ま
れ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
村
は
以

前
別
の
名
だ
っ
た
が
、
豊
か
な
鉱
業
生
産
が
全
住
民
を
金
持
ち
に
し
た
の
で
、
金ラ

イ
ヒ
マ
ン
ス
ド
ル
フ

持
ち
村
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
三
三
五
年
の

こ
と
に
な
る
が
、
オ
ル
ラ
ミ
ュ
ン
デ
伯
爵
家
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
一
門
は
金
銀
鉱
山
の
産
出
額
を
競
い
合
い
、
比
較
し
合
っ
た
。

こ
の
村
の
周
囲
ほ
ぼ
二
哩マ

イ
ルの
範
囲
内
に
お
け
る
縦た

て
あ
な坑
か
ら
の
産
額
で
、
こ
の
縦
坑
の
数
は
二
百
二
十
に
も
上の

ぼ

っ
た
。
住
民
は
─
─
伝
説

の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
─
─
莫
大
な
地
場
産
の
金
銀
を
採
掘
し
得
た
の
で
、
九
柱
戯
の
柱ピ

ン

を
黄
金
で
作
り
、
黄
金
の
球
を
こ
れ
へ
転

が
す
ほ
ど
だ
っ
た
。
村
は
鉱
山
都
市
の
特
権
を
享
受
し
、
冗
談
で
は
あ
る
が
、
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
郭か

く
が
い
し

外
市
と（

（17
（

呼
ば
れ
た
く
ら
い
。

あ
る
時
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
ラ
イ
ヒ
マ
ン
ス
ド
ル
フ
の
縦
坑
の
一
つ
で
グ
ル
デ
ン
金
貨
四
千
枚
と
評
価
さ
れ
る
大
き
く
純
良

な
金
鉱
石
が
見
つ
か
っ
た
。
鉱
塊
は
採
掘
場
で
安
楽
椅い

す子
の
形
に
さ
れ
た
。
折
し
も
あ
る
ザ
ク
セ
ン
公
が
豊
か
な
鉱
山
を
視
察
し
よ
う
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と
や
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
鉱
塊
を
板
の
上
に
綱
で
し
っ
か
り
と
固
定
し
、
公
爵
は
一
人
の
鉱
夫
に
付
き
添
わ
れ
て
こ
れ
に
坐
り
、
縦

坑
へ
吊
り
下
ろ
さ
れ
た
。
ご
満
悦
で
地
上
に
戻
っ
た
公
爵
は
一
握
り
の
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
を
与
え
て
若
い
お
伴
へ
の
褒
美
と
し
た
。

若
者
は
そ
の
後
間
も
な
く
そ
の
金
を
見
せ
び
ら
か
し
、
教キ

ル

メ

ス

会
堂
開
基
祭
の
踊ダ

ン
スり

で
楽
し
く
や
っ
た
。
そ
し
て
、
鉱
石
を
盗
ん
だ
、
と
の

嫌
疑
を
蒙こ

う
む

り
、
即
刻
秘
密
裁
判
に
掛
け
ら
れ
、
拷
問
さ
れ
た
あ
げ
く
、
犯
し
て
も
い
な
い
窃
盗
を
自
白
す
る
羽
目
に
陥
っ
た
。
当
時
の

流
儀
で
は
、
泥
棒
を
何
年
も
拘
置
し
て
大
事
に
面
倒
を
見
て
や
っ
た
り
は
せ
ず
、
あ
っ
さ
り
片
づ
け
て
し
ま
う
の
が
常
だ
っ
た
の
で
、

無
実
の
鉱
夫
は
刑
場
に
引
か
れ
て
絞
首
架
で
吊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
哀
れ
な
母
親
は
息
子
の
助
命
を
懇
願
し
た
が
、
甲
斐
は

な
か
っ
た
。
彼
女
も
息
子
自
身
も
潔
白
を
誓
い
、
あ
の
金
貨
は
気
前
の
良
い
公
爵
様
の
贈
り
物
だ
、
と
言
っ
た
が
、
甲
斐
は
な
か
っ

た
。
若
者
は
哀
れ
に
も
絞
首
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
絶
望
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
老
母
は
ふ
ら
ふ
ら
と
刑
場
を
出
る
と
、

息
子
が
公
爵
と
と
も
に
降
り
て
行
っ
た
あ
の
極
め
て
豊
か
な
坑
道
へ
向
か
い
、
坑
口
を
三
度
よ
ろ
め
き
廻
り
、
地
獄
の
名
に
お
い
て
恐

ろ
し
い
魔
法
の
呪じ

ゅ
そ詛
を
唱
え
た
。
そ
れ
か
ら
携
え
て
来
た
罌け

し粟
種
の
詰
ま
っ
た
壺つ

ぼ

を
摑つ

か

ん
で
叫
ん
だ
。「
あ
た
し
の
罪
の
な
い
倅せ

が
れ

を
死

な
せ
た
報
い
に
こ
の
鉱
山
が
呪
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。
深
み
に
落
ち
て
行
く
こ
の
罌
粟
種
の
数
ほ
ど
の
年
の
間
、
一
粒
の
黄き

ん金
も
見
つ
か

り
ま
せ
ん
よ
う
に
」。
こ
う
叫
び
終
わ
る
と
彼
女
は
、
魔
法
の
仕
上
げ
と
し
て
、
地
下
の
精
霊
ど
も
に
呪
詛
成
就
の
生い

け
に
え贄
を
捧
げ
る
べ

く
、
縦
坑
の
底
へ
跳
び
込
ん
だ
。
彼
女
の
体
が
地
底
で
砕
け
る
と
、
地
下
の
霹へ

き
れ
き靂
が
全
山
地
に
轟と

ど
ろ

き
渡
り
、
主
坑
は
崩
壊
、
急
激
な

出で
み
ず水
に
呑
み
込
ま
れ
、
更
に
ラ
イ
ヒ
マ
ン
ス
ド
ル
フ
鉱
山
の
大
部
分
が
─
─
そ
れ
と
と
も
に
地
域
住
民
の
驕お

ご

り
と
栄
華
も
─
─
終し

ゅ
う
え
ん焉
を

迎
え
た
。
ち
な
み
に
─
─
フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト（

（17
（

の
シ
ュ
ラ
イ
ス
に
あ
っ
た
豊
か
な
縦
坑
も
同
じ
よ
う
に
あ
る
年
寄
り
の
魔
女
に
呪
わ
れ

て
滅
亡
し
た
。
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五
三
九
　
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
周
辺
地
域
、
ザ
ー
ル
河タ

ー
ル谷

、
曠ハ

イ
デ野

、（
（17
（

カ
ム
ス
ド
ル
フ
の
鉱
山
、
オ
ル
レ
地ガ

ウ域
、
そ
れ
か
ら
彼か

な
た方

の
フ
ォ
イ
ク
ト

ラ
ン
ト
─
─
こ
の
土
地
自
体
も
そ
う
だ
が
─
─
の
方
角
に
掛
け
て
、
民
間
伝
承
は
無
数
の
神
話
的
登
場
形
態
を
さ
ま
ざ
ま
に
集
団

分
け
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
巨
人
族
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

族
。
小
人
族
に
は
山ベ

ル
ク
メ
ン
ヒ
ェ
ン

の
小
人
、
家ハ

イ

ム

ヒ

ェ

ン

の
ち
び
さ
ん
の
よ
う
な
家
精
・
お
助
け
精
、

悪ヴ
ィ
ヒ
ト
ラ
イ
ン

戯
小
人
、
臆
病
な
森ヴ

ァ
ル
ト
ツ
ヴ
ェ
ル
ク

の
小
人
た
る
苔モ

ー
ス
マ
ン男

、
女ホ

ル
ツ
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
樹
の
小
人
や
女モ

ー
ス
ヴ
ァ
イ
ベ
ル

の
苔
小
人
が
あ
る
。
森ヴ

ァ
ル
ト
ツ
ヴ
ェ
ル
ク

の
小
人
は
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
ホ
イ
ホ
イ
と
喚
声
挙
げ
て
追
い
詰
め
、
駈か

り
立
て
、
殺
す
対
象
と
さ
れ
る
。
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
地
方
の
ヴ
ォ
ー

デ
が
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
を
狩
る
よ
う
に（

（17
（

。
次
い
で
有ド

ラ
ッ
ヘ

翼
龍
、
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
、
最
後
に
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
自
体
と
そ
の
狩
猟
の

伴
侶
で
あ
る
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ
。（

（17
（

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
自
体
に
は
特
定
の
名
は
な
い
─
─
一
度
だ
け
ベ
ル
ン
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ（

（18
（

な
る
名
の
そ

れ
に
出
く
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
保
証
は
あ
や
ふ
や
。
片
や
伴
侶
の
方
は
鉄デ

ィ
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ベ
ル
タ

の
ベ
ル
タ
、
ビ
ル
ダ
ベ
ル
タ
、
ヒ
ル
ダ
ベ
ル
タ
（
フ
ル

ダ
＝
ベ
ル
タ
か
）
と
呼
ば
れ
、
南
ド
イ
ツ
で
は
ペ
ル
ヒ
タ
お
よ
び
プ
レ
ヒ
タ
で
あ
る（

（18
（

。
ベ
ル
タ
、
猟
人
お
よ
び
苔モ

ー
ス
ロ
イ
テ

小
人
の
外が

い
ぼ
う貌

と
申
せ

ば
、
髪
は
伸
ば
し
ほ
う
だ
い
、
梳

く
し
け
ずる
こ
と
な
く
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
。
ヒ
ル
ダ
ベ
ル
タ
だ
が
、
こ
れ
の
属
性
は
、
ヘ
ー
ル
ゼ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク

周
辺
で
狩
り
を
す
る
フ
ル
ダ
と
全
く
同
じ
で
、
物
臭
女
中
の
亜あ

ま麻
束
を
も
つ
れ
さ
せ
、
下ス

カ
ー
ト裳
を
ず
た
ず
た
に
引
き
毟む

し

る
。
特
に
年
の
最

後
の
日
に
は
。
さ
て
、
そ
こ
で
こ
の
日
に
団ク

レ
ー
セ子
と（

（18
（

鰊に
し
ん

─（
（18
（

─
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
鰊
鼻
ど
も
の（

（18
（

好
物
─
─
を
食
べ
る
習
慣
の
人
が
少
な

く
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
な
く
て
も
ベ
ル
タ
を
持
ち
出
し
て
子
ど
も
ら
を
脅
か
す
大
人
は
、「
も
し
こ
れ
を
食
べ
な
か
っ
た
り
す
る
と

ね
、
荒デ

ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ
が
や
っ
て
来
て
、
お
ま
え
た
ち
の
お
腹
を
切
り
裂
い
て
、
中
身
を
引
っ
張
り
出
し
、
ま
た
お
腹
を
縫
う
ん
だ

よ
。
縫
い
針
の
代
わ
り
に
犁す

き

を
、
綴
じ
糸
の
代
わ
り
に
車
輪
止
め
鎖（

（18
（

を
使
っ
て
ね
」
と
彼
ら
に
言
う
。
と
こ
ろ
で
大
晦
日
に
鰊
を
食
べ



129

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

る
の
に
は
も
う
一
つ
広
く
流
布
し
て
い
る
理
由
が
あ
る
。
鰊
の
魚は

ら
ご卵
だ
が
、
こ
れ
を
こ
の
日
に
食
べ
る
と
、
翌
年
お
金
が
授
か
る
、
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
同
日
の
昼
、
扁ひ

ら
ま
め豆
を（

（18
（

食
べ
る
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。

五
四
〇
　
頭
に
刺
さ
っ
た
斧お

の

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
周
辺
の
あ
る
森
の
村
の
農
夫
が
、
精
霊
が
野
や
森
を
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
う
ろ
つ
く
十
二
夜（

（18
（

に
薪た

き
ぎ

を
採
り
に
荷
車
を
馭ぎ

ょ

し
て
出

掛
け
た
。
狭
い
凹く

ぼ
み
ち道
に
差
し
掛
か
る
と
、
向
こ
う
か
ら
荒
れ
狂
う
狩
り
の
女
が
二
匹
の
猫
に
牽ひ

か
せ
た
馬
車
で
や
っ
て
来
る
の
に
行
き

逢
っ
た
。
農
夫
は
道
を
避よ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
避
け
よ
う
と
せ
ず
、
ひ
ど
く
罵の

の
し

り
始
め
た
。
す
る
と
ベ
ル
タ
夫
人
は
携
え

た
斧
を
振
り
上
げ
、
真
っ
向
か
ら
農
夫
の
額
に
激
し
い
一
撃
を
喰く

ら
わ
せ
、
頭
蓋
に
手
の
幅
の
深
さ
ま
で
打
ち
込
ん
だ
。
そ
し
て
輓ば

ん
ば馬

も
ろ
と
も
轟ご

う
ご
う轟
と
農
夫
の
頭
と
荷
車
を
飛
び
越
え
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
激
し
い
一
撃
で
農
夫
は
気
が
遠
く
な
り
、
こ
れ
で
も
う
最
期

と
思
っ
た
。
し
か
し
意
識
を
取
り
戻
す
と
、
元
気
で
怪
我
一
つ
し
て
い
な
い
の
が
分
か
っ
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
─
─
ベ
ル
タ
夫
人
の

薪ま
き

割
り
斧
が
柄
も
ろ
と
も
肉
に
生
え
た
よ
う
に
頭
の
真
ん
中
に
突
き
刺
さ
っ
た
ま
ま
、
し
っ
か
り
と
ぐ
ら
つ
き
も
し
な
い
。
こ
う
し
て

農
夫
は
村
に
戻
っ
た
が
、
斧
を
頭
で
運
ん
で
い
る
の
で
だ
れ
も
が
び
っ
く
り
仰
天
。
以
後
彼
は
家
に
引
き
籠こ

も
っ
て
い
る
か
、
高
い
帽

子
を
被か

ぶ

る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
い
か
な
る
理
髪
師
兼
軍
医
も（

（18
（

こ
の
斧
を
彼
の
頭
か
ら
取
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
農
夫
は
仕
事
に
勤い

そ

し
む
こ
と
は
で
き
た
。
さ
て
、
も
う
一
年
も
こ
う
し
た
罰
を
受
け
て
い
た
農
夫
は
、
あ
る
日
の
こ
と

ま
た
薪
を
採
り
に
荷
車
を
馭
し
て
出
掛
け
た
。
す
る
と
全
く
前
回
と
同
じ
状
況
で
狩
り
の
女
に
出
逢
っ
た
。
し
か
し
今
度
は
急
い
で
道

を
避
け
、
役え

き
じ
ゅ
う獣
を
後
戻
り
さ
せ
、
ベ
ル
タ
夫
人
に
場
所
を
譲
っ
た
。
す
る
と
森

ヴ
ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
女
は
ま
こ
と
に
愛
想
良
く
礼
を
言
い
、
片
手
で
農
夫

の
額
を
さ
っ
と
撫な

で
た
。
そ
し
て
ベ
ル
タ
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
斧
が
農
夫
の
額
か
ら
手
に
落
ち
て
来
た
。
頭
に
は
見
て
も
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触
っ
て
も
傷き

ず
あ
と痕

は
な
く
、
斧
を
自
身
つ
ら
つ
ら
眺
め
、
ひ
と
に
も
吟
味
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
純
金
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

五
四
一
　
ホ
ー
エ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
半
分
こ

ゾ
ル
ビ
ス
バ
ハ
近
在
の
男
が
夜
ホ
ー
エ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
─
─
ザ
ー
レ
川
岸
辺
の
カ
ウ
ル
ス
ド
ル
フ
近
郊
─
─
か
ら
ヴ
ァ
ラ
イ
ダ
谷タ

ー
ル

へ
と

下
っ
て
行
く
と
、
折
し
も
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
が
山
の
背
で
狩
り
に
進
発
、
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
た
ち
や
灰
色
の
男モ

ー
ス
メ
ン
ヒ
ェ
ン

の
苔
小
人
ら
が
迫
害
者
に
追

い
ま
く
ら
れ
、
縮
み
上
が
っ
て
逃
げ
て
来
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
恐
ろ
し
い
ど
よ
め
き
を
耳
に
し
、
凄す

さ

ま
じ
い
駈か

り
立
て
の
光
景
を
月
明

か
り
で
目
の
当
た
り
に
し
た
旅
人
は
、
と
う
と
う
恐
怖
の
あ
ま
り
訳
の
分
か
ら
ぬ
狂
気
に
襲
わ
れ
、
つ
い
こ
う
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。

ほフ

ッ

サ

う
い
、（

（18
（

ほフ

ッ

サ

う
い
、
半
分
こ
、 

こ
こ
な
る
ホ
ー
エ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
わ
し
に
。

「
ほフ

ッ

サ

ー

ほ
ほ
う
い
」
と
そ
れ
に
対
す
る
応
答
が
響
き
渡
っ
た
。
そ
し
て
翌
朝
男
の
家
中
、
い
ず
れ
も
頸く

び

を
捻ひ

ね

ら
れ
、
足
を
引
き
抜
か
れ

た
鳥
た
ち
の
屍し

が
い骸
や
、
一
部
は
男
も
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
野
獣
肉
で
一
杯
に
な
っ
た
。
い
や
も
う
、
梟

ヴ
ィ
ヒ
テ
ルも
鶉

ヴ
ァ
ハ
テ
ルも
一
緒
く
た
と
い

う
有
様
。
そ
の
上
門
柱
に
は
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
と
男モ

ー
ス
メ
ン
ヒ
ェ
ン

の
苔
小
人
の
片
身
半
分（

（19
（

が
引
っ
か
け
ら
れ
て
お
り
、
法
外
な
悪
臭
を
放
っ
て
い
た
。
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五
四
二
　
疫ヒ

ュ
ン
シ
ュ
ヒ
ェ
ン

病
神
ど
ん

ク
ル
ム
の
峰
─
─
異
教
時
代
に
は
よ
く
火
を
噴
い
た
と
い
い
、
ま
た
あ
の
首
縊く

く

り
の
柏

ア
イ
ヒ
ェの

所
在
地
─
─
が
聳そ

び

え
て
い
る
曠ハ

イ
デ野

で
は
、

荒デ
ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
苔モ

ー

ス

ロ

イ

テ

男
・
苔
女
を
し
ば
し
ば
大
い
に
好
ん
で
駈か

り
立
て
る
。
あ
る
時
ア
ル
ン
ス
ゲ
ロ
イ
ト
の
農
夫
が
そ
の
物
音
を
聴
き

つ
け
、
ゾ
ル
ビ
ス
バ
ハ
の
男
の
よ
う
に
彼
も
狩
り
の
掛
け
声
を
挙
げ
、
同
様
の
羽
目
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
あ
れ
ほ
ど
た
っ
ぷ
り
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
荒
れ
狂
う
狩
猟
隊
に
「
やユ

ー

フ

ヘ

ー

れ
、
や
れ
え
」
と
歓
呼
し
た
の
み
で
、
半
分
呉
れ
や
、
と
ね
だ
り
は
し
な
か
っ
た
か

ら
。
幸
い
に
も
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
を
片
身
半
分
発
見
し
た
だ
け
で
済
ん
だ
。
こ
れ
は
腐
り
き
っ
て
緑
色
に
な
っ
て
お
り
、
家
の
扉
の
脇
に

附
い
て
い
る
鉤か

ぎ

─
─
家
畜
を
処
理
す
る
時
い
つ
も
仔
牛
と
か
豚
を
吊
し
て
お
く
─
─
に
引
っ
か
け
ら
れ
て
い
た
。
恐
れ
戦お

の
の

い
た
農
夫
が

あ
る
地
主
の
許も

と

に
駈か

け
つ
け
、
相
談
す
る
と
、
そ
の
肉
に
触
ら
な
い
よ
う
に
、
吊
し
た
ま
ま
に
し
て
お
け
、
と
言
わ
れ
た
。
農
夫
が
そ

の
通
り
に
し
て
い
る
と
、
悪
臭
芬ふ

ん
ぷ
ん芬

の
肉
片
は
消
え
て
な
く
な
っ
た
。
農
夫
は
二
度
と
狩
り
の
掛
け
声
に
同
調
し
な
か
っ
た
。

遙
か
ザ
ー
レ
川
を
見
下
ろ
せ
る
プ
ラ
イ
リ
ッ
プ
村
の
九
柱
戯
場
に
、
日
曜
日
、
村
の
若
い
衆
が
集
ま
っ
て
夜
に
な
る
ま
で
楽
し
く

や
っ
て
い
た
。
す
る
と
突
然
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
─
─
頭
が
無
か
っ
た
が
─
─
ザ
ー
レ
川
の
彼
方
で
馬
を
走
ら
せ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

「
お
う
い
、
み
ん
な
あ
、
お
ら
、
あ
い
つ
に
一
つ
あ
く
た
れ
を
こ
い
て
や
る
べ
え
」
と
お
先さ

き
ぱ
し走
り
の
若
者
が
叫
ん
だ
。「
お
ら
、
知
っ
て

る
だ
。
ど
う
す
り
ゃ
あ
い
つ
を
ほ
ん
と
に
怒
ら
せ
ら
れ
っ
か
」。
他
の
者
が
、
黙
っ
て
い
ろ
、
と
宥な

だ

め
た
が
無
駄
で
、
そ
の
若
者
は
進

み
出
て
、
大
声
で
こ
う
怒
鳴
っ
た
。

疫ヒ
ュ
ン
シ
ュ
ヒ
ェ
ン

病
神
ど
ん
、（

（19
（

疫ヒ
ュ
ン
シ
ュ
ヒ
ェ
ン

病
神
ど
ん
、 
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綺
麗
な
赤
い
靴
下
持
っ
と
る
な
。

こ
の
文
句
が
口
か
ら
出
た
途
端
、
ザ
ー
レ
川
を
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
横
断
し
て
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
が
迫
っ
て
来
た
。
若
者
た
ち
は
急
い
で

逃
げ
に
掛
か
り
、
最
寄
り
の
家
屋
に
跳
び
込
み
、
錠
を
下
ろ
し
、
閂

か
ん
ぬ
きを

掛
け
た
。
彼
ら
が
中
に
入
る
や
い
な
や
、
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
は
も

う
扉
の
外
に
来
て
、
ど
ん
ど
ん
が
た
が
た
凄す

さ

ま
じ
い
音
を
立
て
た
。
白し

ら
じ
ら
あ

白
明
け
に
怯お

び

え
き
っ
た
青
年
た
ち
が
外
へ
出
る
と
、
戸
口
の

前
に
赤
い
肉
片
が
落
ち
て
い
て
、
恐
ろ
し
い
悪
臭
を
放
っ
て
い
た
。
何
よ
り
も
困
っ
た
の
は
、
こ
の
臭
い
肉
を
い
く
ら
片
づ
け
て
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
戻
っ
て
来
た
こ
と
で
、
や
っ
と
こ
さ
次
の
週
の
土
曜
日
の
晩
に
消
え
失
せ
た
。

五
四
三
　
ヴ
ェ
レ
夫
人

高デ
ィ
・
ホ
ー
エ
・
ヴ
ァ
ル
ト

き
物
見
村
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
を
見
下
ろ
す
カ
ウ
ル
ス
ド
ル
フ
近
郊
に
あ
る
、
そ
の
名
は
昔
こ
こ
に
建
っ
て
い
た
塔
に
由
来
す

る
。
こ
の
塔
に
は
昔
賢
い
女（

（19
（

が
住
ん
で
い
て
、
周
辺
の
者
が
相
談
に
や
っ
て
来
た
。
こ
の
秘

ル

ー

ネ

法
に
通
じ
た
女
性
は（

（19
（

ヴ
ェ
レ
夫
人（

（19
（

と
言
わ

れ
た
の
で
、
い
ま
だ
に
デ
ィ
・
ホ
ー
エ
・
ヴ
ァ
ル
ト
の
下
の
谷
は
ヴ
ァ
レ
イ
ダ
谷タ

ー
ル

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
レ
夫
人
は
時
折
山
の
洞ど

う
く
つ窟

に
も
引
き
籠
も
っ
た
。
そ
こ
で
今
日
な
お
そ
の
辺
り
に
亡
霊
と
し
て
出
現
す
る
由
。
雪
の
よ
う
に
白
い
亜あ

ま
ぬ
の

麻
布
の
衣
を
纏ま

と

い
、
幅
広
の

帯
を
腰
に
締
め
、
踵か

か
と

ま
で
も
届
く
波
打
つ
髪
を
靡な

び

か
せ
て
。
彼
女
も
ま
た
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
の
近
く
に
、
い
や
、
そ
れ
に
随つ

き
従
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
か
。
た
だ
し
、
彼
女
は
男ヴ

ァ
ル
ト
メ
ン
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
や
女ヴ

ァ
ル
ト
ヴ
ァ
イ
プ
ヒ
ェ
ン

の
森
の
小
人
を
追
い
か
け
回
す
の
に
手
を
貸
す
わ
け
で
は
な
く
、

庇か
ば

っ
て
や
る
の
だ
っ
た
。
近
在
の
農
夫
ら
は
、
薪

た
き
ぎ

採
り
か
ら
家
に
帰
る
際
、
時
時
彼
女
が
森
の
中
の
高
み
に
立
っ
て
い
る
の
を
目
に
し

た
も
の
。
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
が
進
発
す
る
時
、
狩
り
の
角
笛
が
鳴
り
渡
る
の
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
だ
っ
た
。
か
つ
て
あ
る
考
え
無
し
の
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農
夫
が
、
山
裾
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
荒ダ

ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ヘ
ー
ア

れ
狂
う
同
勢
に
向
か
い
、「
あ
ん
た
ら
あ
、
あ
す
こ
に
ご
ざ
る
奥
方
に
取
っ
た
獲
物
を
い
く
ら

か
売
る
気
け
え
」
と
訊き

い
た
、
と
い
う
話
が
あ
る
。
次
の
日
、
こ
の
男
が
ヴ
ァ
レ
ー
デ
ン
山ベ

ル
ク

の
幅
広
な
巖い

わ

上
で
体
を
切
り
刻
ま
れ
て
横

た
わ
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
女
性
は
時
折
薄
黄
色
の
牝め

う
し牛

の
恰か

っ
こ
う好

で
山や

ま
か
い峡

を
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

近
く
の
ロ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
谷

グ
ル
ン
トに

ト
ル
ー
デ
ン
ク
ッ
ペ
と
い
う
名
の
巖
山
が
あ
る
。
こ
の
山
上
に
も
白
衣
の
女
性
が
徘は

い
か
い徊

す
る
。
後
ろ
に

引
き
ず
る
長
い
髪
を
風
に
靡
か
せ
て
。
彼
女
は
大
き
な
庖ほ

う
ち
ょ
う丁
を
携
え
て
お
り
、
独
り
ぼ
っ
ち
の
旅
人
が
い
る
と
繁し

げ

み
に
誘
い
込
ん
で
、

巨
大
な
古

い
に
し
えの
生い

け
に
え贄
の
石
の
上
で
殺
す
の
だ
と
か
。

五
四
四
　
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
た
ち

ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
た
ち
に
つ
い
て
は
伝
説
が
多
い
。
こ
の
流
れ（

（19
（

は
フ
ィ
ヒ
テ
ル
山ゲ

ビ
ル
ゲ地
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
九
六
）
の
水
源
か
ら
バ
ル

ビ
ー
近
く
で
エ
ル
ベ
川
に
合
流
す
る
ま
で
、
広
大
な
領
域
を
う
ね
く
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
。

ザ
ー
レ
川
と
小
都
市
ラ
ニ
ス（

（19
（

の
間
に
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
村

ド
ル
フ

で（
（19
（

は
か
つ
て
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
が
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
現
れ
た
。
彼
女
は

そ
こ
の
山
の
池
で
下
着
を
晒さ

ら

し
た
も
の
。
そ
れ
は
花
の
よ
う
に
白
く
、
赤
い
縁
取
り
だ
っ
た
。
荷
馬
車
で
通
り
掛
か
っ
た
農
夫
が
、
そ

の
洗
濯
物
を
堆
肥
ま
み
れ
の
笞む

ち

で
数
回
引
っ
ぱ
た
い
た
の
で
、
汚
ら
し
い
染
み
が
付
い
た
。
す
る
と
突
然
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
馬
車
の
脇
に

立
ち
、
二
度
と
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
さ
も
な
い
と
お
し
ま
い
よ
、
と
叱
っ
た
。
─
─
下
男
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
立
ち

去
っ
た
。
次
に
同
じ
場
所
を
通
り
掛
か
る
と
、
ま
た
ま
た
あ
え
か
な
衣
類
が
出
て
い
た
が
、
水
の
精
は
い
な
か
っ
た
。
大
概
の
連
中
の

心
に
潜
ん
で
い
る
意
地
悪
根
性
に
駈か

ら
れ
た
若
者
は
、
花
の
よ
う
に
白
い
下
着
を
思
い
切
り
笞
打
ち
、
汚
ら
し
い
筋
を
何
本
も
附
け
た
。

こ
う
い
う
悪わ

る
さ戯

に
夢
中
だ
っ
た
の
で
と
ん
と
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
傍
の
山
の
池
か
ら
水
が
際
限
も
な
く
ど
っ
と
流
れ
出
し
た
。
と
う
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と
う
足
が
濡
れ
た
の
を
感
じ
、
そ
れ
か
ら
膝
ま
で
浸
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
溢
れ
出
す
洪
水
か
ら
逃
げ
よ
う
と
、
荷
馬
車
に
上
が
ろ
う
と
し

た
が
、
水
の
精
が
出
現
、
若
者
を
ぐ
い
と
引
き
戻
し
、
水
の
中
に
沈
め
、
摑つ

か

ま
え
て
放
さ
な
か
っ
た
の
で
、
と
う
と
う
息
が
絶
え
た
。

こ
の
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
は
長
い
間
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ド
ル
フ
近
く
の
ヴ
ァ
ル
パ
ー
原

ヴ
ィ
ー
ゼに

あ
る
コ
ス
タ
ー
泉

ク
ヴ
ェ
レと

幾
つ
も
の
丸
い

池
で
暇
潰
し
を
し
て
暮
ら
し
た
。
か
つ
て
村
の
男
が
打う

ち
お
さ梭

棒（
（19
（

に
し
よ
う
と
ヘ
ル
テ
ィ
ヒ
シ
ュ
テ
レ
の
傍
に
針
葉
樹
を
探
し
に
行
っ
た
。

こ
の
村
人
が
ヴ
ァ
ル
パ
ー
ヴ
ィ
ー
ゼ
を
歩
い
て
い
る
と
、
丁
度
日
が
昇
っ
た
。
彼
は
水
の
精
が
目
の
眩く

ら

む
ほ
ど
真
っ
白
な
洗
濯
物
を
コ

ス
タ
ー
ク
ヴ
ェ
レ
の
縁
に
拡
げ
て
乾
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
を
見
た
。
彼
女
自
身
は
そ
の
傍
ら
に
坐
り
、
我
が
子
が
眠
っ
て
い
る
揺
り

籠か
ご

を
揺
ら
し
て
い
た
。
こ
の
光
景
に
び
っ
く
り
し
た
男
は
居
心
地
の
よ
ろ
し
く
な
い
場
所
を
避
け
よ
う
と
し
た
が
、
水
の
精
は
早
く

も
彼
に
気
付
き
、
何
の
用
事
か
訊き

く
と
、
き
っ
と
満
足
で
き
る
よ
う
な
打
梭
棒
を
採
っ
て
来
て
あ
げ
る
、
と
約
束
、
た
だ
そ
の
間
ち
っ

ち
ゃ
な
赤
ち
ゃ
ん
の
揺
り
籠
を
ち
ゃ
ん
と
揺
ら
し
て
お
い
て
ち
ょ
う
だ
い
、
と
言
っ
た
。
男
は
水
の
精
の
気
を
悪
く
さ
せ
た
く
な
か
っ

た
の
で
、
揺
り
籠
の
脇
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
当
惑
し
て
手
を
あ
て
が
い
、
自
分
流
儀
で
強
く
揺
ら
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
揺
す
ぶ
ら
れ

か
た
に
馴
れ
て
い
な
い
ち
び
は
わ
い
わ
い
泣
き
始
め
た
。
母
親
の
水
の
精
は
そ
の
声
に
振
り
向
き
、
片
手
を
振
り
上
げ
て
脅お

ど

し
、
子
ど

も
を
優
し
く
い
た
わ
る
よ
う
命
じ
た
。
け
れ
ど
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ド
ル
フ
の
村
人
は
そ
の
せ
い
で
す
っ
か
り
泡
を
喰く

い
、
揺
り
籠
を

引
っ
繰
り
返
し
て
し
ま
い
、
一
目
散
に
逃
げ
去
っ
た
。
戻
っ
た
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
は
逃
げ
て
行
く
男
に
仕
返
し
を
誓
い
、
三
掛

け
る
二
十
四
時
間
が
過
ぎ
な
い
う
ち
に
、
莫ば

か迦
を
や
ら
か
し
た
こ
の
御
仁
は
死
体
と
な
っ
て
ザ
ー
レ
川
に
浮
か
ん
だ
。

ラ
イ
ツ
ェ
ン
ゲ
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ド
村
の
男
は
ず
っ
と
上じ

ょ
う
ず手
に
揺
ら
し
た
の
で
、
水
の
精
か
ら
黄こ

が
ね金
の
打
梭
棒
を
授
か
っ
た
。

泣
き
悲
し
ん
で
い
る
女
の
水
の
精
に
出
逢
っ
た
男
の
話
が
あ
る
。
子
ど
も
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
、
と
か
き
く
ど
く
の
だ
。
そ
こ
で
男
は
、
そ
の
子
を
自
分
の
馬
車
に
乗
せ
て
村
へ
運
び
、
教
会
墓
地
に
埋
葬
し
よ
う
、
と
申
し
出

た
。
悲
嘆
に
昏く

れ
て
い
た
水
の
精
は
嬉
し
が
り
、
そ
う
し
て
も
ら
い
、
男
に
た
っ
ぷ
り
礼
を
し
た
。
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あ
る
時
水
の
精
が
妻
の
い
る
青
年
を
誘
惑
し
た
。
青
年
の
妻
は
疑
い
を
抱
き
、
夫
の
跡
を
跟つ

け
、
夫
が
水
の
精
と
し
っ
ぽ
り
と
抱
き

合
っ
て
い
る
現
場
を
押
さ
え
た
。
若
妻
は
凄す

さ

ま
じ
く
哀あ

い
こ
く哭

し
、
我
と
我
が
髪
の
毛
を
引
き
毟む

し

っ
た
。
女
の
苦
し
み
を
見
た
水
の
精
は
、

彼
女
の
夫
を
と
て
も
愛
し
て
い
た
が
解
放
し
、
こ
う
言
っ
た
。「
連
れ
て
お
行
き
。
返
し
て
あ
げ
る
よ
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
。
で
も

ね
、
こ
の
人
は
二
度
と
川
岸
に
近
寄
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
さ
も
な
い
と
、
あ
た
し
は
後
悔
し
て
、
取
り
戻
す
か
も
知
れ
な
い
よ
」。
そ

し
て
流
れ
に
滑
り
入い

っ
て
消
え
た
。

あ
る
ザザ

ー

ル

ニ

ク

セ

ー
レ
川
の
女
の
水
の
精
だ
が
、
し
ば
し
ば
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
へ
や
っ
て
来
て
、
市
中
の
肉
屋
の
陳
列
台
に
立
ち
寄
っ
た
。

目
は
魚
の
よ
う
に
大
き
く
潤う

る

ん
で
い
て
、
歯
は
緑
色
、
下ス

カ
ー
ト裳

の
裾
か
ら
は
水
が
滴
っ
て
い
た
。
イ
エ
ナ
で
は
毎
年
水
の
精
た
ち
が

人ひ
と
み
ご
く
う

身
御
供
を
要
求
、
ハ
レ
で
も
同
様
だ
っ
た
。
そ
れ
を
歌
っ
た
こ
ん
な
滑こ

っ
け
い稽

詩
が
あ
る
。

ハ
レ
っ
て
ど
こ
だ
か
知
っ
て
る
か
い
。 

ハ
レ
は
谷
間
に
あ
り
ま
す
る
。 

綺
麗
な
娘
ら
そ
の
中
へ
。 

そ
れ
か
ら
ザ
ー
レ
の
水
の
精（

（19
（

。

ハ
レ
の
産
婆
に
プ
ラ
イ
リ
ッ
プ
の
ご
同
業
と
似
た
こ
と（

（20
（

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
人
も
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
に
川
底
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
そ
こ

で
産
婦
か
ら
彼
女
の
夫
で
あ
る
水ニ

ク
ス妖

の
悪
意
に
用
心
す
る
よ
う
、
そ
れ
か
ら
、
ド
ス
テ
ン
と
ド
ラ
ン
ト（

（20
（

を
摑つ

か

ん
で
、
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
よ
う
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
薬
草
お
よ
び
こ
の
薬
草
を
身
に
着
け
て
い
る
者
に
対
し
て
水ニ

ク
ス妖
も
コ
ー
ボ
ル
ト
も
危
害
を
加
え
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
産
婆
は
こ
う
し
て
無
事
に
帰
宅
し
た
。
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（1）	
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン　

W
interstein.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
第
二
の
都
市
ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
一
部
。
現
人
口
一
千
ほ
ど
。
レ

ン
シ
ュ
タ
イ
ク
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
四
注
参
照
）
か
ら
ほ
ん
の
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
そ
の
歷
史
は
十
四
世
紀
半
ば
以
降
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
男
爵
家

と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。

（2）	

ゴ
ー
タ
公　

H
erzog von Gotha.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
あ
っ
た
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
国
の
君
主
。
一
六
四
〇
年
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
国

が
相
続
分
割
さ
れ
た
折
に
成
立
。
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
ヨ
ー
ハ
ン
三
世
の
次
子
が
初
代
君
主
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
エ
ル
ン
ス
ト
一
世
と
な
る
。

な
お
こ
の
公
国
は
一
六
七
二
年
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
＝
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
国
に
拡
大
。
一
六
八
〇
年
相
続
分
割
に
よ
り
七
公
国
に
分
か
れ
る
。

（3）	

主イ
ェ
ー
ガ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

猟
官　

Jägerm
eister.　

多
く
は
山フ

ォ
ル
ス
ト
マ
イ
ス
タ
ー

林
監
督
官
を
兼
ね
、
領
主
の
山
林
を
管
理
し
、
狩
猟
行
政
を
司
っ
た
。

（4）	

フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城　

Friedenstein.　

フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城Schloß Friedenstein

は
一
五
六
七
年
破
却
さ
れ
た
グ
リ
ン
メ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
城Burg Grim

m
enstein

の
跡
地
に
一
六
四
二
年
建
て
ら
れ
た
前
期
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
城
館
。
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
エ
ル
ン
ス
ト
一
世
が
そ
の
宮

殿
と
し
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
〇
一
に
も
登
場
。

（5）	

バ
ル
ド
ゥ
ー
ル　

Baldur.　

邪
神
ロ
キ
を
除
い
て
ア
サ
神
族
の
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
た
光
明
の
神
バ
ル
ド
ゥ
ー
ル
─
─
オ
ー
デ
ィ
ン
と
フ
リ
ッ
グ

の
息
子
─
─
は
、
ロ
キ
の
企
み
に
よ
り
、
盲
目
の
神
ヘ
ズ
の
投
げ
た
若
い
寄
生
木
に
貫
か
れ
て
、
死
者
の
神
ヘ
ル
の
し
ろ
し
め
す
冥
府
に
下
る
。
バ
ル

ド
ゥ
ー
ル
の
母
フ
リ
ッ
グ
に
懇
願
さ
れ
た
ヘ
ル
は
、
九
つ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
者
が
バ
ル
ド
ゥ
ー
ル
の
た
め
に
涙
を
流
す
な
ら
ア
サ
神
族
の
世
界
ア
ス
ガ

ル
ド
に
返
そ
う
、
と
言
う
。
神
神
の
使
者
が
九
つ
の
世
界
の
隅
隅
ま
で
訪
ね
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
ル
を
悼
ん
で
泣
い
て
欲
し
い
、
と
頼
む
と
、
あ
ら
ゆ
る
者
が

泣
い
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
あ
る
洞
穴
に
坐
っ
て
い
た
セ
ッ
クT

hökk

と
名
乗
る
女
巨
人
は
そ
れ
を
拒
み
、
自
分
は
乾
い
た
涙
を
流
す
だ
ろ
う
、
と
答
え

る
。
こ
れ
は
実
は
ロ
キ
が
化
け
た
も
の
だ
っ
た
。

（6）	

お
い
お
い
、
お
め
え
っ
ち
の
ヴ
ィ
ン
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
じ
ゃ
あ
あ
の
犬
が
三カ

ー
ジ
ヒ

昧
場
（
教キ

ル
ヒ
ホ
ー
フ

会
墓
地
）
に
埋
め
ら
れ
て
る
っ
て
な
あ　

N
a, bei euch zu 

W
interstein legit ja der H

und uffʼm
 K

ersich (K
irchhof) begraben!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（7）	

ヴ
ァ
ル
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン　

W
altershausen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
第
二
の
都
市
。
現
人
口
一
万
三
千
ほ
ど
。
大

グ
ロ
ー
サ
ーイ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
か
ら

ほ
ん
の
数
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
紋
章
は
根
の
付
い
た
三
本
の
緑
の
樹
樹
が
並
立
、
そ
の
中
程
に
一
匹
の
青
い
魚
が
左
向
き
に
な
っ
て
い
る
。

（8）	

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
の
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
た
妃き

さ
き
ア
ン
ナ
─
─
生
ま
れ
は
ク
レ
ー
フ
ェ
の
公
女　

K
önig H

einrichs von England für todt 
ausgegebene Gem

ahlin, A
nna, geborene Prinzeß von Cleve.　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
四
番
目
の
妃
（
一
五
一
五
─
五
七
）。
た
だ

し
結
婚
直
後
離
婚
（
一
五
四
〇
）。
結
婚
は
無
効
と
さ
れ
た
が
、
ア
ン
・
オ
ブ
・
ク
レ
ー
ヴ
ズ
は
危
害
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
年
金
を
受
け
、
ロ
ン
ド

ン
市
内
で
安
穏
な
生
涯
を
終
わ
っ
た
。
ユ
ー
リ
ヒ
＝
ベ
ル
ク
＝
ク
レ
ー
フ
ェ
同
君
連
合
公
国
の
君
主
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
五
世
の
姉
。
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（9）	

は
た
き
を
渡
し
〔
＝
公
衆
の
面
前
で
笞む

ち

打
ち
〕　den Staubbesen verabreichen.　
「
は
た
き
を
与
え
る
」den Staububesen geben 

は
「
公
衆
の
面

前
で
笞ち

け
い刑
に
処
す
る
」
の
意
。

（10）	
オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
の
町　

die Stadt O
hrdruf.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
小
都
市
。

（11）	
占

ヴ
ュ
ン
シ
ェ
ル
ル
ー
テ

い
棒　

W
ünschelruthe.　

水
脈
や
鉱
脈
を
探
し
当
て
る
棒
。
金
属
製
も
あ
る
が
、
大
抵
は
二
股
に
な
っ
た
（
＝
Ｙ
字
型
の
）
木
の
棒
。
二
股
を
両
手

で
持
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
ぴ
く
っ
と
動
い
て
地
面
を
指
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
の
土
の
下
に
水
脈
な
い
し
鉱
脈
が
見
つ
か
る
、
と
さ
れ
る
。

（12）	

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト　

A
rnstadt.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
中
部
の
郡
庁
所
在
地
。
ゲ
ラ
河
畔
に
あ
る
。
州
都
エ
ア
フ
ル
ト
の
南
方
約
二
十
キ
ロ
。
詳
し

く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
八
四
注
参
照
。

（13）	

テデ
ア
・
テ
ュ
ー
リ
ン
ギ
ッ
シ
ェ
・
カ
ン
デ
ラ
ー
バ
ー

ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
燭
台　

der thüringische K
andelaber.　

ボ
ニ
フ
ァ
チ
ウ
ス
が
建
立
し
た
最
初
の
教
会
が
あ
っ
た
場
所
に
造
ら
れ
た
高
さ
三
十

フ
ィ
ー
ト
の
燭
台
の
形
を
し
た
砂
石
製
記
念
碑
。
一
八
一
一
年
ゴ
ー
タ
公
ア
ウ
グ
ス
ト
に
よ
り
、
広
く
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
で
で
き
た
。

（14）	

ジ
ッ
ツ
ォ　

Sizzo.　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
に
し
て
一
一
四
一
年
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
クK

ävernburg

（
今
日K

äfernburg

）
伯
爵
と
も
な
っ
た

ジ
ッ
ツ
ォ
三
世
（
一
〇
九
三
頃
─
六
〇
）。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
最
古
の
大
貴
族
の
一
つ
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
＝
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
始
祖
。

ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
城ブ

ル
ク
は
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
見
下
ろ
す
山
城
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
城ブ

ル
ク
は
エ
ア
フ
ル
ト
の
南
東
六
十
五
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
た
。

（15）	

ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク　

A
ltenburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
東
部
の
郡
庁
所
在
地
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
赤バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

髭
王
・
帝
）
は
こ
こ
に

宮
廷
を
開
い
た
。
歷
史
あ
る
古
都
。

（16）	

マ
ル
ク
伯
に
し
て
ベ
ル
ク
の
殿
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト　

Eberhard, Graf von M
ark und H

err zu Berg.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
七
に
登
場
。

（17）	

敬
虔
な
師
父
が
た
の
た
め
に
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
養
魚
池
を
幾
つ
も
作
れ
る　

w
o sich für die from

m
en Väter die schönsten Fischteiche 

anlegen ließen.　

中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
鳥
獣
肉
食
が
禁
じ
ら
れ
る
精
進
（
素
食
）
期
間
が
年
間
長
期
に
亘
っ
た
。
そ
こ
で
修
道
院
に
は
鯉
、

鱒
な
ど
を
飼
っ
て
お
け
る
養
魚
池
が
附
属
し
て
い
る
の
が
一
般
だ
っ
た
。

（18）	

ア
ー
ゾ
ル
フ
ェ
ロ
ー
ト　

A
solverod.　

ア
ー
ゾ
ル
フ
が
「
ロ
ー
デ
ン
」roden

（
開
墾
）
し
た
土
地
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
六
注
参
照
。

（19）	

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
モ
リ
モ
ン
修
道
院
で
牧
人
と
な
っ
た　

ein H
irte w

urde zu K
loster M

orim
ont in der Cham

pagne.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
七
に
詳 

し
い
。

（20）	

薔ば

ら薇
型
窓　

Rose.　

, Fensterroseʻ 

あ
る
い
は,Rosette̒

 

と
も
。
円
形
で
ガ
ラ
ス
の
嵌
ま
っ
た
窓
。
と
り
わ
け
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
教
会
に
見
ら
れ
る
。

（21）	

タ
ン
バ
ハ　

Tam
bach.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ゴ
ー
タ
郡
の
小
さ
な
町
タ
ン
バ
ハ
＝
デ
ィ
ー
タ
ル
ツTam

bach=D
ietharz

の
一
部
。
ド
イ
ツ
中
世
の

神
学
者
、
神
秘
思
想
家
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
一
二
六
〇
年
頃
こ
の
村
で
生
ま
れ
た
。

（22）	

シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン　

Schm
alkalden.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
都
市
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
風
俗
が
色
濃
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『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その十一） 鈴木　滿　訳・注

く
、
ま
た
長
期
に
亘
り
ヘ
ッ
セ
ン
と
政
治
的
行
政
的
に
結
び
付
い
て
い
た
。
一
五
三
〇
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
下
開
催
さ
れ
た
ア
ウ
ク
ス
ブ

ル
ク
帝
国
議
会
の
後
、
一
五
三
一
年
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
帝
国
諸
侯
お
よ
び
帝
国
諸
都
市
は
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
に
会
合
、
反
皇
帝
同
盟
を
結
成
し
た
。

「
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
」Schm

alkaldischer Bund

で
あ
る
。

（23）	
ひ
ど
い
病
状
を
発
症　

erkrankte er so heftig.　

結
石
だ
っ
た
よ
う
だ
。
尿
路
結
石
は
発
症
す
る
と
多
く
劇
痛
に
苦
し
め
ら
れ
る
が
、
結
石
が
尿
管
を

幸
い
通
過
す
れ
ば
万
事
落
着
だ
か
ら
、
急
に
快
癒
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

（24）	

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯　

K
urfürst von Sachsen.　

ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容
公
。
在
位
一
五
三
二
─
四
七
）。
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
フ
ィ

リ
ッ
プ
一
世
（
在
位
一
五
〇
九
─
六
七
）
と
共
に
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
の
盟
主
。
ル
タ
ー
の
庇
護
者
と
し
て
有
名
な
そ
の
伯
父
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世

（
賢デ

ア
・
ヴ
ァ
イ
ゼ

明
公
）、
そ
の
父
ヨ
ー
ハ
ン
一
世
（
不

デ
ア
・
ベ
シ
ュ
テ
ン
デ
ィ
ゲ

変
公
）
と
共
に
宗
教
改
革
の
強
力
な
支
持
・
推
進
者
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
一
注
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
七
参
照
。

（25）	

た
ん
ば
は
ハ
我
ガ
ぷ
に
え
る
─
─
ヤ
コ
ブ
が
神
と
格
闘
し
た
地
の
名
─
─
ナ
リ
。
カ
シ
コ
ニ
テ
主シ

ュ

ハ
我
ニ
現
レ
タ
モ
ウ
。
Ｍ
・
Ｌ
・　

Tam
bach est 

m
ea Pniel ---- den N

am
en der Stätte, w

o Jacob m
it Gott gerungen ----ibi apparuit m

ihi dom
inus. M

. L.　

ヤ
コ
ブ
が
兄
エ
サ
ウ
と
再
会
し

許
さ
れ
る
前
夜
、
独
り
で
い
る
と
、
何
者
か
が
夜
明
け
ま
で
彼
と
格
闘
し
た
。
ヤ
コ
ブ
は
、
自
分
が
神
と
格
闘
し
た
、
と
考
え
、
そ
の
場
所
を
ペ
ヌ
エ
ル

（
神
の
顔
）
と
名
付
け
た
。
旧
約
聖
書
創
世
記
三
十
二
章
二
十
三
─
三
十
一
節
。

（26）	

レ
ン
ヴ
ェ
ー
ク　

Rennw
eg.　

レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
に
同
じ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
四
注
参
照
。

（27）	

ベ
ー
ア
山ベ

ル
ク　

Beerberg.　

大
グ
ロ
ー
サ
ーベ
ー
ア
ベ
ル
クGroßer Beerberg

は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
最
高
峰
（
標
高
九
八
二
・
九
メ
ー
ト
ル
）。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
州
イ
ル
ム
郡
。

（28）	

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
峰　

Schneekopfgipfel.　

標
高
九
七
八
メ
ー
ト
ル
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
郡
。
ベ
ー
ア
ベ
ル
ク
と
同
様
大
層
な
だ
ら
か
な
山

並
み
で
あ
る
。

（29）	

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
バ
ー
ト

魔
の
浴
場　

Teufelsbad.　

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
の
大
き
な
沼

モ
ー
ル
ロ
ッ
ホ
穴
。
こ
れ
に
嵌
ま
る
と
確
実
に
命
を
失
う
。

（30）	

悪ト
イ
フ
ェ
ル
ス
ク
ラ
イ
ス

魔
の
環　

Teufelskreis.　

シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
に
幾
つ
か
あ
る
湿
地
の
俗
称
。
う
っ
か
り
迷
い
込
む
と
、
出
て
来
る
の
は
難
し
い
。

（31）	

シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ　

Schm
ücke.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
沿
い
、
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
の
下
部
の
平
地
に
あ
る
小
さ
な
定
住
地
。
現
在

森ヴ
ァ
ル
トホ
テ
ル
・
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
お
よ
び
気
象
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
二
本
の
街
道
の
交
差
点
に
あ
り
、
十
六
世
紀
初
頭
木
造
の
避
難
小
屋
が
作
ら
れ
、

一
八
一
二
年
人
を
宿
泊
さ
せ
る
権
利
を
得
た
。
一
八
二
三
年
か
ら
堅
固
な
家
屋
の
建
造
が
始
ま
り
、
一
八
五
一
─
五
二
年
客
用
寝
室
数
室
と
食
堂
が
建
て

増
し
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
ヨ
エ
ル
（
以
下
の
注
参
照
）
が
こ
こ
の
借パ

ハ

タ

ー

地
契
約
人
と
な
っ
て
い
る
。

（32）	

か
の
太
っ
ち
ょ
の
縮
れ
毛
頭　

der dicke K
reiser.　

,K
reiser̒

は,K
rauser̒

で
あ
る
。
ヨ
エ
ル
を
指
す
。
恰
幅
の
良
い
彼
は
「
太
っ
ち
ょ
の
ヨ
エ
ル
」

der dicke Joel

で
通
っ
て
い
た
。
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（33）	

杜ね
ず
つ
ぐ
み

松
鶫　

K
lam

m
tsvogel.　

野
原
鶫
（
日
本
で
は
稀
）。
杜
松
の
実
を
好
ん
で
食
べ
る
鶫つ

ぐ
み
の
一
種
。

（34）	

ヨ
エ
ル
氏　

H
err Joel.　

ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヨ
エ
ルJohann Friedrch Joel

（
一
七
九
二
─
一
八
五
二
）。
旅ガ

ス
ト
ホ
ー
フ

籠
屋
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
の
伝
説

的
主
人
で
諧フ

モ
リ
ス
ト

謔
家
。
生
粋
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
で
た
く
さ
ん
の
逸
話
の
持
ち
主
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
親
友
だ
っ
た
。

（35）	
馬
の
尻
尾
を
飾
っ
た
トパ

シ

ャ

ル
コ
の
殿
様　

Pascha von einem
 Roßschw

eif.　

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
高
官
は
身
分
を
象
徴
す
る
馬
の
尻
尾
（
状
）

の
飾
り
を
身
に
着
け
た
。

（36）	

ゴ
ル
ト
ラ
ウ
タ
ー　

Goldlauter.　

現
在
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

南
部
の
小
都
市
ズ
ー
ル
の
一
部
ゴ
ル
ト
ラ
ウ
タ
ー
＝
ハ
イ
ダ
ー
ス
バ
ハ
の
一
部
。

大
グ
ロ
ー
サ
ー

ベ
ー
ア
ベ
ル
ク
の
麓
に
あ
る
。
か
つ
て
銀
と
銅
が
産
出
さ
れ
た
。

（37）	

三
本
脚
だ
け
で
立
っ
て
い
た　

stand nur auf drei Beinen.　

妖
魔
は
時
に
よ
り
三
本
脚
の
馬
に
騎
乗
す
る
。

（38）	

殺モ
ル
ト
フ
レ
ッ
ク

し
の
場　

M
ordfleck.　

実
在
の
尾
根
の
名
。

（39）	

暗フ
ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク

闇
山　

Finsterberg.　

大
グ
ロ
ー
サ
ーフ
ィ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
クGroßer Finsterberg

（
標
高
九
四
四
・
一
メ
ー
ト
ル
）。

（40）	

名
前
は
本
当
に
カ
ス
パ
ー
ル
だ
っ
た　

w
irklich Caspar hieß.　

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
魔
弾
の
射
手
』D

er Freischütz 

の
男
性
主
人
公
猟
師

マ
ッ
ク
ス
の
同
僚
で
、
悪
魔
に
魂
を
売
っ
て
い
る
猟
師
の
名
は
カ
ス
パ
ー
ル
。

（41）	

ゲ
ー
ル
ベ
ル
ク　

Gehlberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
郡
の
小
さ
な
村
。
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
も
シ
ュ
ミ
ュ
ッ
ケ
も
こ
の
村
に
属
す
る
。

（42）	

村シ
ュ
ー
ル
デ
ィ
ー
ナ
ー

塾
の
師
匠　

Schuldiener.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
村ド

ル
フ
シ
ュ
ー
レ

の
学
校
の
先
生
、
す
な
わ
ち
「
シ
ュ
ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー
」Schulm

eister 

の
意
味
で
用
い

て
い
る
。「
学
僕
」
と
か
「
学
校
の
小
使
い
」
の
意
で
は
な
い
。
一
六
四
二
年
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー
タ
公
国
に
一
般
就
学
義
務
制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、

「
シ
ュ
ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー
」
は
「
シ
ュ
ー
ル
デ
ィ
ー
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
村
の
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
兼
／
な
い
し
合カ

ン

ト

ア

唱
指
揮
者

の
務
め
も
果
た
し
た
。

（43）	

ラ
ウ
タ
ー
川　

die Lauter.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ズ
ー
ル
市
の
市
域
で
ゴ
ル
ト
ラ
ウ
タ
ー
を
通
る
一
〇
・
五
キ
ロ
の
川
。

（44）	

牡ヒ
ル
シ
ュ

角
鹿
頭コ

プ
フ

山　

H
irschkopf.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地
の
山
（
標
高
七
七
二
メ
ー
ト
ル
）。

（45）	

も
っ
と
も
こ
の
採
掘
場
は
蹄
鉄
一
つ
で
塞ふ

さ

が
れ
て
い
る
が　

aber das Bergw
erk ist m

it einem
 H

ufeisen versetzt.　

意
味
不
明
。
た
だ
し
、
素
晴

ら
し
い
金
銀
の
採
掘
場
が
魔
法
で
塞
が
れ
て
い
る
、
と
の
伝
説
は
数
数
あ
り
、
魔
法
に
使
わ
れ
た
道
具
が
「
山
羊
の
脚
」
だ
っ
た
り
す
る
。

（46）	

青
デ
ア
・
ブ
ラ
ウ
エ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

巖
　

der blaue Stein.　

殺モ
ル
ト
フ
レ
ッ
ク

し
の
場
の
尾
根
か
ら
程
遠
か
ら
ず
、
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ク
の
北
方
に
あ
る
巖
の
名
。
現
在
観
光
名
所
。

（47）	

殺モ
ル
ト
フ
レ
ッ
ク

し
の
場
の
尾
根　

M
ordfleck.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
九
二
注
参
照
。

（48）	

フ
ラ
イ
バ
ハ　

Freibach.　

イ
ル
ム
川
の
水
源
で
あ
る
細
流
。

（49）	

火フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男　

Feuerm
ann.　

,feuriger M
ann̒

と
も
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
伝
承
で
周
知
の
存
在
。
こ
れ
は
（
煉
獄
で
）
生
前
犯
し
た
罪
業
を
償
っ
て
い
る
さ
ま
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よ
え
る
死
者
と
さ
れ
る
。
俗
信
に
よ
れ
ば
、「
煉
獄
」、
す
な
わ
ち
、「
浄
罪
界
」
で
は
火
で
罪
を
浄
め
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
た
ま
た
ま
こ

の
世
に
出
て
来
る
そ
う
し
た
亡
霊
が
か
っ
か
と
燃
え
盛
っ
て
い
て
も
当
然
な
わ
け
。「
火

フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
」
は
、
内
部
か
ら
焔
が
噴
き
出
し
て
い
る
骸
骨
、
焔
の
噴
き
出

る
鉛
の
外
套
を
纏
っ
た
鉛
の
男
、
高
く
幅
の
広
い
火
の
柱
の
中
に
い
る
黒
い
男
、
小
脇
に
頭
を
抱
え
た
頭
無
し
の
黒
い
男
、
火
の
よ
う
な
目
を
し
た
黒
い

男
な
ど
と
い
っ
た
人
間
の
よ
う
な
形
状
、
も
し
く
は
、
不
定
形
（
と
は
申
せ
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
）
の
火
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
罰
を
受
け

る
の
は
と
り
わ
け
、
土
地
の
境
界
標
石
を
動
か
し
た
罪
、
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
他
に
も
不
当
な
行
為
で
庶
民
を
虐
げ
た
領ア

ム

ツ

マ

ン

地
管
理
官
、
森

フ
ェ
ル
ス
タ
ー番

等
等
。

（50）	

ズ
ー
ル　

Suhl.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
南
部
の
中
心
都
市
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

の
南
斜
面
、
ラ
ウ
タ
ー
川
と
ハ
ー
ゼ
ル
川
の
河
谷
に
位
置
す
る
。

数
世
紀
に
亘
り
鉱
山
都
市
で
あ
り
、
ま
た
武
器
製
造
で
知
ら
れ
た
。

（51）	

肉
の
雨
が
降
っ
た　

Fleisch geregnet.　

一
定
範
囲
に
異
様
な
物
体
が
空
か
ら
降
っ
て
来
る
超
常
現
象
は
、
日
本
を
含
め
世
界
各
地
で
、
歴
史
的
に
も

観
察
さ
れ
て
い
る
。
龍
巻
が
そ
う
し
た
も
の
を
巻
き
上
げ
て
降
ら
せ
た
と
い
う
説
明
の
付
く
も
の
も
あ
る
。
魚
や
蛙
の
雨
は
そ
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

英
語,Fafrotskies̒

（
造
語
）「
怪
雨
」。

（52）	

あ
の
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
乙
女
の
よ
う
に　

w
ie die bei Eisenach.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
七
三
参
照
。

（53）	

ズ
ー
ラ　

Suhla.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（54）	

ハ
イ
ン
リ
ク
ス　

H
einrichs.　

ハ
ー
ゼ
ル
河
谷
に
位
置
す
る
。
現
在
ズ
ー
ル
の
一
部
。

（55）	

黒
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
・
い
雌ヘ

ン
ネ鶏
の
領
分　

Bereich der schw
arzen H

enne.　
「
黒
魔
術
が
流
行
っ
て
い
る
領
域
」
と
「
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
領
」
を
掛
け
て
い
る
。
黒

い
雌
鶏
は
黒
魔
術
に
使
用
さ
れ
る
呪
具
の
一
つ
。

（56）	

皮シ
ン
ダ
ー
ス
ラ
ー
ゼ
ン

剝
場　

Schindersrasen.　

廃
馬
廃
牛
の
皮
を
剝
ぐ
場
所
。
都
市
郊
外
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
は
道
路
沿
い
に
「
ア
ム
・
シ
ン
ダ
ー

ラ
ー
ゼ
ン
」A

m
 Schinderrasen

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
中
・
近
世
の
一
般
人
に
と
っ
て
は
嫌
忌
の
対
象
だ
っ
た
。

（57）	

マ
ー
ル
シ
ュ
テ
ッ
テ　

M
alstätte.　

お
そ
ら
く
「
境
界
の
地
」
の
意
。

（58）	

今
日
の
も
て
な
し
鳴
り
物
入
り
だ
が
、／
来
年
は
唄
で
の
お
も
て
な
し
。　H

eut w
errschtde nauf gʼklunge / un übbers Joar nauf gʼsunge!　

原

文
は
上
記
の
通
り
。,w

irschen̒

に
は
「
損
な
う
」「
悪
く
す
る
」
の
意
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
分
か
ら
な
い
の
で,bew

irten̒

か
、
と
推
量
し
た
の

だ
が
、
訳
に
自
信
は
無
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（59）	

ガ
ー
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン　

Germ
elshausen.　

ハ
ン
ブ
ル
ク
生
ま
れ
の
作
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ッ
カ
ーFriedrich Gerstäcker

（
一
八
一
六

─
七
二
）
に
同
名
の
短
編
（
十
九
世
紀
半
ば
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
何
世
紀
も
前
に
消
え
去
っ
た
が
、
百
年
に
一
度
、
一
日
だ
け
復
活
す
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（60）	

軍
医　

Feldscherer.　

軍
医
、
軍
医
助
手
。
軍
医
と
い
っ
て
も
、
負
傷
し
た
手
足
を
壊え

そ疽
に
な
ら
な
い
よ
う
切
断
し
た
り
、
創
傷
を
縫
合
し
た
り
、
骨
折
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を
接
い
だ
り
が
任
務
の
一
般
。
直
訳
す
れ
ば
「
従
軍
理
髪
師
」。
な
お
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
四
〇
注
参
照
。

（61）	

ロ
ー
ア　

Ror.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は,Rohr̒

が
普
通
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ

イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
村
。

（62）	
ミ
カ
エ
ル
祭　

M
ichaelis.　

九
月
二
十
九
日
。
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
の
祝
日
。
秋
の
収
穫
を
感
謝
し
、
賦
課
さ
れ
た
租
税
を
払
う
日
だ
っ
た
。
市
町
村
で
は

盛
大
な
市
が
立
て
ら
れ
た
。

（63）	

フフ
ァ
ー
ル
ザ
ー
メ
ン

ァ
ー
ル
の
種
（
羊フ

ァ
ル
ン
ザ
ー
メ
ン

歯
の
種
と
い
う
べ
き
か
）　Fahrsam

en (soll Farnsam
en heißen).　

そ
の
通
り
、「
羊フ

ァ
ル
ン
ザ
ー
メ
ン

歯
の
種
」
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

羊し

だ歯
の
持
つ
魔
力
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殆
ど
の
民
族
が
信
じ
て
来
た
。
数
多
く
の
伝
説
が
妖
精
や
小
人
の
秘
や
か
な
生
活
圏
で
あ
る
小
暗
い
森
の

中
で
育
つ
神
秘
的
な
こ
の
植
物
を
言
挙
げ
し
て
い
る
。
花
が
咲
く
こ
と
な
く
繁
殖
す
る
の
で
、
羊
歯
は
洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

タ

ー

ク

礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
（
六
月
二
十
四
日
）
の
夜

だ
け
に
開
花
す
る
、
と
の
民
間
信
仰
が
広
ま
っ
た
。
こ
の
夜
、
森
へ
入
っ
て
羊
歯
の
下
に
肌
着
を
脱
い
で
置
き
、
自
分
は
全
裸
で
朝
ま
で
待
ち
受
け
る
と
、

肌
着
に
羊
歯
の
種
─
─
胞
子
が
落
ち
る
。
こ
れ
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
叶
う
の
で
あ
る
。
隠
身
も
そ
の
一
つ
。
い
な
く
な
っ
た
馬
を
探

し
て
野
原
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
農
夫
が
、
そ
れ
と
気
付
か
ず
に
靴
に
羊
歯
の
種
を
入
れ
て
し
ま
い
、
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
あ
る
。
村
に

戻
っ
た
農
夫
は
、
姿
が
見
え
な
い
の
で
、
だ
れ
か
ら
も
話
し
掛
け
ら
れ
な
い
。
自
分
で
は
訳
が
分
か
ら
ぬ
内
、
と
う
と
う
怒
鳴
り
だ
し
、
な
に
や
か
や
の

あ
げ
く
、
靴
か
ら
種
を
棄
て
て
解
決
。
羊
歯
の
種
の
効
能
を
求
め
て
の
こ
と
で
な
い
だ
け
に
、
却
っ
て
ま
こ
と
し
や
か
で
あ
る
。
所
持
の
効
用
は
こ
の
他
、

金
持
ち
に
な
る
、
悪
魔
を
祓
え
る
、
隠
さ
れ
た
財
宝
の
所
在
が
分
か
る
、
三
十
年
戦
争
時
代
の
傭
兵
で
あ
れ
ば
、
剣
、
槍
、
銃
弾
の
い
ず
れ
に
も
傷
つ
け

ら
れ
な
い
金
剛
不
壊
の
体
に
な
る
、
と
い
っ
た
具
合
。

（64）	

フ
ィ
ア
ナ
ウ　

V
irnau.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は,V

iernau̒

が
普
通
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ

ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
い
町
。

（65）	

ヴ
ォ
ー
デ　

W
ode.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
八
参
照
。

（66）	

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ァ　

Schw
arza.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
い
町
。

（67）	

忠
実
な
エ
ッ
カ
ル
ト　

der treue Eckart.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
を
も
参
照
の
こ
と
。

（68）	

濃エ

ー

ル

色
麦
酒　

ale.　

英
語
。
大
麦
麦
芽
を
使
用
、
酵
母
を
常
温
（
摂
氏
二
〇
度
前
後
）
で
短
時
間
上
面
醱
酵
さ
せ
、
複
雑
な
香
り
と
果
物
に
似
た
風
味
と
深

い
旨
味
を
生
み
出
し
た
ビ
ー
ル
の
一
種
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
の
い
わ
ば
伝
統
的
地
ビ
ー
ル
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
古
風
な
醸
造
法
に
よ
る

も
の
だ
が
、
現
代
ド
イ
ツ
で
も
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ア
ル
ト
・
ビ
ー
ア
（
通
称
「
ア
ル
ト
」）A

ltbier (A
lt)

は
そ
の
典
型
的
例
。

（69）	

テ
ル
ツ　

Tölz.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
バ
ー
ト
・
テ
ル
ツ
＝
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ー
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地
バ
ー
ト
・
テ
ル
ツ
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
南
方
約

五
十
キ
ロ
、
イ
ザ
ー
ル
河
畔
の
保
養
都
市
。
か
つ
て
は
ビ
ー
ル
の
町
で
、
十
七
世
紀
中
葉
二
十
二
も
の
醸
造
所
が
あ
っ
た
。
一
七
八
二
年
、
主
要
な
顧
客
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先
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
は
五
六
〇
〇
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
も
買
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
規
模
経
営
は
産
業
化
の
流
れ
に
抗
し
難
く
、
次
次
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

今
日
復
活
し
た
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
はT

Ö
LZER M

Ü
H

LFELD
BR

Ä
U

の
み
。

（70）	
ド
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ア
カ
ー　

D
reißigacker.　

現
在
は
南
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
郡
庁
所
在
地
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
西
部
の
地
名
。
か
つ
て
は
郊
外
で
、
十
八
世

紀
初
頭
に
は
領
主
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
が
狩
り
の
館
を
建
て
た
し
、
一
八
〇
一
─
四
三
年
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
最
初
の
林フ

ォ
ル
ス
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー

学
講
習
所
が
経
営
さ
れ
た
。
初
代
所
長
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
の
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
母
方
の
伯
父
か
つ
養
父
の
ヨ
ー
ハ

ン
・
マ
テ
ー
ウ
ス
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
七
五
七
─
一
八
二
二
）
で
、
亡
く
な
っ
た
の
も
こ
の
地
で
あ
る
。

（71）	

刑
吏　

Scharfrichter.　

死
刑
執
行
人
。
人
体
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
特
殊
な
職
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
解
剖
学
、
外
科
学
、
生
理
学
等
に
通
じ

て
も
い
た
ろ
う
。
民
衆
か
ら
は
、
忌
ま
れ
、
恐
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
玄
妙
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
、
と
信
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（72）	

森ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ー
セ

贖
罪　

W
aldbuße.　

薪
や
粗そ

だ朶
を
盗
ん
だ
場
合
、
た
と
え
ば
、
一
日
な
い
し
数
日
、
森
で
只
働
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
森ヴ

ァ
ル
ト
ブ
ー
セ

贖
罪
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
監
獄
に
入
れ
、
と
森
番
に
脅
さ
れ
た
。
煮
炊
き
の
燃
料
に
す
ら
差
し
支
え
る
の
は
、
貧
し
い
人
人

に
と
っ
て
ま
さ
に
死
活
問
題
。
薪
や
粗
朶
の
盗
み
は
中
世
の
み
な
ら
ず
近
世
で
も
行
わ
れ
、
は
ず
み
で
森
番
が
殺
さ
れ
た
事
件
（
一
八
四
四
年
。
ザ
ク
セ

ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
大
公
国
）
も
あ
る
。
犯
人
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ー
ダ
ム
・
ヘ
ー
ネ
は
小
都
市
（
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ラ
ー
・

ラ
ン
ト
郡
の
保
養
地
バ
ー
ト
・
ベ
ル
カBad Berka

）
の
靴
屋
の
親
方
で
は
あ
っ
た
が
、
若
く
て
顧
客
が
な
く
、
六
人
の
子
持
ち
で
、
じ
ゃ
が
い
も
粥
を

煮
る
た
め
の
薪
を
盗
ん
で
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
森
番
に
発
見
さ
れ
、
揉
み
合
い
の
あ
げ
く
相
手
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
監
獄
に
送
ら
れ
、
数
年
後
に
獄

死
。
妻
は
情
け
あ
る
人
た
ち
の
庇
護
を
受
け
た
が
、
六
人
の
子
の
内
二
人
を
孤
児
院
に
預
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｌ
・
ヘ
フ
ナ
ー
「
山
林
で
の
森
番
殺

し
」Ludw

ig H
äfner: D

er Försterm
ord auf der H

arth. In: W
eim

arer H
eim

at: Blätter für N
atur, G

eschichte und K
ultur des K

reises 
W

eim
arer L

and. Vol. 15 (2001), p. 59-60

。

（73）	

シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ハ
＝
ハ
レ
ン
ベ
ル
ク　

Steinbach-H
allenberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
都
市
（
現
人

口
五
千
以
上
）。
ハ
ー
ゼ
ル
河
谷
に
あ
る
。

（74）	

柩
に
は
子
ど
も
の
亡な

き
が
ら骸
が
入
っ
て
い
た　

darin eine K
indesleiche.　

人
柱
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（75）	

恵ア
ー
ヴ
ェ
・
マ
リ
ー
ア
・
グ
ラ
ー
ツ
ィ
ア

ミ
深
キ
ま
り
あ
ニ
讃
エ
ア
レ
。
Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｘ
Ｘ　

A
ve M

aria gracia, M
CCCCX

X
.　

ラ
テ
ン
語
は
上
記
の
通
り
。
西
暦
年
は
一
四
二
〇
年
。
た

だ
し
ロ
ー
マ
数
字
で
は
普
通
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｘ
Ｘ
。

（76）	

坩る
つ
ぼ堝　

H
arztiegel.　

前
後
か
ら
の
類
推
。,H

arztiegelʻ

に
は
「
鉱こ

う
さ
い滓
」
の
意
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
通
じ
な
い
。

（77）	

執
レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
事
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム　

Rentm
eister Balthasar W

ilhelm
.　

ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
家
の
執

レ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
事
で
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
の
古
い
市
民

の
一
族
。
ル
タ
ー
と
同
様
エ
ア
フ
ル
ト
で
神
学
を
学
ん
だ
。
ル
タ
ー
の
盟
友
。
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（78）	

説
教
を
も
行
っ
た　

eine Predigt hielt.　

新
教
派
の
錚
錚
た
る
諸
侯
ら
を
含
む
会
衆
に
対
し
て
。
説
教
の
題
目
は
「
信
仰
の
解
釈
」A

uslegung des 
Glaubens

。
一
五
三
七
年
二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

（79）	
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン　

M
elanchton.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
注
参
照
。

（80）	
自ゲ

マ
イ
ン
デ
フ
ォ
ア
ム
ン
ト

治
体
後
見
人　

Gem
eindevorm

und.　

市
の
幹
部
の
内
で
市
民
の
代
弁
者
。
法
律
顧
問Syndikus

に
し
て
懲
戒
監
査
官Inspector D

isziplinär

。

（81）	

ヘ
ッ
セ
ン
風
の
牡ボ

ッ
ク
デ
ー
ゲ
ン

山
羊
剣
と
い
う
か
闘

カ
ン
プ
フ
デ
ー
ゲ
ン

剣
を　

einen hessischen Bock- oder K
am

pfdegen.　

未
詳
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（82）	

悪
魔
が
築
い
た
壁　

ein Teufelsm
auer.　

こ
こ
で
は
普
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
〇
二
「
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁
」、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
六
八
で
は

「
悪

ト
イ
フ
ェ
ル
ス
マ
ウ
ア
ー

魔
の
壁
と
悪ト

イ
フ
ェ
ル
ス
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

魔
の
街
道
」
の
よ
う
に
固
有
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（83）	

群
れ
の
牡お

う
し牛　

H
eerdochse.　

,H
erdochse̒

で
あ
る
。
去
勢
し
て
い
な
い
種
牡
な
の
で
気
が
荒
い
。

（84）	

フ
ー
ダ
ー　

Fuder.　

昔
の
容
量
単
位
。
酒
類
の
場
合
、
七
五
〇
リ
ッ
ト
ル
か
ら
一
九
五
〇
リ
ッ
ト
ル
の
間
で
、
地
域
に
よ
り
異
な
る
。

（85）	

巖フ
ェ
ル
ゼ
ン山
葡ワ

イ

ン
萄
酒　

Felsenw
ein.　

本
来
は
、
巖
肌
に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
生
え
て
い
る
葡
萄
の
樹
の
葡
萄
か
ら
搾
ら
れ
た
葡
萄
液
で
醸
し
た
ワ
イ
ン
。
独

特
の
風
味
を
持
つ
、
と
か
、
喉
の
黄
金
だ
、
と
か
い
う
讃
辞
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
巖
だ
ら
け
の
城
山
の
廃
墟
か
ら
持
っ
て
来
た
ワ
イ
ン
を
こ
う

言
っ
た
だ
け
の
こ
と
か
。

（86）	

棒
砂
糖
の
形　

die Gestalt eines Zuckerhutes.　

現
在
こ
の
形
は
世
界
を
見
渡
し
て
も
稀
だ
が
、
十
九
世
紀
お
よ
び
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
白
砂

糖
は
そ
の
製
造
法
の
た
め
、
長
細
い
円
錐
形
に
固
め
ら
れ
て
、
取
引
さ
れ
た
。

（87）	

ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク　

H
enneberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
郡
の
小
さ
い
村
（
由
緒
あ
る
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
発

祥
の
地
）
を
指
す
の
で
は
な
く
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
地
方
（
南
部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
部
分
を
含
む
歷
史
的
文
化
的
名
称
）
の
意
で
あ
ろ
う
。

（88）	

カ
ン
ネ　

K
anne.　

容
器
の
名
称
で
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
約
一
リ
ッ
ト
ル
の
容
量
単
位
で
あ
ろ
う
。
こ
の
女
商
人
は
重
さ
も
容
量
も
四
分
の
一
少
な

く
客
に
渡
し
た
の
で
あ
る
。

（89）	

ア
カ
ー　

A
cker.　

二
二
─
六
五
ア
ー
ル
。

（90）	

靴シ
ュ
ー尺　

Schuh.　

約
三
〇
セ
ン
チ
。

（91）	

シ
ュ
ロ
イ
ジ
ン
ゲ
ン　

Schleusingen.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ヒ
ル
ト
ブ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
郡
の
大
き
な
町
。

（92）	

牛
飼
い
は
、
そ
れ
が
再
び
沈
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
、
す
ぐ
さ
ま
所
持
の
布
切
れ
（
手
拭
い
）
を
見
つ
け
た
物
の
上
に
投
げ　

D
er H

irte w
arf 

gleich seinen Lappen (H
alstuch) auf den Fund, dam

it derselbe nicht w
ieder versinke.　

こ
う
し
た
俗
信
は
お
も
し
ろ
い
。

（93）	

レ
ン
グ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ガ
ウ　

Längw
itzgau.　

中
世
の
地
域
名
で
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

北
縁
、
ほ
ぼ
今
日
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
イ
ル
ム
郡
に
当
た
る
。

（94）	

盗ラ
ウ
プ
ブ
ル
ク

賊
城　

Raubburg.　
「
ラ
ウ
プ
ブ
ル
ク
」Raubburg

、「
ラ
ウ
プ
シ
ュ
ロ
ス
」Raubschloß

と
は
盗ラ

ウ
プ
リ
ッ
タ
ー

賊
騎
士
の
根
城
。
盗
賊
騎
士
と
は
、
街
道
な
い
し
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舟
航
可
能
な
河
川
に
お
け
る
通
行
料
の
強
制
、
追
い
剝
ぎ
、
略
奪
・
誘
拐
を
事
と
す
る
遠
征
行
を
飯
の
種
に
し
た
騎
士
階
級
に
属
す
る
者
た
ち
。
中
世
後

期
に
は
び
こ
っ
た
。
物
納
経
済
が
貨
幣
経
済
に
駆
逐
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
高
高
十
数
人
か
ら
数
十
人
で
あ
っ
て
も
重
武
装
し
た
あ
ら

く
れ
者
を
擁
し
て
嶮
岨
な
山
城
に
拠
ら
れ
る
と
、
火
砲
が
未
発
達
な
上
、
公
権
力
が
弱
体
な
時
代
、
こ
れ
を
排
除
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
し
か
し
、
勃

興
し
た
商
人
は
、
交
易
が
妨
げ
ら
れ
る
の
を
座
視
し
て
は
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
都
市
同
盟
軍
を
組
織
す
る
な
ど
し
て
、
や
が
て
彼
ら
を
殲
滅
す
る
。

（95）	

洗ヨ

ハ

ン

ニ

ス

ナ

ハ

ト

礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
の
前
夜　

Johannisnacht.　

六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
掛
け
て
の
夜
。
夏
至
が
直
近
と
な
る
の
で
、
民
間
信
仰
で
は
こ
の

時
期
を
特
別
視
す
る
。
同
じ
薬
草
で
も
効
能
が
違
う
な
ど
と
考
え
ら
れ
た
。
薬
草
を
夜
採
取
す
る
の
は
、
夜
間
は
薬
効
が
草
の
内
に
潜
み
、
昼
間
の
よ
う

に
発
散
し
て
い
な
い
、
と
さ
れ
た
か
ら
。

（96）	

イ
ル
メ
ナ
ウ　

Ilm
enau.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
山ヴ

ァ
ル
ト地

北
縁
、
イ
ル
ム
川
の
開
い
た
谷
に
あ
る
都
市
。
エ
ア
フ
ル
ト
の
南
西
ほ
ぼ
三
十
三
キ
ロ
。

（97）	

皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ　

K
aiser Rudolf.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
在
位
一
二
七
三
─
九
一
）。
ほ
ぼ
一
二
四
〇
年
以
降
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
伯

ル
ー
ド
ル
フ
四
世
。
弱
小
な
領
主
で
あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
、
一
二
七
三
年
ロ
ー
マ
＝
ド
イ
ツ
王
に
選
出
さ
れ
た
（
大イ

ン
テ
レ
グ
ヌ
ム

空
位
時
代
の
終
焉
）
が
、
そ
の

後
着
着
と
権
勢
・
領
土
を
拡
張
し
た
。

（98）	

ア
イ
ヒ
ク
ト　

Eichigt.　

現
ザ
ク
セ
ン
州
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
郡
の
村
。
い
わ
ゆ
る
ザ
ク
セ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
に
あ
る
。

（99）	

巖フ
ェ
ル
ゼ
ン
ケ
ラ
ー

穴
蔵　

Felsenkeller.　

巖
を
掘
っ
て
作
っ
た
穴
蔵
（
酒
蔵
）。

（100）	

あ
る
賢
い
男
の
許も

と

へ　

bei einem
 w

eisen M
ann.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
・
伝
説
に
登
場
す
る
「
賢
い
男
」w

eiser M
ann

、「
賢
い
女
」w

eise Frau 

と
い
う
の
は
、
た
だ
単
に
利
巧
で
物
識
り
の
男
女
の
意
で
は
な
い
。
人
間
や
家
畜
・
家
禽
、
生
産
手
段
な
ど
の
不
調
に
し
か
る
べ
く
対
応
で
き
る
だ
け
の

知
識
の
あ
る
庶
民
で
、
有
用
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
日
頃
か
ら
薬
草
採
取
そ
の
他
必
要
な
準
備
も
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
老
婆
だ
っ
た
り

す
る
と
、
時
と
し
て
悪
意
あ
る
者
た
ち
か
ら
、「
魔
女
」
だ
、
と
誣
告
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
だ
い
。
な
お
「
賢
い
女
」
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
四
三
と

同
注
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（101）	

黄
金
の
日
曜
日　

der goldene Sonntag.　
「
三ト

リ

ニ

タ

ー

テ

ィ

ス

位
一
体
の
祝
日
」Trinitatis

。
聖プ

フ
ィ
ン
グ
ス
テ
ン

霊
降
臨
祭
後
の
最
初
の
日
曜
日
。

（102）	

シ
ュ
タ
ッ
ト
イ
ル
ム　

Stadtilm
.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
小
都
市
。
エ
ア
フ
ル
ト
の
南
方
約
三
十
キ
ロ
。

（103）	

シ
ャ
ル
マ
イ　

Schalm
ei.　

中
世
の
ダ
ブ
ル
・
リ
ー
ド
の
木
管
楽
器
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
九
に
も
登
場
。

（104）	

内な
い
ぜ
ん
の
か
み

膳
正　

Truchses.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通,Truchseßʻ

。
中
世
ド
イ
ツ
の
重
要
な
宮
内
職
の
一
つ
。

（105）	

ザ
ク
セ
ン
の
大
豪
族
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
の　

des großen Sachsenfürsten W
ittekind.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
六
二
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
七
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
八
な
ど 

参
照
。

（106）	

大
カ
ー
ル
が
髭ひ

げ

も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
の
一
人
に
昇
格
さ
せ
た
時　

A
ls der große K

arl Ludw
ig den Bärtigen zu 
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einem
 Grafen vo T

hüringen erhoben hatte.　

意
味
不
通
。「
髭
も
じ
ゃ
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
」Ludw

ig der Bärtige, Ludw
ig m

it dem
 Bart

と

し
て
こ
れ
ま
で
Ｄ
Ｓ
Ｂ
に
登
場
し
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伯
爵
は
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ン
グ
家
の
祖
で
あ
り
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
四
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
同
伝
説

に
よ
れ
ば
、
彼
を
伯
爵
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
で
あ
る
。

（107）	
帝
国
の
四
伯
爵　

V
iergrafen des Reiches.　

中
世
後
期
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ク
レ
ー
フ
ェ
、
ツ
ィ
リCilli

（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
ツ
ェ
リ
ェCelje

）、
ザ
ヴ
ォ
イ
エ
ンSavoyen

（
フ
ラ
ン
ス
語
サ
ヴ
ォ
アSavoie

、
イ
タ
リ
ア
語
サ
ヴ
ォ
イ
アSavoia

）
の
伯
爵
家
に
与
え
た
称
号
。

「
四

フ
ィ
ー
ア
グ
ラ
ー
フ

伯
爵
」V

iergraf

な
る
称
号
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。

（108）	

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ィ
ン
ブ
ル
ク
家　

H
aus Schw

artzinburg.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（109）	

ド
イ
ツ
皇
帝
が
一
人　

ein deutscher K
aiser.　

ド
イ
ツ
王
に
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
い
う
こ
と
。

（110）	

鷲グ

ラ

イ

フ

頭
獅
子
身
有
翼
獣　

Greif.　

グ
リ
フ
ォ
ン
。
伝
説
の
怪
獣
で
、
上
半
身
は
鷲
（
な
い
し
鷹
）
で
翼
を
持
ち
、
下
半
身
は
ラ
イ
オ
ン
。

（111）	

城
内
法
廷　

Burggericht.　

城
の
所
有
者
が
そ
の
裁
判
権
に
服
す
る
者
た
ち
に
対
し
て
開
く
法
廷
。
裁
判
権
を
持
つ
城

ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
伯
の
法
廷
も
こ
の
名
で
呼
ば
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

（112）	

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク　

Blankenburg.　

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
城
は
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
バ
ー
ト
・

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
近
郊
の
城
の
廃
墟
（
ド
イ
ツ
最
大
の
も
の
の
一
つ
）。
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
里
山
で
あ
る
グ
ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
山

頂
（
標
高
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
聳
え
る
山
城
だ
っ
た
。
山
麓
の
都
市
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
名
称
は
も
と
よ
り
こ
の
城
に
由
来
す
る
。

（113）	

皇
帝
ギ
ュ
ン
タ
ー　

K
aiser Günther.　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
ギ
ュ
ン
タ
ー
二
十
一
世
（
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
一
三
〇
四

─
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
一
三
四
九
）。
一
三
四
九
年
ド
イ
ツ
王
（
後
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
）
カ
ー
ル
四
世
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
）
の
対
立
王

に
立
て
ら
れ
た
。
た
だ
し
一
敗
地
に
塗
れ
た
ギ
ュ
ン
タ
ー
は
、
一
三
四
九
年
五
月
二
十
六
日
、
カ
ー
ル
四
世
に
対
し
全
て
の
要
求
を
放
棄
し
た
が
、
そ
の

後
少
し
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
会
修
道
院
で
死
去
し
た
。
死
因
は
ペ
ス
ト
と
の
説
あ
り
。
彼
自
身
は
、
毒
を
盛
ら
れ
た
、
と
仄
め
か

し
た
そ
う
だ
が
、
歷
史
的
に
証
拠
立
て
ら
れ
て
は
い
な
い
。

（114）	

か
の
医
師
フ
ラ
イ
デ
ン
ク　

der A
rzt Freidenk.　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
医
師
フ
ラ
イ
デ
ン
ク
先マ

イ
ス
タ
ー生
。
ギ
ュ
ン
タ
ー
王
が
軽
い
不
具
合
を
感
じ
た
時
、
彼

は
こ
の
医
師
に
治
療
を
頼
ん
だ
。
医
師
は
、
す
ぐ
楽
に
お
な
り
で
す
、
と
約
束
、
薬
を
調
剤
し
て
差
し
出
し
た
。
王
は
医
師
に
、
毒
味
せ
よ
、
と
要
求
、

医
師
は
飲
ん
だ
。
そ
こ
で
王
は
杯
の
残
り
を
乾
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
医
師
は
蒼
白
に
な
っ
て
く
ず
お
れ
、
三
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
一
方
王
は
全

身
が
腫
れ
、
麻
痺
し
た
。
同
時
代
人
は
、
王
を
毒
殺
す
れ
ば
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
区
を
与
え
る
、
と
医
師
は
約
束
さ
れ
て
い
た
の
だ
、
と
主
張
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
だ
れ
か
破
廉
恥
な
手
が
薬
に
毒
を
混
ぜ
た
こ
と
を
医
師
が
知
ら
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
、
と
思
わ
れ
る
。
以
上
は
次
の
文
献
に
拠
る
。

W
ilhelm

 Zim
m

erm
ann: D

er deutsche K
aisersaal. Stuttgart 1855. (reprint 2005). S.23.
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（115）	

ヴ
ァ
ッ
ツ
ド
ル
フ　

W
atzdorf.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
一
部
（
現
人
口
約
百
五
十
人
）。

（116）	
糸
紡
ぎ
部
屋
の
集
ま
り
が
あ
り　

w
ar Spinnstube.　

「
糸
紡
ぎ
部
屋
が
あ
っ
た
」
の
意
訳
。
晩
秋
か
ら
初
春
ま
で
の
寒
く
長
い
宵
、
村
村
で
は
ど
こ
か

の
家
の
大
き
な
一
部
屋
に
既
婚
・
未
婚
の
女
た
ち
が
集
ま
り
、
一
緒
に
糸
を
紡
ぐ
習
慣
が
あ
っ
た
。
こ
の
部
屋
が
「
糸シ

ュ
ピ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

紡
ぎ
部
屋
」
で
あ
る
。
唄
を
歌
っ

た
り
、
世
間
の
噂
話
に
耽
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
話
上
手
が
伝
説
、
昔
話
、
笑
い
話
な
ど
を
語
っ
た
り
と
い
う
具
合
で
、
退
屈
は
随
分
凌
げ
た
で
あ
ろ

う
。
娘
た
ち
の
気
を
惹
こ
う
と
、
青
年
た
ち
も
楽
器
を
抱
え
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の
場
合
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（117）	

担
保
が
請う

け
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た　

es w
urden Pfänder ausgelöst.　

「
担
保
遊
び
」（「
罰
金
遊
び
」
と
も
邦
訳
さ
れ
る
）Pfänderspiel

の
「
担

保
」。
こ
の
遊
び
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
二
九
注
参
照
。
こ
こ
で
は
一
応
遊
び
の
主
体
は
終
わ
り
、
遊
び
で
失
敗
を
犯
し
、
担
保
を
預
け
る
（
罰
を
受
け

る
）
こ
と
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
担
保
（
罰
）
の
内
容
を
、
全
員
参
加
で
無
作
為
に
決
め
る
場
面
で
あ
る
。
だ
れ
の
担
保
（
罰
）
と
は
知
ら
な
い
状
態
で
、

問
い
掛
け
役
が
「
だ
れ
だ
か
知
ら
な
い
が
今
自
分
が
手
に
持
っ
て
い
る
人
の
担
保
は
何
に
す
る
」
の
意
味
の
科
白
を
歌
う
よ
う
に
唱
え
る
（
次
注
参
照
）

と
、
メ
ン
バ
ー
の
だ
れ
か
が
思
い
つ
き
を
言
う
わ
け
（
自
分
自
身
の
担
保
か
も
知
れ
な
い
）。
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
実
行
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
指
定
さ
れ
た

品
を
提
出
す
れ
ば
、
担
保
を
請
け
戻
し
た
こ
と
に
な
る
。
厳
し
い
担
保
要
求
を
し
な
い
の
が
不
文
律
だ
が
、
無
思
慮
な
人
間
が
妙
な
こ
と
を
口
走
り
、
そ

れ
が
一
座
に
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。

（118）	

担
保
は
何
に
し
た
ら
い
い
。
あ
た
し
が
持
っ
て
る
こ
の
担
保　

W
as soll thun das Pfand, das ich hab’ in m

einer H
and?　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

頭
韻
・
脚
韻
を
踏
ん
で
い
る
。

（119）	

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク　

Blankenburg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
の
都
市
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
。
か
つ
て
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
と
呼
ば
れ
た
グ

ラ
イ
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
城
山
下
に
で
き
た
定
住
地
が
同
名
で
呼
ば
れ
、
一
三
二
三
年
文
書
で
都
市
の
権
利
を
与
え
ら
れ
た
。
現
人
口
約
七
千
。

（120）	

小ク
ラ
イ
ンゲ

ー
リ
ッ
ツ　

K
lein-Gölitz.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
の
一
部
（
現
人
口
百
人
足
ら
ず
）。
こ
の
楽
士
た
ち
は
ブ
ラ
ン

ケ
ン
ブ
ル
ク
市
の
お
抱
え
楽
士
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（121）	

白し
ら
が髪
の
侏し

ゅ
じ
ゅ儒
が
一
人　

ein graues M
ännchen.　

気
晴
ら
し
役
と
し
て
か
つ
て
伯
爵
家
に
仕
え
て
い
た
者
。

（122）	

山
毛
欅
の
実　

Buchecker.　

堅
果
は
三
角
の
痩
せ
た
団
栗
状
だ
が
、
胚
乳
は
渋
く
な
く
、
脂
肪
分
に
富
ん
で
い
て
、
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
炒
れ
ば
よ

り
食
べ
易
い
。

（123）	

癒ハ
イ
ル
ス
ベ
ル
ク

や
し
の
山
村　

D
orf H

eilsberg.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
小
さ
い
町
レ
ム
ダ
＝
タ
イ
ヒ
ェ
ル
の

一
部
。
現
人
口
は
二
百
ば
か
り
に
過
ぎ
な
い
が
、
立
派
な
教
会
が
あ
り
、
ゲ
ー
テ
も
こ
の
教
会
に
つ
い
て
一
八
一
八
年
記
し
て
い
る
。

（124）	

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
王　

K
önig Ludw

ig.　

フ
ラ
ン
ク
王
国
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
国
王
・
西
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
八
一
四
─
八
四
〇
）。
兄
二
人
が
早
世
し
た
の

で
、
父
の
封
土
を
単
独
相
続
。
優
柔
不
断
と
の
譏
り
を
受
け
た
が
、
大
層
信
心
深
く
、
敬デ

ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
帝
・
王der From

m
e

と
添
え
名
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
名
ル
イ
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敬ル

・

ピ

ュ

ウ

虔
帝
・
王Louis le Pieux

。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
九
を
も
参
照
。

（125）	

弁
髪
や
鬘か

つ
ら
の
時
代
に　

in der Zopf- und Perücken-Zeit.　
「
弁
髪
」
も
「
鬘
」
も
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
男
性
の
ヘ
ア
・
ス
タ
イ
ル
。
弁
髪
は
総
髪
を

後
頭
部
で
一
本
に
編
ん
で
纏
め
た
も
の
。
ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
以
前
に
一
般
で
は
廃
れ
た
が
、
軍
人
で
は
十
九
世
紀
初
頭
に
も
風
俗
が
残
っ
て

い
る
（
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
重ジ

ャ
ン
ダ
ル
ム

甲
騎
兵
連
隊
）。
鬘
（
地
頭
は
虱
除
け
の
た
め
剃
っ
て
い
た
よ
う
だ
）
は
庶
民
と
は
無
縁
だ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
に
は
長
大
な
物

（
ル
イ
十
四
世
─
─
因
み
に
毛
が
薄
か
っ
た
─
─
の
肖
像
画
な
ど
参
照
）
が
流
行
り
、
十
八
世
紀
に
は
小
さ
い
物
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀
に
入
る
と
廃
れ
て

行
く
。

（126）	

森ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ッ
ト

の
精　

W
aldschratt.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
普
通,W

aldschratʻ

で
あ
り
、
従
っ
て
発
音
の
片
仮
名
表

記
も
「
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ー
ト
」
の
方
が
よ
り
近
似
値
。「
シ
ュ
ラ
ー
ト
」Schrat

が
自
然
の
精
霊
の
一
種
。
出
没
す
る
生
活
圏
に
よ
り
「
森
の
シ
ュ
ラ
ー

ト
」W

aldschrat
、「
小バ

ハ
川
の
シ
ュ
ラ
ー
ト
」Bachschrat

、「
野ヴ

ィ
ー
ゼ
ン

原
の
シ
ュ
ラ
ー
ト
」W

iesenschrat

な
ど
に
分
か
れ
る
。「
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ー
ト
」

は
髪
も
髭
も
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
。

（127）	

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
城
館　

Schloß zu Rudolfstadt.　

ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
伯
爵

領
（
一
五
九
九
─
一
七
〇
九
）、
同
侯
爵
領
（
一
七
一
〇
─
一
九
一
八
）
の
首
邑
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト

郡
の
中
都
市
。
町
を
見
下
ろ
す
ハ
イ
デ
ッ
ク
ブ
ル
クH

eideckburg

の
城
館
が
あ
る
。

（128）	

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
未
亡
人
カ
タ
リ
ー
ナ　

die verw
ittw

ete K
atharina von Schw

arzburg.　

ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
家
に
生
ま
れ
、
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
─
─
同
伯
と
し
て
は
初
め
て
ル
タ
ー
派
に
改
宗
し
た
─
─
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
十
七
世
（
─
一
五
三
八
）
と
一
五
二
四
年
結
婚
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
夫
人
カ
タ
リ
ー
ナCatharina, Gräfin zu Schw

arzburg

（
一
五
〇
九
─
六
七
）。「
剛デ

ィ
・
ヘ
ル
デ
ン
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

勇
伯
爵
夫
人
」die H

eldenm
ütige

と
の
添
え
名

が
あ
る
。

（129）	

三
十
年
戦
争
が
諸
邦
を
荒
れ
狂
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る　

als der dreißigjährige K
rieg durch die Lande w

üthete.　

シ
ラ
ー
も
記
し
て
い
る

こ
の
逸
話
は
一
五
四
七
年
の
こ
と
で
、
三
十
年
戦
争
時
代
で
は
な
く
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
と
の
戦
争
で
あ
る
。
皇
帝
は
カ
ー
ル
五
世
で
、
同
時
に

イ
ス
パ
ニ
ア
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
し
て
ア
ル
バ
公
の
主
君
だ
っ
た
。

（130）	

保シ
ュ
ッ
ツ
ブ
リ
ー
フ

護
状　

Schutzbrief.　
「
保

シ
ュ
ッ
ツ
ブ
リ
ー
フ

護
状
」
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
支
配
者
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
所
有
者
な
い
し
集

団
全
体
を
そ
の
支
配
者
の
特
別
な
保
護
下
に
置
く
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

（131）	

ア
ル
バ
公　

H
erzog A

lba.　

イ
ス
パ
ニ
ア
の
第
三
代
ア
ル
バ
公D

ouque de A
lba

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア
ル
バ
レ
ス
・
デ
・
ト
レ
ドFernando Á

lvarez 
de Toledo

（
一
五
〇
七
─
八
二
）。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
に
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
お
よ
び
次
の
イ
ス
パ
ニ
ア
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世

に
仕
え
た
將
軍
・
政
治
家
。
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
（
八
十
年
戦
争
）
初
期
に
お
け
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
叛
乱
に
対
す
る
苛
酷
な
弾
圧
は
有
名
。
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（132）	

牡お
う
し牛
の
血
に
は
殿
様
の
血
を　

Fürstenblut für O
chsenblut!　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（133）	
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公　

H
erzog von Braunschw

eig.　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
に
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝

ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
侯
（
在
位
一
五
一
四
─
六
八
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
二
世
（
一
四
八
九
─
一
五
六
八
）。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
地
域
最
後
の
カ
ト
リ
ッ

ク
君
侯
。
数
多
く
の
戦
に
参
加
。
一
五
二
五
年
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
で
は
農
民
と
戦
い
、
一
五
二
八
年
に
は
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
の
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
遠
征
に
参
加
。
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
に
敗
れ
て
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
を
奪
わ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
国
に
亡
命
、
カ
ー
ル
五
世
の
援

助
を
受
け
て
一
五
四
六
年
失
地
恢
復
し
た
こ
と
も
あ
る
。

（134）	

カ
ス
パ
ー
ル
・
ア
ク
ィ
ラ　

Caspar A
quila.　

本
名
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ス
パ
ー
ル
・
ア
ー
ド
ラ
ーJohann Caspar A

dler

（
一
四
八
八
─
一
五
六
〇
）。
宗

教
改
革
期
の
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
。
ア
ク
ィ
ラ
は
ラ
テ
ン
語
で
（
イ
タ
リ
ア
語
で
も
そ
う
だ
が
）「
鷲
」
の
意
─
─
本
姓
ア
ー
ド
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
語
で
や
は

り
「
鷲
」。
あ
る
こ
と
で
彼
に
激
怒
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
が
彼
の
首
に
五
千
グ
ル
デ
ン
も
の
懸
賞
金
を
懸
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
彼
は

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
夫
人
カ
タ
リ
ー
ナ
に
匿
っ
て
も
ら
っ
た
。

（135）	

ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ナ
ス　

Justus Jonas.　

大
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ナ
スJustus Jonas der Ä

ltere

（
一
四
九
三
─
一
五
五
五
）。
法
律
家
、
人

文
主
義
者
、
宗
教
改
革
期
の
ル
タ
ー
派
の
神
学
者
。
法
律
家
に
し
て
外
交
官
小
ユ
ー
ス
ト
ゥ
ス
・
ヨ
ー
ナ
スJustus Jonas der Jüngere

（
一
五
二
五
─

六
七
）
の
父
。

（136）	

警プ
ロ
フ
ォ
ー
ス

衛
下
士　

Profos.　

刑
の
訴
追
と
執
行
に
任
じ
た
軍
の
役
職
。
十
六
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
は
連レ

ギ
メ
ン
ト隊
の
警
察
権
を
委
任
さ
れ
た
役
人
で
、
軍
令
の
執
行
と
維

持
に
努
め
た
。
三
十
年
戦
争
ま
で
は
中コ

ン
パ
ニ
ー隊
な
い
し
小フ

ェ
ー
ン
ラ
イ
ン

旗
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
懲
戒
処
罰
の
執
行
を
司
る
。
軍
隊
内
で
の
警
官
で
あ
り
刑
吏
だ
っ
た
。
業
務

は
随
分
変
化
し
て
い
る
が
、
現
代
に
お
け
る
後
身
は
「
憲
兵
」
な
い
し
「
軍
警
察
」
で
あ
る
。

（137）	

下
ウ
ン
タ
ー

＝
プ
ラ
イ
リ
ッ
プ　

U
nter-Preilipp.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
都
市
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
一
部
。

（138）	

長ヴ

ェ

ッ

ク

細
白
麵
麭　

W
eck.　

上
等
の
小
麦
で
作
っ
た
細
長
い
パ
ン
。
無
論
中
・
近
世
庶
民
が
普
通
食
べ
ら
れ
る
パ
ン
で
な
か
っ
た
。
産
婦
の
た
め
、
一
家
の

祝
い
の
た
め
用
意
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
赤
児
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
お
産
婆
さ
ん
に
も
謝
礼
の
一
部
と
し
て
ご
馳
走
す
る
わ
け
。
こ
れ
を
食
べ
た
り
、

持
ち
帰
っ
た
り
、
疲
れ
休
め
の
ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
り
く
ら
い
が
な
ぜ
い
け
な
い
、
と
存
ず
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
稼
業
の
女

性
に
殊
の
外
口
う
る
さ
い
。

（139）	

灯
り
部
屋
〔
＝
糸
紡
ぎ
部
屋
〕　Lichtstube.　
「
糸
紡
ぎ
部
屋
」Spinnstube
に
同
じ
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
二
注
参
照
。

（140）	

取ヴ
ェ
ク
セ
ル
バ
ル
ク

替
え
子　

W
echselbalg.　

こ
の
伝
説
・
昔
話
の
登
場
形
態
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
九
の
注
で
詳
し
く
記
し
た
。
ま
た
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
八
〇
を
も
参
照
。

（141）	

百ホ

ー

フ

姓
屋
敷　

H
of.　

「
バ
ウ
エ
ル
ン
ホ
ー
フ
」Bauernhof

で
あ
る
。
主
人
で
あ
る
農
夫
一
家
、
何
人
も
の
男
女
使
用
人
の
居
住
区
画
、
耕
作
用
・
運
搬
用
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の
馬
や
牛
の
た
め
の
厩
、
豚
・
羊
・
家
禽
用
の
囲
い
や
小
屋
、
堆
肥
置
き
場
、
水
汲
み
場
、
巨
大
な
納
屋
、
荷
車
置
き
場
な
ど
か
ら
成
る
。

（142）	

糸
紡
ぎ
部
屋
の
集
ま
り
を
や
っ
て
い
た　

Spinnstube hatten.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
二
注
参
照
。

（143）	
娘
が
子
ど
も
を
授
か
っ
た
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た　

ich bin dazu gekom
m

en, w
ie die M

agd zum
 K

ind.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（144）	
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト　

Saalfeld.　

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ザ
ー
レ
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト

郡
の
郡
庁
所
在
地
。
ザ
ー
レ
河
畔
に
位
置
し
、
現
人
口
約
二
万
五
千
。
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
と
共
に
ザ
ー
レ
川
彎

曲
部
の
近
接
三
市
と
し
て
一
種
の
都
市
同
盟
を
目
指
し
て
い
る
。
十
世
紀
初
頭
に
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
王
領
の
一
つ
。
十
三
世
紀
初
頭
に
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
で
四
番
目
の
帝
国
直
属
都
市
と
な
っ
た
。

（145）	

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会　

Johanneskirche.　
「
ヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会
」Johanniskirche

。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
市
教
会
。
中マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

央
広
場
の
す
ぐ
近
く
、
旧
市
街
の

ザ
ー
レ
川
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に
あ
る
。
一
三
八
〇
年
着
工
、
一
五
一
四
年
竣
工
。
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
最
も
重
要
な
教
会
建
築
の
一

つ
。

（146）	

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ドデ

ア
・
ド
イ
チ
ェ

イ
ツ
人
王　

Ludw
ig der D

eutsche.　

東
フ
ラ
ン
ク
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
（
在
位
八
四
三
─
七
六
）。
カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル

ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
末
子
で
、
後
継
者
と
な
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬デ

ア
・
フ
ロ
ン
メ

虔
帝
・
王
〔
＝
ル
イ
敬ル

・

ピ

ュ

ウ

虔
帝
・
王
〕
の
子
息
（
三
男
）。
従
っ
て
こ
の
人
は
大
帝
の
孫

の
一
人
。
添
え
名
「
ドデ

ア
・
ド
イ
チ
ェ

イ
ツ
人
王
」
は
十
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
。
同
時
代
の
西
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
文
献
で
、
彼
は
「
げ
る
ま
に
あ
ノ
王
」rex 

Germ
aniae

あ
る
い
は
「
げ
る
ま
ん
人
ノ
王
」rex Germ

anorum

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
」「
ゲ
ル
マ
ン
人
」
＝
「
ド
イ
ツ
」

「
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（147）	

カ
ー
ル
マ
ン　

K
arlm

ann.　

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
曾
孫
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
長
男
。
東
フ
ラ
ン
ク
王
（
在
位
八
七
六
─

八
〇
）・
イ
タ
リ
ア
王
（
八
七
九
─
八
七
九
）
カ
ー
ル
マ
ン
二
世
。
病
を
得
て
晩
年
弟
た
ち
に
譲
位
。

（148）	

小
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

Ludw
ig der Jüngere.　

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
曾
孫
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
次
男
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
。

東
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
大
部
分
も
ロ
タ
ー
ル
王
国
東
部
も
イ
タ
リ
ア
王
国
も
領
有
し
た
が
、
嗣
子
無
く
し
て
死
去
し
た
の
で
こ
れ
ら
は
弟
の
カ
ー
ル
の
手
に

渡
っ
た
。

（149）	

カ
ー
ル
肥デ

ア
・
デ
ィ
ッ
ケ

満
王　

K
arl der D

icke.　

カ
ー
ル
大
帝
〔
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
〕
の
曾
孫
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
三
男
で
末
子
。
一
時
西
フ
ラ
ン
ク
王

国
（
こ
ち
ら
で
は
シ
ャ
ル
ル
肥ル

・
グ
ロ

満
王
で
あ
る
）
を
も
継
承
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
暫
定
的
に
統
一
し
た
が
、
無
能
で
こ
れ
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
。

（150）	

…
…
が
素
晴
ら
し
い
大
ド
イ
ツ
国
を
初
め
て
お
互
い
の
間
で
分
け
合
っ
た
の
だ　

…
…das große herrliche deutsche Reich zum

 ersten unter 
sich getheilt haben.　

広
大
な
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
三
分
割
さ
れ
た
の
は
七
四
三
年
「
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
条
約
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
（
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
＝
ドデ

ア
・
ド
イ
チ
ェ

イ
ツ
人
王
）、
ロ
タ
ー
ル
王
国
（
ロ
タ
ー
ル
一
世
）、
西
フ
ラ
ン
ク
王
国
（
カ
ー
ル
二
世
＝
シ
ャ
ル
ル
二
世
＝
禿ル

・
シ
ョ
ー
ヴ

頭
王
）。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
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イ
ン
の
記
す
八
七
五
年
、
シ
ャ
ル
ル
禿
頭
王
は
兄
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ドデ

ア
・
ド
イ
チ
ェ

イ
ツ
王
・
西
ロ
ー
マ
皇
帝
が
死
ん
だ
の
で
、
イ
タ
リ
ア
に
侵
入
、
同
地
域
を
併
合
、

西
ロ
ー
マ
皇
帝
（
カ
ー
ル
二
世
）
に
即
位
し
て
い
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
誇
称
す
る
「
大
ド
イ
ツ
国
」
─
─
彼
は
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
指
し
て
こ
う

言
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
─
─
の
分
割
と
は
何
だ
ろ
う
。

（151）	
ソ
ル
ブ
語
を
話
す
ヴ
ェ
ン
ド
人　

Sorbenw
ende.　

「
ヴ
ェ
ン
ド
人
」
と
は
ゲ
ル
マ
ン
人
の
居
住
地
近
傍
な
い
し
居
住
地
内
の
ス
ラ
ヴ
人
を
指
す
ゲ
ル
マ

ン
語
（
後
ド
イ
ツ
語
）。
ソ
ル
ブ
語
は
西
ス
ラ
ヴ
語
の
一
派
。「
ソ
ル
ブ
語
を
話
す
ヴ
ェ
ン
ド
人
」
は
結
局
ソ
ル
ブ
人
。
こ
れ
は
中
世
ま
で
エ
ル
ベ
川
東
岸

地
域
に
居
住
し
て
い
た
ス
ラ
ヴ
民
族
の
残
存
者
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ザ
ク
セ
ン
州
北
東
部
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
南
東
部
に
現
在
合
わ
せ
て
六
万

ほ
ど
。
大
半
は
ド
イ
ツ
語
を
も
話
す
。
彼
ら
の
居
住
地
は
歷
史
的
に
ラ
ウ
ジ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
。

（152）	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
鰊に

し
ん
ば
な鼻　

T
hüringer H

eringsnasen.　

鰊
好
き
で
、
し
か
も
鼻
が
鰊
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
、
と
い
う
か
ら
か
い
か
。

（153）	

高デ
ア
・
ホ
ー
エ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム

い
群
れ　

der hohe Schw
arm

.　
「
ホ
ー
ア
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム
」H

oher Schw
arm

.

ザ
ー
レ
川
上
手
に
そ
そ
り
立
つ
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
様
式
の
居

住
型
塔
城
の
廃
墟
。
今
日
の
遺
構
が
い
つ
建
設
さ
れ
た
の
か
充
分
判
明
し
て
い
な
い
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
諸
伯
に
よ
り
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た

防
禦
施
設
の
壁
・
基
礎
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た
模
様
（
一
三
〇
〇
年
頃
）。
十
四
世
紀
後
期
に
は
ソ
ル
ベ
ン
ブ
ル
ク
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、

七
世
紀
の
半
ば
ス
ラ
ヴ
人
の
首
長
ザ
ー
モ
が
鳩
占
い
で
城
を
建
て
る
場
所
を
選
ば
せ
た
と
こ
ろ
、
鳩
は
柏

ア
イ
ヒ
ェの
巨
樹
に
止
ま
っ
た
。
祭
司
が
木
に
斧
を
い
れ
、

木
が
倒
れ
る
と
、
幹
の
中
に
巣
を
作
っ
て
い
た
蜜
蜂
の
群

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム
れ
が
空
中
高
く
に
飛
び
立
っ
た
。
そ
こ
で
ザ
ー
モ
は
築
い
た
城
を
「
高ホ

ー
ア
ーい
群シ

ュ
ヴ
ァ
ル
ム
れ
」
と
命
名
し

た
、
と
。

（154）	

高ア
ル
ク
ス
・
ア
ル
タ
・
ソ
ラ
バ
ル
ム

キ
そ
る
ぶ
人
ノ
城　

arx alta Sorabarum
.　

ラ
テ
ン
語
。

（155）	

カカ

ッ

テ

ン

ッ
テ
ィ
族　

Catten.　

,Chatten̒

あ
る
い
は,K

atten̒

と
も
。
ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
部
族
。
今
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
地
方
の
住
民
の
大
部
分
に
相
応
す
る
。

「
カカ

ッ

テ

ン

ッ
テ
ィ
族
」
が
「
ヘ
ッ
セ
ン
」
の
語
源
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（156）	

ヘ
ラ
ー　

H
eller.　

半
プ
フ
エ
ニ
ヒ
に
相
当
。
つ
ま
り
ご
く
価
値
の
低
い
貨
幣
。

（157）	

南
国
人
の
親
方
に　

einem
 w

älishcen jener.　

ド
イ
ツ
か
ら
見
て
南
の
国
（
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
者
だ
が
、
お

そ
ら
く
イ
タ
リ
ア
人
。

（158）	

瀝ペ
ッ
ヒ
ク
ラ
ン
ツ

青
環　

Pechkranz.　

中
・
近
世
の
軍
事
に
使
用
さ
れ
た
焼
夷
剤
。
木
製
の
環
を
芯
と
し
、
こ
れ
に
ピ
ッ
チ
を
染
み
込
ま
せ
た
布
紐
を
何
重
に
も
巻
き

付
け
た
物
。
包
囲
し
た
都
市
や
城
塞
に
攻
撃
側
が
投
擲
機
で
投
げ
込
ん
で
放
火
す
る
の
に
安
価
か
つ
効
果
的
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
話
の
場
合
は
照
明

道
具
で
あ
る
。

（159）	

宮ホ
ー
フ
ア
ポ
テ
ー
ケ

中
調
剤
所　

H
ofapotheke.　

王
侯
の
宮
廷
の
た
め
の
薬
調
剤
所
。
現
在
も
こ
の
名
称
、
な
い
し
類
似
の
名
称
の
薬
局
が
ド
イ
ツ
の
幾
つ
も
の
都
市

に
あ
る
。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
そ
れ
は
ヨ
ハ
ン
ニ
ス
教キ

ル
ヒ
ェ会

の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
極
め
て
古
い
建
物
。
一
六
八
一
年
家
屋
の
所
有
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者
、
薬
剤
師
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
カ
ム
ス
ド
ル
フ
が
宮
中
調
剤
所
開
設
の
権
利
を
取
得
し
た
の
で
、
以
来
こ
の
名
称
の
薬
局
と
な
る
。
現
在
の
名
称
は

「
中マ

ル
ク
ト
ア
ポ
テ
ー
ケ

央
市
場
薬
局
」M

arkt A
pothke

。

（160）	
女
子
修
道
院
だ
っ
た　

…
…w

ar ein N
onnenkloster.　

そ
の
事
実
は
無
い
。
一
一
七
〇
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

髭
帝
・
王
の
帝ラ

イ
ヒ
ス
フ
ォ
ー
ク
ト

国
代
官
の
住
ま
い
と
し
て

建
て
ら
れ
、
そ
の
後
一
二
〇
八
年
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
家
が
入
手
、
更
に
一
四
六
八
年
市
参
事
会
が
所
有
、
更
に
市
民
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

宮ホ
ー
フ
ア
ポ
テ
ー
ケ

中
調
剤
所
と
な
っ
た
。

（161）	

跣バ
ー
ル
フ
ュ
ー
サ
ー
ク
ロ
ス
タ
ー

足
修
道
士
修
道
院　

Barfüßerkloster.　

一
二
五
〇
年
頃
建
て
ら
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
派
修
道
院
。
現
在
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
市
博
物
館
。

（162）	

ア
ル
テ
ン
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト　

A
ltensaalfeld.　

「
ア
ル
ト
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
」A

ltsaalfeld

。
現
在
は
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
市
区
の
一
つ
。
往
古
は
ザ
ー

レ
川
右
岸
の
村
で
、
こ
の
村
の
南
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

髭
帝
・
王
が
都
市
に
基
礎
を
置
き
、
そ
れ
が
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
に
発
展
し
た
。

（163）	

小シ
ュ
レ
ス
ヒ
ェ
ン

さ
い
館
キ
ッ
ツ
ァ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン　

das Schlößchen K
itzerstein.　

ホ
ー
ア
ー
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ム
の
近
く
、
市
壁
沿
い
に
あ
る
。

（164）	

幼
児
殉
教
者
の
日
に　

am
 Tage der unschuldigen K

indlein.　

十
二
月
二
十
八
日
。「
罪
な
き
子
ど
も
ら
の
日
」der Tag der unschuldigen 

K
inder

。
ヘ
ロ
デ
王
の
命
に
よ
り
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
と
そ
の
周
辺
一
帯
の
二
歳
以
下
の
男
の
子
が
皆
殺
し
に
さ
れ
た
、
と
の
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
（
二
章
十
六

節
）
の
記
述
に
よ
り
、
後
世
定
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
祝
日
。

（165）	

石
灰
を
振
り
掛
け
て
も　

durch aufgeschütteten K
alk.　

生
石
灰
・
消
石
灰
は
消
毒
に
用
い
ら
れ
る
。

（166）	

ト
ゥ
ー
ト
＝
オ
ー
ゼ
ル　

Tut-O
sel.　

Ｄ
Ｓ
Ａ
三
一
七
参
照
。

（167）	

ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
公
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト　

Saalfelder H
erzog, Christian Ernst.　

ザ
ク
セ
ン
＝
コ
ー
ブ
ル
ク
＝
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
公

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
（
在
位
一
七
二
九
─
四
五
）
か
。

（168）	

…
…
宝
は
地
底
へ
沈
ん
だ　

…
…sank der Schatz zur T

iefe.　

呪
封
さ
れ
て
い
る
宝
を
掘
り
出
す
時
、
う
っ
か
り
声
を
立
て
る
と
、
宝
は
ま
た
沈
ん

で
し
ま
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
約
束
事
で
あ
る
。

（169）	

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
寛

デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容
公K

urfürst Johann Friedrich von Großm
ütige.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
七
一
注
参
照
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ

四
九
一
で
も
名
が
出
る
。

（170）	

ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
の
戦
い　

der Schlacht bei M
ühlberg.　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
侯
が
結
成
し
た
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
の
総
帥
ザ
ク
セ
ン
選

帝
侯
に
し
て
ザ
ク
セ
ン
公
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
約
七
千
の
兵
を
率
い
て
ミ
ュ
ー
ル
ベ
ル
ク
（
現
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
エ
ル
ベ
＝
エ
ル
ス

タ
ー
郡
の
町
。
エ
ル
ベ
河
畔
に
位
置
す
る
）
近
郊
に
野
営
し
て
い
た
が
、
一
五
四
七
年
四
月
二
十
四
日
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
が
指
揮
す
る
歩
兵

一
万
七
千
、
騎
兵
一
万
に
奇
襲
さ
れ
、
壊
滅
的
打
撃
を
喫
す
る
と
共
に
、
負
傷
し
て
捕
虜
と
な
っ
た
。
五
月
十
九
日
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
条
約
に
よ
り
い

わ
ゆ
る
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
降
服
で
終
わ
り
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
選
帝
侯
位
を
失
い
、
選
帝
侯
位
と
領
土
の
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大
部
分
を
カ
ー
ル
五
世
に
よ
っ
て
又
従
弟
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
公
モ
ー
リ
ッ
ツ
─
─
こ
れ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
カ
ー
ル
五
世
に
味
方
し
て
い
た

─
─
に
譲
渡
さ
せ
ら
れ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
所
領
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。

（171）	
グ
ラ
ー
バ
修
道
院
の
故
地　

Stift Graba.　

グ
ラ
ー
バ
村
は
現
在
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
市
の
一
部
。
か
つ
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
院
が
あ
っ
た
。

（172）	
騎リ

ッ
タ
ー
ジ
ッ
ツ

士
の
荘
園　

Rittersitz.　
「
騎リ

ッ
タ
ー
グ
ー
ト

士
の
荘
園
」Rittergut

と
も
。
こ
れ
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
領
主
は
、
法
律
な
い
し
慣
習
法
に
よ
り
免

税
特
権
お
よ
び
地ラ

ン
ト
タ
ー
ク

方
議
会
出
席
・
発
言
権
を
持
っ
た
。
館
の
あ
る
広
く
、
美
し
い
敷
地
と
し
て
描
か
れ
た
図
が
幾
つ
も
あ
る
。
た
だ
し
下

ウ
ン
タ
ーヴ

ィ
ル
バ
ハ
の

騎リ
ッ
タ
ー
グ
ー
ト

士
の
荘
園
は
十
五
世
紀
半
ば
以
降
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
派
修
道
院
の
所
有
に
帰
し
、
近
世
に
は
田カ

ウ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス

舎
屋
敷
と
し
て
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト

市
民
（
私
人
）
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

（173）	

夢ア
ル
プ
ト
ル
ー
デ

魔　

A
lptrude.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
〇
注
参
照
。
ア
ル
プA
lp

、
ト
ル
ー
トTrud

、
ト
ル
ー
デTrude

、
ド
ゥ
ル
ー
デD

rude

、
マ
ー
ルM

ahr

な
ど
は
全

て
睡
眠
中
の
人
を
苦
し
め
る
妖
魔
。

（174）	

金ラ
イ
ヒ
マ
ン
ス
ド
ル
フ

持
ち
村　

Reichm
annsdorf.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
＝
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
郡
の
村
。

（175）	

郭か
く
が
い
し

外
市　

Vorstadt.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（176）	

フ
ォ
イ
ク
ト
ラ
ン
ト　

Voigtland.　

現
在
一
般
に
は
「
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
」Vogtland

だ
が
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
表
記
で
終
始
す
る
。

（177）	

曠ハ
イ
デ野　

H
aide.　

,H
eide̒

と
綴
る
場
合
と
同
様
の
意
味
。
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
近
く
以
外
に
も
こ
の
綴
り
の
「
ハ
イ
デ
」
は
数
箇
所
あ
る
。

（178）	

デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
地
方
の
ヴ
ォ
ー
デ
が
地ウ

ン
タ
ー
イ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ェ

べ
た
の
下
の
衆
を
狩
る
よ
う
に　

w
ie der W

ode im
 D

itm
arschenlande die U

nterirdischen.　

Ｄ
Ｓ

Ｂ
一
七
八
参
照
。

（179）	

荒デ
ィ
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
ベ
ル
タ

れ
狂
う
ベ
ル
タ　

D
ie w

ilde Bertha.　

Ｄ
Ｓ
二
六
九
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で
、
言
う
こ
と
を
聴
か
な

い
子
ど
も
を
脅
す
の
に
「
荒
れ
狂
う
ベ
ル
タ
が
来
る
よ
」D

ie w
ilde Berta kom

m
t.

と
叫
ぶ
由
。
南
ド
イ
ツ
の
ペ
ル
ヒ
タ
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
怖
い
属
性
と
優
し
い
属
性
を
持
ち
、
ホ
レ
夫
人
と
共
通
す
る
女
性
の
自
然
精
霊
だ
が
、
ベ
ル
タ
に
は
好
い
子
や
働
き
者
の
女
性
奉
公
人
に
手
厚
く

報
い
る
優
し
い
半
面
は
あ
る
の
か
。

（180）	

ベ
ル
ン
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ　

Berndietrich.　

ド
イ
ツ
盛
期
中
世
・
後
期
中
世
の
極
め
て
有
名
な
伝
説
登
場
人
物
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ン
〔
＝

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
〕
が
訛
っ
た
も
の
か
。
こ
の
男
性
英
雄
の
名
が
女
性
の
伝
説
登
場
形
態
の
名
に
擬
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
奇
妙
。

（181）	

片
や
伴
侶
の
方
は
鉄デ

ィ
・
ア
イ
ゼ
ル
ネ
・
ベ
ル
タ

の
ベ
ル
タ
、
ビ
ル
ダ
ベ
ル
タ
、
ヒ
ル
ダ
ベ
ル
タ
（
フ
ル
ダ
＝
ベ
ル
タ
か
）
と
呼
ば
れ
、
南
ド
イ
ツ
で
は
ペ
ル
ヒ
タ
お
よ
び
プ
レ
ヒ

タ
で
あ
る　

sie aber heißt auch die eiserne Bertha, die Bildabertha, H
ildabertha (H

ulda-Bertha?), und im
 südlichen D

eutschland 
Perchtha und Prechtha.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

（182）	

団ク
レ
ー
セ子　

K
löße.　

単
数
形
「
ク
ロ
ー
ス
」K

loß

。
小
麦
粉
の
捏
ね
粉
（
擂
り
下
ろ
し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
半
分
混
ぜ
る
こ
と
も
あ
る
）
で
作
る
、
大
抵
は
球
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形
の
食
品
。
茹
で
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
主
食
と
す
る
か
、
シ
チ
ュ
ウ
の
添
え
物
と
す
る
か
、
ス
ー
プ
の
具
と
す
る
。
甘
く
し
て
デ
ザ
ー
ト
と
す
る
場
合
も

あ
る
。

（183）	
鰊に

し
ん　H

äring.　

普
通,H

eringʻ

と
綴
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
鰊
の
魚
卵
（
数
の
子
）
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
勿
論
丸
の

ま
ま
の
燻
製
鰊
（
雌
）
の
場
合
で
あ
る
。
丸
の
ま
ま
の
燻
製
鰊
は
三
枚
に
下
ろ
し
て
、
水
で
一
晩
塩
抜
き
し
、
水
気
を
拭
き
取
り
、
小
骨
を
丹
念
に
除
去

す
る
。
こ
れ
で
そ
の
ま
ま
パ
ン
（
黒
パ
ン
を
お
勧
め
す
る
）
に
載
せ
て
食
べ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
調
理
法
は
「
鰊
の
マ
リ
ネ
」M

arinierter 
H

ering
で
あ
ろ
う
。
塩
漬
け
鰊
を
五
時
間
ほ
ど
水
で
塩
抜
き
し
、
水
気
を
拭
き
取
り
、
薄
切
り
の
玉
葱
や
月
桂
樹
の
葉
な
ど
と
共
に
マ
リ
ネ
液
─
─
ミ
ル

ク
、
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
混
ぜ
た
物
─
─
に
二
日
ほ
ど
漬
け
る
。
付
け
合
わ
せ
に
は
茹
で
た
皮
付
き
じ
ゃ
が
い
も
が
合
う
。
訳
者
は
、
ど
ち
ら
の
鰊

の
食
べ
方
で
も
美
味
い
、
と
思
い
ま
す
が
、
ま
、
子
ど
も
向
き
の
食
材
で
は
あ
り
ま
せ
ん
な
。

（184）	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
鰊
鼻
ど
も
の　

der T
hüringer H

äringsnasen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
三
〇
参
照
。

（185）	

車
輪
止
め
鎖　

H
em

m
kette.　

馬
車
を
減
速
な
い
し
停
止
さ
せ
る
た
め
に
車
輪
の
車
軸
に
巻
き
付
け
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
車
輪
に
押
し
当
て
る
制
動
機
に

結
ば
れ
て
い
る
鎖
。

（186）	

扁ひ
ら
ま
め豆　

Linsen.　

レ
ン
ズ
豆
。
丸
く
扁
平
で
小
粒
（
直
径
四
─
九
ミ
リ
）。
西
ア
ジ
ア
原
産
で
極
め
て
古
い
栽
培
植
物
の
一
つ
。
足
ら
ず
勝
ち
の
小
麦
・

ラ
イ
麦
な
ど
の
補
い
と
し
て
干
し
豌
豆
や
干
し
蚕
豆
と
と
も
に
庶
民
の
食
材
に
多
用
さ
れ
た
と
見
え
、
ド
イ
ツ
の
民
話
に
は
よ
く
登
場
す
る
。

（187）	

十
二
夜　

die Zw
ölften.　

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
（
十
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
一
月
六
日
の
朝
（
公
現
祭
前
夜
）
ま
で
の
期
間
を
言
う
。
季
節
の
変
わ
り
目

で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
地
方
で
は
雪
や
氷
に
閉
ざ
さ
れ
満
目
蕭
条
と
し
て
い
る
の
で
、
民
間
信
仰
で
は
魑
魅
魍
魎
が
徘
徊
す
る
、
と
さ
れ
た
。

南
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
田
舎
で
は
家
や
家
畜
小
屋
を
煙
で
燻
し
て
魔
除
け
と
し
た
の
で
「
十
二
燻
夜
」die zw

ölf Rauhnächte

と
も
呼
ば
れ
る
。

（188）	

い
か
な
る
風
呂
屋
・
軍
医
も　

kein Bader und Feldscheer.　
「
風
呂
屋
」
＝
「
浴
場
主
」
＝
「
浴
場
世
話
係
」Bader

は
「
理
髪
師
」Barbier

と
考

え
て
も
よ
い
。
西
欧
で
は
十
三
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
掛
け
て
都
市
部
に
お
い
て
公
共
浴
場
（
蒸
し
風
呂
）
が
普
及
し
た
。
浴
場
主
や
浴
場
従
業
員
は
鋏

や
剃
刀
を
用
い
て
浴
客
の
髪
や
髭
の
手
入
れ
（
理
髪
）、
肌
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
も
行
っ
た
が
、
時
の
経
過
と
共
に
、
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
医
師
に
と
っ

て
軽
侮
さ
れ
た
下
級
医
術
、
す
な
わ
ち
、
刺し

ら
く胳
、
浣
腸
、
傷
の
治
療
、
膏
薬
調
製
、
小
さ
な
外
科
手
術
（
腫
物
の
切
開
、
創
傷
の
縫
合
な
ど
）、
骨
折
・

捻
挫
・
脱
臼
の
治
療
を
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
業
種
に
従
事
し
て
い
て
技
術
に
優
れ
て
い
る
者
は
、
従
軍
し
て
い
れ
ば
軍
医
の
仕
事
も
大

方
務
ま
っ
た
。
い
や
、
と
も
す
る
と
空
虚
な
理
論
を
先
行
さ
せ
勝
ち
な
大
学
で
医
学
を
学
び
、
臨
床
医
療
体
験
に
乏
し
い
医
師
よ
り
も
、
遙
か
に
役
に

立
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
風
呂
屋
」「
理
髪
師
」
は
初
め
賤
し
い
稼
業
と
さ
れ
、
手
工
業
組
合
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
。
十
四
世
紀
半
ば

頃
に
漸
く
「
風
呂
屋
」「
理
髪
師
」
の
組ツ

ン
フ
ト合

が
で
き
た
し
、
ま
た
し
ば
し
ば
他
業
種
組
合
か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
四
九
八
注 

Feldscherer

参
照
。
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（189）	

ほフ

ッ

サ
う
い　

H
ussa!　

「
フ
ッ
サ
ッ
サ
」H

ussassa

と
も
。
狩
猟
時
の
掛
け
声
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
一
参
照
。

（190）	
片
身
半
分　

V
iertel.　

普
通
は
食
肉
と
し
て
処
理
さ
れ
、
血
抜
き
・
剝
皮
が
き
ち
ん
と
済
ん
だ
骨
付
き
の
大
き
な
塊
が
片
身
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
ど

ん
な
も
の
か
。

（191）	
疫ヒ

ュ
ン
シ
ュ
ヒ
ェ
ン

病
神
ど
ん　

H
ünschchen.　

「
ヒ
ュ
ン
シ
ュ
」H

ünsch

あ
る
い
は
「
ヒ
ン
シ
ュ
」H

insch

は
「
病
気
」「
ペ
ス
ト
」
の
意
。「
─
─
ヒ
ェ
ン
」
は
縮
小

語
尾
。
た
だ
し
、
訳
に
さ
ほ
ど
自
信
は
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（192）	

賢
い
女　

eine w
eise Frau.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
一
三
の
注
に
も
記
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
・
伝
説
に
登
場
す
る
「
賢
い
女
」w

eise Frau

は
た
だ
単
に

利
巧
で
物
識
り
の
女
性
な
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
更
に
一
言
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
圏
や
そ
の
周
辺
地
域
の
「
賢
い
女
」
に
は
、
ロ
ー
マ
軍
と
対
峙
し
た
ゲ

ル
マ
ン
人
に
あ
っ
て
は
尊
重
さ
れ
、
軍
略
を
も
軍
の
首
長
が
諮
問
し
た
部
族
の
長
老
の
女
性
、
巫
女
的
存
在
が
、
あ
る
い
は
遠
く
谺
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

（193）	

秘
ル

ー

ネ

法
に
通
じ
た
女
性　

Rune.　
「
ル
ー
ネ
」Rune

は
中
世
高
地
ド
イ
ツ
語
で
「
秘
密
」「
秘
法
」「
ゲ
ル
マ
ン
人
の
秘
密
文
書
・
魔
呪
に
用
い
ら
れ
た
文

字
」
の
意
で
、
標
記
の
よ
う
な
使
い
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
な
用
法
で
あ
ろ
う
か
。

（194）	

ヴ
ェ
レ
夫
人　

Frau W
elle.　

こ
の
名
の
音
か
ら
は
「
ウ
ェ
レ
ダ
（
ヴ
ェ
レ
ダ
）」Veleda

が
容
易
に
連
想
さ
れ
よ
う
。
ウ
ェ
レ
ダ
は
ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
部

族
ブ
ル
ク
テ
リ
の
女
予
言
者
で
、
紀
元
七
〇
年
頃
ロ
ー
マ
皇
帝
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
の
時
代
に
名
が
あ
る
。
現
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
リ
ッ
ペ
川
か

ら
遠
か
ら
ぬ
塔
に
隠
遁
し
て
い
た
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
対
す
る
バ
タ
ウ
ィ
イ
族
の
叛
乱
に
関
与
し
、
叛
乱
側
の
勝
利
を
予
言
し
た
。
後
に
囚
わ
れ
て
イ
タ

リ
ア
の
ア
ル
デ
ア
で
生
涯
を
終
わ
る
。
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
タ
キ
ト
ゥ
ス
『
同
時
代
史
』H

istoriae

四
章
六
一
・
六
五
節
参
照
。

（195）	

こ
の
流
れ　

der Fluß.　

す
な
わ
ち
ザ
ー
レ
川die Saale

は
現
バ
イ
エ
ル
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
三
州
を
貫
流
す
る
全
長

四
一
三
キ
ロ
、
モ
ル
ダ
ウ
（
チ
ェ
コ
語
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
）
川
に
次
い
で
二
番
目
に
長
い
エ
ル
ベ
川
の
支
流
で
あ
る
。
上

オ
ー
バ
ーバ

イ
エ
ル
ン
、
フ
ィ
ヒ
テ
ル
ゲ
ビ
ル

ゲ
の
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
─
─
ツ
ェ
ル
と
ヴ
ァ
イ
セ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
間
─
─
か
ら
流
れ
出
し
、
ザ
ー
ル
フ
ェ
ル
ト
、
ル
ー
ド
ル
フ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
イ

エ
ナ
、
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
バ
ー
ト
・
デ
ュ
レ
ン
ベ
ル
ク
、
メ
ル
ゼ
ブ
ル
ク
、
ハ
レ
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
、
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の

町
町
の
傍
を
通
り
、
バ
ル
ビ
ー
近
郊
で
エ
ル
ベ
川
に
合
流
す
る
。

（196）	

ラ
ニ
ス　

Ranis.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
都
市
。

（197）	

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
村ド

ル
フ　

W
ilhelm

sdorf.　

現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
ザ
ー
レ
＝
オ
ル
ラ
郡
の
小
村
。
海
抜
四
二
七
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
。
こ
ん
な
高
地

の
村
に
ど
う
し
て
ザ
ー
レ
川
の
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
出
没
し
た
の
だ
ろ
う
。

（198）	

打う
ち
お
さ梭
棒　

Peitschenstecken.　

織
機
の
道
具
。

（199）	

ハ
レ
っ
て
ど
こ
だ
か
知
っ
て
る
か
い
。／
ハ
レ
は
谷
間
に
あ
り
ま
す
る
。／
綺
麗
な
娘
ら
そ
の
中
へ
。／
そ
れ
か
ら
ザ
ー
レ
の
水
の
精
。　W

ißt ihr w
ohl, 
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w
o H

alle liegt? / H
alle liegt im

 T
hale; / D

a sind schöne Jungfern drein, / U
nd N

ixen in der Saale.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
終
わ
り
の

二
行
が
、
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
に
乙
女
の
生
贄
を
捧
げ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
の
か
。

（200）	
プ
ラ
イ
リ
ッ
プ
の
ご
同
業
と
似
た
こ
と　

w
ie der zu Preilipp.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
五
二
八
参
照
。

（201）	
ド
ス
テ
ン
と
ド
ラ
ン
ト　

D
osten und D

orant.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
〇
一
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
四
注
参
照
。

訂
正分

載
試
訳
（
そ
の
八
）

三
九
ペ
ー
ジ　

七
行
目　

温
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

良
公　

→　

寛
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容

公

八
五
ペ
ー
ジ　

後
ろ
か
ら
七
行
目　

温
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

良
公　

→　

寛
デ
ア
・
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ー
テ
ィ
ゲ

容

公


